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プロローグ







　僕たちは気づかない

　僕たちは気づかない




　僕たちがどこで生まれ

　誰と出会い

　どこで別れて

　そして、歩んでいく道を







１　仮・面







　彼はいつも、何も言ってはくれなかった。

　飄ひょう々ひょうとした態度、軽い身のこなし。すべてを分かったような顔をしているくせに、何も教えてくれようとはしなかった。

　誰もが羨せん望ぼうの目を向けた。

　誰もが私を裏切った。

　なのに彼はそのどちらの視線も気にも留めずに、私のそばにずっと、ただ、立っていた。

　雲を掴むように、誰よりも信用ならないのに、いつしか彼のいない部屋では、静かに座っていることさえできなくなっていた。

　図々しくて、かと思えば時には紳士的で、いつも、自分の思うように生きていた。

「え、俺？」

「うん、いいんじゃない。ナギサがそれでいいんなら」

「一回失敗しただけでしょ。なら、これからどうなるかは分かんないんじゃない？」

　一人じゃない。彼がいるから。そう思った時には、彼は遠くの空に消えていた。

　自分にとって、彼がなんだったのか。今も分からない。それでも彼は、大切な人だった。







◆







　青、赤、黄色、ステージの上ではまばゆい光が舞い、観客は熱気に包まれた会場の中、力の限りの声援を送っていた。

　観客が手にする団扇うちわに書かれているのは、彼らがエールを送る一人の少女の名前。

　会話も交わしたことのない少女に向けて、誰しもが心からの愛と夢をのせていた。

　紙吹雪の舞う中、少女がマイクを片手に感謝の言葉を贈ると、さらに声援は大きくなる。少女は笑った、観客も笑った。そこには、感謝と幸福が満ち満ちていた。

　次の曲がラスト。観客たちはそうと分かりつつも、この時間が終わらないように願っていた。

　少女は空を見上げ、目を、見開いた――。

「……！」

　空に一瞬、流れ星のようなものが見えた。視界の隅で五つに分岐していくような光の動線さえ、少女の口からこぼれる言葉にかぶせられて、誰の脳にも焼き付くことはない。

　それ以上、空はどんなメッセージも送っては来なかった。

　いつもの日々、いつもの空。ほんの少しの違和は、誰の未来も変えはしない。そう、彼女は信じていた。










　楽屋を出れば、彼女はもう『ウミ』ではない――。

　化粧を取り、衣装を脱ぎ、いつもの地味な格好に着替えれば、彼女は本当の自分である『ナギサ』に戻る。ここ一年は、そんな二重生活を続けている。

　彼女がアイドルの格好をしていなければ、誰も彼女には気づかない。ステージの上だけの天使は、普段はただの一般女性。だからこそ、平穏な毎日を送れている。

　先ほどの光についての手掛かりはすでにない、と分かっていても、つい後ろ髪を引かれＳＮＳをずっとチェックしてしまう。そんな自分に呆れつつも、指が止められない。手になじむスマートフォンをこうして、興味もないのにチェックするのが日課なのだ。誰もがそうだ、帰るまでにナギサと目が合う人はいない。みんなも、スマートフォンにくぎ付けになって、画面の外のことに興味は向けない。

　帰ったら買ってきた夕食を温めて、簡単に食事を済まそう。

　家の近くの交差点に差し掛かったところで、ナギサはスマートフォンをしまって鍵を探し出した。これもいつもの日課。だが――いつもと違うことがひとつだけあった。

　家の目の前に、うごめく影があったのだ。

　ナギサは思わず足を止め、引き返そうか迷った。迷うのに、すぐに体が動かない。恐怖と疲れですっかり体が強張っていた。

　その隙をつくように、影がこちらを向いたのが分かる。ナギサの心臓は一気に跳ね上がった。

「あ、すいませーん」

　影は軽い声を出し、こちらに近づいてくる。半歩、ようやく足を下げられたが、その影がすでにナギサの目の前にやってきて、抵抗は無駄だと分かった。

　街灯の真っ白な光が影を照らし、その正体が高身長のスーツ姿の男であることを教えてくれる。

　見るからに軽薄そうな、黒髪の――ホストのような男が、怪け訝げんな顔で彼を見上げるナギサに向けて、ヘラっと笑顔を向ける。

「この辺ごはん屋さんとかあります？」

「えっ」

「あー、すみません。迷子になったみたいで」

「この辺は……家しか、ないんですけど……」

「え、そうなんだ」

　男はそう言って頭を掻いた後、どうしようかなあ、と言ってナギサが手に下げたスーパーのレジ袋に目を止めた。特売で三〇〇円だった弁当。ライブ終わりで疲れたから、今日は多めに買っていた。

「その……あげれませんよ。これは私の……」

「あ、やっぱダメ？」

　男はそう言って、またヘラっと笑った。










　ナギサは買ってきた弁当を皿に移しながら、ため息を吐いた。

　テーブルには先に出しておいた麦茶を飲んでいるヴィットが、ぶしつけにも彼女の部屋を見回している。

「あんまり見ないでもらっていいですか」

「あ、ごめんなさい」

「そんなに面白いもの、ないと思いますけど」

「だね」

　小馬鹿にするような意味合いはないとしても、すぐに同意されたことにはイラっとしてしまう。

　迷子の上、金もない、スマートフォンの電源も切れてしまったと言うから、ナギサは仕方なく、彼を家に上げることになってしまった。上がる前に、信用してもらうために名前を教えます、と言って彼はヴィットと名乗ってきたが、それだけで信用できると思えているところが余計に不審だ。
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「食べたらすぐ帰ってくださいね」

　弁当を皿に盛ると、余計そのわびしさが増す。

　怪しくても、一応ヴィットも客人か――？　そう思って、少しだけ多めにおかずをのせたのに、彼はがっつくわけでもなくゆっくりゆっくり食べていた。

　本当にお腹が空いていたわけじゃないのかと、怪しさは募るばかりだ。

「あの……この辺に引っ越してきたばかりなんですか」

「まあ、そんな感じですね」

「……その、お金はどうしたんですか」

「あー、今はないですね」

「……」

「あ、でも今度返しますよ。お弁当代」

「当たり前だと思いますけど」

　ナギサは、いらだってすっかり少なくなった弁当に手を付けた。

　ヴィットは律儀にも、ナギサが食べ終わるまでは椅子から立ち上がらなかった。早く帰ってくれるほうが、正直気持ち的にはありがたいが――彼なりの礼儀だと思うと責められなかった。

　ようやく自分の分の食事を終え、ナギサはヴィットの分も含めて流しに運ぶ。

　だが、それでもヴィットは立ち上がらない。

「あの……お茶ですか？」

「え？　いいんですか？」

「……」

　ちゃっかりしてる。

　引っ越してきたばかりと言ったくせに、家から出して早々、ヴィットはまた、「この辺に泊まる場所とかありますか？」と尋ねて来た。

　引っ越してきたなんて嘘だったのだ。もう夜も遅く、彼はお金も持っていない。

　ここで追い出して、何か事件にでも巻き込まれたら自分のせいにされるのか？　ナギサはへなへなとその場に座り込むことしかできなかった。

「……あの、一晩だけですからね」

「え、いいんですか？」

　またまた、ちゃっかりしてる。

　家にこんな怪しい男を上げるんじゃなかった。そう思った時には、もう遅い。

　ナギサは使っていない部屋から朝まで出ないことをヴィットに約束させた。

　だが夜が明けても、ヴィットはなかなか部屋から出てこなかった。まさか居座るつもりじゃないか……と、ノックをしてドアを開けると、スマートフォンで何かを見ているようだった。

「あの、一晩、経ちましたけど」

「ああ、はい」

「出ていくんですよね」

「めどが立てば」

「めどって、どんなめどですか？　一晩の約束だったでしょ」

　少々きつめに言うと、ヴィットはなぜか面食らったような顔を返した。

「お金、ないんですよね」

「……」

「そのー、はい、努力します」

　信用ならない……。ナギサはため息を吐いた。

　ヴィットが家にいるからといって仕事に行かないわけにもいかない。今日も昼からライブの予定がぎっしり詰まっている。

　部屋は奇麗に使うこと、勝手にものを触らないこと、もし何か怪しいことをしたら、すぐに警察を呼ぶと忠告して、ナギサは後ろ髪を引かれながら家を後にした。

　もしかして、居着いたりはしないよな――。そんな不安があっても、代わりに金を貸したりするのも、少し違う気がする。それじゃあ自分が全部、損じゃないか。ナギサは頭を抱えた。全部、昨夜の自分の判断が間違っていたせいだ。










　スポットライトが自分を照らす。ウミの姿に変わったナギサは、今日も体の奥底から湧き出る自信を武器に、歌い、踊った。

　頭の片隅にヴィットが居座ったらどうするかの懸念はあったが、観客が自分に向けて声援を送り、ステージを重ねるごとに報酬を得られることで、心は少しずつ落ち着きを取り戻していた。

　今日は残りワンステージ。絶対ヴィットの分の食事は買って帰らない。

　自分にそう言い聞かせて、ウミは楽屋を飛び出した。

　ステージの袖からは、ウミの登場を心待ちにしている観客たちの姿が見える。一人一人の顔はライトの逆光でよく見えないけれど、それでも、ウミには心強かった。ここにいる人は、誰しもウミの味方なのだ。

　ステージへ、一歩、一歩、歩き出す。

　照らされていたスポットが消え、辺りは真っ暗になる。蓄光テープを頼りに持ち場に立ったウミは、少しうつむき、深呼吸をした。

「皆、今日も来てくれてありがとうー！」

　めいっぱいの笑顔を携えて声を挙げると、背後のライトが一斉に輝きだした。水色とピンクの電飾が、彼女の着る衣装の装飾を一層輝かせる。

　のけぞるほどの声援。足の底から血が一気に頭まで登ってくるのが分かる。

　愛しいファンたちを、ウミは微笑みを携えて「見つめようとした」。

　だがその瞬間、彼女の笑顔は――一瞬で消えた。







◆







　ナギサは……走っていた。真っ暗な住宅街を、安息地を求めて、息を切らして。

　交差点で鍵を出す余裕もない。ぶつかるように玄関に張り付いてから、慌てて鞄かばんの中を漁あさるようにして、ようやくドアを開けた。

　一番に目に飛び込んできたのは――コーヒーを注いでいる、ヴィットだった。

「汗すごいよ？」

　ヴィットはマグカップを置いて、冷蔵庫から自分の物のように水を差しだした。

「なんで……まだいるのよ」

「だから、めどが」

「お金がないなら警察に頼りなさいよ！」

　またしても、口調がきつくなる。

　ヴィットにはいらだつ。でも、それだけじゃない。ステージの時から止まらない動どう悸きが、彼女の脂汗をどんどん放出させてくる。

「今のまま助けてくださいって言っても、不審者扱いじゃないかな」

「そんなこと、私に関係ない！　……私がまた帰ってくる前に、出てって――」

　ナギサはその足でドアを開け、玄関ポーチの前で、へたりこんだ。

　フードを深くかぶって、ナギサはステージに戻ってきていた。

　化粧を取り、衣装も着ていない。だから、自分にファンは気づかない。あいつ以外は――。

　彼女のことは、この町に来る前から知っていた。ナギサと彼女は――友達だった。

　会場では、突然ウミが消えた話題で持ちきりだった。何人かはステージを後にしてはいたが、最初のころから応援してくれている熱心なファンたちが残って意見を交換している。

　ファン同士での交流がない人々は、ステージに手紙を貼り付けていた。

　ウミはファンたちに少しでも察されることのないよう、より、フードを深くかぶってその手紙の場所まで近づく。内容は誰にでも見えるように、観客席側に向けられていた。

《何かあったのか、心配です。元気にまたステージに戻ってくれることを祈っています。大好きだよ、ウミちゃん！》

《ウミちゃんには、ずっと勇気を貰もらってきました。今度は僕たちが、ウミちゃんに元気を送る番だと思ってます。無理しないでね》

《ライブ、ずっと楽しみにしてました。でも、これからも楽しみにしてます。待ってます》

《俺たちファン皆、どれだけだって待ってるからね》

　衝動的にステージを去り、反感を持たれるのではないかと思っていた。だが、そうではない。帰ってしまったファンたちだって、自分を応援してくれている。

　スマートフォンの通知バイブもひっきりなしに反応していた。きっと、ＳＮＳに向けてメッセージを送ってくれているのだ。

　会場に、先ほど見たはずの彼女はいない。ただの見間違いだったのか――ならば、すぐにでもＳＮＳ上で謝罪文を出し、明日からまた、頑張ればいい。自分に何度もそう言い聞かせ、会場の隅にはけてＳＮＳを開いた。

　投稿ボタンを押す前に、ナギサの指は止まった。

　数件メッセージが届いていた。もし、批判的な言葉があるのなら、留意しなくてはいけないだろう。通知ボタンを押し、メッセージを確認する。

《体調は大丈夫ですか？　心配です》

《戻ってこれるのを待ってます！》

《もし、問題が解決したら、いつでも知らせてください》

　メッセージの数々は、ウミへのいたわりの言葉であふれている。

　彼女は一つずつそれを確認し、ライブから飛び出した時刻まで巻き戻った。

　そして、そのタイムラインで、再び彼女の指は止まった。

《初めて友だちに連れてきてもらいました。開場前から、沢山の人がウミさんのステージを心待ちにしているのを見て、すごくエネルギーを感じてます》

　ウミがステージを去る前の投稿だ。初めて来た、ただの楽しみにしていた新規客であったら見逃せた。気になったのはそこではない。投稿者の名前には、見覚えがあったのだ。

　もっち。

　ステージからその顔を見て、ウミが一目散に逃げ帰った、あの、元友人の名前だった。










「カラオケってもう飽きたくさくない？」

「じゃあもっちが代案出せし」

　ナギサともっちは、ほかにも何人もの取り巻きを連れて、放課後の繁華街を闊かっ歩ぽしていた。

　ほんの一年前なのに、ナギサにはずっと昔のことのように思える。

　親友。そう自分たちのグループのことを呼んで、毎日毎日、笑顔に満ち溢あふれた日々を送っていた。

　しかしその友情は呆あっ気けなく崩れ去った。突然、もっちたちはナギサのことを無視するようになったのだ。挨拶をしても、理由を聞いても、答えない。追いかけると、侮蔑の目を向けて、あろうことか嫌な噂うわさまで流し始めた。事実なんかじゃなかった。けれど、一緒に過ごしたはずの仲間たちも皆、同調して、ナギサを追いやった。

　一週間もしないうちに、ナギサは心を病み、部屋を出るのも恐ろしくなった。街を歩けば、誰かが自分を嘲笑している気がした。鏡を見ては、自分がどんどん醜くなっていくのが分かって吐き気がした。ナギサは――行く場所を失っていた。

　だが、どん底まで行きつくと、もう彼女たちと会わない日々が、ナギサの心を少しずつ和らげていった。ここから逃げよう。そう思って、ナギサは住む場所を変えた。

　そして、ウミという人格を手に入れた。居場所が全くないのはつらかった。だから、肯定してくれる人が欲しかった。金を稼ぐためにも、何かしなくては。そう思って、アイドルを始めたのだった。

　最初はなかなか動員も悪く、心くじけそうになった。それでも、一人、二人と彼女を励ます人は増え、そのたびにナギサの心は少しずつ強くなった。

　ここなら、自分は大丈夫。ここなら、前を向いて生きていける――。

　そう思っていたのに、なぜ今更、彼女がこんな場所にやってきたのか。

　彼女のメッセージを一度うのみにすれば、彼女は友人に連れてきてもらったとある。だが、あのグループのメンバーがここに来ていれば、自分が気づかないはずがない。

　彼女はグループに属していない人間と誰かが話すことをひどく嫌っていた。それなのに、なぜ自分はほかの人間と一緒に行動しているのか？　ナギサの心臓は、どんどん早く跳ねた。










　ＳＮＳに投稿するのはやめた。

　ナギサはふらつく足取りで、再び家に戻って来た。入らなくても分かる。ヴィットは出ていっていない。

　ナギサはいらだちながらドアを開けた。今度は彼の姿は目に飛び込んでこない。その代わりに、彼に貸した部屋から明かりが漏れていた。

　突入してやろうとドアノブに手をかけると、中からドアが開かれ、ナギサはよろめいてしりもちをついた。

「大丈夫？」

「私が言ったこと、わかんなかったわけ？」

「あー……これからどうしようか調べようとはしたんだけど」

　ヴィットは自分のスマートフォンを取り出して、苦笑した。

「充電器がなくて」

　ナギサはすぐにリビングから自分の充電器を持ってきてヴィットに突き付けたが、もうそれは試したよ、とヴィットは堂々と言ってのけた。

　彼からスマートフォンをひったくり、充電口を確認する。見たことのない形だ。

「お店に探しに行こうにも、お金もないし」

「……」

　ナギサは自分の鞄から、ありったけの金を取り出した。

　正直、これがないと困る。それでも、今はイライラの原因を少しでも自分の周りから排除したくてたまらなかった。

　ヴィットは悪いよ、と言いながらも、その金を受け取った。

　ナギサは部屋に閉じこもった。ヴィットは、様子も見に来なかった。







　翌朝、その日はよく晴れていた。

　相変わらずすぐれない顔を洗おうと部屋を出ると、人の気配がない。

　奴は、金を貰って、さっさとナギサの元を去っていた。







２　代・理







　二つに結わった金色の毛束は、何度も何度も、馬のしっぽみたいにくるくる翻ひるがえっていた。ほとんどがオオカミや、猫や、カエルや、ドラゴン、または魔法を使える魔女たちであるのとちがって、彼は魔法を使う力も、獣の顔も持たなかった。

　それでもその人は、この国になくてはならない人だった。今になって、そう思う。

　下品な口調で、地位も立場も気にせずに、あれよあれよと国を救ってみせて、最後には――友情をくれた。

「ボーっとしてんじゃねえよ」

「アサフ、飯だ飯！　早くしねえと、俺が何するか分かんねえぞ～」

「馬鹿、ここはお前の国だろ。俺には行く場所がある。お前が俺に会えなくて泣いてもな、俺だって、行くとこがあんだよ」

「アサフ。お前なら、大丈夫だって」

　わがままで、自由気ままで、無責任で、優しくて、そして、強い――友達だった。







◆







　窓から差し込む光が、空気中の埃ほこりを照らし、そこがいかに閉鎖された空間なのかを物語っていた。体に余るベッドにくるまり、できるだけ体力を使わないよう息を細くすごす青年・アサフは、あの日からずっと自分の部屋に引きこもっていた。

　今日は魔王である父の、葬儀が行われる日だ。従者のスィンがアサフに伝えた開催時刻はとうに過ぎて、すっかり昼も越え、窓から降り注ぐ太陽光が部屋の中を熱いくらいに温めていた。寝苦しさと、遠くから響き続けている葬列の鈴の音は、アサフをよりいらだたせる。

　魔王が統治するこの国、魔族国は魔女や獣人などが肩を寄せ合い暮らす国。島の土地の多くは魔族国を囲むように、人間たちが支配していた。国を一歩出てしまえば、魔族は人間たちによって使われる存在だ。ある者は奴隷に、ある者は殺され、そして貧しい生活を余儀なくされた。




　もう何百年も前のこと、アサフの先祖であった牛人・タマラダは奴隷だった。自分の子どもをさらおうとした人間を討ち取り、その日に魔族たちを束ねる国を作ることを誓った。

　捕らえられた魔族を解放し、少しずつ領地を広げたタマラダは魔族たちの王となり、細々とではあるが今や種族を超えた者を抱える国の王族ができていた。

　父はタマラダの残した国をさらに拡大した英雄として、魔族たちに崇あがめられた。

　父は、アサフ以外に子どもを持たなかった。母がアサフが幼いころに亡くなったからだ。継室――つまり、アサフの母とは別の女性との間に子孫を残すことを、父はしなかった。

　そのため、アサフは幼いころから魔族国を統治するための鍛錬を毎日毎日受けさせられた。思い出すのも嫌になるほど、父はアサフにつらく当たった。彼が少しでも王にふさわしい資質を持っていれば、もっと父は優しくしてくれたかもしれない。だが、アサフはそれほど、「優秀な王子」ではなかった。知識は詰め込めても、剣の腕も、自分の身を守ることさえもうまくできなかったのだ。

　魔族は、魔法を使って戦う。戦闘だけではなく、魔族は衣食住すべてを魔法でおこなった。火をつけるのも、湯を沸かすのも、移動でさえ魔法を使うのだ。だが、アサフは頑かたくなに魔力を使おうとしなかった。だから、戦いはおろか、生活さえもままならないまま青年となった。

　父は最期まで、アサフに優しい言葉をかけてくれなかった。魔族を束ねる者が、魔力を恐れてどうする。それが父の口癖だったし、他の大人たちもそうアサフに言い続けていた。




　ベッドから起き上がり、アサフは火打石を手に取った。魔法を使わずに火をつけることには慣れていた。すぐに起こった火が、水がめから汲くんだポットの中の水を湯に変えた。

　揺らめく炎を見ると、父の真っ赤な瞳が頭に浮かんでくる。

　あの瞳は幼いころから苦手だった。充血したままの真っ赤な瞳が自分をとらえ、大きな口でいつもアサフを怒鳴りつけた。そして、言った。「お前に王になる資格はない」と。

　第一王子であるアサフに王位継承権がないと言い張る魔王に、大臣たちは戸惑った。特に今、魔王不在となっている状況で、アサフがその権利を持たないということは、王国を、今後どうやって成り立たせるのか、という問題に直結している。

　アサフは仮に摂政の地位を与えられていたが、執行する力は特にない。その立場は「飾り物」で、「王子なのに何の立場もないのは、あまりにも不ふ憫びんだ」という大臣たちの気遣いによって与えられたものだ。いうなれば国のお荷物。それもいいだろうと開き直れば、アサフだってもっと気楽に生きれたかもしれない。だが、アサフの心はそんなに強くなかった。

　立場が一応あるのであれば、仕事を見つけてこなそうとはしてきた。

　兵士が人間たちの土地を侵略して集めたものを分析しては、人間の弱点を推理して、そこを攻めてみてはと提案した。その作戦は幸運にもうまく行くことが多かった。それでも、大人たちはアサフを認めてくれなかった。アサフの作戦は、あくまでも父の強力な力があったから成功したものだと、みんな口をそろえて苦笑するのだ。

　欠席している父の葬儀が終われば、おそらく大臣たちが今後の方針を決めるために会議を始めるだろう。

　自分が王になれるとは思わない。でも、父がいないこの国で、どう生きていけばいいのかも、わからなかった。もしかしたら、この国を追い出される可能性だってある――。アサフは緊張のあまり、何杯も何杯も茶を淹いれては飲み干した。

　自分に残された道は一つだと思った。

　「あの男」を探し、彼ともう一度手を取り道を切り開く。「あの男」と手を組めば、力の弱い自分を摂政においても、きっと魔族国は守られる……そう思った。

　アサフの胸が、ギリと痛む。

　震える手をなんとかこらえてカップを置き、部屋の隅に置かれた水晶玉の前に立った。

「水晶。あの男はどこにいる？　あの男は、どこで今、何をしている？」

　アサフは久々に魔力をこめた。

　水晶によりあの男の探索を始めてから数分後、アサフの部屋に飛び込んでくる者があった。仰々しい葬列用の鎧よろいをまとった兵士だ。兵士はアサフに「敵襲です！」と報告した。

「勇者軍か？」

「はい。数は五〇。傷を負ったものもあります」

「宮殿に攻め入りそうなのか？」

「いえ、それが……。空から降ってきた人間が、我々の味方をし、勇者軍を退けました！」

「人間が……？　どういうことだ？」

　兵士が取り出した魔道鏡をアサフは受け取った。葬儀の記録のために撮られた映像が映し出された。







　長い長い葬列の中で、従者たちはみんなうつむいていた。王の最も近い場所で働いていた従者たちは、おいおいと泣いて、すっかり暗い空気が充満している。

　葬儀の取り仕切りを任された神官が、鈴のついた杖つえを地面につきながら、列は一歩一歩前に、墓地に向かって進んでいた。宮殿から少し離れた丘の上――。魔族国の中心に、墓地は用意されていた。ようやくその墓地が見えかけた時だ。神官が一斉に空を見上げた。

　次の瞬間、父の棺ひつぎに真っ逆さまに、空から何かが落ちてきた。

『ってぇ―――！』

　兵士以外の魔族たちはいっせいに棺から離れた。兵士は槍やりを持って、土煙の舞う王の棺に向かって剣先を向けている。

　アサフはそこまで見て、兵士に人間か、と尋ねた。兵士は首を振る。「これは別の事件です」と。

　土煙を、魔女が魔法を使っておそるおそる払いはじめた。棺の上に座る影が、すこしずつ見え始める。アサフは瞬きしないようにそれを見つめた。

　そこには、子どもにも見える金髪の少年が、尻を痛そうにさすりながら座っていた。

『うわっ、えっ、何？　誰!?』

「そのお方です」

「何が？」

『おいおい急に喧嘩腰かよ』

「我々を助けたお方が」

「父の棺はどうなってる？」

「無事です。神官様がお預かりしてくださっています」

　アサフが兵士の言葉を飲み込めないでいるうちに、またしても空から次々と何者かが降り立ってきた。空を飛んできたのではなく、落下してきた、というのが正しいだろう。その金髪の人間と同じように土煙をあげ、彼と違い、うまく着地した。

『奇襲だ！』防衛大臣が叫ぶ。

『アサフ様にご通達を！』

『ぐああ！』

　土煙が晴れる間もなく、いろいろな場所から悲鳴が上がってきた。煙の中、動く影を目を凝らして確認すると、先ほどの金髪の人間にも歩み寄る影があった。魔族ではない。人間である。

「奴らの仲間じゃないのか？」

「いえ、ですから……最後まで」

『子どもが来る場所じゃない。お前、どの部隊だ？』

『はあ？　部隊？　んだよそれ』

　煙を掻き切って、人間たちが墓に埋葬する予定の金品を魔族から奪っていった。武器がある魔族も持っていない魔族もお構いなしだ。女子どもが、泣きながら人間たちから逃げようとするが、どんどん捕まっていく。

『まあいい。つかめる物はつかんでいけ。作戦時間は残り十分――』

『お前らって、もしかして泥棒？』

『何を言う！　誇り高き勇者軍の王の命令だぞ。お前の指揮官を教えろ、その曲がった根性、叩きなおしてもらわないとな』

　煙が晴れ、先ほどの金髪の人間が襟首を大太刀を持つ勇者に掴まれているのが分かった。

『……んな』

『あ？』

『汚えことした汚え手で、俺に触るなっつってんだよ』

　アサフは思わず、目を見開いた。

　金髪の人間が懐から短刀を取り出し、大太刀の男を斬りつけたのだ。

　金髪の人間の行動に、人間たちだけでなく、そこから逃げる魔族たちも戸惑って、思わず歩みを止めた。その人間は棺から飛び降り、子ども魔族を掴んだ勇者をさらに斬りつけた。

『よくわかんねえけど、逃げろ！』

『え……!?』

『いいから！』

『はっ、はい……！』

　魔族たちは、負傷した者たちを引き連れて、戦闘中の兵士たちの間を縫って逃げていく。金髪の人間は対陣に向きなおって、再び短刀を構えた。

『貴様、どういうつもりだ！』

『……俺こういうの、嫌えなんだよ』

　踏み込む瞬間が、はっきり見えなかった。小さな体は斬りあう兵士たちの刀の間を軽やかにすり抜けて、彼を狙う大太刀を二つに折ってみせた。着地と同時に再び金髪の人間は飛び上がって、今度は女獣人を襲う勇者を斬りつける。

　勇者たちが魔族たちを襲うのをやめ、金髪の小さな体に向かって走り出した。みるみる内に囲まれ、鏡には勇者の鎧しか見えなくなった。数秒置いて、少しずつその勇者の塊がほどけだす……。

　やられたのか、そう思い、思わずアサフは口を手で覆った。

　しかし、予想はくつがえされた。人間を取り囲んだ勇者たちは、花が開くように、その場に倒れた。中心には、無傷の――金髪の人間が、立っていた。

『今すぐ帰れ。金が欲しけりゃ働けよな』

　魔道鏡の映像は、そこで終わった――。







「防衛大臣が宮殿にその人間を招きたいとおっしゃっております。なので、アサフ様にご承認をいただきたく――」

「……」

　アサフの承認。これほど空虚に響いたものはなかった。おそらく、自分が拒否しようとも、その人間は招かれるだろう。形式的な承認を下し、アサフは兵士のあとをついて広間に向かった。







◆







　参謀室に集まった魔族たちは、連れられた金髪の人間を囲むような形で座っていた。

　武器を持っているようには見えず、隣に座る防衛大臣にこっそり、あの戦いで持っていた短刀はどこにやったのかを聞いた。どうやら武器は没収していないらしい。アサフは呆れた。この人間がもし、勇者軍の送り込んだスパイであったらなどとは疑いもしていないのか。

「んなジロジロ見んなよ、気分わりい」

「なぜ我々に手を貸した」
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「……」

「貴様、何が望みだ」

「別にねえよ、んなもん。ガキと女相手にバカスカやってっから、追っ払っただけ」

　救護隊長がアサフに負傷状況を伝える。負傷者は葬列を囲むうちの四割。この人間の言う女子どもも、かなり傷つけられている。目的は彼らが身に着けていた調度品であったと大隊長が付け加えた。

「泥棒見かけたら捕まえる。それが普通だろ」

「……その言葉を信じろって言うのか」

「別に勝手にしろよ。なんで助けたのにこんな質問攻めにされなきゃなんねえんだよ」

「アサフ様。このお方は我々の軍への被害が最小限に収まるよう、傷ついた者を逃がし、勇者軍たちを圧倒してくださいました。その行為だけで、十分信用に足るのではないでしょうか」

「恥ずかしながら私の力では、もっと多くの兵を傷つけていたかもしれません。彼の行為は、魔族であったならば勲章と地位を授けるに値する功績かと」

「このお方が五人もの兵に囲まれたときには、さすがに万事休すと思われましたが、彼は勇敢に彼らを薙なぎ払い、吹き飛ばして見せたのです」

「姿が人間というだけで警戒するにはあまりにも華麗で慈悲深い働きでした」

　アサフの反論の隙がないよう、わざと大臣たちは畳みかけるように話していた。だが、しかし、という彼の言葉は、興奮した大人たちの話で次々にかき消される。

　その間、アサフがいらだったのは言うまでもない。ここまでコケにされたのは初めてだと、はらわたが煮えくり返った。だが、そんな怒りも跳ね飛ばすほどの衝撃が、彼の耳をついた。

「我々は、このお方を新たな魔王代理としてお迎えしたいと考えております」

　長い鼻をこれでもかと高く上げ、防衛大臣は吊り上がった口角をアサフに主張して見せた。

「魔王、代理だと……？」

「だからー、俺はまだやるって言ってねえだろっ」

「アサフ様。現状、我々魔族国は衰退の一途をたどらざるを得ない状況となっております。彼のような武力が、今の我々には必要なのです」

「おい、聞いてんのかよ」

「我々のいでたちを見ても恐れず、勇者軍たちが金品を強奪するのを見て助けてくださったのです。このお方こそ、前魔王の器に値する優しさを持った逸材」

　防衛大臣の口から『前』魔王と出たことで、アサフの怒りが急速に収束していくのが分かった。すでにこの国では、アサフの一族は『過去のもの』なのだ。あまりの衝撃に、アサフは言葉をつづけられなかった。

「……」

「どうやら、アサフ様もご了解いただいたようだ」

　おお、と大臣たちが感嘆の声を上げ、拍手を送った。

　円の中心に座らされた人間は、勝手に盛り上がるなと慌てた様子でいる。こんな落ち着きのない奴が、魔王になる。アサフの脳には数多くの反論が浮かぶのに、その唇はびくとも動かなかった。

「このお方こそ、魔族国を救う新たな希望！　勇者軍を討ち取らえよ！」

「だーかーらーぁっ、その勇者軍とか魔族国とかってなんなんだよっ」

　参謀室に響き渡る頼りない者の声は、大臣たちの歓喜の声に包まれて掻き消えた。










　魔族軍を救った者は、ボラーと名乗った。

　彼の証言をいったん飲み込むと、ボラーは勇者軍の人間ではない。それどころか、ここがどこなのか、自分はどこから来たのかも分からない。

　理解も信じることもできない話だが、宮殿の廊下で獣人とすれ違うたびに興味深そうにその姿を見つめる姿は、ボラーがこの島の人間でないことを皮肉にも裏付けるようだった。

　勇者軍にも属さず、行き場もないボラーに対して、大臣たちは手厚い衣食住を保証した。その代わり、当面魔王代理を務めてほしいと頼んだそうだ。

　すぐに父の部屋が明け渡され、従者もつけられた。アサフよりも一〇人は多い。その数だけで、大臣たちがアサフよりもボラーを頼りにしていることがうかがえる。

　ボラーが現れてからというもの、大臣たちは摂政としてもアサフを頼らなくなっていた。ボラーの戦いを直接見ていたのは自分たち、それを見ていないアサフに、作戦の立てようもないだろうと言うのだ。理にはかなうが気にくわない。すっかりアサフは、窓際に追いやられていた。

　当のボラーは、宮殿での暮らしに慣れようとしているのか、目障りにも従者を引き連れて宮殿を歩き回っていた。魔法で給仕を受けるたびに驚くらしく、従者たちもその新鮮なリアクションに好印象を抱くものが多いとスィンは言った。

「……お前もあいつにつきたいか」

「！　いえ、そんな意味では……」

　スィンの猫人の耳が、頭に張り付くように垂れた。物言いを隠すときのしぐさだった。幼いころは、よくスィンとも遊んだが、友から従者と主の関係になってからは、このように言葉を飲み込むことが多かった。

「別にいい」

「え？」

「……お前もあいつにつけ。自分のことは自分でやれる。これまでもこれからも変わらない。お飾りで立たされるだけじゃ、お前だって息苦しいだろう」

「私は……アサフ様に仕えるために育てられました。その使命を全うせず、しかもアサフ様のお気に召さない方につくなど」

「世話だけをしろというわけじゃない。あいつがこの国をどうするつもりなのか、近くについて探って来いということだ」

「！　……やはり、アサフ様は」

「ボラーだけじゃない。大臣たちが簡単にあいつを許すことが、引っかかるだけだ」

　廊下に足音がないか、スィンは耳を立てて確認しているようだった。

「バレて反逆者とされるのが怖いか」

「そんなことは……！」

「そうすれば俺が命じたとして罪をかぶせろ。バレないうちは、しらを切れ」

「……かしこまりました」

　スィンはしっぽを掴んでアサフに掲げた。魔族国に伝わる畏怖の礼だ。宮殿に使えるのは、獣人と決まっていた。彼らはしっぽを自分たちの種族の誇りとし、誇りを捧げることで忠誠を誓う。

　だが、スィンは命じられてもなかなか部屋を出ていこうとしなかった。

　スィンの瞳は、恐怖に揺れてにじんでいた。無理もないことだった。彼女は、幼いころ魔族国に来る前、奴隷として人間に売買されていた。慰み者として幼いころからもてあそばれた彼女は、人間を見るだけで硬直してしまう。ボラーにつく。それは、絶望にも近い命令だろう。

　だが、アサフの従者の中で、純粋に彼を慕ってついてきた者は彼女しかいないのだ。ボラーを疑い、監視させる任務を頼める従者はほかにない。

「早く行け」

「……」

「仕事の邪魔だ」

　突き放すような彼の言葉に、スィンの耳は頭に食い込むほどにうつむいた。

　だが、アサフは謝らなかった。スィンに背を向け水晶玉の前に立って数秒、彼女が部屋を出ていく音だけが、背後から聞こえた。

　奴が魔族国を掌握する前に、あの男を見つけ出さなければ。気が急いた。アサフには、時間が残されていなかった。

　相変わらず、水晶に尋ねてもあの男の居場所は分からなかった。アサフに残された手掛かりは、彼と過ごした場所だけ――。

　アサフはローブを手に取り、王子の間をあとにした。










　魔族の町は今日もにぎわっていた。

　宮殿を中心として、城下町は円形に広がっている。結界を張るのに、円という形が最も魔力を使わずに済むからだ。

　宮殿の最も近くには王室直結の従者たちの集落、そこを囲むように堀が固められ、すぐ近くに商いを営む魔族たち、さらに外には居住地区が広がった。種族により彼らは集落を建ててはいるものの、それほどの貧富の差はない。

　それでも、子どもばかりであったり、奴隷から解放されたばかりの種族の生活はなかなかうまくまとまらないもので、最も長く魔族国で過ごしている獣人たちが、主に彼らのサポートをしている。

　小さな喧けん嘩かや事件は起こる。それでも、魔族国は比較的平和だ。勇者軍たちの襲撃を除いては。

　アサフは自分が歩くごとに彼らが首を垂れるのを横目に、目的地を目指していた。裏門を抜けて、魔女たちが住む集落を抜けた先に、あの男と会っていた「穴」があった。

　摂政として人間たちを探るために、幼いころアサフがこっそり結界をゆるめていた場所だ。スィンでさえもそのことは知らない。アサフは昔から、たびたびこの穴を通って人間の居住区を見に出かけていた。

　だが、先日魔王が命を落とした戦いで、この辺りも決壊したと聞いた。話の通り、穴の周囲には衛兵が四人ほど控えている。アサフが来たのを認めて、彼らは町の獣人たちのように首を垂れた。

「アサフ様、この付近は危険です」

「分かってる」

「魔導士たちが現在修復をしておりますが、このあたりの欠損は甚大でして……。人間たちがいつ来るかわかりません。ですから」

「修復の手立てが見つかった。魔導士たちに伝える間に人間たちが襲撃しても困るから、俺が直接来たんだ」

　アサフは自分の右手に力を込めた。修復魔法の魔法陣が、兵士たちの立つ結界の穴に出現する。初めて見る王子の魔法に、兵士たちは思わず感嘆の声を漏らした。

「ここは俺が修復しておく。お前たちはいつもの仕事に戻れ。いつ人間がまた攻めてくるか、今は分からないからな」

「……はっ！」

　衛兵たちが立ち去ったことを確認して、アサフは力を抜いて魔法陣を消した。

　結界を破って人間たちが魔族国になだれ込んできたのは、先の戦いが初めてだった。

　突然集落を襲った人間たちに魔族たちはすっかりパニックに陥り、その混乱が収束するのも待たず宮殿は人間たちに占拠された。勇者たちは魔王を討ち取り、なぜかそのまま立ち去った。

　防衛大臣によると、魔族国がこれ以上領地を広めないための牽制だったのであろうということだ。

　アサフは結界をまたぎ、魔族国を出た。結界の向こうだからといって風景ががらりと変わるわけではない。そこには、まだ集落を持たない森があった。勇者軍が攻め入った際に森を切り開いたのだろう、大きな道がまっすぐ、勇者国に向かって伸びていた。

　彼らが攻め入るまでは、ここはうっそうとした森だった。それほど強くはないモンスターが森に住んで、時に人間や魔族たちに食料として捕らえられた。樹々には果実が実り、風が吹けば葉が音楽を奏でる。中立に見えるこの森は、幼いころからアサフにとっての恐れの対象であると同時に、唯一気持ちがやすまる場所でもあった。

　そんな不可侵領域に人間たちが攻め入った理由は明白だった。この結界の穴を人間たちに教えたのは――アサフだったからだ。







◆







　アサフは牡お牛うしの角をローブで隠し歩いた。角さえ見えなければ、アサフはどこから見ても人間の青年だった。魔族国に住む獣人の中で、人間の顔に似た顔を携えているのは、魔王直系の血を持つ者だけだった。魔王のみが人間のような顔を携えていた理由は解明されていないが、そのことが、魔王一族特有の神秘と言い伝えられていた。

　幼いころから周囲の者と異なる見た目ではあったものの、魔女などの人間に近い容姿を持つものも多かった魔族国だ、人間にそっくりな顔も、アサフのコンプレックスにはならなかった。

　角さえ隠せば、人間の領地に入っても問題はない。アサフは宮殿中のぼろ布をかき集めて、人間たちの領地に行くための衣服を仕立て上げた。

　このころから、魔法は使っていなかった。母がまだ生きていたころに立てた誓いだった。だから、移動も魔道具による飛行を嫌い、アサフは森を駆け抜けた。手には手製の地図を、武器は短刀だけ持った。モンスターが出ても、人間に襲われても、逃げられるだけの手さばきは心得ているつもりだった。

　だが、何度も森に出ていたアサフは油断していた。この日、太陽が二つに割れて、地上はいつもよりも熱に浮かされていたのだ。滴るアサフの汗をかぎつけるように、彼の前にモンスターがよだれをたらして現れた。

　コブラの頭を持ち、獅子ししの身体を持つモンスター・ヤァスであった。あと数メートルで人間の村に到達するというところで、背後から紙を擦るようなうめき声が聞こえ、すでに、逃げ遅れていることに気づいたのだ。

　アサフよりも五メートルは大きいであろう体を揺らし、ヤァスは黄金の瞳でアサフをにらみつけていた。これほど大きなヤァス、魔族の兵士であっても五人がかりでようやく倒せるような大物だ。太陽が二つ出た日だけ、ヤァスは森を闊歩する。アサフはそれをすっかり忘れていた。

　あまりの衝撃で、叫び声も上げられず、アサフは立ちすくんだ。懐に入れた短刀も、何の役に立つというのか。出すことさえ無意味に思え、アサフは死を覚悟した。

　その時だ。背後からアサフの頬すれすれに、槍が飛んできた。槍はヤァスの瞳を貫き、ヤァスは甲高い悲鳴を上げてのけぞった。

「よっしゃあ、命中！」

　声は人間の村から跳ねるようにアサフの耳に入ってきた。男の名は、グランツ。青の鎧をまとった彼は、アサフの横を駆け抜け瞳の槍を引き抜いて、さらにその頭を貫いて見せた。

「今日は宴会だぞ！」

　仕留めたヤァスを背に、グランツはアサフに笑いかけた。鎧と同じ青みがかった瞳が、逆光にもかかわらず輝いていた。アサフに語り掛けた人間は、彼が初めてだった。

　強張った体がほどけ、しりもちをついたアサフのローブが外れ、角があらわになってようやくグランツは彼が魔族の人間であることに気づいた。アサフは慌てて角を隠したが、グランツは再確認するようにアサフのローブをはいで、じろりと観察してきた。

「へえ、人間の顔の魔族って、初めて見た。その角、牛？」

「……触るな！」

　グランツの手を振り払い、アサフは尻を地面にこすりつけたまま後ずさりした。ヤァスを華麗にうちさばく男と戦って勝てるわけはない。それでも、王族であるアサフの誇りを、護らなくてはと思ったのだ。

「そんなツンケンすんなよ。助けてやったんだから」

「頼んでない！」

「じゃああのまま食われてよかったのか？」

　言葉に詰まるアサフを見て、グランツは笑った。その笑いは、けしてアサフをさげすむものではなく、カラッと、まるで友に向けるようなからかいの音をしていた。

　その時だ、仕留めたはずのヤァスから、メリメリと突き破るような音がした。ヤァスは傷ついても脱皮をして再び立ち上がる……。魔族たちが恐れる理由はそこにある。首を落とさない限り、ヤァスは死なない。言説の通り、ヤァスの牙はグランツの肩を捕らえ、首の振り上げと共に彼を空へと放り投げた。

「ぐぁあああっ！」

　逃げるなら今の内だ。アサフはそう思った。宙に投げられたグランツには毒が回っている。ヤァスはグランツに気を取られている。なのに――アサフの手は無意識のうちに魔法を発動し、グランツをかばうように足場を作り上げた。

「すげえ！　魔法は初めて見た！」

　グランツはアサフの足場を使い、再び槍を振り上げ、一太刀でヤァスの首をはねた。

　血しぶきの舞う中、グランツはヤァスの毒にあてられ、膝をついた。

「サンキュー牛男……」

　グランツはアサフに笑顔を見せて、そのまま前向きに倒れた。

　魔法を使わないという誓いを、アサフは二度破った。

　グランツの毒を抜くための治癒魔法を使ったのだ。対立する人間を治すために誓いを破るなど、本来なら考えられない。それでも、事実として自分を守ってくれた人間を見捨てることは、魔族の誇りを守るよりも恥ずべきことだと思った。毒を抜き、回った分のための解毒薬を生成し、彼に打ち込んだ。ふたつの太陽が地平線の向こうに消えたころ、ようやくグランツは簡易的に落ち葉で作られたベッドの上で目覚めた。

「二回も、助けてもらっちまったな」

「……ヤァスを倒したのはお前だ」

「はは、ちげえねえ」

　アサフはローブをかぶり、その場を立ち去ろうとした。呼び止めたのはグランツだ。また会えるかと、彼は言った。

「人間と魔族が会う約束をするなんて、ありえない」

「助けてくれたじゃねえか。もう戦友だろ。ダチになって何が悪い」

「……友人などではない。誰が、人間なんかと……」

「頭がかてえなあ。助けてくれたときみたいに、柔軟に考えろ、柔軟に」

　ふらつく体を起こし、グランツはアサフに再び笑いかけた。

「ビビんなくてもお前を殺したりしねえよ。お前は命の恩人だ。それに、俺はいい奴だからな」

　その日から、勇者軍の領地に足を踏み入れるときは、グランツがアサフを案内することになった。もちろん、ほかの人間に悟られないよう、アサフは角を隠した。グランツの先導があるおかげで、人間たちは彼を疑わず、アサフは多くの人間の文化と性質を見た。

　魔族に伝わる人間たちの悪名高い姿はそこにはなかった。魔族の奴隷を使っていないせいかもしれないが、それでも、人間すべてが悪人ではないのだということを、アサフは学んだ。

　人間たちの生活ぶりは、アサフの目指す魔力を使わない生活に活路を見出させた。魔力を使わない人間は、火をつけるにも、水を汲むにも、衣服を作るにもすべて手作業を行っていた。少しでも工数を減らすために作られた道具類も興味深かった。アサフはグランツと共に討伐したモンスターを売り、少しでも多くの人間の道具をかき集めた。

　スィンをはじめとした従者たちは、日ごとに増えていく人間の道具に不審感を抱いてはいた。だが、人間たちから魔族軍が押収した本により開発したとごまかした。

　この道具たちを量産し、魔力に頼らずとも生きていけると魔族たちに認識させられれば、きっと生活はより豊かになる……。そう確信していたアサフの足を止めたのは、ほかならぬ父の勅令だった。

『勇者軍の領地にて魔女狩りが実行されるという情報を確認。魔女たちの奪還のため、魔族軍は勇者軍討伐を再び実行する』

　勅令の公付により、魔族国は魔女たちを中心に刀を取り、これから来る戦いに向けて闘志を燃やしていた。父はアサフを呼びつけ、軍の配置を考えるように指示をした。

　攻め入る先の手前には、グランツたちが暮らす村があった。この村を避け、その地に向かうよう提案したが、大臣たちは不審な目をアサフに向けた。

「この村には、ヤァスを一撃で討伐した勇者が潜伏しているという情報がある。無駄な戦いをして、魔女狩りを食い止める前に兵力を失ってはことだ」

「それこそ、さらに力をつける前に潰すべきではないですか」

「この討伐の目的を忘れたのか！」

「忘れてはおりません。ですが、更なる悲劇を防ぐための策も、我々には必要と考えます」

　大臣たちはアサフの意見を認めなかった。魔王もそのことを聞き、もたもたするよりも防衛大臣に作戦立案の任を引き渡すことで、早急に対応するように命じた。

　このままでは、グランツたちが狙われることになる。牽制するためにグランツの存在をほのめかしたのがまずかったのだ。アサフは喧けん々けん諤がく々がくと議論する大臣たちの目を盗んで、結界の穴を越えてグランツの村へと走った。

　グランツはアサフの言葉を聞き、すぐに村人に避難をうながした。だが、村人はそろって剣を取った。魔族などに村が潰される様を、みすみす見捨てては置けないという。魔族たちを殺せ、全員殺せば、脅威は永遠に村に訪れない。みるみる団結していく人間たちを、アサフは絶望の目で見ることしかできなかった。

　闘志が森を挟んでぶつかりそうになる中、グランツはアサフに言った。

「お前だけでも逃げとけ」

「でも……お前は？」

「俺は村一番の腕っぷしだぞ。逃げたら仲間がやられる」

「そんなの……俺だって。戦いを望むわけじゃない。軍には余計な手出しはしないよう、もう一度命じる。だから」

「そんなことして、俺らがダチだってバレたらどうする？　王子だって、ただじゃおかないだろ。お前の親父はおっかないって聞くしな」

「それは……」

　アサフには次の言葉が見つけられなかった。

　青ざめるアサフの肩を、グランツの大きな手のひらが包んだ。

「あいつらにも、無駄に戦って怪我するのは馬鹿馬鹿しいってことは俺から言う。だから戦いが終わるまで……しばらくさよならだ」

「でも」

「アサフ。大丈夫だ、俺は死なねえ。魔族の奴らを全員殺すようなこともさせねえ。お前言っただろ。人間全員が悪い奴なわけじゃねえ。俺だって知ってる。魔族の奴らが、全員やべえ奴じゃねえってこと。お前が、俺に教えてくれたんだ」

　グランツはそう言って、アサフの背中を押して森へ置いていった。

　魔族国はすっかり戦闘態勢に入った。父が、魔王が、前線に立つことが伝えられた。グランツを警戒してのものだと、スィンはこっそりアサフに耳打ちした。

　人間すべてが、悪いわけじゃない。魔族すべてが、人間を憎むわけじゃない。だが、このままでは永遠に、二つの想いは、交わることなく、どちらも崩壊していくだけだ。

　アサフは勇気を振り絞って、禁忌の扉を開けた。それが戦乱の行く末を、決定づけてしまうとは、この時は気づかなかった。
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　アサフはグランツの村にやってきた。

　先の戦いで踏み荒らされた村は復興し、村人たちの傷も癒えかけているように見える。

　グランツはローブをさらに深くかぶり、グランツの家に向かった。久々に訪れた村だが、やはり人口は減っている。魔族たちも多くの犠牲を出したが、人間たちもそれは同じ。アサフの胸の中で、戦への嫌悪が増すのが分かった。

　ボラーが魔王代理となり、しばらく戦の危険はないだろうと思った。彼が職務に慣れるまでは、軍は動かしづらい。だが、大臣たちがボラーの戦力を崇拝しているところを見ると、いつボラーをそそのかして再び戦争を起こすか分かったものではないのだ。ようやく復興した村に、再び血が降ることになれば……。アサフはぎりと、こぶしを握った。

　グランツの家は村の中心部に位置していた。武力を認められた男にふさわしく、彼の邸宅は木造ではあるものの立派な屋根を有している。戦で損傷はあるものの、その家はしっかりと元あった場所に建っていた。軒先に干された洗濯物から、そこにまだ暮らしているのが分かった。

　魔力を封じ込めていたせいで、水晶がうまく機能しなかったのだ、とアサフは思った。グランツはまだ、生きている。はやる気持ちを抑えようとしたが、思わずノックもせずに扉を開けた。

　だが、そこにいたのはグランツと同じく屈強な体たい躯くを持った別の人間であった。

「誰だお前？」

　ぼろ布で刀を磨いていた男は、突然現れたアサフに鋭い眼光を向けた。額に傷がある男。以前村に来た時には見かけなかった男だ。男は刀を鞘さやに納めないまま、アサフを見下ろすように彼の目の前に立ちふさがった。

　人間だというのに、獣のような匂いが鼻を衝く。おそらく好戦的である性質が目に見えて分かった。

「すまない……ここに住んでいた男と知り合いなんだ。中に人がいるのが分かったから、彼がいるのかと思って」

「この村の奴じゃねえってことだな？　今この村で、俺を知らねえ奴はいねえ」

「……ここに住んでいた人間は」

「礼がなってねえな。質問に答えるのはもっと地面に頭をこすりつけて謝ってからだ」

　男の太い腕がアサフに迫り、アサフは慌てて体をのけぞらせた。不快を浮かべる男の眉間。グランツの棲家を奪ってここにいるということは、彼はこの男にやられたのか？

　しばしの沈黙の間、アサフは男から視線をそらさぬよう、気を張り詰めた。

「その目、ムカつくな」

　次に男が動けば、逃げようと右足を引いてはいた。だが、男の腕の振りはアサフの推測よりもずっと早く、アサフのローブを掴んでいた。逃げの体勢をとっていたため、ローブだけがアサフから引きはがされるようにちぎられる。

　咄嗟に角を隠そうと思ったが、もう遅かった。男はアサフの頭から伸びる牛の角を見て、鋭かった眼光をさらに強くした。

「……魔族のガキがなんでここにいる？」

　磨いたばかりの刀がアサフののど元に突き付けられた。

　心臓の音が村中に響くのではないかというほど、血が体中に巡るのが分かった。逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ。脳が四肢に叫ぶのに、男の高圧的な目がすっかり筋肉を弛し緩かんさせていた。

　男の手が振りあがるのがスローモーションのように見えた。なのにアサフの体は、停止魔法をかけられたように重い。

「……アディファール！」

　ようやく動いた口で、小さな防御壁がアサフの頭上に現れたが、それは刀の動きを少し緩めただけで打ち破られた。刀の動きはスローモーションに見えたまま、アサフの頭をかち割ろうとして見えた。

「イドゥラブ！」

　アサフの言霊により、刀は止まった。

　男の体を魔法で停止させたのだ。なんとか刀の斬道からは逃げるが、防御壁と同じく脆ぜい弱じゃくだった魔法は、男の筋力によりめりめりと今にも破られそうだった。

　アサフは慌てて立ち上がり、村を駆け抜けた。男が魔族が来たと叫びながら追いかけてくるのが背後から聞こえ、次に数々の足音が彼を追いはじめているのが分かる。

　見覚えのある人間がアサフの角を見て目を見開くのが横目に分かった。彼の裏切りを、自分たちの気づけなかった衝撃を胸に、彼らもまた武器を取る。

　殺される。そう思った。森を抜けられたとしても、魔族国の障壁には穴がある。衛兵は下げさせてしまった。人間たちが追いかけて魔族国に突入すれば、再び、戦が起こる――。

　脳内で必死に対策を考えようにも、走るだけで精いっぱいだった。速度魔法もうまくいかない。心の焦りが、アサフの下手な魔法をさらに脆弱にしている。

「殺せ！」

　捕まりそうになる度むかれる衣服の最後の一枚を、男がめいっぱいの力で手繰り寄せた。

　樹の幹に叩きつけられ、骨のどこかにひびが入ったような音がした。ついで襲う熱い痛みが、アサフを地面に縛り付けるように襲い来る。

　またしても獣の匂いを携えた男の顔が、アサフの上に迫っていた。

　振り上げられた刀が、光を背負って、彼を英雄だと称えているようだった。魔族は悪、人間は善。アサフを取り囲む人間たちの倫理が、太陽さえも味方につけているように見えた。

　痛みで体が動かない。筋肉はすっかり緩み切った。瞼まぶただけが、惨状を見ないように閉じられた。

　閉じた瞼がアサフに見せたのは、真っ赤な世界。

　初めて人間が使う包丁を触ったとき、アサフは不注意で指を切ってしまった。少しにじんだ赤い血を見て、グランツは言っていた。人間にも魔族にも、赤い血が流れていると。

　うれしかった。彼が、少しでも自分と同じ立場であると言ってくれることが。彼が住み、守る村を、自分も守れたらと思った。こんな風に、彼の村の人間に斬られることなど、魔族と認めれば殺められることなど、あの村では、グランツとアサフの間では、けして、ありえないとどこかで信じていた。

「死ね！」

　死に至る痛みは、神により感じないものなのかと、アサフは思った。振り下ろされたはずの刀の痛みが、いつまでも体を襲わなかった。赤い世界の向こう側で、森の風が運ぶ木の葉の香りを感じた。もう、獣じみた男の匂いはしなかった。

「王子がこんなとこで道草食ってんじゃねーよ」

　語り掛ける声で、アサフは閉じていた瞼を開いた。

　斬られていない体。見慣れぬ黒い装束。獣のにおいの男は倒れ、代わりにアサフの目の前には、二つに結わえた金色の髪がたなびいていた。

「会うたび殺せ殺せって、お前らも飽きねえなあ」

　ボラーは余裕な様子で、持っていた短刀の剣先を男からそらす。呆気にとられた人間たちが、汗をにじませて彼に武器を向けていた。

「おら、帰るぞ、とっちゃん坊や」

　ボラーが短刀を構えた時、アサフの胸から緊張が消えたことに、彼自身気づかなかった。

　勝利への確信。大臣たちが崇めたその力が、彼の前に、堂々と現れた。







３　誹・謗







　インターフォンの画面を前に、ナギサは再び固まっていた。

　そこに映っていたのは、もっちと同じく、ナギサの元友人――ゆうこだった。

　彼女はナギサが応答しない間、涙を浮かべながらじっと玄関の前にうつむいている。

　チャイムに応じないと分かると、ゆうこはドアを叩き始めた。大声でナギサの名を呼びながら、彼女は開けるまで帰らないと脅してくる。

　このままでは近所の人にどう思われるか分からない。ナギサは慌てつつ、恐る恐る玄関を開いた。

　ゆうこはドアが開いたとみると、すぐに遠慮なく飛び込み、勢いでナギサを突き飛ばした。

「なんでここが」

「ヴィットさんから聞いたの」

「……は？」

　あの男は、余計な問題しか持ち込んでこないのか。

　金の恩もないがしろにして……と、ナギサの腹の中に燃えるような怒りが沸き立つ。

「――何の用なの」

　それでも、今でも彼女を見ると、怒りのほかに背中が冷たくなるのが分かった。

　安息地から追いやった張本人――それが、目の前にいる。それだけで、逃げ出したかった。それでも、ここでなめられれば、ようやく手にした居場所まで奪われかねないのだ。ナギサは何とか平静を装う。

「……助けてほしくてきたの」

　突き飛ばしたのは偶然だと、ゆうこはつづけ、ナギサが立ち上がるために手を差し伸べた。

　手なんか借りない。態度でそう示そうと、ナギサはそのまま立ち上がる。

「なんで私が、あんたを助けなきゃいけないわけ」

「もっちがいなくなっちゃったの」

「！　……」

　そんなはずはない。もっちは、昨夜会場に来ていた。

　何か揺さぶりをかけるための罠なのか。ナギサはゆうこをにらみつけた。

「それが？」

「連絡もつかないの。何かあったんじゃないかって」

「それでどうして私に聞くの？」

「え……」

「私が関係あるわけ？　ないよね？」

　ゆうこは口を開けたまま、固まってしまう。

　それでも手を緩めるつもりはなかった。

「よく私の前に、そんな顔して堂々と来れるよね」

「ナギサ」

「気安く呼ばないで。出てって、今すぐ」

　ナギサは、息を止めてゆうこの肩を力強くドアに押し込めた。彼女の身体が、ドアにぶつかって激しく音を立てる。

「お願い」

「出てけよ！」

　涙がこぼれそうだった。それでも、ナギサは耐えてみせた。

　二度と、弱さを見せてたまるものか。ナギサはずっと前に、そう誓ったから。

　ゆうこが帰っても、動悸はなかなか収まらなかった。

　ナギサはリビングのソファに座って、汗が止まるのをじっと待った。

　もっちがライブを見て、ウミがナギサだと気づいたのか？　それで仲間と結託して、たまたま出会ったヴィットにナギサのことを聞いた――事実確認して、笑いものにするために？

　そもそもヴィットはなぜナギサのことなど話したのか。脈絡もなく、自分の今の状況を説明するために利用した？

　何にせよ、彼女たちに居場所を知られたのはまずい。それもこれも、すべて、あんな怪しい男を家に上げたせいなのか。

　いや、そんなはずはない。ヴィットには金を渡した。裏切られる義理もなければ、恩を仇あだで返されるいわれもない。

　頭の中で考えを整理するうちに、ふつふつとヴィットへの怒りがナギサを支配していた。

　だが、その怒りをぶつけようにも、ヴィットが今どこにいるのか、ナギサは知らない。ゆうこがどこでヴィットに会ったのか、聞いてもいない。ヴィットのスマートフォンの連絡先も知らない。知ってたとしても、彼は充電する術を持たない。

　しらみつぶしに当たって、奴を捕まえるしかない――。

　ナギサは再びパーカーを目深にかぶって、家を飛び出した。










　町は談笑しながら歩く人や、汗を流して働く人であふれていた。

　そのポジティブな空気の中、一層暗い空気をまといながら、ナギサはギョロギョロと町を見回す。こうも人が多いと、一人の男を見つけるのは困難だ。

　ゆうこを問いただすか？　連絡先は消したものの、ＳＮＳを探ればすぐにわかるだろう。でも――この問題の渦中にいる人間に頼ることは、絶対にしたくなかった。

　大通りを何度も往復した。店を一軒一軒確認し、路地まで見た。それでもヴィットは見つからない。辺りは暗くなり、小雨がぱらつき始めた。

　速足が滑り、目の前に見えていたネオンが尾を引いて視界から去っていく。

　あ、転ぶ。

　ナギサは急に冷静になった。馬鹿馬鹿しいと、心から思った。

　自分から追い出したはずの彼女たちに、今だって振り回されている。そんな必要性、どこにだってないのに。ナギサはいつまでも彼女たちの呪いに縛られて――。

　アスファルトに打ち付けられると思った身体は、なぜか宙で停止した。

「そんなに急いでどうしたの」

　飄々とした、大嫌いな響き――。探していた男が、自分を抱えて、立っていた。

　雨に濡れ、すっかり興奮状態のナギサは、ヴィットを激しくビンタした。

　待ちゆく人々が唖あ然ぜんとしたのは言うまでもない。それでも表情を崩さないヴィットを連れて、不本意ながらもナギサは帰路についた。

　道すがら、ヴィットから金を返された。繁盛店を少し手伝って得た金だと言う。

　彼は一切、ナギサがなぜ自分を探していたのかも、なぜ手をあげたのかも聞かず、ただ金をひったくり黙々と歩き続けるナギサの後ろをついてきた。

　部屋に上がり、ナギサは自分の分だけの飲み物を淹れて、彼を床に座らせた。

「どうしてゆうこに私のこと話したの」

「聞かれたから、かな」

「どうしてそんな話になるの」

「友達を探してるって聞いて……見せられた写真に、君が写ってた」

「それで、この子知ってるって言ったわけ？」

　ヴィットは答えない。

「それで私が困るって考えなかったわけ？」

「そんな話、されなかったし」

　ナギサの身体が、ぶるっと震えた。でもそれは、怒りからじゃなかった。

　寒い――。そう思った時には、もう遅かった。くたくたの身体、ナギサはそのまま、体が倒れるがままにソファに倒れこんだ。










　目を覚ました時、ナギサは自分のベッドに寝かされていた。

　体が熱い――。朦もう朧ろうとした意識の中、額に濡れたタオルが置かれていることに気づいた。すっかりぬるくなって、重いだけの塊。きしむ身体を何とか動かして、床に放り投げた。

　ヴィットが、ここまで運んでくれたのだろうか。

　頭が痛い。眉間にしわを寄せるとすぐに、ドアが開いた。

「……なんでまだいるの」

「目の前で倒れられたわけだし、仕方ないでしょ」

　ヴィットは放り投げられたタオルを拾い、うわ、ぬるい、とつぶやいた。

　枕元に置かれた携帯が震える。横目でちらっと見ただけでも、ものすごい通知がたまっていた。

「……私が知られたくない理由」

　渇いた唇を薄く開いて、ナギサは少しずつ、話し出した。

　自分が、アイドルをやっていること。ナギサではなく、ウミとしてということ。そして、彼女が戻ってくるのを、待っている人たちがいること――。

　アイドルで生活できる、と言っても、その日暮らしの金くらいしか稼げない。怖がって、一日休んで、さらに体を壊して寝そべっていたら、回復しても暮らしていけない。

　すべて話してようやく、それでも、看病してくれてありがとうと、ナギサはつぶやいた。

　まったく、納得なんかできていない。それでも、このことだけは、お礼を言うべきだということはさすがにナギサにだって理解できた。

「全部……あの人たちには、知られたくない」

　ナギサは重い体を持ち上げて、ヴィットをじっとにらみつける。

「行く場所がないならいてもいい。これはあくまでも、看病のお礼。でも、その代わり――話した責任は取ってよね」







◆







　開場はいつもよりも厳しい入場規制が張られていた。

　ファンは戸惑いつつも、先日の騒動があっての対応だろうと、おとなしく従い、会場はみるみるうちに人で埋まっていった。復帰を喜ぶ横断幕を持つファンもいる。

　ウミの姿で、袖からその様子をじっと見ていた。

　ヴィットには、ナギサの作った立ち入り禁止者リストを持たせて入り口に立たせていた。今のところ、もっちやゆうこをはじめとした天敵は入ってきていない。ウミは安あん堵どし、楽屋に戻った。

　会場のドアが閉まった音が聞こえる。観客たちの声も漏れ聞こえてくる。

　もう、あんな失態は犯せない――。鏡に映る自分に、ウミは何度も何度も言い聞かせる。

　楽屋の扉が開き、ウミはハッと顔を上げた。立っていたのはスマートフォンを片手にしたヴィットだった。

「あー、見た目、結構変わるねー」

　ヴィットは遠慮なしにずかずかと楽屋に入ってくる。

「一応、着替える部屋なんだけど」

「終わってるじゃない」

　ヴィットはそう言って、ウミ専用のシングルソファに腰かける。

　やっぱりこんな男に、協力を頼むべきじゃなかったのかもしれない。

　そうはいっても、今は、ライブに集中しなくては。ウミは自分の頬を叩き、気合を入れた。

　歓声が会場に響いている。ライブ開始の、映像が流れ始めたのだ。ウミは立ち上がり、楽屋の中を飛び跳ねた。

　怖さで波打っていた鼓動と、運動で高鳴る心拍がリンクして、少しずつ、気にならなくなる。

　行ってきますとは、言わなかった。

　ただいまと、言わなくてはいけなかった。待ってくれた、自分の仲間に。

「みんなお待たせ―！」

　ウミの声に、さらに大きな歓声が沸いた。彼女を見上げる輝く瞳は、どんな星よりも、力強く彼女を照らしてくれていた。

　彼女の顔に、笑顔が戻った。

　私は、一人じゃない――。それだけでもう彼女は、そこに立つのを、恐れなかった。










　観客席には色とりどりの紙吹雪が落ちている。その上に立つのは、ステージに向かって列をなすファンたちだ。それぞれはおもいおもいの期待を胸に、ステージ上にいる女神を見上げていた。

　ライブ終了後、恒例の握手会。

　前回のライブが途中でご破算になってしまったため、今回のライブ終了後には、前回のライブの握手券の分までウミとコミュニケーションを取れることになっていた。そのため、いつもなら軽い挨拶程度のファンたちも、ウミに直接何を伝えようか必死に考えていた。

「本当に復帰してくれてよかったよ！　プレゼントボックスに、差し入れ入れておいたので、使ってね」

「ありがとう！」

「今日の歌、聞いてたらすっごく元気出た。大変なこともあると思うけど、応援してるからね」

「いつも応援してくれて、本当にうれしいよ」

「今日のセトリは、前回のライブを意識した構成にしたんだね。ウミちゃんらしくてすごくよかったって、みんなも喜んでたよ」

「本当？　よかったあ」

　それぞれのファンたちは、まるでウミとの旧知の知り合いのように声をかけてくる。最初は急に距離をつめてくることに戸惑っていたものの、少しずつ、そういう文化に慣れてきていた。

　だからこそ、こうして見捨てられずに自分のステージにファンが集ったことがありがたい。

　ただ、ウミが復帰したことに感極まってしまい、後ろにいるファンたちに気を向けられない者もたまに現れる。その度、ウミは彼らに気づかれないように横に立っていたヴィットに視線を送った。

「はい、すみません、終わりみたいです」

「う、ウミちゃーん、次も来るよー」

「ありがとう～」

　いわゆる『はがし』というやつだ。

　ヴィットはというと、ウミが指示すれば確かに動いてはくれるが、そうじゃないときはスマートフォンばかりいじっている。そのくせ、視線を送るとすぐ反応するから不思議なものだ。

　いったいそんなにスマートフォンを見つめて、何が楽しいんだろうか。

　前に持っていた機種と形が変わっている。充電できないから、別のスマートフォンを契約したのか。抜け目ない。いつの間にやったんだろう。

　何でも調べられる、何でも見れる。だから、見たくないものまで、見えてくる。

　そんなことを考えていたら、ファンの一人が、心配そうにウミを見つめていた。ウミはハッとして、いつもの『ナギサ』が前に出ないように気を張りなおす。

「ごめん、大丈夫！　久々だから疲れちゃっただけ」

「えー、無理しないでね」

「ありがとう！」

　次の客だ、とウミが笑顔を向けると、その客はウミではなく、彼女の視線よりずっと上を見上げて、目を見開いた。

「あれ、ヴィットくんがはがしなの？」

　初めてのライブの時から来てくれている、宇田川、という男性客だ。

　このライブハウス自体も管理している大地主で、町で彼を知らない人はいない。ナギサは、今日もありがとうございました、と定型文を送りつつ、彼と知り合いなんですか？　と周囲を気にしながら宇田川の手を握った。

「この前、うちのバイトちょっと手伝ってくれたんだよ。引き払いのお掃除、ね」

「やったような、やってないような」

「へえ～、知らなかった！」

「むしろ僕がはがしやりたかったなあ。ウミちゃんは僕が守る、みたいな」

「あははー、宇田川さんは不動産屋さんがあるでしょ！」

「そんな仕事すぐにポイだよ、ポイ！　あ、次のお客さん来るよね。今日もお疲れ様」

「いえいえ、私もいろいろ聞いちゃったから。ありがとうございました！」

　宇田川がステージから降りるのを確認し、次の客がもういないことに、ウミは気づいた。

「あれ、次のお客さんは？」

「今ので終わりみたいだね」

「みたいだねって、さっきからフワフワした答えばっかなんだから」

　宇田川が、次の客の話をしていた気がしたけれど――きっといつもの癖だろう。そう思って、ウミはまだまばらに残る観客に向けて「今日は本当にありがとうございました！」と改めて感謝を伝え、ヴィットと共に下手に下がっていった。

　スポットを強く浴びて、額はじりじりとまだ熱を帯びていた。舞台袖の冷たさは、すぐに体の火照りにかき消されて、一歩一歩踏み出す足が、リノリウムの床に沈み込みそうだった。

　また、この日々が始まる。ウミと、ナギサと、二人の人格を持つ自分の、望み通りの日々が。

　ただ一人、奇妙なおまけ付きで。







◆







【ウミライブの入場規制についての考察スレＮｏ．３】

《ウミ自身が倒れたことを鑑みればそれほど違和感はないと思われ》

《そもそも倒れたのが体調不良なら関係ないだろｗｗｗ　よく考えてからものを言えカス》

《ファンがこうやって煽あおり合うのってウミは悲しむと思うけど》

《ならお前もこんなとこ来るな、矛盾してんだよ》

《実際、どう思う？　入場規制って》

《ブラックリストがいるんでしょ》

《それって誰？　古参？　新規？》

《それとも運営とかｗ》

《セクハラ問題？　根深い》

《はがしの奴も変わってたよね、ホスト風の》

《まさかの彼氏導入説？》

《さすがにウミだってそんなあほじゃないでしょ》

《アホなのかもよ》

《アンチは別スレ行け》










　白い壁に青い光が反射して、薄暗い部屋はより不気味にゆらめいていた。

　足を放り出して一心にスマートフォンを見つめるナギサは、すっかり時間を忘れていた。あの復帰ライブから、数日。毎日欠かさずライブをするようになったものの、客足は以前より悪くなっていた。これまではライブを重ねれば重ねるほど増えていたファンたちが、なぜ。そこで到達したのが、もっちやゆうこの対策措置として採用した『入場規制』についての書き込みだった。

　ネット上にはこれに関連したファンたちのうっぷんが渦巻いていた。

　前に一人でライブをしてきたときより、一日の終わり、スマートフォンをチェックする以外に何もやる気が起きない。家に帰りついたらすぐにベッドに寝転がり、寝てしまうまでこうしてネットの海をさまよって、ウミを批判する書き込みを見つめては、ため息を吐く。

　緩やかな自傷行為だ。分かっているのに、やめられない。

　このままこの批判を放置すれば、アイドルとして見向きもされなくなる日も近いか。そもそも、こうして書き込むファンは一部のもので、ナギサの杞き憂ゆうでしかないのではないか。自分で運営もしているからこそ、何かしなくてはと思い立ってはやめる、というループが延々と続く。

　悩んでライブに集中できないくらいなら、いっそ公開制に戻せばいい。そうすれば、入場規制を嫌だと思いつつ来てくれるファンだけではなく、新しいファンだって作れるかもしれない。

　でも、また、彼女たちがやってきたら――？

　仮に、ナギサがウミであり、彼女が仲間から除け者にされた人間だと知られたら？

　ウミへの批判は、今以上に増えるに違いない。

　明日のライブの予約数が通知された。ナギサはすぐにそれを開き、目標の二割にも満たないことを確認する。

　糊こ口こうをしのぐために再開したライブが、今やただ赤字を生むだけの産物となってしまった。

　だからと言って、家に引きこもったり、ましてや引っ越す資金も、今はない。

「……」

　ナギサはようやくスマートフォンから視線を外し、部屋中を見回した。

　必要最低限しか物を置いていない部屋。今はそう思っていても、掘り出せば、もう使わないものがあるかもしれない。

　ナギサはベッドから起き上がり、居候を呼びつけた。

「ちょっと、売りに行きたいものがあるんだけど」

「売りに、行けばいいんじゃないかな」

「行くよ、行くけど手伝いが必要なの。だから……」

「あ、俺ってこと？」

「――他に誰がいんのよ」

　ナギサがさっさと自分の部屋に戻るのを、ヴィットはただ見送った。

　だが数秒して、ナギサが足音を立てて戻ってくる音を聞き、彼も「今行くつもりだったんだよ？」と、笑顔で客間を飛び出していった。







◆







　リサイクルショップに家財を運ぶ、というのは、なんとも惨めな気持ちになる。

　ちょっとしたお小遣い稼ぎで使ったことならある。それでも――食うため、というのは、なんだか肩身が狭い。査定最中にも、どうしても肩に力が入る。

「別に見てても値段は上がらないよ？」

　ヴィットはそう言って、フラフラと店内を物色している。

「あんたの生活費にもなるんだからね！　あと、買うなら自分のお金で買ってよ？　あるんでしょ、宇田川さんのとことかでもバイトしてたんだから！」

　ヴィットは答える気もないようだ。無言で物を持ち上げては棚に戻し、持ち上げては棚に戻し。興味があって触れているのか、なんとなくしているのか分からない軽快な動きでひとつひとつ。

　この男は本当に、何がしたいのかわからない。

「二〇〇〇円ですかねー」

　ヴィットに気を取られて、すっかり査定品から目を離していたことに、店員から話しかけられて気づく。彼が手をのせている、スタンダードタイプの電子レンジを見て、だよなあ、とナギサは苦笑した。

「それ、そうですよね」

「いや、これだけじゃなくて。持ってきていただいたもの全部で」

「……え」

「いかがいたしますか？」

　電子レンジだけじゃなく、服も、服を売るからいらなくなったラックも、本も、装飾品も、家からかき集めてきたものは山のように査定机に並べられていた。

　なのに……二〇〇〇円。

　それでも、今のナギサには、欲しい金だった。

「それで、大丈夫です……」

「ありがとうございます」

　現金トレーに、店員が何でもないように、金を置いた。なんだか、犬に餌をあげるみたいに。

　そう思いながら、ナギサは札が折れないように、ゆっくりとようやく手に入れた金をしまった。

「ヴィット」

　帰ろうとするが、振り返っても彼はいなかった。飽きて店外に出たのだろうか。そう思って店の外を見ても、見当たらない。

「あの、お連れ様なら、そこに」

「え？」

　店員に呼び止められ、ナギサはリサイクルショップの隅にあるブースに目を向けた。いかがわしいブースじゃないだろうな、と思ったが杞憂だった。そこには、所狭しと絵画が飾られている。

　ヴィットが立っていたのは、額縁のような枠のついた、鏡の前。

　映し出された自分をじっと見つめているヴィットの姿は、明らかに異様で、店員とナギサは顔を見合わせ、苦笑する。

「ねえ、帰るよ」

「……」

「ヴィット！」

　ナギサが彼の手首をつかんで、ようやくヴィットは「あ、終わったの」と彼女に気づいた。

「自分に見とれるとか……ナルシストすぎ。帰るよ」

　ナギサはそう言って歩き出すのに、彼の足音が聞こえない。

　なんなんだ、と思いながら振り返ると、またヴィットは鏡に顔を向けている。

「いい加減にしてよ」

「これは、いくらですか」

「えっ、あ、えっと……」

　店員が鏡に駆け寄って値札を探し、ヴィットに示す。ヴィットは値段を聞いてうなずいて、ぴったりの額をポケットから取り出した。

「じゃあ、帰ろうか」

　鏡を持ってご満悦のヴィットを見て、ナギサは思い切り彼をにらみつける。

「それ……全然売り上げより高いんですけど」

「え、そうなの？」

　ヴィットはそうは言いつつも、なら俺が生活費を、とは言わなかった。

　あの鏡を、叩き割ってやろうか――ナギサは恨めしく、彼の弾むような足取りを見つめていた。










　鏡はヴィットの部屋の壁に打ち付けられた。ナギサは許可を出した覚えはない。

　窓から差し込む光が鏡に反射して、青白い光を壁にあてていた。ヴィットもまた、その光に照らされて、額がキラキラと輝いている。

「きれい……」

「あれ、反対じゃなかったの、これ買うの」

「う、うるさい。きれいだからきれいって言っただけだし」

　新しいほうのスマートフォンをいじったり、鏡を見つめたり。

　どっちにしても、お金はあったんだ。呆あきれきる。

「お金があるんなら出てって言ってるのに」

「うんうん」

　絶対に、聞いてない。

　ヴィットの意識は、すでに目の前の二つの物に向けられて、ナギサなんかこの部屋にいないみたいだった。どうせこれ以上文句を言っても意味なんかない。ナギサは彼を放っておくと決めて、自分の部屋に戻った。










　ナギサはまた、部屋でウミの評判を調べていた。

　今日のライブの動員は変わらない。予約状況を見て、また掲示板の悪口は加速している。

　枕を顔に押し付けて、ナギサは大きなため息を吐いた。自分がこれからどうすればいいか、皆目見当もつかない。

「うるさいよ」

「！　……」

　声は外から聞こえてきていた。ヴィットだ。彼が部屋で、誰かと話している。

　電話か？　でも誰と？　知り合いがいるなら、どうしてその人を頼らないのか。

　ナギサは枕を放り出して部屋を出る。

　ヴィットの部屋の前に、誰かが入ったような跡はない。

　相手の声も聞こえない。やっぱり、電話なのか？　追い出す理由はなんだってほしい。音をなるべく立てないように体をかがんでノブを掴んで、少しだけ隙間を開けた。

　狭間からヴィットの足が見える。目線を少し上げると――だらりと下げた腕が見えた。もう一方の腕も、下がっている。

　電話じゃ、ない……？

　部屋を見回しても、誰もいない。ということは一人で、話している。

　キモい……。

　思わずナギサは、眉間にしわを寄せてしまう。

「何度言われてもわけわかんないってば」

　独り言ではない。あの語り草は。

　どういうつもりなのかと、体を前のめりにしたのが悪かった。小さかった隙間がもっと大きくなって、かがんでいたナギサは、ひざをついてしまった。

　音にすぐヴィットが反応して振り返る。

「え、のぞき？」

　初めてヴィットの苦笑を見た。すぐに収まっても目に焼き付いた。顔に出てしまうほど、腹が立つ。

「ち、ちがう！　は？　意味わかんない。あんたが一人でぶつぶつ言ってるから何かと思って……」

「一人じゃないよ」

「え？」

「やっぱり、ナギサには聞こえないんだ」

　ヴィットはそう言って、また鏡をじっと見つめる。

　彼は言った。鏡が何度も繰り返す言葉を。

　――ヴィット、君の使命を、思い出せ。

　使命。漫画やアニメくらいでしか耳にしない、あまりにも堅苦しいその言葉は、ヴィットには全然似合っていなかった。

　鏡がヴィットに話しかける。嘘みたいな話だと突っぱねることもできたけれど、いつも飄々としたヴィットの横顔が真剣なのを見て、ナギサも受け入れるしかなかった。

　彼も知らない、彼の名を知る謎の声。

　もし知り合いがいるのなら、この男を引き取ってくれないだろうか……。

　真剣なのと、彼がここに居続けることは別問題だ。

「その相手と、話せるようになれないの？」

「さあね」

「もっと本腰入れて調べなさいよ」

　ヴィットはようやく、鏡からナギサに視線を移す。

「早くその人と――出てってくれないと、私だって困る」

「俺も、困る……多分」

「分からなかったら食事抜き！」

　ヴィットは全然動じたりしない。彼は金を持っている。ナギサには渡さず、自分のためだけに使うものを。どこまでいっても気にくわない。

　声の主、とっととヴィットを連れ去って。その使命とやらが、急ぎなら。

　ナギサはそんな思いを込めて、ぎろりと鏡をにらみつけた。

　部屋は相変わらず、青白い光に照らされて、呆れるナギサの額まで、美しく輝かせていた。







４　戴・冠







　アサフを襲った人間たちは、ボラーが引き連れていた魔族軍たちによって捕らえられた。

　傷つき宮殿に戻ってきたアサフは、スィンによって看病された。ボラーからの命令らしい。気難しいアサフに対応するなら、もともとの従者がいいだろうと言ったそうだ。すっかり宮殿の獣人たちをものにするボラーのカリスマ性に、スィンも思わず感動したらしい。

「捕らえられた人間たちはやはり恐ろしいです。でも……ボラー様は違う。少しの間過ごさせていただいて、それを実感いたしました」

「簡単な奴だ、お前は」

「……申し訳ありません。ですが、私はアサフ様のしもべ。心までは、ボラー様にお渡しはしません」

「そんなことを求めてるんじゃない」

　スィンはつとめて優しい力で包帯を巻いた。肋骨が何本かやられているそうだ。スィンが使う治癒魔法は、魔法に慣れないアサフよりもずっと効率的に彼の傷を癒した。

　廊下から遠慮のない足音が近づき、アサフの部屋の扉を激しく開け放った。従者を引き連れたボラーが、「よお」と緊張感のない呼びかけを飛ばす。

「……何しに来た」

「何しに来たはねえだろ。見舞いだよ見舞い」

　アサフのいるベッドの横のチェストに、ボラーはドカンと座り込む。スィンは彼が来てすぐに壁際にはけた。

　ボラーは何を話し始めるわけでもなく、そこに座って部屋のあちこちを観察している。

「マナーも何もない奴だ」

「嫌なら鍵でもかけとけよ」

「アサフ様。ボラー様は魔王代理であるお方。今は、あなた様よりも上の……」

「あーいいいい、そういう堅苦しいのは」

「……」

　ボラーは従者たちにアサフの部屋から出るように指示をした。スィンもそれにつづき、部屋は二人を残して、再び静寂に包まれる。

「お前、なんであんなとこに一人でいたんだよ」

「……答える義理はない」

「王子様がいなくなったって、こっちは大騒ぎだったんだぜ。箱入り息子はそれらしく閉じこもってればいいじゃねえか」

「そんなことを言いに来たのか」

「そうだよ、わりいかよ」

　アサフは口を結んだ。不快な奴だ。遠慮なしにやってきて、ただかばわれるばかりのアサフを皮肉る存在は、これまで父以外にいなかった。慣れない無遠慮さに、アサフの胃はざわつく。

「お前こそ……俺に構わず好き勝手に国を動かせばいい」

「はあ？　何言っちゃってんのお前。別に俺好きでやってるわけじゃねえし。文句あるならあのおっさんたちに言えよ」

「……言ったって聞き入れない。俺はお前の言うように、お飾りだからな」

　アサフは、出て行ってくれと静かに言った。もっと強い口調で言ってやろうとも思ったが、口から出たのは弱弱しい声だった。どこまでも情けない自分が恥ずかしい。

　ボラーはその言葉を聞かず、そのまま話し始めた。

　アサフを襲っていた人間たちに尋問し、大臣たちが不信感を持っていること。アサフが尋ねたという家が、以前の戦いの相手であった村であったこと。中には以前、グランツが村に出入りしたことを証言した人間もあった。

　すべては筒抜けだった。それでも、グランツと親交があったことへの確信は彼らにはないように見える。証言以外には何もないと思わせるためにも、自分ができるのは沈黙だ、と、アサフはわざと壁をじっとにらんで、動かなかった。

「前の王様ってさー、あいつらのうちの一人がやったんだってな」

「……」

「仇討ちとか？　そういうやつだったりして」

「……」

「ちったあ返事しろよ、俺が馬鹿みてえじゃねえか」

　ボラーはしびれを切らして椅子を立ち、アサフの部屋をぐるぐると回った。ボラーが通された魔王の部屋に比べて、魔道具もない。チェストやベッドなどの最低限の家具しかない部屋の中で、果物かごにボラーは目を止めた。

「うわ！　リンゴあんじゃん。食っていい？　食うぞ」

　ボラーはかごからリンゴを取り出し、器用に懐にしまっていた短刀で皮をむき始めた。手慣れた手つきだ。

「それ――お前の武器じゃないのか。戦士としての誇りはないのか」

「うるせーなー。俺のもん何に使おうが俺の勝手だろ」

　甘党にはここの食事は塩辛すぎる、とボラーは果汁だらけの短刀を振りかざした。

「ここってさ、魔法使えないと食いもんも準備できないだろ。そうじゃないもんも周りに誰かいると毒見だのなんだのうるせえんだよ」

　器用な割に、途中まで皮をむいたあたりでボラーはそれを丸かじりにした。

「うめー」

「……王族ならば当たり前だ」

「何が？」

「……毒見」

　ボラーは「代理だけどな」と言いながらペロッとリンゴをたいらげ、もう次の果物に手を伸ばし始めた。

「人間は魔法使わないんだってな。俺、あっちに行ったほうが楽だったのかもなー」

　魔族側のアサフを目の前にしても飄々とボラーは笑ってみせる。自分が明らかにこちら側より強いという確信があるのだ。どこまでもボラーはアサフを踏みにじってくる。

　そう思うのなら、行けばいい。なのに彼は、面倒だ面倒だと言いながら魔族側についた――。食えない奴だ、とアサフはボラーを見つめた。

「……何故我々につこうとする」

「あ？　困ってたから、んー、ちがうな。分かんねえ」

「そんな気持ちで、魔王として国を支えられると思うのか」

「別に俺がやりてえって言ったわけじゃねえし。あと代理な。国支えるとかは、俺の役目？　って感じだろ？」

「……お前の目的が、分からない」

「食いもんと寝る場所貰うことだな」

「……くだらない」

　ボラーはポットに手をかけて茶を注ごうとしたが、中身が入っていないのを見てため息を吐く。のどが渇いているのだ。それならアサフが先ほど飲みつくした。

　アサフはベッドから起き上がり、水をポットにそそいで、火打石で火を起こし、湯を沸かした。ボラーは感心する声を出し、その様子を見つめていた。

　別に、自分がやりたいと言ったわけじゃない。

　その言葉には、覚えがあった。ボラーと同じように、幼少のころ、自分も父に言ったことがあったのだ。帝王学や武術、魔法を毎日朝から晩まで習わされ、そのたびに、できの悪さをなじられるのに耐えられなかったからだ。

　好きで、あなたの息子に生まれたわけじゃない。初めてアサフは父にたてついた。そして、こっぴどく殴られ、地下牢に一晩閉じ込められた。あの日の屈辱は忘れない。顔の周りを飛ぶ虫を一晩中払いのけるのに必死で、一睡もできず、水も食事も与えられずに夜を明かした、心から父を憎んだ。

　魔族に生まれた者は、自分たちを虐げる人間を殺すのが当たり前。人間に生まれた者は、魔族から搾取し、殺すのが当たり前。そのために、アサフは鍛えられ続けた。だが、なぜだかアサフにはわからなかった。彼はまだ、直接人間に危害を加えられたことはなかったからだ。宮殿の中でぬくぬくと生きているからだと言われればそれまでだが、彼はどうしても、剣に憎しみも怒りも、込めることはできなかった。

　ポットから、水が沸騰したことを告げる笛の音が発せられた。冷めないうちに茶葉にそそぎ、自分の分とボラーの分の茶をテーブルに置く。その湯気で、部屋が少し暖かくなったようだった。

「おーサンキュ。王子でもこういうのってできんのな」

「……お前は王族を何だと思ってるんだ」

　ボラーはカップにどんどん砂糖をつぎ込んだと思うと、またうまいうまいと言いながら茶を一気に飲み干した。見るからに無害な姿は、人間たちを一網打尽にしてみせた彼からは想像がつかないものだった。

　大臣たちが彼の戦闘能力に惚ほれ込む理由は、見て分かった。それでも、彼はやはり根無し草なのだ。その力が、ある日突然手のひらを反すように人間側についたら。そのことが、すっかり大臣たちの頭から抜け落ちていることが恐ろしい。

　そこまで考えて、アサフは自分の行動をようやく恥じた。裏切りを恐れているのに、彼をないがしろにしていたからだ。あくまでも、個人的な感情――羨望を集める彼への妬みで。

「すまなかった」

　アサフは王子らしく、だがボラーの目は見ずに謝罪の言葉を贈った。

「何が？」

「これまでの態度を」

「ああべつにそういうのいいよ。それ以上に世話になってるしな」

「……世話か」

　恩義を重んじる姿勢が、ボラーにはある。いくら力が強くても、そのことは少しだけアサフを安心させる。

　魔族がボラーに利を与えるうちは彼は力を貸してくれるだろう。人間側にもてなされたとしても、彼はそうだったともとれる。自らの力をもって、居心地のよい場所に定住しようとする……。魔王の子どもとして生まれたアサフには、想像もつかない心地よい立場だと思った。

「お前がうらやましい」

「そうか？」

「お前は、どこにだって行ける」

「お前だって行ってたろ。人間のとこに」

「……それとは違うよ」

　ボラーは注がれていなかった分の茶を自分の物のようにおかわりして、一息ついたところで言葉をつづけた。

「お前は王様になりたくねえの？」

「え？」

「俺が色々任されんの、嫌なんだろ」

「……別に、嫌じゃない」

　うつむいた瞬間、裏太ももに痛みが走るのが分かった。

「……っ！」

　そこでようやく、ボラーがアサフを蹴ったことに気づいた。こんなこと、訓練でないときにはされたことがない。アサフは思わず思考を停止させて固まった。

「はっきりしねえなあ。俺そういうの嫌いだわ」

「……」

「じゃあ、なんで文句ある感じでウロチョロしてんだよ」

　父が嫌いだった。父自体じゃない。父の鋭い眼光と、その他を寄せ付けないような信念が嫌いだった。人間は悪、魔族は善。決して譲らないその二項対立が、アサフは嫌いだった。魔王とはかくあるべきとも、父は言った。そうなるように大臣たちも求めた。

　だがどうだ。今や魔王代理となったボラーは、アサフの目をまっすぐ見つめて、彼に尋ねる。新しい王が、これまで守られた魔族国を背負う者が。

「……お前は、魔族国を変えるのか？」

「は？　なんで」

「お前は今の魔族国を愛しているか」

「分かんねえよ、来たばっかだぞこっちは」

「……俺の意見はその答えによって変わる。お前が、今の魔族国に満足するか、しないかで」

「もうちょっとわかるように言ってくれよ」

　アサフはボラーの目を初めて見つめ、ついて来いと、つとめて低い声で言った。少しでも、王子の誇りを守るため。自分の心を、守るために。
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　アサフがボラーを連れてきたのは、宮殿の奥に鎮座する神殿であった。

　神殿には、魔族たちに魔力を与えている魔法石、ハイヤールが神として崇められている。神殿の天蓋に吊り下げられたハイヤールは、今日もその緑の光を散らして、アサフの顔を照らした。

　宮殿のどこよりも広い空間。反響する足音や声に、ボラーは興奮しているようだった。

「あそこにあるのが、ハイヤール。俺たちの魔力の源だ」

「へー。なんかでっかい宝石って感じ」

「いつからか、魔族たちはハイヤールから力をもらい受けるようになった。その歴史は判然としないが、今は魔族国の王にその管理は任される」

「ふーん」

「正確には魔王が指揮する者たちがこの神殿を守る。あくまでも魔王はその統率を整えるための地位に過ぎない」

「なんかややこしいな……。でも、あれ使えたら自由に魔法が使えるんだろ？　いいなー、便利そうだなー。俺は使えねえの？」

「人間にハイヤールは使えない。だからこそ、魔族はハイヤールに選ばれた種族として誇りを持っている」

　そこまで聞いて、ボラーは矛盾を感じ首を傾げた。

「じゃあなんでお前、魔法使わねえの？」

「……」

「スィンから聞いたぞ。お前は魔法が嫌いだって。自慢なのに、なんでだよ」

「――それがお前をここに連れてきた理由だ」

「？」

「……俺は魔法が嫌いだ」

「だからなんでだよ？　便利じゃん、魔法。移動だって戦うのだってそっちのが楽だろ。あんな怪我してるくらいなら、意地張ってねえで使ったほうがいいと思うけど」

「ハイヤールの魔力のもとは、我々魔族や人間の悲しみだ」

「……？」

「ハイヤールは負の感情を魔族と人間から吸い取ることで、その感情を魔力に変換し、魔族たちに返す。俺たちが苦しめば苦しむほど、魔力は強くなる」

　この真実は、魔王の子孫たちだけに伝えられていることだ。王位を継ぐために王子たちはこの世界のことや戦い方などを学ぶ。その中で、自分たちが守るべきとされるハイヤールがどういう仕組みで動いているのかも教わった。

　人間と魔族の悲しみにより成り立つハイヤール。自分たち魔族を苦しませず、その魔力を得るためには人間を襲い、戦争を起こし続けなければならない。祖先たちは人間たちに虐げられることをまずは取り除くべきとし、戦争を必要悪だと納得したが、アサフにはそれができなかった。

　戦争の状況を聞くたび、臣下たちが人間の財産を奪い、村を焼き払うのを知り、アサフは魔族こそ蛮族なのではないかと、疑わずにはいられなかったのだ。

「それを知っても、お前はまだ魔法が使いたいと思うか」

「……」

「誰かが魔法を使えば、ハイヤールに貯蔵された負の感情も減る。魔力が供給されなければ魔法は使えなくなる。そうすれば、俺たちは無力だ。そしたら俺たちはどうすると思う？　戦争を起こすんだ。俺たちの、便利さのためだけに、多くの血を流させ、そして、自分たちが流すことで、さらに悲しみを増幅させる」

「だからお前は、魔法を使わなかったってこと？」

「……俺だけが魔力を使わずとも、魔族たちが使うがな」

「じゃあ、たまにでも、誰かが困ってるって嘘を吐いて、お前らは戦争してたのか」

　ボラーは口を結んだ。無理もない。大臣たちはこぞってボラーに、自分たちがいかに悲劇の種族であるか聞かせたことだろう。どちらが先かは不明でも、魔族があえて自分たちから戦を仕向けた過去を知って、戸惑わないはずはない。

「……くだらねえ」

「ああ、くだらない。本当に、恥ずべき生き方だ」

　ボラーはハイヤールを見上げた。

　悲しみの貯蔵量は、前魔王の死によって最大になっていた。だが、勇者軍が攻めてくればまたこの魔力は減り、再び人間たちの領地に侵攻することになるだろう。

「俺はもう、こんな戦争は嫌なんだ。これ以上……悲しみに頼って生きることは、魔族のためにならない」

「……」

　だから、負けさせたんだ。

　アサフはそれを、言葉には出さなかった。それ以上は、彼に余計な詮索をさせることを促してしまう。冷静に、そう判断した。

「どうすりゃそれが終わる？」

「……策は試した、でも、うまくはいかなかった」

「諦めるってわけか。お前だけ魔法使わないで、俺はかわいそうな奴だって、ずっとウジウジしてるってのかよ」

「――ちがう」

「何がちげえんだよ」

「……」

　返す言葉もなかった。

　グランツが見つかれば、状況は変わるかもしれない。先の戦の失敗の原因であった彼を、とらえて詰め寄り、願わくば再び、手を取り合えば――。だが、彼はどこにもいなかった。魔族たちが村を訪ねたが、もう村に人はいなかったと聞いた。

　アサフにできることは、もうなかった。

「……お前、馬鹿なんだな」

「は？」

「お前みたいな奴が魔王になったら、確かにここの奴らはかわいそうだ」

「……何が言いたい」

「ちったあ真剣にやってやるって言ってんだ」

「？」

「魔王代理でも何でもやってやるよ。お前がもうちょっとマシになるまでだけどな」

　ボラーはアサフを見、次にもう一度ハイヤールを見上げた。

「気に入らねえもんは気に入らねえ。そう思ったなら、諦めんな」

　新しい王は、魔王代理は、アサフにそう言った。父からはかけられたことのない、やさしく、重い音がした。







　正式にボラーが魔王代理を務めると宣言したことで、大臣たちは急いで戴冠式の準備を進めた。

　神殿に従者たちが整列し、その後ろを覗き込むように民たちがつづいた。ボラーの衣服は皇族の伝統にならったものに変えられ、本人は少し不服そうにしている。

　小さな背丈に対し、少々大きすぎるように見えるマントを背負わされ、頭頂部には冠が授けられることになる。

　前魔王である父が魔王となったのは、もう数百年以上前のことだ。魔族の中でも特に幼い民たちは、初めての荘厳な式に気後れしているようであった。

　アサフは大臣席の中でも最も位の高い位置に、従者をはべらせて着席した。アサフも幼い民と同じく、式に参列するのは初めてだった。様式こそ習ったものの、開戦以外で民が一堂に会する様子は、壮観だった。

　アサフよりもずっと多くの従者を連れ、ボラーは神官の前に立った。

　神官の手には、聖水と前魔王がずっとつけていた王冠が掲げられていた。

「ハイヤールの御前において、戴冠の儀を執り行います」

　神官の低い声で、参列者は一同にハイヤールに向けて首を垂れた。ボラーも慌ててそれに続く。

「あなたは、ハイヤールのもとで生きるために、忠誠を誓いますか」

「――ああ」

「魔族を襲う数々の災厄に対し、それを退けることを誓いますか」

「――ああ」

「あなたはハイヤールの加護を受け、民を幸福に導くことを誓いますか」

「――ああ」

　誓いの言葉は、魔族に代々伝わる儀礼のようなものだ。魔王代理であり、魔族でもないボラーにとって、ハイヤールは無関係の秘宝。返事が確かなものであるかは、アサフにはわからなかった。神官もそうであろう。それでも、今この国に、ボラーをおいて戴冠できるものはいない。

「では、ハイヤールと、我ら魔族、前魔王様の霊魂の前で、あなた・ボラー様に魔王の位を授けます」

　神官はハイヤールに一礼し、聖杯から聖水をつまんでボラーに振りかけた。

「顔をお上げください。新魔王・ボラー様」

「……魔王代理だよ」

「――失礼いたしました。魔王代理・ボラー様。天蓋から、ハイヤールがお降りになります。眼前に置かれるハイヤールにお触れになり、儀式はすべて、終了となります」

　神官が片手をあげると、従者が鎖を持ってハイヤールをゆっくりと降ろし始めた。チェーンの金属音が神殿の中に響くのを、民たちは固かた唾ずをのんで見守った。戴冠式以外で、ハイヤールが自分たちの前に降ろされることはない。それは、歴史的な瞬間であった。

　ハイヤールが降ろされ、神官はハイヤールよりも視線を高くしないよう、下がって首を垂れた。

　あとはボラーの動きですべてが終わる、ということを表していた。

　ボラーは手を何度か開いたり閉じたりした後、ハイヤールに向かって手を伸ばした。魔法を使う力のある者であればハイヤールは反応し光を発するという。魔族ではないボラーの手に触れられても、ハイヤールは静かにそこに鎮座したままであった。

「触ったぞ」

　ボラーがそう言って手を放し、神官はようやく儀式の終了を知った。

「皆の者、改めてここに宣言する。このお方こそ新たなる魔王代理・ボラー様である」

　神官が声高にそう叫ぶのを皮切りに、参列者一同から拍手が送られた。

　ボラーは民から目を離すように、アサフを見て、口をへの字に曲げていた。

「ボラー様、お言葉を賜りたく存じます」

「言葉？　聞いてねえんだけど……」

「民たちに、御身が目指す未来をお話しいただけますれば」

「……」
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　ボラーは重い冠をうっとうしそうに手で押し、改めて民の前に足を広げて立った。ボラーを見上げる民の目は、ハイヤールを背にした神のごとくまぶしく、一同はすでに、彼についていくことを誓ったように見えた。

　さすがのボラーも、一気に寄せられる期待に気負わされたか、第一声はか細く、一部の民たちに首を傾げさせた。神官の目くばせにいらだつように、ボラーは頭を掻いて「あー、硬い言葉とか俺苦手だからな！」と独り言ちる。

「俺がこの仕事をするのは、アサフが魔王になるまでだ」

　戴冠したばかりの新たな王の言葉に、一同は顔を見合わせた。

　何かボラーに口添えしたのか疑うような視線を大臣から送られ、アサフも戸惑った。

「戦争？　魔法？　んなもん俺にはわかんねえ。でも、飯も寝るとこも貰ったんだ、その礼くらいは、させてもらうぜ」

　しんと静まり返った神殿に気づき、ボラーは気まずそうに「以上！」と言ってアサフに目配せした。だがアサフもあっけにとられたまま、彼を責めることも、尋ねることもできなかった。
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「俺はお前を一生恨む」

　自分の部屋に居座り寝ころぶボラーに、アサフは低い声でそう言い放った。

「おいおい、上司にそんなこと言っていいのかよ」

「魔王と王子は上司と部下とは違う」

「なー、なんか甘いものとか作れねえの？」

「なんで俺に頼むんだ……」

「だってほかの奴らに頼んだら魔力使っちまうんだろー」

　そう言われると、アサフは断れない。

　茶を沸かし、その間に部屋に置いてある器具を使って簡単な食事を作る。

　ボラーはアサフのベッドの上に寝ころんだまま、それをボケーっと見つめていた。

「あれ、甘いものって言わなかったっけ？」

「嫌なら食うな」

　できた軽食をベッドの横のカウチに置いた。のろのろと起き上がって「サンキュー」と、文句を言った割にバクバクとたいらげていく。

「戴冠式で言ったこと、なんだあれは。どういうつもりなんだ」

「どういうつもりも何も、魔族って長生きすんだろ？　お前の親父千年以上生きたって、どんだけだよって話だしさ。それに……」

「それに？」

「声が聞こえた」

「声？」

「ハイヤールってやつに触った時だよ。急にあれがしゃべり始めた」

「なんて？」

「……俺に使命を思い出せって」

「ハイヤールが？　一言一句間違いのないように説明しろ」

「あー、だからあ……」

　ボラーが言うには、ハイヤールに触れた瞬間『ボラー、君の使命を思い出せ』と語り掛けられたそうだ。しかもそれはその時だけにとどまらず、今もひっきりなしに聞こえ続けている。いつまでもやる気がないままダラダラするのもそのせいだと、取って付けるようにボラーは言った。

　ボラー、君、という言葉が正確なものと仮定すると、ハイヤールは元来ボラー自身を知っていたということになる。まだこの国に来たばかりのボラーを、なぜ。アサフは眉間にしわを寄せた。

「なんかどっかで聞いたことある声な気はすんだけどさー」

「……前魔王にも、それは聞こえていたのか」

「知るかんなこと。俺が来た時にはおめえの親父は死んでただろ」

「――」

　幼いころ習った魔王についての話に、そんな話はなかった。

　ボラーが嘘を言っているとも思えない。そんなことを言われても、こちらは困惑するだけだからだ。神官を目指しているとなれば別だが――、魔王と同じ権威を手に入れたボラーに、そんなものは必要ないだろう。

「お前は、ハイヤールを知っていたんじゃないのか」

「だーかーらー、知らねえって言ってんだろ」

「お前は、どこから来た……何者なんだ」

　分からない、とボラーは言った。

　だがもし、ハイヤールの言うように、ボラーに使命があるのだとしたら。思い出せ、ということは、それが今の立場で叶えられないのだとしたら――。

「お前は、この国を去ると言うことか」

「まあ、そうしなきゃいけねえんなら、そうなんだろうな」

　ボラーはアサフに淹れてもらった茶を飲みほして、「何すればいいか分かんねえけど」と付け足した。

「意味が分からない。魔族国を何だと思ってるんだお前は」

「俺にだって事情があんだろ、きっと」

「何を他人事みたいに」

「だって思い出せねえんだもん。しゃあねえだろうが。だからまあ一応、俺の代わりに魔王やるならお前かなって。俺だって考えてんだよ」

「ふざけるな。俺がこの国でどんな扱いを受けてるか知ってるだろ」

　自分で言っていて、耳が熱くなる。そうだ、アサフはこの国で全く、信頼も、信用もされていない――。役立たず王子でしかない。

　自分が今どんな顔をしているのか、想像をするのも嫌だった。そんな顔をボラーに見せてたまるものか。王族としての恥は、アサフの顔を地面に向けさせた。

　その時だ。前にも感じた痛みが、太ももの裏に走る。

　ボラーはまた、アサフを蹴ったのだ。

「王子ならもっと堂々としろよ。んなの変えさせればいい話じゃん」

「は？　何を……」

「俺に考えがある」

　ボラーはそう言って、アサフににやりと笑ってみせた。







５　証・跡







　ライブの予約数は前に確認した時から一つも増えず、結局二割の動員で開催された。

　握手会ともなると、もっと客の数は目減りしていた。いつもなら壁際に沿ってできる待機列が、今日は壁に届く前に途切れている。ナギサはせめてにぎわって見えるようにと、それぞれの持ち時間をいつもの倍にした。

　最後の客は、またも宇田川だった。

「今日も、ありがとうございました！」

「いやあ、すっかり減っちゃいましたね……。落ち込んでるんじゃないかって、みんなで心配してたんですよ」

「――皆さんが来てくださってるじゃないですか！　こうして、心配までしてくださるなんて、こんなうれしいことないです」

「実はさ、こうなってる理由、この前ライブがだめになったってことだけじゃないんだよ」

「……？」

「最近ここらで、失踪事件が起きてるのって、知らない？」

「え……」







「もっちがいなくなっちゃったの」

「連絡もつかないの。何かあったんじゃないかって」

「助けてほしくて来たの」







　咄嗟に頭に浮かんだのは、顔色の悪いあの日のゆうこの姿だった。

「いえ……聞いたこと、ないですけど」

「この前ヴィット君に手伝ってもらった仕事もそれ関連でさ。誰にも言わずに、急に全部放り出して消えちゃうらしいんだよ。原因も分からないし、直前に会ってた人もいるっていうから、蒸発とかじゃないと思うんだよね。だから、通り魔に何かされたんじゃないかって」

　心臓が、自分でもわかるくらいに跳ねた。

　あの日自分が突き放した手が、本当に助けを求めていたものだった。だがそうであったって、ナギサに何ができるだろう。それに、他の人間ならまだしも、もっちやゆうこたちを助ける義理がどこにあるんだ。

　そう、ナギサは自分に言い聞かせて、なんとか笑顔を作り直す。

「へえー怖い……それって、いつぐらいの話ですか？」

「ほんの一週間くらい前からだよ。最初の一人は確か……結構な荒らし屋だったらしいよ。オフ会とかＳＮＳとかでもよく暴れてたって。だから、誰かに恨まれてやられたんじゃないかって噂も立ってたね。その次の人は、二日後くらい。それからはちょくちょく」

「……知らなかった」

「報道は一部しかされてないみたいだから。僕が知ってるのは、職業柄、ね」

「……もしかして、お部屋を貸してた方たちとか？」

「それはまあ、オフレコで」

　ほぼ、言っているようなものだ。これも、ウミのファンだからこそ教えてくれる情報なんだろう。被害者の人には申し訳ない気持ちにもなったが、それでも、もっちのことについても、宇田川に聞けば何か分かるかもしれないということは分かった。

　ただ――それを聞いて、自分はどうしたいんだろう。ナギサは、思わず口をつぐむ。

「えっとだから、ウミちゃんはそんなに気負わなくていいからね。皆怖がって家から出てこないだけで、ウミちゃんが嫌いになったとか、そういうんじゃないから」

「心配してくれて、ありがとうございます。宇田川さんも、気を付けてください」

「ライブも無理しないで。もしあれなら、配信とかもあるからさ。安全第一だよ！」

「はい！」

　意味もなく、語尾が上がってしまった。

　考えるな。もっちの失踪は、自分には関係ない――。自分の身さえ守って、誰かが解決さえしてくれれば……それでいいじゃないか。

「あ、お時間です」

　ヴィットの気の抜けた声に、宇田川は笑顔で会釈を送った。

「帰っていい？」

「最後のお客さんが出るまで、見送りして」

　ヴィットがスマートフォンを片手に行こうとするので、ウミはすぐにそれを没収した。

　いつでもどこでもスマホ片手じゃ体裁が悪すぎる。大人のくせに、そんなことも分からないのか。

　しぶしぶ出口に歩いて行くヴィットを見送り、舞台袖にはける。

　取り上げたスマートフォンの画面がまだ明るかったので、暗くしようと持ち上げた。彼が熱心に見ていた画面が、そのまま表示されていた。

《二週間で被害者一〇名。忽こつ然ぜんと姿を消した人々は今？》

　ナギサは思わず、振り返った。だけどそこにはステージしかない。ヴィットは今、入り口にいる。

　宇田川との話を聞いて、調べていたのか。それとも最初から知っていたのか。

　二週間前。その数字が、宇田川の声で頭にこだました。

　二週間前。それは、ゆうこが家に飛び込んできたころ。

　二週間前。それは、ヴィットがナギサの家に転がり込んできたころ。

　二週間前。ヴィットが現れたことが、失踪事件に関連していたのなら――。

　ナギサの胃が、ひやりと冷たくなった。これ以上ヴィットのスマートフォンを見たら、自分も事件の人たちのように消える気がして恐ろしくなったのだ。

　彼女はぎゅっと目をつぶり、自分の目に焼き付いた画面を忘れろと念じ、画面の明かりを消した。
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　ナギサのスマートフォンには失踪事件のまとめサイトが映し出されていた。

　突然の失踪。残された人が情報を寄せてほしいと連絡先をさらしている。

　中にはいたずら情報のようなものもあったらしく、当人たちのＳＮＳはかなり荒れ果てた状態になっていた。助けに縋すがっているだけなのに、他人に土足で踏みにじられるのはどんなに嫌な気持ちだろう。気分が悪くなり、ナギサはスマートフォンを伏せた。

　すぐに、通知音が鳴り響いた。ＳＮＳからだ。

　今日のライブの観客たちから、メッセージが届いている。

《今日のライブも最高でした。持ち時間もいっぱい貰えたし、大満足です》

　それへの返信。

《客が少ない時だけ好待遇にするっていうのも、ちょっとおかしいことでは？　行きたくても行けないファンへの配慮が足りないって感じる人もいると思うよ》

　それへの返信。

《来てない奴がとやかく言うなよｗ》

　それへの返信。

《前のコメントちゃんと読んでから書いてる？　脳が終わってる》

　ナギサのタグを消さないまま繰り広げられている論争は、最近よく覗く掲示板の書き込みにも似て、ますますナギサの気分を悪くさせた。

　彼らの投稿が見えないようにミュート設定にして、電源を切ろうとする。

　すると、もう一件、彼らと別の人から連絡が入った。宇田川だ。

《僕は、ウミちゃんがいたから居場所ができたみたいな人間です。ウミちゃんを応援することで、僕自身も居場所と勇気を貰える。色々大変なことはあるけど負けないで。君は、僕の恩人です》

　宇田川のコメントには、次々とファンからいいねボタンが押されていた。自分も、アイドルでなければ一回に限らず何度でも、このコメントにありがとうと伝えるだろうに――。

　ナギサは一度、いいねボタンを押し、スマートフォンの電源を切った。

　天井を見上げる。またヴィットの声が小さいが聞こえる。

　鏡と――話しているんだろうか。

　ナギサの部屋にも鏡はある。ベッドから起き上がり、机の上を見れば、肌の調子を確認するための小さな鏡があった。鏡はただ寝痕のついたナギサを映すだけで、まさか語り掛けてきはしない。

　ヴィットがもし、妄想癖のある愉快犯で――失踪事件に関わっているのだとしたら。犯行に手を伸ばしたがために、元居た場所から逃げていたのだとしたら。

　金があっても帰らない。家主が追い出そうとしても気にしない。そんなナギサには理解不能だったことでさえ、そうなってしまうと合点がいく。

　また、胃が冷たくなってきた。

　お腹が痛い。ナギサは、軽い上着を肩にかけてトイレに向かった。

　暗い廊下に、ヴィットの部屋のドアから漏れる青白い光が一筋、寝ころんでいた。

　ナギサはヴィットの部屋を足早に通り過ぎて、トイレのドアに鍵をかけた。ヴィットが来る前は、鍵なんかかけなかった。そんな必要もなかった。

「俺と事件は関係あるの？」

「！」

　自分に聞かれた気がして、ナギサは咄とっ嗟さに顔を上げた。

「やっぱ話せないか」

　言葉をつづけるのを見て、自分に話しかけたわけじゃないと分かる。今の一瞬で、ナギサの額に脂汗が浮いていた。

　また足早に、廊下を通り過ぎようとした。だがヴィットの部屋の前を通ろうとする直前……ドアが開いて、彼が出てきた。ナギサは思わず硬直し、彼を見上げた。

「……どうしたの？　顔、青いよ」

「あ……トイレ……」

「そう」

「その……あんたは……」

「のど渇いちゃったから」

　ヴィットはそう言って、ドアを閉めた。

　リビングに行くのか。それなら、自分は一目散に部屋に逃げたほうがいいのか。

　そう迷っているうちに、肩に、温かいものが触れた。

　ヴィットの、手のひら――。

「ナギサも行こうよ。なんか、危なっかしいよ」

「あ……」

　その手が温かかったことは、彼について行った理由になるだろうか。

　彼を失踪事件の犯人だと疑っていた心はいつの間にかどこかに消えて、いつしかナギサは、ダイニングのテーブルにつき、彼とぬるい水を飲んでいた。
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　ナギサはむくれていた。

　失踪事件に関わっているのか、勇気を出してヴィットに尋ねたのに、笑われたのだ。

　犯人だと疑っていたから、夜にあんなに怖がっていたのかと。子どもだと言われたようで、ナギサは無性に腹が立った。

「俺も、タイミングが同じってことは引っかかったってだけだよ」

「……だから鏡の人に聞いてたの」

「盗み聞き。のぞき含めたら二回の犯行だね」

「あそこは私の部屋だから、聞く権利があるの」

「あー、お前のものは俺のものってやつ？」

「ちっがーう！」

　行方不明事件の被害者の中には、もっちを含めた、いくつか聞き覚えのある名前があがっていた。彼女以外は皆、ライブに来てくれるファンたちだ。ウミに覚えがないとしても、ファンが巻き込まれたとなれば観客が減ってしまったのにもうなずける。嫌な風評被害だ。

　知り合いはもちろん、他の被害者も、この町の住人なんだろうか……。

　宇田川は、ヴィットに行方不明者たちの部屋を掃除させたと言っていた。忽然と姿を消した彼らの部屋に何か異変はあったか。どの部屋も入るとすぐ、足元にガラスが散乱していた――それだけ、ヴィットは教えてくれた。ただ、貴重品を取られた形跡はなく、物を整理するうちに、通帳や宝石などもでてきた。

　強盗の仕業ではない。なら犯人は、何のために？

「宇田川さんに教えてもらうのが一番手っ取り早いんじゃない？　片付けした時、もう慣れっこって感じだったし」

「……今の私の格好で？」

「アイドルの方のが、いいだろうね」

「アイドルってのは、自分からファンに会いに行っちゃいけないの」

「じゃあ、ほかに手掛かりは？」

　ナギサはぎろりとヴィットをにらんだ。

　もちろん、あるはずない。

「ないんじゃ、困ったね。俺がどういう奴なのか、ずーっと分からないってことだ」

「そんな言い方、しなくていいでしょお……」

　ヴィットは試すような含み笑いをナギサに送った。










　衣装は着ない。街を歩いても目立たない地味な服で、ナギサはばっちり、ウミのメイクをした。

　帽子とマスクをつけてはいるが、こうして街を歩くのは活動を始めた時以来だ。その時だって、路上ライブを終えたらすぐにトイレに駆け込んで元の姿に戻っていた。

　意識のし過ぎだとは分かっても、道ゆく人がみんな自分を見ているような気がして、ナギサは落ち着かない。

「そんな恰好するほうが目立つでしょ」

「うるさい！」

　宇田川の店は、商店街の中ほどにあった。

　付近唯一の不動産屋なので、引っ越してきた人は必ずここに立ち寄る。相場を見たりして、この店に入らない人もいるけれど……多くの住人たちは、みんな宇田川の知り合いだ。

　宇田川が不動産屋をやっていたのはいつからか分からないけれど、明らかに、被害者についての情報を一番知りえる人物であることは間違いなかった。

　不動産屋が見えてきて、ウミは走って入店した。

「いらっしゃー……、えええええ!?」

　宇田川の手にあった不動産情報誌がどさりと床に落ちた。

　変装をしても、ファンの前には形無しだ。

　宇田川はガチガチになりながら、ウミとヴィットに冷たい麦茶を出してくれた。

「お部屋探しですか？　ウミちゃんにお部屋貸せるなんて、不動産屋冥利に尽きますよ」

「あ、いえ、そうじゃなくて……」

「？」

「握手会の時に教えてくれた、あの事件について……やっぱり、ちょっと気になって」

　宇田川は取り出していた住宅情報を閉じ、ぱあっと笑顔になった。

「僕の心配してくれたってこと!?」

「え、あ、その」

「いやあ、失踪されちゃうとね、家賃も払ってもらえないし、その後入居する人も怖がって全然商売にならないんだよねえ。そんなところまで気遣ってくれるなんて、さすがトップアイドル！」

　横目に見たヴィットがにこにこと宇田川を見ているのを確認し、ナギサはとりあえず宇田川に話を合わせることにした。
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「宇田川さんは初期から応援してくれてますから、当然ですよ～」

　横でヴィットがふきだしたのが分かった。ナギサは宇田川に見えないように、ヴィットの太ももを激しくつねり上げる。

「いっ……」

「い？」

「それってどんなお部屋だったんですか？」

「事故物件って感じになっちゃうけど……」

「もしお部屋におんなじ特徴があったら、他のお客さんに、このお部屋は大丈夫って言えるじゃないですか！　私でよければ、原因みたいなものが見つけられるかもしれませんし……。そ、そういうの得意なんですよ」

　衣装を着ていないといまいちウミになり切れない。言葉も詰まるし、いつもウミとして、どう話していたかも忘れそうでついどもりがちだった。

「本当？　うれしいなあ。まあ、もうそこに人は住んでないし……ちょっとだけなら」

　宇田川は改めて机の下の引き出しを開け、『告知事項アリ』と赤字で書かれたファイルを取り出した。中身はそれほど多くなさそうでも、でかでかと書かれた真っ赤な色が、不気味さを漂わせている。

「この近くだとこの辺と、この辺かなあ」

　出されたのは単身者にちょうどよさそうなマンションだ。商店街へのアクセスもいいし、おそらくはもう少し、元の値段は高いんだろう。設備も整っているし、何も知らなければ喜んで借りたくなるような部屋だ。

「一軒家もあるよ。あとはすごくボロいところも」

　先にいいところを見せてからグレードの低いところを出すのは、宇田川の不動産屋としての癖だろう。確かにこう並べてみると、関連性は見られない。

「唯一おなじなのは、一緒に暮らしてる人はいても、消えたのは一人ずつってことかな」

「――この部屋って、見学できたりしますか？」

「え、でも……」

「その……もしあれなら、ヴィットの部屋にどうかって思って！」

「えっ」

「本当？　それなら俺も問題ないよ。ヴィット君が一か月住んでくれれば、ここ、もう普通に貸せちゃうからさ」

　へらっと笑う宇田川を見て、ウミの腹が冷えた。

　次借りるときは、ちゃんと自分で調べるようにしよう――。

　にこにこ笑顔の宇田川に連れられ、二人は事故物件巡りを始めた。

　行方不明者の部屋は、どこもかしこもがらんどうだった。

　当たり前だ。ヴィットが手伝った物件と同じく、人の住まなくなった部屋は片付けられる。

　部屋は傷ついた様子はない。そこは、修繕しなくても問題なかったと宇田川も説明してくれた。

「あった家具はどうしたんですか？」

「使えるものはリサイクルショップ。引き取ってもらえなかったものもそのまま置いてきちゃってるね。お金は関係の方に返却して、それでおしまい」

　宇田川が地図を見せてくれたのは、この前ヴィットと行ったリサイクルショップだ。

「じゃあもう、引き取ってもらえなかった分は捨てられちゃってますかね」

「昨日引き取ってもらった分は、まだなんじゃないかなあ。粗大ごみって、引き取り結構手間だしね」

　部屋を見回しても、意味はないだろう。異変はどこにも見当たらなかった。

　ウミはお礼に、今度のライブに無料招待すると提案したが、宇田川は受け取ってくれなかった。推しに課金するのがファンの大義……ということらしい。ナギサは深々と礼をして、ヴィットにまた連絡させますと約束し、事故物件を後にした。










「本当に住めとか言わないよね？」

「お金があるんなら借りられるでしょ」

「冷たいなあ」

　ウミからナギサの姿に戻ってリサイクルショップに向かった。

　変装をしたり、視線を気にしないで歩けるのはいい。ゆうこに見つかるのは少し嫌だけど……ヴィットが一緒にいるのに、わざわざ話しかけてきたりはしないだろう。

　リサイクルショップには、軒先の下まであふれるほどの家具が置かれていた。

　昨日の引き取りでさらに店が圧迫されてるのだろう。この前来た時よりも、店に入るのに一苦労する。横歩きで、店主のいるレジへと二人は向かった。

「あの……すみません」

「はい」

「その……宇田川不動産から引き取ったけど、売り物にならなかったものって……ありますか？」

　店主は明らかに怪訝な顔をする。

「やっぱりアイドルモードのほうがよかったんじゃない？」

　ナギサは店主に見えないように、またヴィットの太ももをつまんだ。

「実は……友人の荷物なんですけど、思い出のものまで出されちゃったみたいで」

「ああ、そういうことですか……。でも、うーん……一応あんまりいいことじゃないんですよ」

「その！　もしあったら、引き取ります」

「お金ないんじゃないの？」

　ヴィットが口をはさむ。

「この人が持ってます」

　店主は少々怪しみつつも、粗大ごみの手配をしなくて済み、金まで入る、という誘いに惹ひかれたのか、店の裏にある廃品置き場へ二人を通してくれた。

　廃品置き場には、まだ使えそうな家具が並べられていた。

　本棚やチェスト、家電もある。どれも一見、まだ使えそうな品物だ。

「これって……どうして売り物にならなかったんですか？」

　店主は黙って、ナギサの目の前にある箪たん笥すの引き出しを開いてくれる。目を凝らさないとよく見えはしないが……青白く光った場所があった。

　虫食いくらいの丸い染みだ。リサイクルショップであったとしても、こういう何かありそうなものは出せない、と店主は言う。

　他の引き取れなかった家具にも、すべて同じような青白い光の染みがあった。

　ナギサは家具に手を突っ込んで染みに触れてみる。少し、冷たい風が通るような感覚がした。穴から噴き出るのではなく、吸い込むような……かなりの力だ。

「前に粗大ごみに出した分も、同じような染みがあったんですよ。流行りの虫の汁とかだと困るし、ほかの商品とは混ぜられないなと思って」

　その染みは、一見きれいな光の粒にも見える。

　ヴィットもナギサが触れた後の家具を確かめているようだ。ナギサが何もなかったから安心して触っているのか――こういうところ、こずるいよな、と小さくナギサは呆れる。

「で、お友達のものはありました？」

「あ、えーっと……」

　そうだった。そういう言い訳をしていた。ナギサは苦笑しつつ倉庫の中を見回し、一番運ぶのに簡単そうな小さな箱を選んだ。










　ヴィットの部屋に箱を運び入れた。

「なんで俺の部屋なの」

「だって……持って帰ってきたはいいけど、ちょっと気持ち悪いし」

「俺の部屋ならいいってこと？」

「もともとは私の部屋ですから」

　ヴィットの鏡の隣に箱を置く。

　相変わらず鏡から反射した青白い光が、部屋の中を揺らめいていた。

　並べてみるとよくわかる。やっぱり鏡から発されている光と、箱の隅にある小さな染みの色は同じだった。

「やっぱり、なんか関係あるんだよ、ヴィットと事件は――」

　顔を見上げると、ヴィットが真剣な顔になっていたので、ナギサは思わず口をつぐんだ。

　彼の目線の先には、鏡がある。ナギサの話など耳に入っていない。

「な、なに」

「……」

　ナギサはおずおずと、ヴィットがにらむ鏡を見つめてみる。別に前と変わりはない。ヴィットだけを映して、そのヴィットが、鏡をにらむヴィットをにらみ返している。

　また、自分に見とれているのだろうか。

　ナギサははあとため息をつき、ヴィットの前に立って視線を遮った。

「人が真剣に話してるときくらい、こっち見たらどうなわけ？」

「ああ、うん」

「さぞかし自分に自信があるみたいですけど、毎日毎日見とれてちゃ飽きるんじゃないの」

　ナギサの皮肉は、ヴィットに全く届いていないようだ。

「何か見えない？」

「はあ？」

「その鏡」

　ナギサはつい、ヴィットの誘導に乗って鏡を見た。今度は自分があほ面で映っているだけだ。

「……馬鹿にしてるの？」

「やっぱ見えないか」

　ヴィットはうーん、と顔を傾けた。

「やっと新しいことしゃべったよね」

「――何のこと？」

「鏡がね」

　ナギサはようやく、この前ヴィットから聞いた話を思い出した。

　鏡はずっと、同じ言葉でヴィットに呼びかけている――。

　ヴィット、君の使命を思い出せ。

「なんて言ってるの？」

「それは俺に必要な言葉？」

「？」

「言えばいいってこと？」

　ナギサと会話をしているのではない、奇妙だが、鏡に向かってヴィットは言った。

「アクセスコード……」

　ヴィットが小さくそうつぶやくと、鏡の光がより一層強くなった。

　ナギサは思わず眉をしかめる。

「何今の？　魔法の呪文……？」

「意外とメルヘンだよね」

「また馬鹿にしてるでしょ!?」

「アクセスコード：スカイヴィッター」

　ナギサのいら立ちにも気を留めず、今度は大きな声で、ヴィットは言った。

　鏡から勢いよく、風が吹く。青白い光が部屋を包み、今度は目が開けていられなかった。

「ちょっと……！　なにこれ！」

　耳をつんざくような、キーンとした音が聞こえる。嫌な耳鳴りかと思って、ナギサは手で耳を覆った。風は止んで、耳鳴り以外の音が消える。ヴィットは何も言わない。瞼に焼き付いた光の筋が、黒くなって目に焼き付いたみたいだ。

「な、なにが起こったの？　ヴィット、ヴィット！」

　返答はない。

　瞼の裏がまた暗くなったので、ナギサはおそるおそる目を開けた。

　目の前には、さっきと変わらず、鏡があった。

「……なんだ、何も」

　だがすぐに気づく。先ほどまで横にいたはずの、ヴィットがいなくなっている。

　耳を覆っていた手を外し、ナギサは辺りを見回した。

「ちょっと、驚かせようとしてるわけ？　ねえ、ちょっと！」

　返事はない。

　急いでドアを開ける。廊下に人の気配はない。

「……何？」

　また耳鳴りがした。ナギサは咄嗟に耳を押える。

　耳鳴りだけじゃない。また風が起こっていた。ヴィットの部屋から、ドアを勢いよく開け放すくらいの風。

　ゆっくり、一歩ずつ、部屋に戻る。

　今度は、鏡からの風じゃない。窓にかけられたカーテンが、激しくはためいていた。

「……嘘」

　窓の外にいたのは、真っ青な戦闘機。巻き起こす風と轟ごう音おんが、町中を混乱に陥らせていた。

　ナギサは思わず、へたりこむ。

　戦闘機がいたから。それも力が抜けた理由の一つ。でも最もナギサを戸惑わせたのは――そのコックピットに、誰も乗っていないことだ。

「きゃっ……！」

　悲鳴を上げようとした途端、戦闘機は上空へと一気に昇っていく。

　幻覚かと、よたよたしながら窓に向かった。戦闘機は確かに、だがすでに遠くの空を舞っている。

　階下の人たちも皆空を見上げていた。視線を奪いきった戦闘機。ある人はスマートフォンで撮影し、ある人は恐れのあまりナギサのようにしりもちをついていた。

『びっくりした？』

「は？」

　背後からヴィットの声がして、思わずナギサは声のほうに顔を向けた。

　やっぱりヴィットはいない。今度は幻聴？

　そう疑った後、今度はまた、目を疑った。

　空に舞い上がっているはずの戦闘機の姿が、はっきりと、あの鏡に映っていたのだ。

『やっぱり、意味のある言葉だったんだね。……って言っても、他のことは教えてくれないか』

「え、これ何、どういうこと？　あんた、人間じゃなかったの？」

『こうなると、そうなんじゃない？』

「そうなんじゃない、じゃない！　なんなのこれ、意味、わかんないんだけど」

『確かに』

　外からはまだ、戦闘機が空を切り裂く音が響いていた。

　しばらくするとその轟音は止み、彼が、ヴィットが、鏡を通して部屋に戻ってきた。

「なるほど」

「だから、なるほどとかじゃないんだってば！」

「あれが、一応俺のいつもの感じみたいだね」

「はあ？」

「だから、アクセスコード：スカイヴィッターが――」

　ヴィットが言い切る前に、またしても鏡が輝いた。瞼を閉じる暇もない。ヴィットの身体は、ナギサの目の前で、鏡に飲み込まれて消えた。

　そして映し出されたのは、またしてもあの、青い戦闘機――スカイヴィッター。

『言ったら自動的に吸い込まれちゃうんだ。不便だね』

「いいから、戻ってきなさいよ！」

『やり方が分かれば、そうしたいけど』

　つまり、ヴィットはなぜこうなったかも分からない、という意味だろう。本当の姿だというのに、彼には飛ぶことしかできなかった。

　コックピットに人がいないのも、彼自身が、あのスカイヴィッターだから……。

　文章にはなっていても、ナギサには到底、理解しきれない。

　どこにでもある住宅街の上空。人々は空を見上げていた。平凡な空に似合わない青い戦闘機は、まるではしゃいでいるように、自由に空を駆け抜けた。

　奇妙な居候。奇妙な戦闘機。

　ナギサの不思議な同居生活は、またしてもおかしな方向に、彼女を運ぼうとしていた。







６　共・鳴







　「俺に考えがある」

　そう言って、ボラーは大臣たちを集めた。

　ようやく魔王代理の仕事をしてくれるのかと安堵した様子の大臣たちだったが、ボラーの提案に、一同は目を白黒させた。

「人間たちの国に行く」

　急な宣戦布告かと、大臣は次の言葉を待つ前に「葬列襲撃の被害がまだケアしきれていない」と口々にボラーを説得しようと語り掛けた。だが、ボラーは「何言ってんだ」と、大臣たちの言葉を止めてみせる。

「挨拶するだけだよ、挨拶」

　そう言って仁王立ちした新・魔王代理の、どこから湧き出るか分からない自信に、一同は戸惑うばかりであった。







　魔王の隊列は、魔王を中心として、端を兵士や大臣たちで固めて進む。今回は人間の捕虜がいるから、捕虜を先頭にして、案内をさせることになっている。

　アサフは王子として、ボラーの横に添えられていた。

　念のためと防衛大臣が兵士たちに完全防備をさせたので、魔族国を歩く間、魔族たちは戦争が始まるのかと不安そうにしながら、隊列に首こうべを垂れた。

「堂々と城を出られるって気分いいな～」

「のんきな顔を民に見せるな。王族の品位を疑われるだろ」

「いいじゃねえか、ずーっと閉じ込められてたんだから」

「まさかそれが目的じゃないだろうな……」

「俺だってんな馬鹿じゃねえよ！」

　兵士たちは魔族国を出てから、いつ人間やモンスターが襲ってくるかとびくついているようだ。ボラーが隊列の真ん中にいれば全滅することはないだろうが、それでも、いつ自分が被害者になるのかわからない状況だ。こんなに士気の低い中で、ボラーはどういうつもりなのか。アサフは呆れてそれ以上の言葉を続けられなかった。

　襲い来るモンスターをいなしながら森を抜け、人間たちの住む区域までたどり着く。急な魔族軍の襲来に、武装していない人間たちは慌てて自分の家へと逃げていった。

　ボラーが逃げる者は追うなと言っているから、兵士たちはそのまま進む。家から矢でも射られればひとたまりもないだろう。アサフは警戒を怠るな、と指示を重ねた。

　だが、そんな静かな行脚も長くは続かない。勇者軍の宮殿の方角から、武装した兵士たちが隊列に向かって走ってくるのが見え、兵士たちは筋肉をすっかりこわばらせた。

「大丈夫だよ、ビビんなって！」

「怯おびえずにいられるか、馬鹿！」

　勇者軍の兵士が、先頭に人間が置かれていることに気づき、歩みを止めた。

「貴様、裏切り者か！」

「そんなわけないだろ、俺は……！」

　捕虜の近くに立つ兵士が、彼ののど元に刃を突き付ける。それ以上余計なことを語るなという脅しであった。

「目的は我々の王が語られる。下っ端が逸はやるな！」

「なんだと!?」

「はいはい喧嘩腰にしねえのっ」

　ボラーはそう言って、すごむ兵士をいさめて前にやってきた。大臣たちが隊列を崩されたことに戸惑い、ボラーを呼び止めるが、静かにしろと言って聞かない。アサフは慌てて、ボラーのそばについた。なぜ自分が、護衛隊のようなことをしなければならないのか、と思いつつも、アサフはボラーの言葉を待ってやった。

　勇者軍の兵士たちは、冠を携えたボラーを見て戸惑っている様子だった。無理もない。ボラーは誰がどう見ても勇者軍側の種族に見える。

「別に俺らは戦いに来たわけじゃねえ。魔王代理が、お前らの王と話しに来たって伝えてくれ」

「ふざけるな！　貴様、人間のくせに魔族の片棒をかつぎやがって！　人間の捕虜まで取って、恥ずかしくないのか!?」

「いやあそれは成り行きでさ。まあ、悪い話じゃねえからさっさと……」

　ボラーの言葉を待たず、勇者軍は魔族一行に向けて剣を取って駆け出した。

「ボラー様！」

　大臣が魔法陣を切ったのを見て、兵士たちも続けようとした。

「手ぇ出すな！」

　ボラーの叱責で、隊の手が止まった。

「魔力は使わせねえから」

　アサフにだけ聞こえる声で、ボラーがつぶやくのを聞き逃さなかった。

　何を考えているのかは分からない。だが、ボラーはアサフが言った「魔力を使わせたくない」という話を覚えていたのだ。

「あぶねえから、俺の後ろに下がってろ」

　ボラーは懐から短刀を取り出し、とびかかる勇者軍の攻撃をいなした。明らかに多勢に無勢であるにもかかわらず、ボラーは的確に彼らの四肢を狙い、その動きを止めさせた。彼らから血は流れない。短刀の柄を使って、殴打しているのだ。

「す、すげえ……」

　魔族の兵士から、ちらほらと感嘆の声が漏れた。ますますボラーの信頼が積みあがっていく、そんな空気が隊に充満していく。

　力というのは、こんなにも人々を圧倒するものか、とアサフはこぶしを強く握りしめた。

　魔力を嫌った。ハイヤールの存在を嘆いた。だから自分は、諦めた。魔法を使って生きなければ、王になるのは無理だと決めて。人間の、人間らしい魔力に頼らない生活にあこがれながら、アサフは人間のように自分自身の力を高めて努力することをしてこなかった。ボラーの戦いぶりは、そんな自分の愚かさを浮き彫りにするようで、アサフは、それを見るのがつらくてたまらなかった。

　俺は、大バカ者だ。ボラーが一つ動くたび、それを突き付けられるのだ。王族の誇りがなんだ。自分が最も、王族らしくない、負け犬なんじゃないか――。

　ボラーに四肢を潰されそうになっても、勇者軍の兵士たちはあきらめず、わめき続けた。

「だめだ、こいつら全然聞く気ねえよ……」

　ボラーはため息交じりに、手に持った短刀を持ち替えた。それで、兵士たちが怯ひるんでくれればいいと思ったのだ。だが、彼らの鼻息は収まらない。

「だーぁっ、もう、知らねえぞ！」

　ボラーが短刀を振りかぶり、兵士たちにとびかかろうとした……その瞬間であった。勇者軍側から放たれた斧おのが、ボラーに向かって真っすぐとびかかる。

「おわっ！」

　空中で体勢を維持できず、ボラーの身体は奇妙な形に折れ曲がった。

　斧が彼の首を落とさず済んだと安堵したのもつかの間、大木のように太い腕が勇者陣営から伸び、ボラーの頭をわしづかみにして、地面に叩きつける。

「ボラー！」

「突然の襲来、それに加え我らへの攻撃。どういうつもりか、説明願おうか！」

　ボラーを抑え込んだのは、仮面をつけた巨体の男であった。

「仮面の勇者様！」

「大勇者様が来なさった！　どうだ魔族め！　これでお前らおしまいだ！」

　ただ、加勢が入ったにしては大きすぎる歓声が、勇者軍から湧き上がる。

　それだけでアサフには、圧倒的に不利に傾いたと分かった。あのボラーが片手でのされてしまう巨人――仮面の勇者。

「……そちらの責任者は誰だ」

「もごもご……」

「い、今お前が抑え込んでいるのがそうだっ！」

「何？」

　仮面の勇者はボラーの頭から首に手をずらし、ボラーをぎろりと見下ろした。

「何故宣戦布告もなくこちらに来た」

「宣戦布告じゃない！　俺たちは……！　それに、先に攻撃を仕掛けてきたのはそちらの兵士たちだっ。その手を放せ！」

　アサフの焦り様を見て、仮面の勇者は証言に信ぴょう性があると思ったのだろうか――。この場で自分だけが判断することはできないと、ボラーたちに拘束具をつけることを条件に、王への接見を許した。

　気絶したボラーをゆすり、アサフは何度も声をかけた。

「ってえ……」

「馬鹿、気絶する王があるか！」

「代理……」

「今その話はいい！」

　ボラーはズキズキと痛む顔を押えながら、先導すると言う仮面の勇者を見た。

「あいつにやられたのかよ……」

「ああ……一瞬だった」

「有名な奴？」

「いや……これまでの戦争でも見たことがない。勇者王の隠し玉かもしれない」

　青ざめるアサフと防衛大臣たちに対し、ボラーはなぜか――笑った。

「いいじゃねえか、強くて話を聞いてくれる奴がいるんなら」

「はあ？」

「だって王様に会わせてくれんだろ？」

「お前――殺されるところだったんだぞ」

「でも実際殺されてねえじゃん」

　あいつは話が分かりそうだぜ、とボラーは言った。それでも魔族たちの恐怖は最大級に積みあがってしまっていた。自分たちが最強だと崇める、魔王が敗れた――。その絶望は、仮面の勇者に先導される凱がい旋せんを、カタツムリのように遅くさせるのに十分であった。







◆







　宮殿の前、隊列が勇者軍の兵士に囲まれる緊張感の中、ボラーたちはようやく王の間に招かれた。

　兵士たちの切っ先は、魔族軍をずっと狙っている。ボラー以外の魔族たちは、冷や汗も拭えぬほどの緊張に押しつぶされそうになっていた。

　勇者軍の王は、ボラーの姿を見て、彼と戦った勇者軍の兵士たちと同じように困惑していた。人間の姿――しかも幼く見えるボラーが、魔族の王。以前の魔王とは異なるその頼りなさげな新・魔王代理が、新たな敵であるとまだ理解しきれないようだった。

「我らの兵士が事情も聴かずあなた方を襲ったこと――それについては謝ろう。兵士たちを殺さず、返還してくれたことにも感謝する」

　王は口ひげを動かしながら、こちらの出方をうかがうように話した。

「急に来たこっちも悪いし、気にすんなよ」

　一方、こちらの王は相変わらず軽い言葉で返してしまう。

「して――、ここからはいつもの調子に戻らせてもらうぞ」

　王の側近らしき位置に、仮面をつけた大男が立っていた。男は大太刀を持ち、王の言葉を待っていたようにその柄に手をかけた。何か不審な動きをすれば、あの仮面の勇者が手を下す、という脅しだ。魔族国に人間たちが来たら、魔族たちもそうするように、彼らも構えた。

「何の用だ、蛮族たちよ。お前らの領地をあけ渡す気になったか」

「違う違う。もうそういうのやめようぜって話しに来たんだよ」

　ボラーの軽い口調に、王は困惑して眉をしかめさせる。兵士たちも同じように理解できない顔をしていたが、ボラーは気にせずに続けた。

「俺たちと同盟を結ばねえか、王様よ」

　同盟だと、と、王は玉座から少し腰を上げる。合わせて兵士たちも魔族軍にさらに切っ先を近づけた。ボラーに動くなと命じられている魔族軍は、怯えつつもじっとうつむいてこらえていた。

「俺は新しい魔王代理だ。来たばっかりでここのことはよくわかんねえけど、馬鹿みたいに喧嘩してるのがあほみたいだなと思ってさ」

　続いてボラーが説明したのは、ハイヤールについてだった。アサフから聞いたことの通りに。

　ハイヤールは魔族や人間たちの負の感情をエネルギーとして、魔力を生成している。魔力は有限であり、足りなくなれば歴代の魔王たちは悲しみを得るために、わざと戦争を起こしたこともあった。その件について、ボラーは新・魔王代理として苦言を呈したとも。

　大臣たちはボラーが次々と魔族国の秘密をばらしてしまうことに戸惑っていた。ハイヤールの魔力が悲しみをもとにしていることは、王族とその直近の大臣にしか伝えられていない。魔族軍の兵士も、勇者軍と同じだけ戸惑っていた。

「前の魔王の息子もさあ、魔力を使う生活には飽き飽きだって言ってんだよ。だから、戦争を起こさない代わりに、そっちの技術とかをうちに教えてくれねえかな」

　腰を上げたままボラーの話を聞いていた王は、戦いを起こした上に要求までするボラーに、思わず血管を浮かばせて叫んだ。

「ふざけるな！　どれほど我々がお前たち魔族に苦しめられたと思っているのだ」

「それはそっちだって一緒だろ。俺の世話をしてくれてるやつは、お前らにもともと奴隷にされてたって聞いてるぜ」

「下劣な魔族が差別されるのは当然だ！　我々は、人間だ。野蛮なお前たちを支配すべき、神に選ばれた種族なのだ！」

　それほど声を荒げることなど普段はないのだろう、王は言いきった後、すぐにふらついて玉座につきなおした。

　人間側の兵士たちも、蛮族、蛮族と魔族たちに怒りの感情をむき出し始めていた。兵士たちはハイヤールの真実と人間の怒りに板挟みになりながら、早くここから逃げ出したいと願う。

　だが、ボラーは一歩も下がらない。

　この場を収めるのは無理だ――アサフがぎゅっと目を閉じた、その時だった。

「蛮族であることと彼の発言は、無関係だ」

　アサフは思わず声がした方向を見上げた。玉座のすぐ近く……王を守る仮面の勇者が、人間の兵士たちをいさめたのだ。

「ほらアサフ、やっぱりあいつ話が分かるぜ」

「よ、余計なことを言うなっ……！」

　仮面の勇者がこちらを見ている。それだけで、魔族たちの背筋は凍った。

　彼はボラーの発言にも動じず、彼に向かって真っすぐ言葉を続ける。

「君の口のきき方には問題がある。だが、言っていることは理解した」

　どうやら、魔族を信頼している、ということではないらしい。

　仮面の勇者は王に耳打ちをした。何を話しているのかは、ボラーだけではなく、人間兵にもわからない。

　王は仮面の勇者の言葉を飲み込むようにしばし時間をあけ、今度は低く、静かな声で告げた。

「民が守られるのであれば、私も同盟にはやぶさかではない」

「おお、まじ？」

「だが、魔族が魔法を使わないという保証はどこにある？　むしろ、我々の文明を根こそぎ奪って、魔法により再び攻め入るつもりではないのか？」

　仮面の勇者により静かにされた騎士たちが、今度は王の肩をもってそうだそうだと同調し始めた。

「ここ数日の間に、我々勇者軍側の民が行方不明になる事件が起きている。お前たちの連れている我らが騎士もその一人だ。お前たちが、民を誘拐したのではないのか？」

　王は声を荒げた時には失っていた眼光を再び取り戻し、ボラーをまっすぐにらみつけた。

　ボラーは大臣たちに視線を落とし、「今の本当？」と尋ねた。大臣たちは互いに顔を見合わせたのち、その中に図星の顔がないのを認めて「覚えがございません」と、濁りのない視線でボラーを見た。

「知らねえって言ってんぞ」

「証拠はあるのか」

「証拠って……知らねえことに証拠も何もねえだろうが」

「ならば魔族が蛮族であり、信じるに値しないという結論に曇りはない」

　ボラーが小声で「面倒臭えな」とつぶやいたのが、アサフにだけは聞こえた。

　交渉の余地はない、というのと、王の言葉は同義だった。仮面の勇者が頭を掻いているボラーをじっと見つめて、「嘘を吐いた目ではありません」と促すが、口を出すなの一点張りだ。

　思わずアサフが前に出た。

「人間の王よ、せめていくばくかの余地を。そうでなければ、我々も、ひいては人間も、今の戦の連鎖を止められない」

　急に発言したアサフに、王は下っ端が何を、と聞く耳を持たなかったが、ボラーが「こいつが正式な俺らの王子だ」と言うのを聞いて、顎に蓄えたひげを撫なで思案を始めた。

　胃が震え、アサフにはその時間が永遠に感じられた。背中に汗がにじんでいる。嫌な間だと、王を見上げる目は一層憎しみがこもっていたに違いない。

　王は、ひげから手を放し、仮面の勇者を一いち瞥べつした。仮面の勇者は、王の想いを理解したように、ゆっくりとうなずいた。それで王も、ようやく口を開く。

「それでも同盟を結びたいと言うのならば、二つ条件がある」

「おっ、前進前進。言ってみろよ」

　ボラーは軽い口調と笑顔を取り戻す。

「ひとつは、行方不明事件の真相を突き止めること」

「それは俺も知りてえ。いいぜ」

「二つ目は――」

　言いかけて、王の口角が吊り上がるのが見えた。

「事件解決の折には、ハイヤールを我々に差し出すことだ」










　勇者国に来た時に比べ、魔族たちの足取りはさらに重くなっていた。

　ハイヤールを人間たちに渡す。勇者軍の王が提示してきた第二の条件について、それぞれが思案を巡らせていたためだ。人間たちにとって、魔力を使わずに暮らすことはたやすいかもしれない。だが魔族たちにとって魔力は、生活に欠かせないもの。食事を作るのにも建物を建てるにも、何にでも魔法を使っていた身からすれば、突然魔力を使わずに暮らせと強いられることは苦痛だった。

　加えて、ハイヤールを失い、なんとか生活を立て直したとして、人間たちが魔族たちを襲い、虐げない確信はどこにもないのだ。ボラーでさえ、そのことくらいは判っている。だから、あの場で結論は下さなかった。人間たちへのご機嫌取りのための土産物を置いて、ボラーたちはすごすごと帰ることしか、できなかったのだ。

「大口を叩いたくせに、結局何も進展しなかった。ただ、我々の兵を危険にさらすために、お前は大げさな散歩をしただけだ」

「っせーなー……。俺だってこんなことやったことねえからどうすりゃいいかわかんねえんだよ」

「それにしても、人間たちが失踪したことまで我々の仕業とされていることには驚きました。ボラー様の想定よりも、人間たちの我々に対する憎悪が多かった。結果は確かに残りませんが……新たな発見であったことには違いありません」

　防衛大臣がボラーについた。アサフはどこまでもボラーにすり寄ろうとする大臣たちに感心しそうになる。ボラーが鮮やかに戦闘力を見せつけたことで、勇者軍は魔族たちに切っ先は向けても、戦いを挑んでは来なかった。四六時中怯え切っていた大臣だが、それでボラーの強さにより確信を持てたのだろう。

「でも、なんでもかんでも俺らのせいだっつって無理なことばっかりやれって言われんのもなあ」

「ひとつひとつやるしかない。まずは、失踪事件から……。我々の仕業ではないんだ、森のモンスターに食われたか、それとも、人間たちのなかに奴らの裏切り者がいるか」

「人間側の事情を我々が調べることには限界がございます、アサフ様」

「そんなのは分かってる。あくまで仮定を並べているだけだ。遮るな」

　アサフはいらだっていた。無理もない。今はボラーが傍らにいるから攻め入ってこないものの、人間のために調査を進める中で、ボラーのいない隙に襲われたらひとたまりもない。調査をする間、襲ってこない約束など、王はしなかった。

　ずるがしこい王め――。アサフはそうあのひげ面を思い浮かべつつ、その横にいた仮面の勇者についても、考えていた。

　あの男だけは、頑なに自分たちを蛮族と罵る人間たちの中で一人、対話をしようと努めていた。

　そんな男がなぜあんな間抜けな王にかしづいているのかは分からない。飴あめと鞭むちをただ、王に役目として渡されているのかもしれない。だが、あの仮面の勇者の目――。それには、どこか懐かしさを覚えた。

　青みがかった、人をまっすぐ見つめ、心の奥底を探ろうとするような……。そんな、グランツの瞳に、似ていたのだ。
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　魔王が人間たちへの侵攻を実行しようとしていた日――まだ、アサフが彼とひそかに会っていた日のことだ。アサフは、グランツに期待していた。

　魔王の声は大きい。大きさを裏付ける強さと信頼が、彼を支えていた。だからこそ、魔王がいる限りこの国は変えられない。そう、幼いころからアサフは実感し続けていた。

　そうなれば、残されたのはクーデターだろう。だが、アサフは力を持たなかった。魔力を嫌い、剣術も学びはしたが、魔力を行使する者には歯が立たず、その分信頼も勝ち得ない。魔王を退けるために残された道は、ただ一つ――。人間に、圧倒的な勝利をおさめさせることだ。

「でも、お前の親父だろ。いいのかよ」

「……王族は、民を守るために存在する。民を守るどころか、戦に貶める王がいるのなら、王族として、それをくじくことは、使命だ」

「硬え言い方」

「ほっておいてくれ」

　侵略が止まれば、アサフにもできることはあった。人間たちが使用する、優れた生活文化の導入だ。魔王が大敗したとしても、魔族たちが自分の言葉を聞くかはわからないけれど――少々弱気な顔で、アサフはグランツに説明して見せた。

「お前は俺のダチだ。いいか、俺は誰とでもダチにはならねえ。ダチを俺は見捨てねえ」

　この戦争を終わらせたら、二人でこの世界を立て直そう。アサフはそうグランツと約束したのだ。

　彼を信頼し、アサフは彼と手を結んだ。そして、魔王の弱点を教えた。

　父である魔王を殺さず、魔力を奪うすべを。魔族の宮殿に封印された聖剣を、アサフはグランツに託した――。

　だが、グランツは裏切った。アサフの教えた方法で魔王の魔力を根こそぎ奪い、『魔王をくじく』だけだったはずの約束を超え――魔王を殺した。

　あの時の絶望は覚えている。グランツが父の首を狩り、魔族たちは悲鳴を上げ、勇者軍は歓声を上げた。その時、確かに見たのだ。グランツが、笑っていたのを。彼は呆気にとられたアサフに一瞥もくれず、人間たちと肩を組んで帰っていった。

　尋ねようとした。叫ぼうとした。なぜ殺したと。なぜ裏切ったと。自分たちの間に、友情があったのではなかったかと。だがのどは震え、足がすくんだ。アサフは彼に聞けなかった。なぜ、なぜこちらを、見ようともしないのかと。

　駆けよれば、彼の胸ぐらをつかめば、自分の命まで刈られる。彼の剣が、自分ののどを掻き切る様がありありと浮かんだ。




　仮面の勇者が信じられるか？　答えは分かり切っている。

　だがボラーはどうだろう。仮面の勇者が協力すると言えば、短絡的なボラーは喜んで彼の手を取りかねなかった。

　そうさせないためにしなければいけないことは分かる。魔族を裏切り、グランツに手を貸したことを告白することだ。そうすれば、仮面の勇者であっても魔族に嘘を吐く可能性は、ボラーにだって否定できない。だがそれを知り、ボラーはどう思う？　ボラーは、アサフに、どんな処罰を下す？
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　勇者軍の国から帰還してからというもの、ボラーは王室にこもってごろ寝するばかりだった。

　自称『作戦立案中』であると、ボラーは言う。そのために必要なのは糖分だと、事あるごとにアサフを呼びつけるのだ。

「だって、誰かに作らせたら魔力が減っちまうんだろ？」

　ボラーは最強の交渉の種を見つけたと得意そうな顔で次々と注文を付けてくる。

「本当に役に立たない魔王だな」

「代理な」

「少しは自覚を持て。なんだそのだらけた格好は。ちゃんと座らないならこれも食わせないからな」

「……しゃあねえなあ」

　ボラーはベッドから飛び起きてカウチに座った。アサフが運ぶおやつを凝視してじっと待っている様子は、まるでペットのようで、アサフは先ほどまで腹にためていたいら立ちを忘れ、苦笑してしまう。

　すぐに馬鹿にするなとボラーから蹴りが飛んだ。ボラーのこの能天気さは、板挟みのアサフに、今だけは心地よい。

「ほら、座ったんだから早く食わせろ」

「人が油断してると思えば……」

「へっへっへ」

　きっと、ボラーはアサフが以前魔族たちを裏切ったと聞いても、殺すとは言わないだろう。

　ただ、この自分に向かって悪態や嫌味や、笑みを、送ってくれる彼の顔が、曇ることだけは容易に想像できる。それでいいのか？　がっつくボラーを眺めながら、アサフはずっと頭の中で自分と討論し続けた。

「何？」

「いや――……」

　その時だった。王室の窓が、外からの衝撃波で揺れた。自然が起こした風などではない。これは……爆発だ。

　手に付けていたフォークを落とし、ボラーも立ち上がった。アサフの耳が、ぴくぴく震える。

　音のありかを探そうと耳をそばだてていたが、次に飛び込んできたのはけたたましく扉を開けた音だった。

「敵襲です！」

　カエル頭の兵士が、青い顔をより一層青くして、そう叫んだ。










　兵士に連れられ宮殿の外に出ると、町はすっかり戦闘区域と化していた。

　人間たちが魔族たちを追い回し、殺すたびに雄たけびを上げる……地獄。走り回る人間たちの中に、一層目立つ仮面の男が立っていた。

「あいつは……！」

「おいおい、結局お礼参りかよ。学習しねえなああいつらも」

「そんな悠長なことを言ってる場合か！」

「じゃあお前が戦うか？　弱いくせに」

「なっ……」

「ボラー様、武器を！」

「おう」

　カエルの騎士から槍を受け取り、ボラーは敵陣に突っ込んでいった。

　まず一人、犬の騎士を押し倒そうとした勇者を抑える。次に、足がすくんで動けない魔女三人を、後ろに控える兵士に預けて逃げるように促した。人間たちはボラーの襲来に一瞬怯み、歩みを止める。その隙をうって、ボラーは次々に勇者軍を宮殿から引きはがしていった。

　だが、追い払うスピードは、仮面の勇者に近づくスピードも早める。逃げ惑う人間たちに対し、仮面の勇者はじっと、ボラーたちが来た時の位置から動かなかった。

　ボラーの槍が仮面の勇者を突くが、彼の鎧がそれを阻む。折れた槍を投げ捨て、ボラーは懐から短刀を出した。

「行け！」

　仮面の勇者はボラーの短刀など恐れずに号令をかけた。

　ボラーが足止めを食らえばこっちのものだと、人間たちはまた宮殿に迫ろうとする。

「おいアサフ！　さっさと魔法使って追い返せ！」

「はっ？」

「さっさとしろ！」

「俺は、魔法は――……！」

「んなこと言ってる場合かよ！」

　ボラーが再び仮面の勇者にとびかかった。それ以上の会話はしない、ということだ。

　仮面の勇者の大木のような腕がボラーの頭上に迫った。

「――アディファール！」

　振り下ろされた斧は、アサフがボラーのために出現させた防御壁を叩き割った。だが、一瞬の時間はあった、ボラーはその隙に、間合いを取る。

「一人の騎士に二人で向かうか。力ない者の情けない戦法だ」

「お前らには言われたくないけどな！」

　ボラーが短刀を投げた。アサフは続いて、風魔法で短刀の速度を速める。

　だが、仮面の勇者の鎧は固い。再び風魔法で、アサフはボラーの手元に短刀を戻した。

「俺はいいから、みんなを守れ！」

「……わかってる！」

　戦線は圧倒的に不利な状況にあった。これでボラーまでやられれば……。だが、そうも言ってはいられない。ボラーに気を取られるうち、アサフを囲む騎士が幾多も集まっていた。

「リーア！」

　風魔法で兵士たちを吹き飛ばす。とっさのことで、威力が弱い。何度も迫りくる騎士たちを、周囲の魔族を守りながら、何度も何度も風で押し込めた。

「アサフ様！　我々も加勢いたします！」

「リーア！」

「リーア！」

「民を巻き込むな！　領地から押し出して、森に戦線を移すんだ！」

　魔女と共に隊列を成し、少しずつ人間たちは森へ押し込められていく。あと少しだ……そう自分に言い聞かせているアサフの耳に、低い叫びがとどろいた。

「私はお前を、許さない！　魔族の王よ！」

　それは、仮面の勇者の声だった。仮面の奥に潜む目が、鋭くボラーをにらみつけている。

「昨日の今日で手のひら返しやがったのはてめえだろ！」

「すべては貴様たちの無礼千万な行いによるもの！」

　アサフは隊列を抜け、ボラーに加勢しようと駆け付けた。強化魔法により硬化されたボラーの短刀は仮面の勇者の斧を砕こうとするが、仮面の勇者は斬りつけるボラーが態勢を変えられないのを突いて、倒れた人間から剣を奪い斬りつける。

「ぐああっ！」

「マスリファン！」

　アサフは急いで止血魔法をかける。だが、血は止まっても痛みがボラーの体を駆け巡る。

　仮面の勇者は、思わず小さく悲鳴を上げたボラーを見て攻撃の手を止めた。すでに勝負はついたとでも言いたげな仮面の勇者の体勢を見、ボラーは力を振り絞って再び彼めがけて短刀を振り下ろす。

　短刀は勢いよく仮面の勇者の兜かぶとに直撃したが、半歩仮面の勇者が速かった。兜のみが弾き飛び、仮面の勇者は何食わぬ顔でボラーの前に立ちはだかった。

　兜からこぼれ出た緑の滑らかな髪、そして真っすぐにボラーを見下ろす真っ青な瞳。先ほど一撃を食らったとは思えないその屈強な男の姿は、ボラーから自嘲を引き出した。

「くっそチート野郎が……」

「私は、お前の裏切りを許さない！」

「ああ？　なんのことだよっ」

「おとなしく罪をそそげ！　魔族の王よ！」

　再び仮面の勇者が斧を振り上げる。単純な戦法だ。力は強くとも、抑えられる。

　アサフはより一層力を込めて唱えた。

「ラハブ・アルジャヒム！」

　仮面の勇者の頭上に、一帯の空気を巻き込んで燃え盛る火球が現れた。酸素を取り入れ、みるみる膨らんだ火球は、アサフの指揮によりボラーに向けて走る仮面の勇者に迫る。

「逃げろ、ボラー！」

「わあってるよ！」

　だが、コンマ数秒、ボラーの反応が遅れた。仮面の勇者は自らが火球に包まれることから逃げもせず、ボラーの足を掴んで引きずり、抱え込んだのだ。

「ボラー！」

　アサフは咄嗟に火球を止めようとしたが、それも遅かった。火球は一帯の地面を焼き尽くすように広がり、あとには、二つの黒い体が、転がっていた……。

「う……」

「ボラー！」

「あちいよ、もっと加減しろっつの……馬鹿王子……」

　仮面の勇者に足を握られたまま、ボラーは薄く開かれた目でアサフを見上げた。駆け付けた救護班がボラーを救い上げようとするが、仮面の勇者の手は取れない。
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　ボラーが仮面の勇者の手を蹴り飛ばし、彼の体は緩く転げた。

　アサフは仮面の勇者を、半ば怯えるような気持ちで見下ろした。緑の髪に、口だけを覆った牙のマスク。仰々しい姿にもかかわらず、彼の目を閉じたその気絶姿は、敵というにはあまりにも、誠実な男のいでたちをしていた――。

「ったく、気持ちよさそうに寝やがって。どんだけ図太いんだ……よ……」

　担架に乗せられた瞬間、ボラーの意識は途絶えた。何度もアサフが呼ぶ声も聞こえぬ様子で、ボラーは、目を覚まさなかった。
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「っせーよ！」

　ボラーが飛び起きたのは、王室のベッドであった。

　スィンをはじめとした従者たちが看病をし、彼の目覚めを待っていたため、突如彼が飛び起きたのに驚いて、目を丸くした。

　魔王代理様、ボラー様、と、ボラーを慕う声があちらこちらから洩れて出る。

　アサフも窓辺に座っていたが、その声でボラーの近くにすぐついた。

「いってて……」

「だいぶ眠ってたな。もう万全か？」

「この格好見てそう思う？」

　ボラーの体には包帯がぐるぐる巻きになっていた。動くたびに痛むのか、いらだった様子でボラーはベッドに体を押し込めるようにして寝転がる。

「お前を一生恨む」

「お前の動きが遅いのが悪い」

　ボラーはため息をついて、従者たちを見回した。

　そして、ある地点を見て目を見開き、もう一度起き上がって痛みに叫びをあげた。

　緑の髪に青みがかった瞳、マスクをつけた男が、王室の壁にある椅子に腰かけていた。

「なんでテメーがここにいんだよ！」

　寝ころんだまま、ボラーは仮面の勇者をにらみつける。

「あの後、傷ついたお前たちをどちらも介抱したんだ。彼はすぐに起き上がってもう動ける」

「バケモンかよ……じゃなくて、なんでそんなとこにちょこんと座ってんだって話だよ」

「お前に悪意がないことを彼が示してくれたからだ」

「あ？」

　ボラーたちが勇者国を去ったあと、その贈答品の魔法道具から、毒ガスを発するものが見つかり、王国内が大混乱になったのだ。国家転覆を狙うものかと、仮面の勇者たちは兵をあげて報復にやってきた……。

「俺、そんな指示してねえよ」

「わかっている。彼の調べにより、それが大臣一人の判断によるものだったと判明した」

　アサフは大臣を牢獄に閉じ込めた。大臣は自分の判断だと言ったが、正直それが真実である保証はない。仮面の勇者が信じやすい性格であったのが幸いした、と思った。

　仮面の勇者は椅子から立ち、ボラーのベッドの横に立つ。大男に見下ろされると、ただでさえ惨めなボラーの気持ちがより一層引き立てられるようだった。

「我々もこのまま黙って帰るわけにはいかない。お前たちの国の中に我々を卑しく狙うものがもういないという保証はないからな」

　今のボラーなら、仮面の勇者はひとひねりでとどめをさせるだろう。にもかかわらず、彼はただ、言われた通りの場所に鎮座していた。

「……仮面の勇者は、お前が目覚めるまでは交渉はしないと言ったんだ。だから俺たちも、人間たちの救護をすることで礼を尽くした。お前と同じ待遇でな」

「意外と交渉上手なんだな、お前」

「ボラー！」

　相変わらず、ボラーの言動一つ一つはその場にいる魔族たちをひやりとさせた。

　だが、勇者王の謁見時と同じく、仮面の勇者は動じることなく、ボラーに向けて、首を垂れた。

「おっ？　おっおお……、んだよ」

「お前に提案がある」

「？」

「勇者軍の民の失踪調査に、私が協力する。それを許してくれれば、宮殿の外で待機している勇者軍の兵士たちは皆帰還させ、事件解決まで手を下さないことを約束しよう」

「……それ、拒否したら殺すって意味だって言ってて分かってる？」

「勇者軍も、無慈悲ではないことを理解してほしい。その証拠に、私は昏こん睡すい状態のあなたを狙ったりしなかった。この国の王子が、証人だ」

　アサフは一応、うなずいた。だが、信用しきってはいないと添えて。

「あの爺さんが、どうやってお前みたいなまともな奴を言いくるめたか知りたいよ」

　ボラーは皮肉を込めてそう言ったが、仮面の勇者は気分を揺らがせることなく静かに答えた。

「私は、勇者軍の王に恩義がある。王は私を、拾ってくださった」

　仮面の勇者は、自分が王の側近となったいきさつを一つずつ丁寧に説明した。

　ある日彼が目覚めると、見知らぬ森にいた。名前も思い出せず、自分の行く場も戻る場も分からず路頭に迷ったところを、勇者軍の騎士が保護したのだ。屈強な体躯と静かな物腰、回復後、軍の鍛錬に参加した彼の強さを見て、王は今後も衣食住を揃える代わりに、天から舞い降りた英雄勇者としてその力をふるうよう、命じられた。

　見ず知らずの自分を受け入れてくれた王は、本来優しいお方なのだと勇者は言った。

「あのお方が手を差し伸べてくださらなければ、私はいつか、乞食となり、飢えて死んでいた。恩義をお返しするまでは、私は王に忠誠を誓わなくてはならないのだ」

「まるでお前みたいな話だ」

「っせーな」

「――魔王が？」

　意外だったのだろう、仮面の勇者が目を見開いた。アサフはボラーの代わりに、魔王代理となったいきさつを話すと、確かに似た境遇だと彼も認めた。

「ボラーも、最初から魔族の仲間だったわけじゃない」

「一宿一飯の礼ってやつだ」

「もうそれどころじゃないけどな。お前のわがままにはうんざりしてる」

「はあ？　俺がいなかったらこの国はとっくに終わってたね」

「どれだけ高慢なんだお前は。それに、王というものはだな」

「あーもういい、いい、そういう能書きはさ！　そんな頭かてえ男だから嫌われてんだよ」

「何!?」

　ボラーたちの言い合いに従者たちが笑いをこらえる。魔王代理が目覚めたことで、安堵の空気が広がっていた。

　半ば取り残されたような仮面の勇者は、そんな二人を見て、そうか、とつぶやいた。

「私たちが目覚めた場所が違えば、立場が逆だったのかもしれないな」

「……かもな。あー、なら俺人間のほうがよかったなー。あっち魔法使えなくても暮らせるんだろ」

「お前、反逆罪でいつか牢ろう獄ごくにぶち込んでやるからな」

「ほら、すぐこいつこうやって嫌なこと言ってくるんだぜ」

　従者たちが、今度は笑った。スィンが二人は兄弟のようになったと言うと、二人そろって嫌な顔をするが、それでさえ、すでに仲睦むつまじい様子に思えてくる。

　仮面の勇者は驚いていた。魔族の国というものは、もっと野蛮で、互いを思いやらない者の巣窟だと王は言っていたからだ。だが、そんな姿は、どこにもない。

「……魔族というだけで構えてしまったことを、許してほしい」

　お互い様だ、とボラーは言った。そして、彼の名前を呼ぼうとして、長く感じていた違和感を指摘した。

「仮面の勇者って呼ぶのなげーからさ、いい加減名前決めねえ？」

「私は……マックス」

「……仮面の勇者よりいいじゃん」

「俺たちのことも、名前で呼んでくれて構わない。お前はこの国の位には関係のない人間だからな。俺がアサフ、そしてこのふてぶてしいいのが、ボラーだ」

「アサフ、ボラー……」

「あれ？　でもお前さっき、名前忘れてたって言ってなかった？」

「声が聞こえた。この国に足を踏み入れた時、私の名前を、呼ぶ声が」

「ここに来た時……？」

「ボラー？」

「妙な声って、ずっと俺たちに話しかけてくる声のことか？」

「！　君にも、聞こえるのか」

「国を出たら聞こえなくなるんだ。俺も、この国にいるときだけは聞こえる」

　ハイヤールに触れた時の声のことだと、ボラーは加えた。そこでようやくアサフも理解する。

　ということは、マックスとボラーには、何かつながりがある――。

「……バスターボラー」

「私が聞いたものとは違う」

「は？　どういうことだよ、これ――」

　二人が言葉に迷う間にも、声は彼らに語り掛けているようだった。まるで見えない何かを責めるように、二人は天に向かって語り続ける。

「何だ？」

「誰だ？」

　奇妙なその光景に、アサフをはじめとした魔族たちが眉をひそめる。

「何をしてる」

「声が――」

　ボラーが言いかけたその時だった。窓の外が、まばゆく光った。

　再び敵襲かと従者たちが窓際に駆け寄った。遅れてアサフとマックスが窓の外を見た時、その光が、神殿から発せられているのが見えた。

　青白く、まばゆい光……。光が俺を呼んでいる、と、マックスはつぶやいた。










　アサフは神殿に向かって走っていた。

　背後には、ボラーを抱えたマックスがついている。何か事件が起こっている可能性もあるため、従者たちを宮殿に置いて、兵士のみを従えた。

　神殿の重い扉を開くと、隙間からあのまばゆい光が漏れ出でて、一同は思わず顔を覆った。

　ようやく目が慣れ、一同が顔から手を外すと、天井から釣り下がっていたハイヤールが、もとの八面体から立方体に姿を変えているのが分かった。

「どういうことだ……？」

　魔力値が底をついた影響かと、アサフはハイヤールを見上げるが、そうではないようだ。形を変え、光り輝いているというだけで、そのほかに異常は見られない。

「ハイヤールが姿を変えるなんて――今まで聞いたことがない」

　マックスはボラーを下ろし、アサフの横に立って同じくハイヤールを見上げた。

「間違いない。私に語り掛けているのは、彼だ」

「彼――？」

「声がある、というところからして、彼、というのが正しいだろう」

「なんて言ってる？」

「……私の使命を、思い出せと。これまでと変わりなく」

　ボラーとアサフは、思わず顔を見合わせた。それは、戴冠式にてボラーが聞いたと言った言葉と、一語一句相違ない。

「もしやお二人は、ハイヤール様がもたらした救世主なのでは」

　大臣の一人が口火を切り、従者たちは口々に「救世主様」とボラーとマックスに羨望の眼差しを向けた。

「こんなわがままな救世主がいてたまるか」

「まーたお前は嫉妬して」

「誰がお前なんかに」

　アサフは、再びハイヤールを見上げた。

　たまたまと言うには、あまりにもできすぎた偶然だった。この二人の話していることが真実であれば、彼らは本当に――同じ場所から来た――何者か、であることとなる。

「使命って、何なんだ―――？」

　俺が知るかと、ボラーは言った。
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　声が聞こえる以外に、ハイヤールから得られる情報は皆無だった。

　それ以上調べても無駄だとボラーは魔王代理の仕事にとりかかっていたが、マックスだけはあの日からハイヤールにつきっきりだった。従者に監視させているものの、彼がハイヤールに危害を与えやしないかと、アサフはハラハラしていた。

　魔族国の秘密を知った勇者軍の者が、ハイヤールに近づく……。グランツ以来のことだ。グランツと同じようになっては、またしてもアサフの信頼は地に堕ちるだろう。彼の瞳がグランツに似ていることも、またアサフを不安にさせた。

　仲間だと思っていても、人は裏切る。マックスが素直に思えたのは、作戦だったら？　本当は自分たちの寝首をかき、ハイヤールを盗み出そうとしていたら……？　そう思うと、どんどんマックスに対する不信感が募っていった。

　摂政の仕事は、勇者軍との取引がある間はそれほど多忙にはならない。アサフは時間が空けばマックスの監視に行った。マックスはハイヤールの周りをひとしきりぐるぐる回っては、ただ座っているだけだ。従者たちも交代で監視を続けているが、隙をついて何をするかは分からない。

「いい加減にしろよお前ら。ずっとこんなとこにいても何も解決しねえって。やらなきゃなんねえことはごまんとあんだぞ」

「何をすればいいか分かってるみたいな言い方だな」

「ああ、まずは――飯だ」

「はあ？　ふざけるな」

　アサフが無視して神殿に居座ろうとしゃがみ込むのを、ボラーは背中を蹴って立ち上がらせた。

「てめえっ！」

「俺がわがまま言ってみんなに魔力使わせる前にやっといたほうがいいんじゃねえの？」

「――……！」

　心底ムカつく奴だ、とアサフは思った。

　だが、ボラーもアサフが警戒しているのは、仕方ないと思ったのだろう。マックスも食事に同席させることで、なんとかアサフを納得させた。










　アサフが用意した夕食を囲みながら、ずっと彼がマックスをにらんでいるのを、ボラーは咎とがめた。

「飯時くらい飯見ながら食えよ」

「お前には関係ない」

「一回信用したんだろ？　ならもう終わりにしようぜ～」

「……信用なんかしてない。宮殿に滞在することを一時的に許しただけだ」

「疲れねえの？　そんな誰も彼もにビビッてさ」

「――は？」

「だって、誰のことも信じてねえじゃん、お前。いっつも一人で行動して、俺がせっかくかまってやっても、いちいち文句つけてさ。降りるぞ、俺、魔王代理。降りるのは簡単なんだぞ、……多分」

　最後の言葉だけ、ボラーは自信なさげに言った。

「一回ぐらい信じてみろって。見ろよ、こいつの優しそうな顔」

「何が優しそうだ。お前は裏切られたことがないから分からないんだ」

　アサフは思わず、持っていたカトラリーを机に叩きつけた。

　食卓に、静寂が訪れた。壁際で様子を見ている従者たちが緊張の糸を張ったのが分かる。ボラーとマックスも、じっと叩きつけられたカトラリーを見つめてしばし黙った。

「逆だろ」

　沈黙を破ったのは、ボラーだ。

「……何？」

　ボラーは食事の手を止めることなく、魔王代理にふさわしくないマナーを知らない姿で答えた。

「人を裏切ったことがある奴が、裏切られるのを怖がるんだろ。ごめんなーマックス、こいつがビビりで」

「問題ない。敵国の兵士をそばに置くことには、リスクがあるものだ」

「ほらー、いい奴じゃん」

　能天気な奴め。アサフはもう一度マックスをにらんだが、マックスはまったく動揺もせずに、「うまい食事だ」と褒めてまで見せた。強さへの自信か、隙を見せない気なのか――。マックスの一挙一動まで、こうなると気にくわなくなってくる。

　それに比べて、ボラーはすっかりマックスに懐いているように見えた。アサフが黙ったのをいいことに、二人はお互いの仕事など、自分の知りえる情報を次々に教えていた。ボラーが言うことはどれも真実だが、マックスが言うことが本当なのかは、魔族のアサフにはわからない。

　わからないから、恐ろしいんだ――。だが、アサフがそれ以上反論しようと、ボラーが取り合ってくれないのは、目に見えていた。

　アサフの食事の手が止まっているのを見かねたのだ。マックスは、食卓の上に自分の斧を置いて見せた。

「私は人間側に王子が危害を加えない限りは、君を傷つけない」

「……」

「マックス、いいって」

「いや、これは友人に対する礼儀と受け取ってほしい」

　マックスの斧は、天井の照明の光を反射して輝いていた。これがあの体躯から振り下ろされると思うと、胃のあたりが冷たくなる。

「アサフ」

「いいんだ、彼のペースに合わせたい」

「……子ども扱いするな。無礼だ」

「それだけでは信用できないと言うのであれば、すべての武器を取り出そう」

　マックスは続いて、鎧とマントから隠していた刀や携帯槍など、二〇ほどの武器を取り出して、同じく食卓に出して見せる。

「お前、人間びっくり箱かよ」

「用心に越したことはないと、王が託してくれたものだ」

「……」

「王は私の恩人だ。王からお預かりしたこの武器たちは、私の命でもある。それを君に預け、君との友情を誓おう」

　アサフは従者たちに視線を送り、食卓の武器をすべて回収させた。あまりにてきぱきと行う従者たちをボラーは口だけ責めてみせたので、アサフが言ったことと、ボラーの言うことどちらを聞くべきか迷って、固まってしまう。

「いいんだ、ボラー」

　マックスがそう言ってボラーを座らせると、従者は回収をつづけた。

「信頼していただけるということで、いいだろうか」

「――ほかにも、ないのか」

　アサフはマックスをにらんだ。マックスは瞳を天井に向けて考え、マスクのしたから小さなナイフを取り出した。

「これで、本当に最後だ」

「マックス、お前手品師のほうが向いてるよ」

「誉め言葉だと受け取っておく」

　マックスが何かおかしな行動をしたら、ボラーも対応すると約束した。

　アサフを思ってのことではない。あくまでも、マックスの了解の上でのことだった。アサフの胸にあるもやは、まだとり切れない。
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　ハイヤールに異変が起きたら神官が連絡する、という約束を取り付けたことで、マックスも率いてボラー、アサフは勇者軍の領地での行方不明事件調査に乗り出した。

　武器を持たずともマックスが強いことは、モンスターに隊列が襲われそうになった時にはっきりした。彼はこぶし一撃で大きなモンスターを撃退してしまったのだ。これでは武器を奪った意味がないではないかと、アサフは自分の甘さに呆れてしまった。一方、ボラーは大笑いするだけだ。

　彼の強さは人望に直結しているのか、領地に魔族が入ってきたことで警戒していた人間たちも、マックスが共にいることでボラーたちの前に出てきた。

　それでも、アサフやボラーの質問に答えるかどうかは一問一問ごとに悩んでいる。マックスが頼んでようやく口を開くことの繰り返しだ。気が遠くなる作業だが、マックスがいることで調査がより進んでいる、という実感はアサフにもあった。気にくわないが、事実だ。

　人間たちによると、行方不明になっている人間たちは、誰にも告げることなく、突如姿を消すのだそうだ。借金があったわけでも、何か罪を犯したわけでもない。いつも彼らが狩り場としていた森に向かうのを見たのが最後、彼らは帰ってこなかった――。

　森は魔族国との境界にある。だから人間たちは、魔族が彼らを拉致しているのだろうと思った。

「私は、今魔族国の世話になっているが、以前返還してもらった兵士以外に監禁されているものはいなかった」

　民はざわついた。ではどこへ――そう思っているのだろう。

「目の前で勇者が消えたと言っている者が一人だけいます。ですが、彼はすっかり錯乱して、話せる状況ではないのですが……」

「どこにいる？」

　民は療養院からほど近い小さな小屋に、ボラーたちを案内した。

　療養院に運ばれた際に負っていた傷はすべて治っているのだと、彼と同居する妻は説明した。

　彼の名はローゼン・ベリー。村の食料を得るためにモンスター狩りを生業としているそうだ。彼が錯乱し、抜け殻となってからは村も食糧危機にあえいでいる。確かに妻の体も、病的にやせ細っているように見えた。

「王に進言しよう。民の幸せが、王の幸せだ」

「ありがとうございます……！」

　妻はしきりにマックスに頭を下げた。

　ボラーが何度かローゼン・ベリーに声をかけたが、彼はただ、埃の舞う宙を見ているだけで反応しない。

「ハズレだな」

「人に向かってハズレとか言うかね～普通。やだやだ、高貴な王子さまは」

「証拠にならないと言う意味で言っただけだ」

「はいはい。こいつが帰って来た時に持って帰ってきたものってある？」

「は、はい……。売って少しでもお金にと思ったんですが、穴が開いてしまって買い手が付きませんでしたから……」

　妻は小屋の隅にある箱から、ぼろ布同然の衣服と武器を出した。それぞれ交代で、状態を確認する。

　アサフが最初に手にしたのは、ぼろ布の衣服だった。鎧はいつもつけていなかったのか、留め具とこすれた痕はない。ところどころ何度もつくろった部分の中でも目に付くのは、あて布をしても漏れ出でる青白い光だ。その色は、姿かたちを変えたハイヤールの光に似ている。アサフは妻の了解もとらずあて布を引きはがしてそれを確認した。

　それは、食い破られたようないびつな丸い形をしていた。縁取るように青白い光が揺らめき、怪しい空気をまとっている。

「モンスターのよだれのあとかと思って、洗ってもみたんですが、取れなくて……」

　ボラーが見ていた盾にも、マックスが見た剣にも同じく光った部分があった。大きさの大小はあるが、にじまずその部分だけ光っていることから、かじりあととするのが妥当だろう、とアサフは論じた。

　だが、襲ったものを青白く光らせるモンスターなど聞いたことがない。襲われてショック状態に陥おちいる者はいるが、こうも長期間口がきけない状態になってしまうのも、聞いたこともない。人間たちもアサフと同じようで、対処法は分からないと医者はさじを投げていた。

　未発見のモンスター。

　魔族と勇者軍の国境にある森は、未だ十分な探索はされていない地帯ではある。アサフが知らない生物だって生息もしている。だが、調査にかけられる余裕はこれまでなかった。人間たちとの戦いはいつ起こるか分からないのが日常だったのだ。

　魔族と違い、知能を持たない生物。一般的には人間や魔族たちの食料とされ消費されているが、それはあくまでも見知りしている者にかぎる。そうでない場合は、手を出さない。たとえ捕らえたとしても、どんな能力があるか分からない状態では、危険な武器と変わりないからだ。

　だが今の状況なら、人間たちとの戦争は起こらない、とボラーは言った。彼の自信はマックスを裏付けにしてあった。そしてマックスは、先ほど自分たちの目の前でモンスターを倒して見せた。

「そいつを捕まえに、森に行くぞ」

　ボラーが号令を告げ、一同は人間の領地から森へと足を進めた。










　アサフはマックスとボラーを先頭に置きながら、果たして新種のモンスターが今回の事件の黒幕であるのかを考えていた。

　モンスターのかじりあとと思われる部分が光っていたのがその疑惑の第一要因だ。あの色は確かに、ハイヤールの発していた光に似ていた。いつ、ハイヤールからそれが発せられたのか、ハイヤールが根源なのかは判然としないが、もしそれが突発的に発生した病原菌のようなものだと仮定すれば、新種などではなく、他の生物に襲われた、という可能性だってある。

　アサフは頭の中で考えをまとめて二人に説明した。二人は理解はしつつも、それでは検討のつけようがないとも言った。すでに知っている生物であれば分布も分かるが、すべてが対象となればその数は尋常ではない。見知った生物の縄張り以外を探すほうが、合理的ではある。

「小さいところから解決すれば事件の全貌が分かるとは限らないだろ。その仮定から行くと、ハンターたちがモンスターの住んでいない区域で襲われたことになる。そうなれば、なぜハンターはそんなところに行った？　そもそもの話が覆るだろう」

「あーあー、そういうもう、屁理屈はいいって」

「屁理屈なんかじゃない！　それこそ合理的な判断をしようとしてるんだ！　ハンターたちはいつも狩り場としている場所に行ったはずだ。だが、そこには『何か』がいた。彼らは襲われ、狂った！」

　ボラーたちに説明して、アサフの脳内の霧が晴れるのが分かる。そうに違いない。それでしか、説明がつかない。

「ボラー、俺たちは――」

　樹々が揺れる音で、一同はアサフの声からその音に神経をとがらせた。

　揺れる樹の量から、明らかに巨大な何かがこちらに向かっているのが分かった。ボラーはマックスに何か武器をと兵士に声をかけ、彼が最も愛用した斧を渡した。

　それぞれが戦闘の構えとなり、その音のする方向をじっと見つめる。

　人間の女性の悲鳴に似た泣き声を発し、現れたのはハムンであった。ドラゴン型の巨大モンスター。人間や魔族を食らう狂暴種だ。

「なんでハムンがこんなところに……！」

　ハムンが生息するのは火山地帯だ。森深い場所に降りてくることは繁殖期でさえない。ハムン対策用の魔道具は持っていない――。肩が激しく震えた。

「こいつが引っ越しして人間を襲ってるかもしんねえなっ！」

　ボラーがいの一番にハムンに向かって飛び出した。

　マックスも、先ほどアサフが言っていた病原に侵されているのかもしれないと言ってボラーに続く。二人の攻撃で士気が高まったのか、魔族兵たちも次いで加勢した。

　アサフはその状況を見ながら、必死に考えた。ハムンは確かに自分たちを食らう。ハムンの身体を見た。確かにその体は巨大で、アサフの足をすくませはするものの、その体はどこかやせ細ったように見えた。飢餓状態――だからあんなに狂暴になっているのだ。

　飢餓状態は狂暴にもなるが、同時に彼の力も劣らせる。ハムンはすぐにアサフたちの前に倒れた。

「これを証拠として王様に持ってこう」

　ボラーは兵士たちに命じてハムンを運ぼうとする。

「待て。ハムンの攻撃を受けた者は？」

　兵士が盾を差し出した。ハムンの牙が刺さって穴が開いたと。アサフは駆け寄って確認するが、青白い光はない。

「こいつは、事件とは関係ない――」

　ボラーがええ、と、落胆した声を上げた。

「ひとまず撤退だ。ハムンはどうする？」

　マックスが使わないのならもらい受けたいと手を挙げた。先ほどの村の人間たちに食料として分け与えたいと言う。ボラーは兵士たちにハムンを運ばせ、村人と手分けをして炊き出しを行った。

　人間の領地まで来たものの、今日の進展はなかった――。王が業を煮やしたらどうなる？　アサフの胸はざわつくばかりだ。

「おら、お前も食えよ」

　ボラーはスープの椀わんをアサフに渡し、隣に座った。

「人間たちの食料だろ」

「食いきれねえんだってよ。ハムンってすぐ腐っちまうんだってな」

「燻くん製せいにすれば少しはもつ」

「えー、そういうのもっと早く言えよ。マックスが全部煮ちまったってよ」

　ボラーがスープをかきこむのを見て、アサフはあきらめたように椀に口をつけた。

　薄い味だが、やさしい味だ。人間たちも笑顔でスープを取り合っていた。異様な光景だ。魔族の兵士と人間たちが、同じ食べ物を口にするなんて。

「……こういうことがしたかったんだ」

「は？」

「いや――」

　アサフはじっとマックスを見つめた。

　そうだ、自分は、グランツとこんな未来が、作りたかった。







◆







　アサフは宮殿に戻り、人間から預かった青白い光を放つ証拠品を部屋に並べていた。

　探索魔法を使えば、この穴に残った成分をもとに居場所を突き止めることができる。だが、捜索範囲によってはかなりの魔力を要するのも確かだった。マックスの襲撃、ハムンと戦い、ハイヤールに残った魔力は減っている。

　人間の国との休戦状態にあることで、魔族全体のマイナスな感情も蓄積されにくくなってしまった。喜ぶべきことであるはずなのに、こんな時、魔力をさらに削るのが恐ろしくなる。

　いや、そんなことに悩むのは馬鹿馬鹿しい。解決すべきは犯人を突き止め、人間と同盟を結び、魔法に頼らない、悲しみをこれ以上生み出そうとしない魔族国を作ることではないか。

　アサフはそう自分に言い聞かせながら、証拠品を手に取った。グランツを探すために置いていた水晶に証拠品を掲げ、アサフは唱える。

「――シャンム」

　水晶玉の表面に、地図が表示された。アサフの立つ部屋を中心として、水の波紋のように水晶の探索網が広がる――と思ったが、水晶は思ったよりもずっと早く、証拠品の成分を検知した。

　そこは……神殿であった。










「ハイヤールが人を食う？」

　ボラーは素っ頓狂な声を上げ、馬鹿なこと言うなよ、と苦笑した。

　ハイヤールは神殿に吊り下げられている。その周りには常に臣下の何者かがつき、監視を行っている。ハイヤールが森で人を食らう前に、確実に異変に気づけるだろう。

　だが、反応は確かにハイヤールにしていた。

　ボラーの呼び出しにマックスも応じ、三人は神殿にやってきた。水晶から放たれた探索光は、確かにハイヤールに向かって伸びている。

「間違いないな」

「光の色が一緒だってのは、あながち悪い推理じゃなかったってことかよ」

「でも、こんな現象聞いたことが――」

　ない、とアサフが言い切る前に、頭上に巨大な影が浮かび上がり、思わず言葉を失った。

　影は鞭のように腕をしならせ、手にした斧で天蓋についた鎖を断ち切った。

　神殿の四隅から鎖がずるりと落下し、床に叩きつける轟音が鳴り響いた。ハイヤールもみるみるうちにフロアに落下する。アサフは慌てて引力制御魔法をかけたが、あまりに唐突のことだったため、それほど衝撃は抑えられぬまま、ハイヤールは鎖よりも大きな音を立てて叩きつけられる。

「ふざけるな！　ハイヤールが壊れたらどうするんだ！」

「マックス～。さすがに壊しちゃまずいだろ」

「お前も言い方が軽すぎる！」

　アサフは慌ててマックスを突き飛ばし、ハイヤールを確認した。床に叩きつけられた部分に異常はない。他の部分も確認しようと腰を少し持ち上げて、アサフは思わず視線を止めた。

「どうした？」

「鎖の――」

　天蓋に鎖でぶら下げるため、ハイヤールには少し穴があけられていたはずだった。だが、今のキューブには、鎖がついていたはずの穴がない。まるで、元から地面にあったかのように、ただの立方体となってそこにあった。

「また、形変わったのか」

「今回は微妙な変化だが。だとしても、今後一切ハイヤールに触れるな、マックス！」

　マックスに向かって振り返って叱責すると、彼はじっと、うつむいていた。眉間にしわは寄っていない。あれはアサフに責められて反省している顔でも、後悔している顔でもなかった。

　何か、考えている。

「おーい、マックス？」

「……ボラー、君もハイヤールを攻撃してみてくれ」

「はあ！？」

「何を言ってるんだマックス。ふざけてるのか」

「ボラー、頼む」

　マックスとアサフに両方から見つめられ、ボラーは「えーっと」と、間延びした声を漏らし、目を閉じて首を傾げた。いつもの調子で、アホかと言ってくれ。そうアサフは思い、ボラーと同じように目をぎゅっと閉じてみる。

　だが、耳に飛び込んできたのはボラーがハイヤールを蹴り上げる音だった。

「ふざけるな！」

「ん？　おおっ、おおっ！」

「やはりそうか」

　ボラーの蹴りは一度に飽き足らず、二度も三度も、マックスも加勢してさらに何度もハイヤールに食らわされた。

　魔力が尽きる前にハイヤールが壊れてしまったら元も子もない。アサフは魔法で彼らの攻撃からハイヤールを守ろうとしたが、彼らはやすやすとアサフの生み出す魔法を突き破り、すぐにハイヤールに到達してしまう。

「ボラー！　マックス！　やめろっ！」

　神殿の床が二人の攻撃で少し沈んだころだった。ようやく二人は攻撃をやめた。

「だめか」

「ダメかじゃない！　お前、何考えて――」

　二人の攻撃により巻き上がった煙が、少しずつ晴れてきた。ハイヤールは床に落ちた瞬間とまったく変わらぬ姿で、ただ、そこにあった。

「本当に、お前らは何を考えてるんだ。次こんなバカなことをしたら」

「声が聞こえた」

「それは前から言ってただろ!?」

「別の声なんだ。だが、一撃目だけだ。二撃目以上与えても、それ以上の声は聞こえなかった」

「声？」

「――アクセスコード」

「アクセスコードを言えってさ」

「今、言ってる」

「コードって、別の言葉組み合わせるんじゃねえの？」

「……名前か？」

「バスターボラー」

「バトルトラクトマックス」

　だが、ハイヤールは反応しない。

「んだよ！」

　ボラーがしびれを切らして再びハイヤールを蹴りつけようとするので、アサフが今度は自分の腕で突き飛ばす。

　不意を突かれてよろめき、しりもちをついたボラーはその場で地団太を踏んだ。

「アクセスコード、アクセスコード！　ああっ、言ってんだろ俺は！　アクセスコード、バスターボラー、アクセ――」

　その瞬間、ハイヤールが再び青白い光を発し、三人の体を包んだ。あまりのまばゆさに目を細めつつ、アサフは目にしてしまった。ハイヤールに向けて、ボラーが吸収されるのを―――。

「うわぁあああっ！」

「ボラー！」

　アサフは慌てて手を伸ばすが、ハイヤールの光が治まるのと同じく、ボラーの姿は見えなくなった。

「ボラー！　ボラー！」

「ボラーが……ハイヤールに、食われた……？」

「やはり推測は当たっていたのか？」

「それこそこんなことがあれば気づかないはずないだろ！」

「……あの言葉は、ハイヤールに入るためのものか？　語り掛ける声よ、教えてくれ」

「何を……！　早くボラーを助けなきゃあ」

「私が行って助けて来よう」

「え？」

「アクセスコード：バトルトラクトマックス！」

　マックスの身体が、ボラーと同じようにハイヤールから発せられる光に包まれ、吸収されていく。

「馬鹿、お前っ！」

「――問題ない」

　だが、その声が安心させる暇もなく、マックスの姿もアサフの目の前から立ち消えた。

「神官！　ハイヤールを調べたい！」

　アサフの叫びに、三人を見守っていた神官と従者たちが集まった。

　ハイヤールを背にしたアサフを中心に、すでに指示を待つ体勢にある。

「今、二人がハイヤールに吸収されたのは見たな？　魔女兵を連れ、水中、土中、火中救出魔法を試してみてほしい。ハイヤールが多少傷ついてもいい。神のたまものは、自らで修復が可能だと分かった」

「ですが、それは冒ぼう涜とくと取られませんでしょうか」

「もし彼らがハイヤールが遣わした使者であるとすれば、彼らを見捨てること以上の冒涜はない！」

　毅き然ぜんとアサフが言い放つのを見て、神官たちは閉口した。一番に動いたのは従者のスィンだ。「魔女兵に声をかけてまいります」と言って走り出した。

「神官諸君はハイヤールと語らう儀式の準備をしてくれ」

「ですが語り合うのは、新月の折のみ。それも、魔王のお力なければ、声は――私共だけでは、拝聴不可能なのです」

「そんな……」

　胃の中が少しだけ冷たくなったが、アサフは心を奮い立たせてそれを無視した。

「可能性が全くないわけではない！　我々はハイヤールに選ばれし種族だ！　己を信じろ！　己を信じ、己を産み落とせしハイヤールを信じるんだ！」

　神官も、ようやく頷うなずいて駆け出した。

　アサフが指示を終え、再びハイヤールに向きなおった、その時だった。虫のさざめきのように、音がしたような気がした。

　ハイヤールに耳をつけ、目を閉じてその震えに集中する。

『おい、聞こえてんのか？　おーい！』

　それは、ボラーの声だった。

「みんな待て！」

「？」

「ここから、ボラーたちの声が聞こえる！」

　神官たちは思わずハイヤールに駆け寄り、耳を押し付けた。確かに聞こえると、それぞれが確認しあって頷く。

「ここに閉じ込められてしまったのは明白、ということでしょうか」

「ああ、一刻も早く――」

「アサフ様！」

　今日は話の途中でよくさえぎられる……。うんざりした思いで、アサフはなんだ、と声に振り返った。息を切らしたスィンが、そこにいた。

「魔女はどうした？」

「声が！」

「？」

「魔王代理様の声を発する巨大な物体が、中庭に現れたと……！」










　アサフが中庭に到着すると、すでに宮殿中の従者たちが騒ぎを聞きつけて不安な表情を掲げていた。芝の敷かれる広大な敷地の中に、無機質な金属製の塊が鎮座している。

「勇者軍か？」

「かもしれません。ですが人間の姿は見えず……」

　アサフは金属の塊を見上げた。塊は二つ。

　左右に履帯を持ち、金色のパーツを頂点にとりつけ、根元に赤い装飾をつけた二つのドリルを携えた機体。

　もう一方は、角ばった灰色のボディに十もの車輪をつけた、赤い装飾のされた物体。その頭には、二つの銀色砲台が取り付けられた機体であった。

　双方、魔族国の誇るゾウや狼などの巨体な魔族たちが手を伸ばしても抱えきれないほどに大きく、いつもなら見えるはずの城下の景色をも覆い隠してしまうほどの巨大さである。

　だが、どちらも現在ある場所から動く気配はなく、どのように駆動するかも判然としないため、魔族軍も槍を掲げるだけで膠こう着ちゃく状態である。

「兵士と魔女以外の従者たちは下がれ！」

　ボラー不在のため、一同は顔を見合わせることなくアサフの指示に従った。

　アサフは一歩ずつ、いつ機体が動いても撤退できるよう身を引きながら近づいた。だが、一向にそれらは動かない。

　試しに触れてみると、ひんやりとした金属の感触が手に伝わって来た。

「……いったいこれは」

　アサフが意を決して対のドリルがついた機体に足をかけようとした瞬間、まばゆい光と共に機体は霧散した。もう一方も同じく、そこには機体があったことを示すように、なぎ倒された芝だけが残されていた。

「は、ハイヤールの祟たたりだ」

　兵士の一人がつぶやくと、一同は一斉に顔を青くした。

　この国の神ともいえるハイヤール。ボラーとマックスの言霊により七色に光り、そして二人を飲み込んだ。その先でのこの奇妙な事件である。無理もないが――このままでは怯えでボラーたちの探索に支障が出るかもしれない。

「……魔女はこの場所を分析しろ。またあれが出現する可能性もある。その時は動かず退散とはいかないかもしれない」

「はっ……！」

　魔女たちがおずおずと倒れた芝に近づいてくる。

　アサフは踵きびすを返し、神殿へと走った。ハイヤールの異変とボラーたちの吸収に、かならずあの塊は関係がある。それならばハイヤールを調べなくては――。

　スィンにより神殿の扉が開けられると、扉のほど近くにしりもちをついた神官がいた。

「だ、大丈夫ですか？」

　スィンが駆け寄り、アサフも神官に気を取られた。

「あ、あ、ハイヤールから……」

「！」

　また災いか、そう思い顔を上げ、アサフは思わず硬直した。

「おー、アサフ！　あっちじゃ声聞こえねえよ」

　いつものような軽口。眉間に寄せられたしわ。間抜けに揺れる二つ結びが、振り返ってひらりと舞った。

「ボラー……お前、どうして……」

「さあ？」

「さあじゃない！　お前、だって、ハイヤールに飲み込まれて」

「先ほど中庭に出現した機体――あれは、私たちだ」

「は？」

「お前、俺に勝手に登ろうとしただろ。べたべた触って、セクハラか？」

「……全く話が読めない！」

「我々は、ハイヤールを通すことで、真の姿に戻ることができるらしい」

「真の……姿――？」

「ああ、あの姿に変わって、感じたんだ」

「そういうこと。で、さっきのアクセスコードってやつはその合言葉みてえなんだよ」

「戻る際には特に何も言っていなかったのだが……時間切れだったのかもしれない」

「もっかいやってみっか。動き方わかんなかったよなー」

「ああ、やってみよう」

「待て、お前ら」

「アクセスコード：バスターボラー！」

「アクセスコード：バトルトラクトマックス」

　再び二人はハイヤールに飲み込まれる。

　中庭から、魔女たちの叫び声が聞こえた。

「しまっ……！　分析中だぞ！」

　戸惑うスィンは硬直したままだったが、アサフは窓辺に走って中庭を確認した。なんとか踏みつぶされる前に魔女は飛行したらしいが、またしても芝を踏み倒して、今度は動き回る機体が二つ。

　二つのドリルの機体が、その切っ先を窓辺のアサフに向けた。

『おっしゃ、こうすれば動くのか！』

　背後のハイヤールから、ボラーの声が聞こえた。対のドリルを持つ機体。バスターボラー。

『砲撃方法は分からないな』

『おい、間違って試し打ちするなよ。あいつがまた怒るから』

『ほかに訓練できる場所はないのか』

『あいつに聞いてみればわかんじゃね？　おーい、アサフー！　練習できそうな場所！』

　巨大な機体の声も聞こえないまま、ただその様子を見て愕がく然ぜんとしている従者たちの恐怖の感情が、皮肉にもハイヤールにそそがれていた。

　アサフは能天気な二人に呆れ、頭を抱えた。

「分かった、分かったから、とりあえず帰ってきてくれ！」

『どうやって？』

「俺が知るか！」

　スィンが二人の声を発しているハイヤールをおそるおそる覗き込んでいた。どうやら、魔力は一切消費されていない。奇妙な変体、ハイヤールを介しているにもかかわらず、消費されぬ魔力。

「お前ら……一体、なんなんだよ」

『我々が人間でも、魔族でもない。それだけは確かだ』

『オメー簡単に言うけどさー。受け入れるの早すぎだろー。ま、これはこれとして、俺とマックスが仲間っぽいってことは分かったよな。前進前進』

『ああ』

「前進……って、逆だろう。俺は……頭が痛い」

『あ、そろそろかな』

「は？」

『元に戻る時間だ』

　再び、中庭のハイヤールは忽然と消え、神殿に二人が戻って来た。

「お前らは――どこから来た、何者なんだ？」

　アサフは呆れた顔のまま、飄々とした姿でハイヤールを覗き込む二人に尋ねた。

　二人は顔を見合わせ、俺が知るかと、ボラーが答えた。

　アサフはそののち、幾度か再び二人に変身してもらい、機体を調べた。だが、詳しいことは分からなかった。

　勇者軍にもこのような文化はない。神殿の従者が言うように、二人がハイヤールがもたらした救世主とするならば……彼らは何を救いに来たのか。

　アサフは、何度も、自分とは口をきかぬハイヤールに問いかけたが、何も答えてくれなかった。







７　絶・念







　スカイヴィッターとして活動するには、時間制限がある。

　ある時間になると勝手にヴィットは鏡からはじき出されて、また行こうと思えば行ける。

　青白い光の染みがついた箱を持って帰ってきてから、突然変わった鏡の主の言葉。もっといろいろな証拠を集めれば、彼がまた違うことを教えてくれるかもしれない。そう思って、ナギサとヴィットはさらに失踪事件について調べることに決めた。

　もし誰かが彼らを誘拐しているのであれば、おそらくどこかにまとめて閉じ込めておくような施設があるはずだ。できるだけ人通りが少なく、目立たない場所……。

　再びウミの格好で、宇田川に手掛かりを貸してほしいと頼んだ。もちろん、失踪事件のことは伏せたうえでだ。ネットの書き込みが盛り上がる中で、ウミ自身が事件について知ろうとしているなんて聞いたら、一人一人の書き込みに文句をつけていた宇田川が、何をするかわかったものじゃない。

　二週間前か、それ以前から、沢山の人が入るような物件を借りている人はいないか。町の中で探すなら、宇田川が一番よく知っている。あくまでも、今後のアイドル活動のためにと言葉を加え、データを見せてもらった。

　だが、いくら部屋のオーナーや、念のために空き部屋を調べても、大量に人が押し込まれた部屋なんて見つからなかった。

　ヴィットは、リサイクルショップから引き続き光の染みがついた被害者の私物を引き取って来た。最初に持ち帰った箱のように鏡の近くに並べているようだが、鏡はあれ以降、新しいことを教えてはくれないらしい。

　ライブに調査に日常生活。ナギサとヴィットはすっかり大忙しだった。

　唯一、食事をするときだけはリビングに集まった。そのほうが片付けも楽だ、という理由だけど。

「もう、この町にはいないってことなのかな……」

　だとしたら、さらに町の外にまで調査の手を伸ばす――。

　自分の生活を成り立たせながら、そんなこと、できるのだろうか。自転車に乗ったり、電車に乗っていくにしても、夜にはライブに行かなきゃならない。いくら外を探すとはいえ、ナギサが調べるのには限界があった。

「ねえ、スカイヴィッターでぎりぎりのとこまで見に行くのってできないの？」

「この前やったよ」

「えっ」

　ヴィットは眉一つ動かさず、食後のお茶を楽しんでいる。

「でも、何もなかった」

「ちゃんと見たわけ？　一軒一軒見たわけじゃないんでしょ」

「だから、何にもないの」

「？」

「この町を出たら、まっさらだった。地平線までずーっと」

「……嘘。だって、前は私、ここじゃないとこに住んでたんだし――ゆうこだって、そのはずだし。さぼりたくて嘘ついてるんじゃないの？」

　ヴィットは答えない。

「じゃあ、その地平線の向こうには何があるの？」

「そこまで飛んでいくには、時間が足りないね。ねえ、いちごのプリンってまだある？」

「……冷蔵庫開けて、右」

「いただきまーす」

　ヴィットはすぐに立ち上がって、自分の分だけのいちごプリンを、すぐに平らげてしまった。










　町の向こう側には、何もない……。にわかには信じがたい話だ。

　ライブの動員が最も少ない日に、開催時刻を少し遅くして、ナギサは町の端まで行ってみることにした。ヴィットが詳しく教えてくれないのだから、自分の目で見る必要があった。

　町は相変わらずの平和ぶりで、道行く人も、自分の人生を忙しそうにこなしている。町の向こう側から歩いてくる人もいた。やっぱり、町の外はちゃんとあるんじゃないか。

　ナギサはヴィットの態度を思い出していらだちながら、少し早足になる。

　珍しく、町の外側は濃い霧が立ち込めていた。一歩、一歩と歩くたび、ナギサは急に体が疲れていくのを感じた。周りに歩く人はまったく変わった様子もないのに、頭がずきずきして、汗が出始める。

　ナギサは思わずしゃがみこんだ。

　向こう側から歩いてくる人は、そんなナギサに目もくれず、そのまま通り過ぎていく。

　おかしい……今日は別に、体調不良でもなかった。なのに急に――。

　町の向こうには、何もなかった。

　ヴィットがそれ以上そのことを話さなかったのには、このことがあったからかもしれない。危ないのなら、すぐにでもこの場を離れなきゃ――。

　そう思い、ナギサが立ち上がろうとしたときにはもう遅かった。

　ナギサの意識はそこで途切れ、彼女は道端に倒れこんだ。










　目を覚ました時、ナギサは自分の部屋のベッドに寝ていた。

　前に風邪で倒れた時と同じだ。ヴィットはナギサが起きたことを確認し、また、冷えたタオルを交換する。

　空を飛んでいたから、ナギサが倒れているのを見つけたのだろうか――聞きたいのに、口が渇いて声が出なかった。

　ライブは中止。またしてもウミのファンは、少しずつ、減っていった。







◆







「だから言ったでしょ、何もないって」

　ヴィットはナギサにお茶を注ぎながら、落ち着いた声で彼女を諭した。

「……何もないどころか、たどり着いてもない」

　部屋に戻って寝たからだろうか。もう、体は全く重くない。寝すぎて渇いたのども、水分を摂ったら元通り。病院にも行ったけれど、どこにも異常は見られなかった。

「気を張りすぎて疲れてるんでしょ。ちょっと休んでもいいんじゃない」

「……ヴィットは、何か分かったの？」

　ヴィットはただ、肩をすくめる。

「……私たちだけじゃ、これ以上は分からない」

　警察に駆け込んでみるか？　でも、ナギサたちが自分で調べていることをどう説明しよう。それに、町の外に何もないこと、ナギサが行こうとすると体に異変が起きること、どれを聞いても、真面目に取り合ってもらえる気がしない。

　ネットのニュースもいつしか、失踪事件のことを小さく扱うようになっていた。

　人が失踪している。最初はみんな怯え切っていたけど、いつまで経っても自分が被害者にならないから、気持ちがマヒし始めているのだ。

　自分だけは大丈夫――。そう思うから、無関心になる。

「そういえば、新しく消えた人がいたみたいだよ」

「え？」

「リサイクルショップに物が増えてた」

「！　……」

　そう、周りでは当たり前に、被害にあっている人がいるのに。










「失踪事件について調べる!?」

　正しくは、ずっと調べている――が、とりあえずウミはうなずいてみせた。もっと協力をさせるには、最初から参加してた感があったほうがいい、と、ヴィットが言ったのだ。いつもこんな風に計算づくめなのだろうか……。

「はい。お部屋を案内してもらった後、やっぱり気になっちゃって」

「えー、危ないよー。ウミちゃんに何かあったらどうするの～」

「心配おかけしてすみません……。でもやっぱり、自分たちだけで調べるのには限界があって」

「そうだよ～、それにウミちゃんまで巻き込まれたりしたら大変だよ」

「だからその、助けてくれる人が欲しいと言うか……。例えば、いなくなった人の近所の人とか、その人たちと仲が良かった人から何か、こう、お話聞けたりしたらいいなって」

　ウミは思い切り上目遣いで宇田川を見上げた。

　彼から紹介してもらえれば、怪しい人だとも思われない。そうとなれば、これからの調査もしやすいだろう。

　だが、宇田川は首を縦には振らなかった。

「さすがにそこまではねえ、こっちも、信用商売でさ……。ウミちゃんのためなら何でもやってあげる！　ってしたいところなんだけど……」

「……ですよね……」

　ウミは肩を落とした。

　彼女から発せられる暗い空気に、宇田川はかなり困惑しているようで、ヴィットに視線を送って助けを求める。それでも、相変わらずヴィットは自分のスマートフォンに目を落として、彼からのＳＯＳに気づかない。

「僕から直接聞かなくてもさ、その人たちと知り合うきっかけは作れるんじゃない？」

　宇田川は、気を取り直してウミに向かって語り掛ける。

「知り合う……。でも、私全然知り合いとかいませんし……」

「個人的にっていうんじゃなくて、スーパーアイドルだからできる、知り合い方があるじゃない！」

　宇田川はそう言って、壁のコルクボードに貼られたポスターを指さした。

　町内会の祭りのポスターだ。下半分に、イベントステージ参加者募集！　と書かれている。

「ここにウミちゃんが出ちゃうんだよ！　うちの町って言ったらこのくらいしかイベントないし、結構な人も来るでしょ。そしたらその中に、失踪した人たちの知り合いがいるんじゃないかなあ～って……みたいな」

　おそるおそる、お姫様に伺いを立てるように宇田川はウミを覗き込んだ。

「やれば？」

「……なんでヴィットが口出すの」

「マネージャーさんだもんねー！」

「ちがいます」

「え？　じゃあどういう関係……」

「無料なんでしょ、タダならやってみてもいいじゃない。ほかにやることもないし」

　そう言うと、ヴィットはいじっていたスマートフォンですぐに電話をかけた。

「すみません、お祭りでアイドルがライブやりたいって言ってるんですけど」

「ちょっと勝手に」

「僕、絶対行くよ！」

「宇田川さんっ」

「はい、お客さんは呼べます」

　あれよあれよとウミを置いて話は進み、いつしかウミのステージは、町内祭りの目玉とされてしまった。







◆







　自分のファンの前ならともかく、まったく自分を知らない人もいるであろうステージに立つのは久々だった。控室だって、いつもの個室とは違って、出演者がごった煮になった屋外テントの小さなスペースだけ。自分たちの出番に向けて盛り上がる面々の中、肩身狭く、ウミはジュースをすすっていた。

「何、緊張してる？」

「なんのためにライブを入場規制にしたと思ってるのよ……」

「でも、ファンじゃない人にも話しかけられないと困るんでしょ」

　ウミは大きなため息を吐いた。

　この姿じゃ、誰もナギサだとは思わない。それでも……もっちがライブに来た時のように、もしゆうこがステージを見上げていたら――足は固まって、きっと動けなくなるだろう。

　そんな醜態を、しかもファンではない人たちの前で晒さらすのは怖かった。

「まあ、宇田川さんはアイドルが来るってだけで人は来るって言ってたし、最悪出なくても、集まった人に話を聞ければいいんじゃない？」

　そんなことしたら、余計に評判が下がる。ヴィットは何もわかってない。

　ウミはぎろりとヴィットをにらんだ。

　ヴィットはスマートフォン片手にテントの外を覗き込む。

　祭りの参加者は笑顔に満ち溢れ、自分たちが危険にさらされるかもしれないことなど、つゆほどにも気に留めていない。そこにあるのは、ただ楽しいお祭りだけ。

「甘いもの系の屋台もあるのかな？」

「え？」

「終わったら行かない？　打ち上げも兼ねて」

「……い、行かない」

「えー」

　これで何の手掛かりもつかめなかったら、打ち上げなんてしてられない。

　ウミの前の出番のグループが汗を拭きながら戻ってきた。演目をやり遂げた達成感で、祭りに来た人々のようにはじける笑顔。今のウミとは正反対だ。

「次出る人―、準備お願いしますー」

　外ではウミのライブがスタンバイに入ったと聞いて、ちらほらステージに向かい始める人たちがいる。ファンの姿もテントの隙間から見えた。

　それでも、ウミの足は動かない。

「あれ、ゆうこちゃんじゃない？」

「！　……」

　その名前に、ウミの心臓は大きく跳ね上がる。

　やっぱりゆうこも来た。

　ウミはおそるおそる、ヴィットの指すほうを見た。

　ゆうこが祭りでウキウキしている人たちに片っ端から話しかけ、困惑させている。

　おそらく彼女も、もっちを探しているんだろう。他の友人たちがいないところを見ると、怖気づかれてしまったか、彼女たちもまた被害にあったのか――。ネットニュースを見ているだけじゃ、はっきりと理由は分からない。

　ステージに向かう様子はないが、屋台の方で手掛かりがつかめなければ、彼女もステージにやってくるだろう。

　ウミの心臓はバクバクと波打っていた。

　スタッフがまたウミを呼びに来る。しびれを切らしたように、いらだった声で。

　ステージを見に来た観客たちもざわついていた。何かあったのかと、また逃げてしまったのかと、いろいろな憶測が飛び交っては、興味ない人の明るい声でかき消されていく。

「……」

　衣装の靴は、土に汚れていた。テントが外にそのまま立てられているから。

　何もかもがいつもと違う。何もかもが望んでいないほうに向いている。

　きっとこんなことしたって、何にもなりはしない……。

　ウミはぎゅっとこぶしを握った。肩はいかるのに、足に力は入らない。

　その時だ。彼女の頭に、温かい何かが触れた。

　ヴィットが、うつむいてずれてしまった彼女のヘアアクセサリーを整えていた。

「うん、いいんじゃない？」

　会議用テーブルの上に置かれたヴィットの鏡に、青ざめた顔の自分が見えた。

　見た目だけはつくろわれた、青ざめた少女――。

　そんな滑稽な様子に、少し前のナギサが浮かんだ。友だちと一緒に過ごすため、無理に着飾って、そして裏切られた、あのころの自分。










「ナギサおせえよ～」

「ごっめん！　なんか高橋に呼び止められてさ～めっちゃうざいわ」

　どこにでもいる、女の子たちの集まり。悪口は甘い中のスパイス。誰かをさげすんで、自分たちのことだけは褒め合って。そうすることで、そのつながりはどんどん強固なものになっていく。

　最初に始めたのは――誰だったか、思い出せない。

　いつしか寄り合っていた仲間たちが、本当に自分の味方か確かめるように、誰かを批判しては、同調してもらうことで安心していた。

「ねえ聞いた？　この前高橋が彼氏に放置されたらしいよ」

「やっぱ貢がされてるって噂マジだったんじゃね？」

「だとしたら超ウケる。あいつしょっちゅう自慢する割に、全然彼氏とどこ行ったとかいう話言わなかったもんね」

「妄想彼氏？　それやばくない!?」

「ウケる。カワイソすぎ」

　そんな調子で、笑っていた。

　常に連絡を取り合って、一緒にいないときでも、誰かの悪口でナギサたちの花壇はいっぱいに埋まった。誰かの欠点を見つけて共有すればするほど、その花たちも美しく輝くような気がした。

　花壇への立ち入りを禁じられたのは、急だった。

　ナギサはその日、三九度の熱を出した。インフルエンザが流行っていたから、ナギサの両親もそろって病院に行き、彼女からスマートフォンを没収した。それがあるといつまでもナギサが安静に寝ていられないからだ。

　ナギサは床に伏せりながら、今日連絡を返せなかったことの説明をどういえばかっこ悪くないか、考えていた。

　薬が効いて、あまりの暇さに飽き飽きしながら数日を過ごした。安静にしていたおかげで、寝込む前よりもうんと身体が元気になっているのが分かった。

　母親からスマートフォンを返してもらい、すぐにもっちたちとのＳＮＳを確認した。

　意外にも、インフルエンザになった日から通知は止まっていた。何かあったのかと気を使ってくれたのかもしれない。そう思って、ナギサは『ごめん、インフルになってずっと寝てたわ～！』と連絡を入れた。

　しかし、返信は丸一日経っても、返ってこなかった。

　月曜日、ナギサは久々に家の外に出た。久々に歩くアスファルトは思ったよりも硬くて、降り注ぐ日差しは肌を焦がしそうだった。

　学校について、ナギサはもっちたちを探した。きっといるのはいつも集まる食堂の隅――。

　学食を覗いて、すぐに見つけた。いつものようにテーブルを陣取って、笑っている声が聞こえる。返信しなかったのは、きっと気を使ってくれただけだ。そう思って、ナギサは一度、空気を吸い込み、大きな声で「おはよう」と彼女たちに駆け寄った。

　いつもなら、こうだ。

「おっすナギサ」

「何、遅刻？」

「そのメイクかわいい～」

　でも、返事は返ってこなかった。みんなナギサに気づかないように、そのまま笑って、それぞれの会話を続けている。

　盛り上がっているなら、仕方ないのかも。

　そう思ってナギサは、もっちの隣の椅子を引いた。

　その時だ。一斉にもっちたちの視線が、椅子に腰かけようとするナギサに集まった。

「ここ、うちらが使ってるんだけど」

「……え？」

「ほかにいっぱい席空いてるよ～」

「なんでこっちに来たの？」

　くすくすと、嘲笑が浴びせられた。

　他の学生たちも、何事かとナギサに注目している。

「えっと……、や、やだなあ。何？　このノリ」

「他の場所に座れって言ってんだよ」

「日本語通じないとか？　キャハハ」

　額に脂汗が噴出しているのが分かった。久々に乗せたメイクが重く感じる。

　もっちはただ、ナギサを見つめていた。何の感情も持ち合わせていないような顔で、いつまでいるの？　と、余裕な素振りで。

　きっと、連絡を返さなかったせいだ。

　ナギサは焦ったが、今ここで何を言っても、責められるだけだと分かった。前置きも置かず、親にスマートフォンを預けてしまった自分が悪い。日にちを変えて、弁明しようと決めた。

　その日、ナギサはトイレで昼休みを過ごした。

　次の日、ナギサはみんなで行った店のスイーツを持って、彼女たちのもとに行ってみた。だが彼女たちは、またしてもナギサを拒絶した。

　何度も、何度も、ナギサは彼女たちの元へ通った。

　いつしか取り合ってももらえなくなった。彼女が来ても、話しかけても、泣きそうになっても、誰も彼女を見なくなった。

　もう、ナギサはどうすればいいのか分からなかった。一人で過ごすことも考えたけれど、遠くで彼女たちが笑っていると、自分を見て笑っているように思えて怖かった。

　びくびくして過ごすうち、学校に向かうだけで、足が重くなった。重くなった足は地面にめり込んで、ナギサは町からも出られなくなった。

　町の次は、家から。家の次は、部屋から。

　ナギサの世界は前よりもうんと小さくなった。たった一度の、故意ではないミスで。










　ゆうこも、もしかしたら何かして、グループをつまはじきにされたのかもしれない。

　ウミは、そう悟った。だからこそ、彼女はかつてのナギサのように焦り、もっちにすがろうとしている。標的は彼女に変わって、その呪いに、ゆうこはとらわれた。

　ゆうこは、ナギサに似ていた。一緒にいたころは、たまに二人で話した。ちょっとお金が厳しい時、あまりにもひどい悪口に同調した後。ゆうこは、人の顔色を窺うかがって行動する人だった。

　そういう時負けないのは、自分の顔色を窺う人間がいても、気にも留めず堂々としている人間だ。その筆頭が――もっちだった。そして、ナギサとゆうこ以外の少女たちも皆、そうだった。

　彼女たちはきっと、うすうすナギサたちの弱さに気づいていたのだ。

　だから、ちょっと日常にスパイスを加える感覚で――ナギサたちを追い出した。

　ウミは、うつむいたまま苦笑した。

「あのー、ステージ、もしあれなら次の人に飛ばしますよ」

　スタッフの声が、水の中で響く声みたいにぼやけていた。

「あいつらには、人生で負けてた」

「？」

　ヴィットはウミを見たが、質問は重ねない。

「私たちは、強い人たちにどう思われるかで頭いっぱいで、失敗しないように気を付けて……でも結局、うまくいかなくて」

　本当は、あんな女ひっぱたいてやりたかった。

　ウミは、心の中で、憎しみを込めて低くつぶやいた。

　そうだ、ウミは分かっていた。ゆうこが家にやってきて、もっちがいなくなったと言った時、嘘だろうと思いながらも、心のどこかで喜んでいた。

　これまで人を苦しめた、罰が当たったんだ――。

「順番、次の人にされちゃったみたいよ」

　ヴィットはウミの言葉なんて気にしないような感じで、事実だけを伝えた。

「うわあああああ！」

　テントの外から、叫び声が聞こえた。

　ヴィットは座り込むウミを置いて外に駆け出した。

　テントにいた演者たちは外を覗き込んで、すぐに外へと逃げだす。

　一人きりになったウミは、ようやく立ち上がって外を見た。

　そこに広がっていたのは、逃げ惑う人たちの恐怖の顔。先ほどまで幸せな空気に満ちていた会場が一変、悲鳴と怒号にまみれた場所になっていた。

　地響きがし、ウミはその方向を見上げた。

　自分の目で見たものなら、信じられる――。

　幽霊の話をするとき、誰もがそう言った。

　だが実際、自分の予想の範囲外のものを目の前にしたら、どうだ？

　そこに立っていたのは、頭に刀のような角を携えた巨大な生物。瞳は光を吸収するかのようにく澄んで、金色に光っていた。土から這はい出てきたようなどす黒い体躯の背には針山のように刺々しい鱗うろこがしきつめられ、胸に据えられたコアのような物質が、逆光にも関わらず煌きらめいて人々の視線を吸い込んでいく。

　身体をふるうごとに体躯が、皮肉にも太陽を反射して輝いても見える。

「怪、獣……？」

　足がすくんで、動けない。

　ステージにおびえた時と同じ、泥に足が埋まったようで、脳は逃げろと信号を発するのに、ナギサは怪獣を見上げたまま、瞼ひとつも動かせない。

「逃げて！」

　ヴィットが叫んで、ナギサの横を走り抜けてテントに戻った。

「アクセスコード：スカイヴィッター！」

　掛け声とともに、スカイヴィッターが空気を切り裂く轟音が響く。

『鏡を持って逃げろ！』

「え……！」

『早く！』

　目の前に君臨する怪獣を、ヴィットが体当たりして転ばせる。

　蜘蛛くもの子を散らすように逃げる人々。

　一部はテントにぶつかって、支柱が倒れそうになっていた。

　ナギサはそこでようやく、一歩、足が動くことに気づく。

　急いでテントから鏡を持って、怪獣から少しでも離れようと走った。

「助けて！」

　背後から声が聞こえ、思わずウミは振り返った。

　逃げ惑う人たちが足で踏みつけた穴だらけの泥に、つまづきそうになる。よろける視界で、とらえた。さっきは気づかなかった――怪獣の手に握られた、男の人。転んだ怪獣はしっかり彼を握って、呻いている。

　さっきウミをテントまで呼びに来たスタッフの男だ……。先ほどまでは元気に声を上げていた人が、今はすっかりやつれて見えた。

「誰か……！」

　声がかすれ始めている。

　ウミは走った。これから男がどうなるのか、その結末を見たくはなかったから。

　頭上をスカイヴィッターが飛んでいく。

　怪獣の悲鳴と、スカイヴィッターの轟音が交互に背中にぶつかってくる。

『だめだ、全然離してくれない』

「うわあああああ!!」

　何かが飛び散る音が聞こえた。耳をふさぎたいのに、鏡を持っているから手が離せない。力いっぱい走っているはずなのに、ちっとも前に進んだ気がしない。

　もう、走れる気がしなかった――ウミは膝から崩れ落ち、鏡を落として耳をふさぐ。

　涙で目が熱い――。くぐもって聞こえるスカイヴィッターが、何度も上空に上がっては怪獣に体当たりしている音が、腹に響いて苦しい。

『だめだ、弾が出な――』

　それまではっきり聞こえていたヴィットの声が、途中で遮られる。

　大粒の涙が鏡にこぼれ、視界がクリアになってようやくウミは気づいた。

　スカイヴィッターは怪獣に叩き落とされ、墜落している――。

「……嘘」

　背後から、ものすごい風圧が、しゃがんでいるにもかかわらずウミの身体を地面に押し込める。

　目と鼻の先に見える、鏡上のボロボロのスカイヴィッターが、ライトを点滅させている。

「……助けて――」

　振り返って、怪獣が自分を見下ろしていたらどうしよう。足が震えて、ぬかるんだ泥にみるみる沈んでいくように思える。起き上がるのも、これ以上逃げるのも恐ろしい。何をしたって、この意味不明な生き物に殺される――。

「助けて……助けてよ……」

　男の悲鳴が聞こえなかった。彼はもう食われたのだろうか。

　鏡には映っていない。鏡では傷ついたスカイヴィッターしか見えない。

　怪獣が、歩き出す。振動が大きくなることで、自分の背後に近づいているのが分かる。

「嫌……嫌嫌嫌……嫌ッ……！」

　うずくまった体を、ウミはもっと小さくした。

　怪獣の口から垂れた生暖かい分泌液が自分の背中に飛んでくる。鼻息がかかって、きれいに結んでいた髪もすっかりぐしゃぐしゃになる。

「……誰か……！」

　怪獣の咆ほう哮こう。天を向いたのか、鼻息がかからなくなり、一気に体が冷えるような感覚に侵される。

　ウミはぎゅっと目をつぶった。

　閉じた瞬間、空を切り裂く甲高い音。

　ゆっくりと目を見開いたウミが見たのは、再び起動したスカイヴィッター。

　スカイヴィッターはナギサに迫る怪獣に向かって、突進を食らわせる。

「ヴィット……！」

『ごめん、やっと動けた』

「……馬鹿……！」

『まだ走れる？』

「……わかんない」

『じゃあ走って逃げなよ』

「無理だよ……あんただって、ぶつかってるだけじゃん」

『話はおしまい』

　ウミの返事を待たずに、スカイヴィッターの機体がさらに高い音色を響かせた。

　彼を見上げて、気づいた。怪獣の口から、青白い光が漏れ出ていること。

　落ちたしぶきも地面に落ちて、青白い光を放っている。

　あのよだれは、先ほど背中に落ちてきたものか――？　ウミは恐る恐る、自分の衣装を確認する。背中が、同じように光り輝いている――。

「ヒッ……！」

　上着を脱ぎ棄てると、その下は無事だった。直接肌に触れなかったのが幸いだ。

　失踪事件に、あの怪獣は関わっている。直接ではないにしろ、被害者は全員あのよだれのついたものを所有していた。そこに、関連性がある。

　そうと分かっても、自分に何ができるのか、ウミにはわからない。

　きっと、スカイヴィッターも同じ。彼は何度も何度も怪獣に体当たりをして、数度に一度、はじき落される。

　いつも計測していた限界時間が迫っていた。

「ヴィット！　一回戻ってっ」

『その余裕はなさそうかな』

　スカイヴィッターは再び空に舞い上がる。

　それと同時に、拾いなおした鏡も輝き始めた。彼が戻る時間のアラートだ。

　怪獣がスカイヴィッターを見上げて大きく口を開けた。

　スカイヴィッターは旋回し、緊急停止しようとする。

「戻って！」

　勢いよく機体が持ち上がる。

　これで、鏡からはじき出されれば――。ウミがそう安堵した、瞬間だった。

　怪獣の口が胸部の中腹まで切り裂くように開かれたと思うと、その下あごは空へと飛び出した。その速度・瞬きのように――。

　スカイヴィッターの機体は怪獣の顎に引き込まれるようにひしゃげた。モーターの唸うなるような轟音。それはスカイヴィッターの断末魔のように町中に響き渡り、そして、消えた……。

　あまりにもあっという間のことで、何が起こったか、理解ができなかった。一瞬前まで空を切り裂いていたあの高音は消え、怪獣の低い叫び声だけが、地面を揺らす。

「ヴィッ、ト……？」

　手元で、何かが割れる音がした。

　眼球だけを動かして、ウミは手元を見下ろす。

　先ほどまでスカイヴィッターを映していた鏡に映るのは、絶望した顔の、少女の姿だけだった――。

「嫌――――――ッ！」







８　傾・注







　バスターボラーとバトルトラクトマックスが活動できる時間は、一体ずつか二体同時に出動するかによっても違った。ただ、あの姿がどういう意味を持つのかは分からなかった。見れば戦闘用にも思える姿ではあるが、ボラーとマックスが思うとおりに攻撃を出せていないところから見て、ならばこれはいったい何なのだと、いぶかしみはじめたところだった。

　どちらにしても、人間を行方不明にしているであろう犯人と、いつかは相まみえることになるだろう。そうなれば、少しでも戦いのための手は多いほうがいいのは確かだった。

「この格好で森に探しに行くのが一番だろうな」

「マジ？　俺元に戻る度にまた城から走ってくるってこと？」

「ハイヤールは移動できるように手配してある。俺たちが宮殿を出るのにハイヤールを置いたままにするのも、この状況では心もとないからな」

「それにしても、攻撃方法が不明なうちは、対象に直接体当たりをするしかないと思うが」

「かー……やだなーそういう気合系って」

「私は問題ない」

「嫌ならさっさとあの身体での攻撃方法を見つけることだな」

　魔族の変身魔法と違い、二人が姿を変えることにより、魔力が消費されることはやっぱりなかった。では、どんな力を用いてあれを可能としているのか――。

　人間たちの技術も、そこまで進んだとは噂にも聞かない。そうなると、本当に、彼らは別の世界から来た……信じがたいことではあるが、そう結論付けるのが妥当な状況だった。

「つまり、我々は今回の行方不明事件の犯人を追いかけて来た、ということだろうか」

「それは分からない――。でも、もし犯人もハイヤールからもたらされたものだとするのなら、その可能性は高い。もしくは、ハイヤールがその犯人の装置の可能性も――」

「アサフ様……」

　スィンが眉をひそめた。我々の神を冒涜する発言だからだ。

「我々には善でも、別の世界でハイヤールがどのような扱いかは分からないだろう。これは、あくまでも仮定の話だ」

「ですが、不適切です」

　ああ……とアサフはため息を吐いた。信心深いのは結構だが、合理的な判断をできないのはスィンだけではない。他の大臣だって、ハイヤール至上主義の上では、盲目になるのだ。

「お前たちがここに来る前、ハイヤールを解析して、追いかけた末にここにやってきた。それが、今のところ俺の推理のすべてだ」

「とりあえず、今の俺も、前の俺も、その人間を消しちまう奴をぶっ倒すって目的は一緒ってことだな」

「あくまで、仮定だけどな」

「おっし、それが分かれば十分だ」

　ボラーは再びマックスと共にバスターボラーの操作の練習をしようと持ち掛けた。二人の士気は十分だ。気がかりなのは、アサフの胸中に残った疑問のみであった。

　行方不明事件の被害者は勇者一行。勇者軍が認知している数でも相当なものだが、それ以外にも消えているのに気づかれていない人間もいるだろう。そしてその中には、グランツも――。

　そう確信したのは、再びグランツの探査魔法を使ってみた時だった。

　前に探査した時、グランツの行方を、水晶は神殿にあると示した。ボラーとマックスの騒動でそれはすっかり後回しになっていたが、ボラーとマックスが攻撃方法を調査する間、アサフは再び探索魔法を使った。今度は広範囲ではなく、ちょうど、なくしものを探すように、神殿に水晶を持ち込んで。探査のための光の糸は、ハイヤールに向かって伸びていた。

　グランツは、ハイヤールの中、もしくは、向こう側にいる――。










　今日もアサフの手製の夕食を、ボラーはがつがつ食べている。だが今日はグランツの捜索で、あまり時間がなかった。だから、多少の魔法を使った。

「魔法使うのケチってたくせに、最近バンバン使うな」

「……うるさい。お前が戦争を食い止めると約束したんだ。魔力が尽きても、お前が抑えればいい」

「えー……、何その他力本願」

　アサフがカトラリーを置いたので、ボラーはまた彼が怒ったのかとすこし身構えた。

　だが、アサフの眉間にしわはない。代わりに、アサフは二人に聞きたいことがある、と前置きをして、少し息を吸った。

「グランツという名に聞き覚えはないか？」

「グランツ……。すまないが、聞き覚えのない名前だ」

「――そうか」

「何故、そんなことを私たちに聞くんだ？」

「……俺の探している元勇者軍の男も、異世界人の可能性がある、と思ったんだ」

「つまり、我々と同じところから来たと？」

「ハイヤールがいろいろな世界のゲートを開くとすれば断定はできない。でも……そう考えるほうが自然だと思ってな」

　マックスは再び、すまない、と答えた。グランツを知らないことに関してだろう。だが、彼が悪い点はどこにもない。アサフは、気にするなと苦笑した。

「彼はなぜ消えたんだ？」

「……分からない」

「てかグランツって誰よ」

「言いたくない」

「はあ？　お前だけ聞くのかよ。ずるくね？」

「俺ばかりが食事を用意することだってずるい」

　正直、それ以上詮索されるのは嫌だった。

「！　アサフ、見てくれ」

「？」

　マックスがカトラリーを置いて、ハイヤールに駆け寄った。

　ハイヤールは食卓の横にあった。神殿から出すときに神官たちはかなり反対したが、ボラーの命令だということでなんとか納得させた。すでに、台車を取り付けていつでも携帯可能――にしては、かなりの大きさだが。

　マックスに言われて、アサフは久々にハイヤールを見つめた。魔力が激しく増えていた。

「これは……！　いつから？」

「分からない。今、視界に入って私も気づいたんだ」

　しばらくハイヤールと共に生活していたためか、魔力が増減しているかどうか、厳しく見なくなっていた。どこかで魔族たちの恐怖か、悲しみの感情が、それも急速に高まっている。

「スィン！　大臣たちを――」

　アサフの言葉を待たぬうちに、部屋に兵士が飛び込んできた。

「敵襲です！」

「！　人間か？」

「いえ、怪獣です……！　それも、見たことのない、異形の……！」










　アサフたちが駆けつけると、そこには隊列を組み、森に向かって武器を向けている魔族軍がいた。

「怪獣は？」

「消えました……！　ただ」

「ただ？」

　兵士たちの視線を追い、三人は言葉を失った。国境を越えてすぐの場所に、勇者軍の鎧が散らばっている。中には傷口を押えて血を吐く者もいた。マックスが駆け寄り、救護班を呼ぶ。

「我々の損害は？」

「ありません。怪獣は我々に見向きもせず」

「アサフ！　見ろ」

　ボラーが指したのは闇の中に垣間見えた青白い光だった。国境を越え、アサフとボラーはその色を確認した。勇者軍の鎧が、かじられ、中身の人間もないまま転がっていた。人間の村で見た物と同じ光だ。そして、ハイヤールの光とも。

「いよいよ犯人の登場ってわけだな」

「……お前たち、怪獣はどこに逃げた？」

「そこの、木陰へ。追った者もいたのですが、森に既に姿はなく」

「……手掛かりはまたかじりあとだけか」

　散らばっている証拠を一つ残らず回収するように命じ、アサフはボラーとマックスと共に森を探索した。だが、国境付近にあったような荒れようは見つからない。

　突如現れ、消えた。空を飛べる怪獣であるのだろうか。目撃した兵士たちに今一度特徴を尋ねる必要があると、アサフは考えを整理しながら作戦を立て始める。

　うつむきながら脳を働かせていると、視界の隅で光が見えた。あの光だ。

　アサフは慌ててそちらに駆け寄る。国境からほど近い、先ほど兵士があの影が去っていったと言った木の根元だった。掘り起こされたように土が耕され、その隙間からあの青白い光が見えた。

「俺が掘ってみる」

　ボラーはマックスが引いていたハイヤールまで行って、アクセスコードを唱えた。

　出現地点は操作できるようになったらしい。ほかにも、ドリルも使えるぜと、ボラーはこんな状況にも関わらず得意げに言う。

「いいから早く掘り起こせ」

『ったく、人使い荒えなあ。俺は魔王だぞ』

　バスターボラーのドリルが、機体を傾け、光を漏らす土に刺された。覆っていた土が掘り起こされるごとに、アサフの顔から血の気がみるみる引いて行った。

　土を掘った先にあったのは――青白い光。

『悪い、これ以上は無理！』

　ボラーの身体がハイヤールから飛び出した。小さくなったボラーの身体に比べると、開けられた穴はかなり大きいのが分かる。こんな暗い森の中にも関わらず、足元から放たれる光が、皮肉にもあたりを明るく照らしていた。

「穴んとこは空洞だ。光のとこまで掘ったら、吸い込まれるんじゃねえかってくらいぐいぐい引っ張ってきた」

「引力が、働いているのか――」

「んなかわいいもんじゃねえよ。全身ゾワッた」

　ボラーの口調はいつもの軽口だった。だが、その顔はいつもよりもうんと、硬い。血の気を失ったような顔で、ボラーはつぶやいた。

「地下全部、あいつらの巣だったら最悪」
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　一度マックスが勇者軍へ戻り、怪獣の巣が地下全体に広がっている可能性がある、と報告したことで、人間たちは以前にもまして魔族たちへの警戒を強めたそうだ。原因は、怪獣が一切魔族たちを襲わないことにあった。

　マックスも、それについては明確な答えができなかった。とにかく判断が早急すぎるとは伝えはした。それでも、王の血管は今にもはちきれんばかりだったと言う。

「ま、あのおっさんならそうだろうな」

　怪獣が飛び出してきた穴は、マックスとボラーが交代して埋めた。そこ以外にも掘れば同じような光が漏れてくるかもしれないと思ったが、ボラーの気が進まず、調査は進んでいなかった。

　アサフは穴のあった地区に、二人が来ない代わりに何度も足を運んだ。探査魔法の光は相変わらずハイヤールにしか伸びていなかった。だが、あの空間がハイヤールとつながっていたとして、怪獣が、グランツを食らって穴に引きずり込んだとしたら？　想像しただけで、アサフの胃がじわりとざわついてくる。

　グランツは自分を裏切った。それでも――彼はアサフの友だった。

　裏切った理由を聞かないままに、もう会えなくなってしまった。それが事実だとしても、受け入れられない。受け入れたくない。







　参謀室に防衛大臣をはじめとした武力部隊が集められた。

　大臣は誰も彼も、いつ襲ってくるか分からない勇者軍に気を取られているように見えた。結界周辺の護衛を増やせと、そればかりだ。アサフたちが注力しろというのは、怪獣の正体だと言うのに――彼らの心には、そんな余裕はもう残っていない。

「すまない……私が王に伝えるのが早急すぎたせいだ」マックスはこっそり、アサフに謝った。

「自分の国の民を守るためだ、君の判断は間違ってない」

「ちったあ柔軟になったなあ、ダメ王子」

「――だが、俺たちの状況がかんばしくないのは確かだ。だから、もう一度確認させてほしい。現段階で、マックス、君は、我々を疑っているのか？」

　マックスは少々、答えづらそうに口をつぐんだ。これから自分が話す言葉が、以前の自分であれば考えられないようなものだったからだ。

「いや……――。君たちの戸惑いぶりを、私は直接この目で見た」

　アサフは礼は言わなかった。当然だと、無言でうなずきながら座りなおす。

　ボラーが直接手を下したがらなかったので、アサフは森林調査隊に森の地殻を調べさせた。件の光は、ボラーが開けた穴の付近にはもう広がっていなかった。

　それどころか、ボラーが掘り当てた穴も、あれ以上には広がっていないそうだ。怪獣襲撃直後で空間がつながりやすかったのかもしれない。どちらにしても、ボラーが恐れた『地下すべてが怪獣の棲家である可能性』は潰すことができた。それは喜ばしいことであると同時に、アサフの胸にもやのかかった不安を生み出した。

「今回はたまたま地下から怪獣がやってきたことがわかった。だが、把握している出現地点は一つしかない。それだけで、怪獣が必ず地下から出現する、ということにはならない」

　「というと――？」防衛大臣が、青ざめたアサフの額よりもさらに青い顔で、身を乗り出した。

「樹、建築物、もしかしたら、生物の体内から現れる可能性だってあるってことだ」

　部屋中の大臣たちがざわつき、アサフがそれ以上言葉を続けることが難しくなった。

　アサフだって、そんな最悪の可能性は考えたくはない。だが、今の調査段階でわかるのは、そこまで、それだけだ。

　それでも大臣たちを責められないのは、アサフの青ざめた顔が証明している。恐れ――それだけ。

「ですが、怪獣は魔族を襲うことはないのでしょう？　それならば、この問題は人間に任せ、我々は撤退すべきではないでしょうか。人間たちを襲ってくれれば、我々の国としても御の字ではないですか」

「バーカ、今人間しか食ってなくたって、食い散らかしきったら俺らもどうなるか分かんねえだろ」

「ボラーの言うとおりだ。状況証拠の中では、怪獣が我々を襲わなかった理由は分からない。警戒を怠る理由はない」

　大臣たちはアサフの理論に納得したような、そうでないような、半々の感情を浮かべた。

「怪獣は――一体だけなのでしょうか」

「……分からない」

　悲鳴にも近いため息があちこちから漏れ出た。

「だがアサフ、怪獣の棲家が分からないとなると、我々に残されたのはあの穴だけだ。ボラーはあの穴は危険だと言うが、調査の価値はあるだろう」

「ああ……」

「俺は反対だね」

「お前がビビッてどうするんだ」

「ビビりもすんだろ！　あの穴はやべえって、言ってんだろ。あそこがあいつらの巣だってのも、アサフが勝手に言い出したことじゃねえか」

「……だがそれ以外にどんな手がある？　調査の価値はある」

「誰がするんだ？」

「え？」

「お前か？　それとも俺か？　調査隊か？」

「それはもちろん」

「調査隊。だよな、お前はいつでもあいつらを使って調べる」

「いつもというわけじゃ」

「危ねえときはそうだろ。俺に言わせりゃ、それも納得いかねえ。王子だったら……国を守るためだったら、誰があのやべえ穴に吸い込まれてもいいって言ってんのと一緒だろ」

「そんなこと――思ってない！」

「迷った、今迷ったよな？　……図星なんだよ、結局。目下の奴らにあぶねえ場所歩かせて、王子様は平和に暮らそうって魂胆なんだ！」

「ふざけるな！」

「んだよ文句あんのかよ!?」

「やめろ！」

　取っ組み合いそうになるボラーとアサフに向けて怒鳴ったのはマックスだ。

　彼が激しく机を叩いたことで、あちらこちらで杯が倒れる。

「……今は争っている場合ではないだろう。解決のために、何ができるか、話し合う時だ」

　二人は眉間にしわを寄せたまま、自分の席に座りなおした。

　仕切り直されたはずの議論だが、喧嘩腰の熱を受けて、しばし沈黙に包まれる。

「……すまない」

　アサフは机を見つめたまま、つぶやいた。ボラーも返したが、アサフには届かない、小さい声だった。

「……俺も、ムカついてたんだ」

「……？」

「作戦考えた。怪獣をぶっ潰すやつ」

「！　どういう作戦だ」

「人間全員をおとりにする」

　従者により注がれたばかりの杯がまた倒れた。今度もマックスが動いたためだ。

　眉間のしわを解き、ぼやくように語るボラーを、マックスは鋭いまなざしでにらみつけていた。

「……どういう意味だ」

「……どういう意味も何も、言葉のまんまだよ。人間たち一か所に集めて、森に立たせて、怪獣が出てくるのを待ち伏せする」

　再びマックスが机を叩いた。従者は再び杯を立て直そうとするが、二度手間だとアサフが止めた。

「先ほど君が言った言葉は嘘だと言うのか！」

「んだよ嘘って。んなんじゃねえよ。だから言うの嫌だったんだよ……」

「魔族の従者は救っても人間は救わないか？　心まで魔族の王になるのは構わない。だが私に協力しろと言うのなら、魔族さえという気持ちは捨ててもらいたい！」

　マックスらしくない、怒りをむき出しにした怒号がボラーを襲った。

　一同は口をはさむ勇気もなく、ただボラーをにらみつけるマックスが、ボラーを傷つけやしないかとはらはらしながら窺った。

「……分かってるよ。ただ、そのほうが一発で見つけられるかなって思っただけだよ。狙われるとこぶっ潰したほうが、俺らだってこんなに手間かけなくて済む。殺される奴だって、最小限で済むだろ」

「目的達成のためならば、命ひとつは惜しくないと言うことか？　どの口が言う……？　王としての誇りを忘れたのか！」

「俺は王様なんかじゃねえ！　代理だっつーの！　それに、襲われたのが俺らだったら、テメーの王様だって高みの見物するに決まってんだろ！」

　再びボラーの眉間に、深く皺が刻まれた。

「じゃあお前は、どうするってんだよ。アイディアもねえくせに、文句ばっか言ってんじゃねえよ！」

　この言葉はマックスに刺さったらしかった。彼は眉間にしわを寄せたまま、ゆっくり、再び席につく。ボラーをにらんだ目は、そのままで。

「仮にそんな案を上げたとして、我々の王はうなずかない」

「……だろうな」

　ボラーも席に着いた。

　アサフは、考えていた。両者の意見は、よくわかる。方法がそれしかなさそうなことも――分かっているから、マックスも歯がゆいのだ。

「……なら」

　アサフは久方ぶりに口を開いた。二人の言い合いの間黙っていたせいか、乾いた唇が、少し剥がれ鉄の味がする。

「なら、人間たちのことは魔族たちのすべてをかけて守ろう」

「！　アサフ様、それはつまり……」

「我々全員で人間を守るんだ」

　今度椅子から腰を上げたのは大臣たちだ。魔王であった父の後ろで、なんの信頼も築けなかった王子の言葉であるのも、彼らの反発を増幅させる。

「なりません。我々は人間たちにどれほど苦しめられて来たか――あなたならご存じのはずだ」

「我々も同じだ！」

　アサフは声を荒げた。そして、父がこれまでにも、ハイヤールの魔力を補填するために戦争を起こしてきたことを問い詰めた。大臣たちは魔族存続のためだと文句を言うが、ボラーの加勢でなんとか沈んだ。ボラーが言ったのだ、「アサフの言うとおりだよ」と。

「ですが、前魔王亡き今、我々に何ができましょう」

「あの怪獣を見て、ハイヤールの魔力は一気に増えたってアサフが言ってたよな。したら、人間を守ってる間だって皆ビビッて魔力はどんどん増えるってことだ。それなら、いつもよりももっと強い魔法が使えるんじゃねえの？」

「その通りだ。俺たちには魔法がある」

「こいつは出し惜しみするけどな」

「今はお前に加勢してやってるんだ！」

「へいへい、サンキューサンキュー」

　まったく……、と呆れるアサフの横で、マックスは少し、視線の鋭さを落としていた。

「ボラー。君の言い分は分かった。作戦についても、一度は飲み込もう。だが、どうやって我らが王に作戦を納得させる？」

「……王様がやるって言ったら、お前は手伝ってくれんの？」

「――約束しよう」

「おし、なら……」

　言いかけて、考えがまとまっていなかったのかボラーは椅子に深く座りなおし、結わった髪をくるくるとつまんで回した。一同の視線が、彼に集まる。

「俺がバスターボラーになって先に出撃するのはどう？　んで、俺が負けたらお前が出る。それなら俺らが人間をほっぽり出して逃げるってことはねえだろ？　ねえよな？」

　ボラーは大臣たちをにらんだ。

　大臣たちは小刻みにうなずいたが、その顔が青いのは、圧倒的に魔族を犠牲にする作戦になりかけているからだろう。

　先日王を亡くしたばかりの国なのだ。その恐ろしさは、身に染みて分かっている。それなのに目の前の魔王代理は、自ら、自分を殺すようなことを言ったのだ。

「……君がいなくなって、魔族たちが裏切ったら――私がバトルトラクトマックスになって彼らを一掃しても、構わないと言うことか？」

「まあそうなるな。それ聞いて、裏切れる奴はいねえと思うけど。それにお前にんなことはできねえよ。お前は、優しい奴だからな」

　マックスの口調が少しずつ穏やかになってきたのは、ボラーにも分かっていた。ボラーの口元に、少しずついつもの笑みが戻ってきていた。マックスも笑った――のだろう、あきれたようなため息が彼のマスクの中から漏れてきた。

「――分かった。私を信じてくれると言うのなら、私も、魔族たちを信じよう」

　マックスはボラーに握手を求め、手を差し出した。

　ボラーはその手を握り、どうだと言わんばかりに鼻の穴を開いて、アサフに言った。

「ほらな、疑わなけりゃ、疑われねえ」

　それは以前、自分に言ったことを指すのだろうと、アサフは思った。

　裏切りを恐れるのは、自分が裏切ったことがあるからだ――。ボラーはいつか、そう言った。

　言い返すことはできなかった。ボラーは自分の言動すべてで、その言葉を証明してみせてしまったのだから。
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　マックスが再び勇者軍に戻ったことで、久々に二人だけの夕食となった。

　客人がいないのならば適当でいいかと、アサフはボラーを部屋に招き、食事を作っていた。

　作戦決行の日は近い。少しでも力の付くものがいいだろうと、久々に肉を調理する。焼いたのは、グランツと出会った時にも戦った――ヤァスの肉だった。太陽が二つに割れる季節はまだ先で、今がちょうど旬とされていると、スィンが運んだものだ。

　ヤァスの肉は火に強く、なかなか火が通らない。待てと言うのに、ボラーは何度も何度も腹が減った、早くしろとアサフを急かした。

　いつもならいらだって言葉を返すところだが、アサフはそれほど、今日は熱を帯びていなかった。

　揺らめく炎を見つめていると、また父の瞳が思い浮かぶ。戦いに明け暮れ、厳しかった父――。腹の中が冷たくなるのに、なぜか、今日のアサフは怯えていなかった。

「――ボラー」

「んあ？」

「もし、負けたらどうする？」

　アサフは炎を見つめたまま尋ねた。

　ボラーは相変わらずベッドの上に寝ころんだまま、天井を見上げている。少し、間が開いた。

「したら、マックスがどうにかしてくれんだろ」

　投げやりな、吐き出すような声でボラーは答える。

「死ぬのは、怖くないのか」

「んなの怖えに決まってる」

　今度は間を開けずに言葉が跳ね返ってきた。

「ならどうして――お前は自分を犠牲にする？」

　ボラーは答えなかった。ヤァスの火の通りづらい肉が完全に皿の上に載せられても。

　いつものように、ボラーは食事をがっついていた。会話はない。アサフはしばらくボラーを窺っていたが、しびれを切らして、思わずカトラリーを置いた。

「どうしてお前は――話さない」

「……今、食ってんだろ」

「今のことだけじゃない。お前はいつも、俺に口出ししてくるくせに、自分のことは何も――語らないじゃないか。そんなことで……王が務まると思っているのか」

「なんでも王、王って、面倒くせえ」

「お前はこの国を愛していないからそんなことが言えるんだ！」

　再び沈黙だ。アサフの鼻息だけが、静かになった部屋に響く。

　ボラーは最後の一口を口に放り込み、自分が何かなんて分からないと言った。

　そこまで言われて、アサフはようやく思い出した。マックスとボラーは手を取った。それは、二人の境遇が似ていたからだ。自分が何のために生き、なんのためにここに来たのか――。生まれながらの王子であったアサフには理解しがたく、そして羨ましかったことだった。

　だがそれは羨望の的であると同時に、自分のことを語るすべがない、ということを指していた。

「……別に、嫌いじゃねえよ、この国は。みんなよくしてくれるしな。ただ……王様がどうとか、この国がどうとかいうことは分かんねえ。ただ――」

　ボラーはアサフから視線をそらして言った。

「死ぬのは嫌だけど、ビビッて何にもしねえのは、もっと嫌なんだよ」

　お前だってそうだろ、と、ボラーは顔を赤らめて言った。

　魔力が悲しみによって生まれるものだ――。それは、魔族たちが当たり前に受け入れてきたことだった。それでもアサフは、それを認めたくなかった。そんな力は、この国を幸せにはできない。そう思ったからアサフはもがき、そして、失敗してきた。王子であることを、誰にも認めてもらえなくても、ハイヤールの仕組みだけは、絶対に認めてこなかった。

　そういうものだと、理解したふりをして生きれば、どんなに楽だったか。そうすればもっと、魔法が身についたかもしれない。もっと、父に愛されたかもしれない。それでも――ずっとほしかったものが手に入るかもしれないとしても――アサフはハイヤールを憎み続けた。

「無視すんのはさ、その後どんだけ楽でも気分悪いだろ」

「……だからお前は、戦うのか」

「お前もだよ」

「！　……」

「お前だって、戦ってんだよ」

　だろ？　と笑いかけるボラーだったが、アサフは笑顔を返すことができずにいた。

　裏切らなければ、裏切られない。

　疑わなければ、疑われない。

　信じなければ、信じられない。

　ボラーは身をもってそれをアサフに見せてくれた。それでも、アサフは一つも、成し遂げられずにいたからだ。

　うまかったーと言って、ボラーが部屋を出ようとしていた。片付けまでアサフ任せなのには、不服だがもうアサフ自身も慣れてしまっていた。いつもならそのまま放って出ていかせるが、その日のアサフだけは違った。

「なあ」

「あ？　手伝えって言うんならお断りだぜ。俺は王様なんだ」

「都合のいい時だけ王ぶるな。それに――そんな用件じゃない」

　ボラーはドアにかけていた手をはずし、アサフのほうに向きなおった。

　アサフの瞳は、いつもよりもずっと長い前髪の下に隠されて、ボラーにはよく見えない。だがそれほど……言いづらいことを話すのだろうと、ボラーは急かさなかった。

「俺は――魔族を裏切った」

　アサフは順繰りに、グランツと出会い、人間文化を学んだところから説明を始めた。魔王が宣戦布告した際に、グランツに魔族が来ることを伝えた。

　アサフは何よりも戦争を憎んでいたが、それと同時に、父を恐れてもいた。いくらグランツが強い人間であっても、父と対たい峙じすれば破れかねないこともだ。だからアサフは――渡した。魔族一同の魔法を封じることができる、聖剣を。

　宮殿の地下深くに、その聖剣は封じられていた。魔族に罪人が出た時に、執行官が使うものだった。人間襲来に気を取られ、魔族同士が仲睦まじく暮らす国には必要ないものとして、地下には長らく足を踏み入れた形跡はなかった。だから、自分が聖剣を盗んでも、気づくものなど誰もいないだろうと、アサフは知っていた。そうして、アサフはグランツに、父のとどめを刺すためのそれを渡したのだ。

「グランツなら、俺を差別しなかったグランツなら――父の動きを止め、二度と戦争を起こすなと忠告してくれるはずだった。そういう約束だったんだ。でも……グランツは父を殺した」

「……」

「それはつまり、俺が父を殺したのと同じなんだ。国を守るはずの王子が、王を殺させ――すべてを失った。戦争が終わった朝のことをよく覚えてる。俺は父の遺体を前に、何も……涙さえも、流せなかった」

　アサフの話が終わったと思ったのか、ボラーは再びドアに手をかけた。

「何も言わないのか？」

「俺が言ってなんかなるわけ？」

「え？」

「それが何だって言ってんの」

「……お前が言ったんだ。裏切ったことがあるから、裏切られるのを恐れるって。俺は、魔族を裏切って、そして……」

「裏切るつもりじゃなかったんだろ。親父だって、殺すつもりじゃなかった」

「！　それは……」

「なら、ただ馬鹿だっただけじゃねえの。それしかやりかた分かんねえから、そうした。それだけだろ。それを俺がやいやい言ったら、マックスに人間を使わせろって言った俺はどうなんだよ」

「……」

「一緒だろ。俺たちは馬鹿なんだよ。馬鹿だから、やってみねえとどうなるかなんて分かんねえ」

「……魔族たちは、そうは思ってくれない」

「かもな。でも、そういうとき文句言う奴は、いざってときなんもしなかった奴らじゃねえか」

　もういいか、とボラーは尋ねた。

　淀みも、軽蔑もない瞳で、アサフを見つめた。

「オメーがつまんねえこと言うから、腹ん中ちょっと減っちまったじゃねえか。デザートだデザート。作れんだろ？」

　ボラーはてとてとと再びテーブルについて、カトラリーをガチャガチャと鳴らした。

　なんて品性のかけらもない奴だろう。先ほどまで、言うのもためらった言葉を発した後なのに、そんなボラーの能天気さを見て、アサフは思わず苦笑した。

「まったく、本当にうちの王は、馬鹿な奴だな」

「うるせえ。それに、代理だっつーの」

「さっきと言っていることが違う」

「あーやだやだ、足元すくって」

　アサフとボラーの他愛ない喧嘩の声が、廊下に漏れていた。

　アサフが寝る準備をしようとスィンがやってきたが、その部屋から漏れる声のあまりの弾みように、彼女はもう一度、退散するのであった。







◆







　森をさらに切り開き、ボラーたちは陣営を組んだ。

　マックスの説得により集められた全人間が、不安そうな顔で、魔族の兵士たちが取り囲む芝地に立ち尽くしている。人間をおとりとして怪獣をおびき寄せる陣営は、魔族国と同じく結界の張りやすい円形状に作られている。

　中心に据え置かれたハイヤールは、四方八方どこから怪獣が現れてもすぐに気が付けるように、少し高い位置に置かれた。マックスとボラーはその近くに立ち、アサフは魔族陣営の中でも、人間の王に近い場所に配置された。

　正直、魔法の自信がないアサフが人間の王を守る、というのはあまり心もとない気もしたが、マックス曰く、人間の王は地位を重んじる性質のようで、位の高いものは自動的に力もあるのだろうと思っているとのことだった。へたにアサフが王から離れたところにいれば、機嫌を損ねて人間を帰らせてしまうかもしれない。苦肉の策ではある。

　魔女たちが交代で防御壁を張った。魔族国の結界と同じく、厚く外からの衝撃に強いつくりになっている。内側からの攻撃には弱いため、この結界の中から出現すれば危険だ。そのため、神官を使って、地中にも半球型の結界を設けた。

「いつ件の怪獣は現れるんだ」

「……分かりません。ただ、人間を餌にしていること、出現地点が森に限られていることから、この陣営を崩さないことが、最も合理的な作戦かと思われます」

　釈然とはしないものの、アサフは王に礼儀を尽くした。今後、どのように魔族と人間の関係性が育まれていったとしても、きっと損にはならないと思ったからだ。本当ならすぐにでも王に殴りかかってひざまずかせたいが、脳内だけにとどめておいた。

　王が懸念した通り、怪獣はなかなか現れぬまま、時はたった。日は暮れ、森の闇に陣営をも吸い込まれそうだ。用意していた水や食料にも限界がある。その恐怖で、魔族たちの魔力は逆に強まっているものの、人間たちには限界が見えてきた。

　そうなれば、不満が漏れてくるのは当然だろう。人間たちは自分を取り囲む魔族たちに、罵詈ばり雑ぞう言ごんを浴びせ始めた。

　蛮族、詐欺師、自分たちを弱らせて一網打尽にするつもりだ、などだ。王がいさめよとアサフは彼を仰いだが、ついに王までもその口に乗り始めた。あきれてものも言えなくなる。

　王をじっとにらみつけていた、その時だった。背後から少し、ガラスの割れるような音がした。

　慌てて振り返り、アサフはやはり、と胸をざわつかせた。結界が弱まっているのだ。防御壁錬成は魔族たちの心を一つにし、発生される。だが、人間たちに責められ、魔族たちの心も砕けそうになっているのだ。無理もない。これまでさんざん虐げられてきた相手に、守ろうとする時までこんなことを言われようとは――。アサフだって、同じ気持ちだった。

　だが、アサフは王子であった。人間の王とは違う。誇り高き、魔族の王子として、アサフは声を張った。

「怯むなお前たち！　魔族の、ハイヤールの誇りを汚させるな！」

　声は響き渡ったが、人間たちの罵詈雑言はそれよりも大きな音で魔族たちの耳を襲った。防御壁はみるみるひび割れ、ひと蹴りすれば脆もろく崩れそうに見える。

「てめーらいい加減にしろ！」

「そうだ！　私たちの勝利のために、今は協力してくれ！」

　ボラーとマックスもアサフに加勢した。はっと気づいた幾人かの魔族が防御壁に気持ちを移し、ひびが修繕され始めた。

　これで――アサフは安堵した。

　だが、その安堵はそう長くはもたなかった。

　アサフの立つ正反対の方から、悲鳴が聞こえてきた。

「壁が破れたぞ！」

「防御壁を縮小しろ！　陣を動かせ！」

　泥をまとった巨大な影が、アサフたちの陣営すべてに影を落とした。月を背負ったその影から泥が少しずつ落ち、その頭部に光る刃にも見える角があらわになる。

　薄く開かれた口から、青白いような光が漏れ出でている――。影と、光。逆光にも関わらずその神々しさが、そこにいるすべてのものたちの恐怖を駆り立てる。

「……ば、バケモノ……！」

　そんな小さなつぶやきも、怪獣が発した叫び声で掻き消えた。耳をつんざくのではない。認識できないような音と、その波が、彼らを地面にめり込ませそうになる。

「私の子が……！　私の子がぁ！」

　人間の女が魔族の兵につかみかかられていた。彼女が怪獣をにらみつけ号泣しているところから、おそらく彼女の子どもはすでに怪獣に飲み込まれてしまったのだろう。アサフはぐっとこぶしを握り、魔女たちのうち二割に攻撃を申し付けた。

「ボラー！　出動しろ！」

「わーってらあ！　アクセスコード：バスターボラー！」

　ハイヤールから発せられるまばゆい青白い光で、怪獣も怯んで足を一歩だけ陣営から引いた。

　ちょうど、陣営と怪獣の間に出現したバスターボラーが、ハイヤール越しに逃げろと命じる。

　バスターボラーは突進する形で怪獣を奥の森へ森へと追いやろうとした。怪獣は思ったよりも、少しずつであるがバスターボラーに押されている。

　いける、そう思った。アサフはマックスと視線を合わせ、うなずきあう。

『こんちくしょ――――ぉ！』

　バスターボラーが助走をつけて、再び怪獣に突進、怪獣はよろめいて転倒した。

　少しだけ、陣営から歓喜の声が漏れる。

　バスターボラーは怪獣に乗り上げ、二つのドリルで腹を引き裂こうとした。勝利への確信――。一同はそれを、英雄を見るような眼で見つめていた。

　しかし、その羨望の目は、すぐに恐怖により閉じられた。

　怪獣の背後から、泥が再び舞い上がる。防御壁により陣営に泥はかぶらずとも、一同の腹の中に一斉に悪い予感が浮かんだ。

　防御壁を震わせ、泥を落とすと、そこには予想通りの絶望が広がっていた。

　怪獣が、５体に増えていたのだ――。

　なんとかドリルで突いた怪獣は動きを鈍らせていた。バスターボラーはすぐに怪獣から飛び降り、ほかの怪獣たちにも同じように突進する。

『くっそ、なんで弾があんのに撃てねえんだよ！』

「ボラー、背後から来るぞ！」

『おらぁっ！！』

　だが、突進して倒しても倒しても、土の中から次々と怪獣は現れた。月明かりの下、青白い光と怪獣の胸にある黄金色のコアが星のように煌く。

　防御壁の中は絶望の圧に食われそうになっていた。

「もう、助からない……」

　皮肉にも防御壁は厚くなり、バスターボラーが間に合わず防御壁に突進してきた怪獣は跳ね返された。

　怪獣が次々と現れたため、防御壁の周りは青白い光に包まれていた。バスターボラーはなんとかその穴を踏まぬよう、怪獣の腹の上を移動して回ったが、刹せつ那な――突如横から出現した怪獣の突進を受け、バスターボラーの身体はまっすぐに光の穴めがけて落ちていく。

「ボラー！」

『マックス、来てくれ！』

「アクセスコード：バトルトラクトマックス！」

　すぐにバトルトラクトマックスがバスターボラーを救い出そうとしたが、これもまた、怪獣の突進により阻まれた。

　バスターボラーが、光の穴に吸い込まれていくのを、アサフは見た。

　半分入った後、彼が以前言ったように、飲み込まれるように光はバスターボラーを引き込んだ。

「ボラァ―――ッ！」

　人間も、魔族もこの夜だけは同じ目をしていた。恐怖に潰され、瞳孔は縮みあがっていた。

　圧倒的な力と敗北。それを前に、すでに文句を言う余裕のある者さえ、いない。

　バトルトラクトマックスの戦いぶりも、バスターボラーのそれと変わらなかった。積んでいる大砲も、使い方が分からなければただの鉄の塊にしかすぎなかった。

　作戦は、失敗だったのだ――。

　アサフは思わず膝を突き、防衛大臣に腕を掴まれ引きずられた。蜘蛛の子を散らすように逃げていく人間たちの背中と、食われる人間たちの悲鳴、未だ残って戦い続ける魔族兵たち、そして、バトルトラクトマックスの駆動音が森に響いていた。

「誰かハイヤールを！」

「私が！」

　スィンがハイヤールを掴み、アサフの背後についてきた。

　この後、自分たちはどうなる？　あの怪獣は魔族を襲わない。だが、一か所に集めた人間たちを食らいつくしたら、今度は……。

　王子としての誇り？　俺に何ができる。俺は――無力だ。

　目頭が熱かった。にじんだ視界の中に、怪獣たちが現れた穴の光が、美しい絵画のように輝いていた。

　――俺たちは馬鹿なんだよ。馬鹿だから、どうなるか、やってみねえとわかんねえ。

　昨夜、そう言ってアサフに笑いかけた者がいた。彼の名はなんと言っただろうか？　彼は、自分にとってのなんだったのか？

　そうだ、王だ。自分の、アサフの、魔族たちの、新たな王だった。

　彼はいつも軽口を叩き、横柄な態度で、王としては品性に欠ける行動ばかりをしていた。

　それでも、彼は――いつも優しい奴だった。

　そして彼は、アサフの友だったのだ。

「ボラー……」

　そう再び口にして、アサフはようやく意識を戻した。

　大臣に引きずられ、足はすでにくず棒のように傷だらけだった。それでもアサフは、最後の力を振り絞って、止めてみせた。

「何をなさいます！　アサフ様！」

「俺は逃げない……！」

「王子がいなくなれば、魔族国はおしまいです！」

「嘘だ！」

「！」

「俺がいなくなったって……お前らはきっと、平気なんだ。俺は父とは違う。でも……あいつは、友達なんだ。俺の、たった一人の、友達なんだ！」

　アサフは走った。怪獣と、バトルトラクトマックスがぶつかり合う戦地へ。

　友を助けるために、非力な戦士が、森を駆け抜けた。

　だが、そんな弱い者が森を駆け抜けて何になろう。怪獣と対峙して、何ができよう。彼は弱かった。だから父に見捨てられた。だから、父なきあとも居場所を持たなかった。

「うわああああ！」

　アサフの目の前に、怪獣がまた一体、出現した。

　その瞳は黄金に輝き、頭の刃が、アサフに向かって伸びているようだった。

　脆弱な王子は、ただ、息を吸うことも忘れて、その刃の輝きを呆然と見上げた。

　この恐怖を覚えていた。この森の、この恐怖を覚えていた。

　あれは、かつて自分が裏切らせた友との出会いの日だった。彼は強かった。そして彼は、自分を守り、笑いかけたのだ。

　だが今、彼の前に、友は――どこにもいなかった。







９　覚・悟







　ナギサは誰に見られるかも気にせずに、ウミの衣装のままで帰って来た。化粧はすっかり取れ、服だけはウミの自分が鏡に映って、涙をボロボロ流していた。

　怪獣はスカイヴィッターを食らった後、現れたらしき事務局小屋にのろのろと戻って消えた。

　報道陣がその小屋の映像を撮影していたけれど、怪獣はどこに消えたのか、そこにはただ、このままでも使えそうな祭りの運営スタッフたちの備品が置かれているだけだった。

　怪獣にわしづかみにされていた男性スタッフは、未だに行方不明。けが人も多数出ていた。一部の人は祭りの余興だろうと言い、またその不謹慎さを批判した。

　通知音がひっきりなしに届いて、充電してもすぐに電源が切れる。だから、久々に封印することにした。それをしたのは、もっちたちに仲間外れにされて以来のことだった。

　ナギサは布団にくるまっていた。頭からつま先まですべて包んで、丸二日が経とうとしている。

　鏡は全く反応しない。ヴィットの姿も見えない。

　行方不明者が出たのは、またウミに関連した人間だった。これまでのライブに足を運んだ人が、行方不明者の中には多くいる。この祭りには、急きゅう遽きょウミが参加することになって動員が伸びた――。これはウミの策略で、実は彼女が一連の事件の黒幕なのではないか。

　そんな憶測が、ネットに浮上した。それからウミのＳＮＳには多くの嫌がらせコメントが寄せられていた。呪われたアイドル、失踪した人々は、ウミのファンとして洗脳されている、実はサイコパスで、ファンを囲って怪獣に襲わせていた――など。どれも根拠も何もなく、ただ笑いの種として消費されるような攻撃。

　商売敵のアイドルたちは、この炎上を機に名を上げようと、こぞってウミを批判する動画をＳＮＳにアップロードし、『こんな裏切り行為を許しません』と、ウミのファンたちに訴えた。戦略は見事に当たり、ウミのフォロワーは激減。予定されていたライブも次々とキャンセルとなり、ただでさえ少なくなっていたファンも、まったく姿を見せなくなった。

　唯一――宇田川だけは、誹ひ謗ぼう中傷コメントの中で抵抗の色を見せてくれてはいる。だが、それも火事にじょうろで対抗するようなものだ。彼が個人攻撃されることを恐れ、ウミは初めて、彼に直接コメントを送った。

《私は大丈夫です。かばってくれてありがとう。でも、これ以上はしないでください。宇田川さんに迷惑をかけたくありません。本当にありがとうございました》

　打った後、自分が全く涙を流していないことに気づいた。悲しくないわけじゃない――もう体に、何も残っていなかった。

　こんなの気にするな……そう自分に言い聞かせていたが、日夜浴びせられる誹謗中傷は、確かにナギサの心を削り壊していった。腹を満たしに、コンビニに買い物に行くこともできない。

　もし、ウミの衣装の人間がこの家に入ったことを見られていたとしたら――外に出て、すぐに誰かが攻撃してくるかもしれない。それが……たまらなく怖かった。

　眠ることもできなかった。目を閉じれば、あの怪獣の咆哮が外から響いてくるように思えて、何度も何度も飛び起きた。背中がまだ濡れている気がして、あの時の怪獣の鼻息が、ずっと自分を狙っている気がして。

　ナギサはぎゅっと体をこわばらせて、ただ、布団の裏側をじっと見つめて過ごした。

　ライブも、調査も、どうだっていい――……。私たちは、負けたんだ。










　金を稼がなければ、生活に支障が生まれる。

　最初に支障が出たのは、家賃だった。

　それまでゆうこくらいしか押したことのなかったチャイムを押したのは、宇田川だった。

　ウミがこの家に住んでいるのがばれるのはまずい――。そう思ったが、かといって追い返して、あとで振り込むだけの金もなかった。対応、するしかない。

　ナギサは少し待っていてほしいとインターホン越しに伝え、顔を洗って、玄関を開けた。

「どうも、すみません……家賃の振り込みがまだみたいでして」

「ごめんなさ……いや、すみません」

「いや、こちらこそすみません、急に押しかけたりして。携帯電話のほうが通じなかったもので、すみません」

「いえほんと……すみません、携帯、ずっとつけてなくて」

　何度も、すみませんと交わし合う。

　ウミの姿ではないナギサには、宇田川はこんなにも内気な様子なのか、とぼんやりと思った。

「その……実は、お金がなくて。怪獣出てから怖くて……出れなくて」

「ああ、あの事件は、驚きましたね……。引っ越されると言う方も多くて」

「ああ……その……工面しますので」

「はい、でも、事情はこちらもよく存じておりますので……分割でも、お支払いのご意志が見られれば、すぐに退去とはなりませんので……すみません」

「いえ……すみません」

　宇田川は、誓約書をナギサに渡した。

　分割してでも家賃を支払う、という意思表示書だ。

　簡単なサインとハンコでいい、と言われたので、ナギサは玄関で対応し、宇田川にまた、「すみません」と言って返した。

　差し出した腕の細さに、宇田川はぎょっとした。

「その……大丈夫ですか？　だいぶ、やつれておられるようですが」

「あ……――」

　ナギサは遅れて手で急いで輪郭を隠した。

　指摘してはいけなかったか、と宇田川はまた「すみません」と言葉を加えた。

「その……お金は、払いますので」

「あ、はい」

　ナギサは宇田川が一歩下がったのを認めて、玄関を閉じた。

　指摘されるほど、今の自分はみじめなのか――。

　悔しさにこぶしを握りたかったが、今のナギサに、そんな力は残っていなかった。

　頭がぐらぐらする。悔しさからだろうか。また寝てしまおう。玄関まで歩いたのも久々で、体はすっかり重かった。疲れた……。

　一歩、足を踏み出そうとした、その瞬間だった。

　ガツンと言う音と共に、いつしか目線が低くなっているのが分かった。

　まず、冷たい床を感じ、次に熱い痛みを感じた。

　転んだ――？

　身体が全く動かない。

　玄関の外から、ドアを激しく叩く音がする。反応はできるけど、動けない。

　あ、死ぬかも……。ナギサは咄嗟に、そう思った。頬を流れる熱い涙が、ただ、玄関のタイルに向かって、ぼたぼたと落ちた。










　いつもいつも、こうだ――。

　ナギサはいつもの天井を見上げて、脱力した。

　ナギサが起きたのに気づいた宇田川は、慌てて腰かけていた椅子から立ち上がった。

　かがんで自分を見下ろす、いつもなら逆の目線の彼に――少々戸惑う。

「その、どう？　ごはん、おなかに優しそうなの買ってきたけど……」

　おずおずとコンビニの袋を漁りながら、いくつもいくつも宇田川は、お店でも開くように食料を並べた。起き上がる力もないナギサは、横目でそれを見つつも、少しほほえましく思う。

　胸が優しく温かくなったのは久々で、思わず、瞼が震えた。

　涙が出ない――水が、体に圧倒的に足りない。

　固形物を食べるのは怖くて、ナギサは宇田川が買ってきた飲料水を、一口ずつ、体にしみこませるように飲んだ。

　身体に水が入ると、今度は寒くなって来た。汗が出なくて体温調節ができなかったため、体に熱がたまっていたのだ。汗がつつと流れ、体に感覚が取り戻されていく。

「その……同居している人は、今どこに？」

「え」

「いや、お隣さんがね、二人で暮らしてるって言ってたから」

「あー……」

　何と言ったらいいのか、ナギサは口をもごもごさせた。怪しい人間を入れていると言えばそうだ。近所の人は、スカイヴィッターが急に現れたのにも戸惑っただろう。

　どう弁明しよう――。

　ナギサが宇田川を見れないままでいると、彼は椅子に座りなおして、口火を切った。

「ヴィットくん、なんだよね？」

「!?　……」

　うつむいたまま、ナギサは目を見開いた。

　何故、急にその名前を……。

　恐る恐る首を宇田川に向けると、苦笑した顔が、そこにはあった。

「ごめん……僕が前にあげたプレゼントが全部、置いてあったから――」

　宇田川は、部屋の隅に置かれた棚を指さした。

　ぬいぐるみやアクセサリー、置物……ファンから送られたこまごましたものは、全部そこに飾っていた。宇田川のものは一番多い。一番最初のライブでは、花を――うれしくて、ドライフラワーにした。それからも毎回、必ず宇田川は何かプレゼントを持ってきて、がんばってねと声をかけてくれた。

「全部……ほんとに、全部……取っておいてくれたんだね」

　本来なら、身元がばれてしまったことを、焦らなくてはいけないのだろう。

　でも、その棚を見て泣いて喜び、ナギサとも一定の距離を保ち続けて座る彼を、ナギサは邪険に扱いたくなかった。

「……はい。宇田川さんは私の……心の支えでいてくれたから」

「連絡しないでって、コメント返ってきて……辛かった。こんなになるまで、ずっと、一人ぼっちにさせて……ごめんね」

　友人や、恋人や、家族なら、きっとこういう時に抱擁を交わすだろう。

　でも、アイドルとファンである奇妙な関係の二人は、ただ、一定の距離を保ったまま、「すみません」ではなく、今度は「ありがとう」の言葉が、何度も何度も、行きかった。
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　宇田川はあの日以来、家には上がってこなかった。

　その代わり――ナギサの姿で、不動産屋でのアルバイトをさせてもらうことになった。

　ライブは一切休んでいた。今頼れるのは、宇田川しかいなかった。

「ナギサちゃん、次、さっき来たお客さんの分の書類、まとめておいてくれる？」

「はい」

　部屋に閉じこもっている時と比べて、せわしなく仕事をしている時のほうが、流れる時間が早くて救われた。

　宇田川には、例の怪獣騒ぎでヴィットが犠牲になった話をした。

　それ以上事件に近づかないほうが身のためだと言われ――確かにそうだと思った。

　あの怪獣に対して、ナギサができることなど何もない。できるのは、ただ、自分自身が生きるために、こうして金をコツコツと稼ぐことだけだ。

「それにしても……皮肉だよね。事件がなかったら、その……こんな風に一緒にお仕事できるなんて、思わなかった」

「……」

「ご、ごめん」

「いえ……！　ご迷惑おかけしどおしてすみません」

「そんなことないよ。僕は、君に元気でいてほしいし……。とにかく、元気で」

　宇田川はそう言って、ナギサに優しく笑いかけてくれた。

　ウミとは全く異なる装いでも、宇田川は態度を変えたりはしない。もちろん、自分がウミだと知らないときはよそよそしかったが、今は一上司であり、良き友人でいてくれる。

　だからこそ……ネット上で相変わらず物議をかもしている話題に、宇田川は切り込んできた。

「やっぱり、誤解は解くべきだと思うよ。その……ウミちゃんのファンになると、怪獣に襲われる、みたいな……。ウミちゃんが悪いわけじゃないのに、今のままはおかしいよ」

「店長、その……」

「あっ、ごめん、ナギサちゃんが、悪いわけじゃない」

「……それも、そうなんですけど――」

　身体が快方に向かえば向かうほど、そんなことは、どうでもよくなっていた。

　ウミなんかにならなくても、ナギサは過ごせる場所を得た。口に出すのは照れ臭いけど、今、ナギサにとってウミのアイドルとしての立場は、それほど重要じゃない。

　それより、もっと気にかかるのは――。

「……ヴィット君のこと？」

「！　……はい」

「そっか――」

　宇田川は眉間にしわを寄せた。

　スカイヴィッターの話はしていない。ただ、怪獣にヴィットがやられたと聞いたため、宇田川は今の一言で、その光景を想像してしまったのかもしれない。

「すみません」

「え？　いや、どうしてよ。……優しいなって、思っただけだよ。ナギサちゃんが」

　宇田川はそう言って、また、笑いかけた。今度は口元だけだった。

　その笑顔が、まるで吹いては飛んでいきそうで、ナギサの胸は思わず、ざわついた。

　ヴィットも、目だけで笑う人だった。

　それでも、信じられない人ではなかった。態度はいつもナギサをいらだたせていたけれど、町を、人を、自分の使命――ナギサにはわからないものまで守るために、彼は命を賭して戦っていた。

　ナギサは……ただ彼に文句を言っていただけだ。邪魔者にしただけだ。

　彼が最後に自分に触れた感触をたまに思い出す。髪飾りを直し、笑いかけた、あの時の表情を。あの時だって、出会った時だって、過ごした時間だって、いつだって――ナギサは、はやく彼を厄介払いしたいと意固地になっていた。

　なのに――彼が目の前で飲み込まれて、ナギサは絶望した。涙も出なくなるほど悲しんだ。

　理由なんか分からない。邪魔だったはずの彼が、彼の一つ一つの言動が、もしかしたら優しい人だったのかもと、そんな彼が、ただやられるのを見ているだけだったのかと、ナギサの中に一気に、彼についての後悔が押し寄せた。

　ヴィットがいなくなってから、鏡は光を反射しても、青白い光を見せてくれなくなった。

　ただ、朝日だけ、ヴィットの部屋は廊下に伸ばした。

　ナギサはその前を通る度、吐き気を催すほど、辛かった。

　宇田川不動産に、客は来なかった。今日はもう、予約もなかった。

　宇田川がナギサに差し出したお茶が、ゆっくりと湯気を立てて、彼女を見上げている。湯気が目にしみて、ナギサの目はうるんだ。

「……やさしくなんか、ないです」

「？」

「私は……汚い人間なんです」










　ナギサがもっちたちから離れる、少し前までの話だ。

　そのグループにはもっと、沢山の女の子がいた。正しくは、入れ替わりをしていた。

　ナギサともっちだけは、ずっと変わらなかったが、それまでに何人もがそのグループを出たり、入ったりしていた。

　もっちと一緒に過ごすようになったきっかけは、ただ単純に席が近かっただけだったか、今思い出そうとしても、判然としない。初めて手を取り合った二人として、少しずつ、その輪は広がっていった。

　もっちはいわゆる――目立つ存在だった。

　彼女が一言何か言うだけで、周りの人間は彼女にそろって賛同した。彼女がいいといえば、みんながそれを好きになろうと努力したし、彼女が嫌いだと言えば、皆でそれを避けた。

　確か最初から、ナギサも、彼女に取り入ろうと、彼女の持ち物や容姿を褒めていた。

　異変が起こり始めたのは、集まる人間が、四人を超えたあたりだった。

「あいつ、最近調子乗ってない？」

　発端はもっちのつぶやきだった。彼女からすれば、何気ない一言だったのかもしれない。ただ、彼女に嫌われたくない一心で努力していた他の二人からすると、それは、追放命令のように聞こえた。

　まず、一人が彼女を無視し始めた。ナギサは慌てて、それに倣った。

　突然つまはじきにされた少女は戸惑いながら、あの日のナギサのように、一生懸命ナギサたちに取り入ろうともがきはじめた。

　でも、何をしても少女は無視された。一度やったことを破れば、今度は自分に反感の目が向くかもしれない。手を出してからは、もうナギサも引き返せなくなった。

　だんだん、彼女に対する罪悪感がなくなった。自分を守るためにしていることだ、彼女がそもそも悪かったんだと、心の中で正当性を求めるうちに、自分が悪いことをしている感覚は薄れていった。こうしている限り、自分の地位は安泰だ。ナギサは本気でそう思っていた。

　それから、少女が困ったような顔をしていると――滑稽に思うようになった。

「いい加減にしてよ。うちらがあんたといたくないって、どうして気づかないわけ？」

　確かにナギサは、そう彼女に言い捨てた。

　横目でもっちが、どんな顔をしているのか注意深くチェックしていた。彼女の表情は、それまでナギサたちといたころと変わらなかった。それが――行為の正しさを証明しているようで、ナギサはさらに調子に乗って、ただ立ち尽くす少女に言葉をつづけた。

「日本語、通じないの？」

　もっちが、少し笑った。それで確信した。やっぱり、私は間違っていないんだと。

　それから、グループに少女は近寄らなくなった。共通の敵がいなくなったことで、今度の矛先はまた外に向かった。目立たない子、声が大きい子、すぐに仕切ろうとする子――。誰かを批判して自分たちの立場を持ち上げるたび、ヒーローにでもなったような気持ちになった。

　自分たちが一番、そのほかの人間は劣っていて、かわいそう。

　そう断言することで、ナギサは本気で、自分たちの絆きずなが強まったような気がした。

　だが、繰り返すうちに、グループ内の温度がまた冷えていくのを感じた。

　ナギサは焦った。もし、今度自分が『処刑者』として選ばれたら。想像するだけでも、恐ろしかった。カーストの上位から落ちた人間が行く先は、最下層だ。中間層に甘んじさせることなど許さない。自分たちが、そうだった。

　だからナギサは、決めたのだ。自分以外の人間を、『生贄いけにえ』に捧げることを――。










「何回も、何回も、そうやって誰かをいじめてました。そっち側にいれば、自分だけは平気だって安心できたから……」

　宇田川は、真剣な面持ちでナギサを見つめていた。

　相あい槌づちを打ちながら、どんどん眉間の皺が濃くなっていくのが見えていた。

　無理もない。自分が必死で応援していた少女が、そんな人間だったなんて知れば、誰だって嫌な気持ちになる。回り回って自分が被害者になり、傷ついたなんて言ったって、誰が同情するだろう。

　ナギサはまた、「すみません」と小さくつぶやいてうつむいた。

「それは――いけないことだと、思う」

「……」

「でも……そうしてなかったら、やられてたかも」

「結局はやられましたけど」

「うん……でも……」

「だから」

「？」

「もっちがいなくなったって聞いて私……ホッとしたんです。ああこれでもう、怖がらなくていいんだって。そのまま、帰ってこないでって。でも――」

　目を閉じていつも浮かぶのは、スカイヴィッターが怪獣に丸のみにされた姿だ。

　一人だったナギサの前に現れ、自分のことはいつもぼやかし、何を考えているのか、分からせてくれない彼が――。

「私……ずるいから……」

「……」

「ヴィットだけは、戻ってきてほしいって……そうやって都合よく考えちゃう……。汚いよ。すごく……汚い、奴なんです……」
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　宇田川になんとか分割で家賃を払った。先月分までで、今月はやっぱり苦しい。

　そこで提案されたのは、もう少し小さな部屋に引っ越すことだった。もともと、目標にしていたライブ会場から近いと言う理由で住んでいたから、今のナギサに、あの広すぎる家は不要だった。

　紹介されたのは、周囲に一度も、失踪者が出ていない地区のアパート。宇田川が最大の心配りをしてくれたのだ。

　自分の分の荷物をまとめて、新しい部屋に持っていく分は準備ができた。手付かずなのは、ヴィットに貸していた部屋だけだ。放置するわけにもいかない。ナギサは久方ぶりに、彼の部屋に足を踏み入れた。

　たまった埃が太陽光に反射して、空気中がキラキラと光っていた。

　そこにある大きなものは、ベッドだけ。

　それは業者に頼むとして、こまごまとしたものを、ナギサは用意した段ボールに詰めていく。着替えに、歯ブラシ、そのくらいのもの。ヴィットは必要以上のものを持とうとしなかった。いつかこの部屋から去ることを、分かっていたからかもしれない。その作業は予想以上に早く終わり、ナギサは残った鏡を見つめた。

　スカイヴィッターになるための、鏡。今はただの、鏡。失踪事件の手掛かり。怪獣騒ぎの時、ナギサが必死に守ったもの――。

　何度か段ボールに入れようとしたけれど、どうしても、そこに入れたらもう、彼が帰ってくる手段がなくなってしまう気がして、できない。

　ナギサは鏡を元に戻して、ため息を吐いた。

　ベッドのシーツやかけものを畳んだ。彼が自分で買ってきたものだ。それも段ボールに詰めてしまうと、もともと味気なかった部屋が、余計がらんどうに見えた。

　そこでようやく――ナギサは、あるものだけが見当たらないことに気が付いた。

　ヴィットが持っていた、スマートフォン。

　新しいものは、ヴィットが確かに使っていた。

　だがナギサがおかしいと思ったのは、使えなくなったと言っていたものが、部屋にない、ということだ。使えないのに、なぜ、彼は持ち歩いていたのだろうか？

　彼の新しい携帯の番号は、前に使っていたものと同じだと言っていた。新しいほうの連絡先は、仕事をするために教えてもらった。

　ナギサの心臓が、どくりと跳ねた。

　怪獣に、スカイヴィッターは食われた。あの怪獣が、生き物であるなら――スカイヴィッターはとっくに消化されて、この世にはいないだろう。

　でも、あんな生物、聞いたことがない。ネットのニュースでも、あの怪獣は未確認生物だと言われ、確か学物名称がつけられていた。

　未確認生物・ジャムダン。

　もしあれが、誰かが作ったものならば、生き物のように、ただスカイヴィッターを食べただけではないかもしれない。怪獣さえも現れる現状、何が起こったって、もうナギサは驚かない。

　唯一の手掛かりは、彼のスマートフォン。

　ナギサは急いで部屋からスマートフォンを取ってきて、彼の電話番号を呼び起こした。

　祈るようなポーズで、ナギサは発信ボタンを押す。

　しばらく、コール音が響いた。もし携帯が壊れていたら、すぐにアナウンスが出るはずだ。ナギサは一つ、勇気を勝ち得る。だがコール音は鳴り続け、一音ごとに、ナギサの勇気を削り取っていく。

「……お願い」

　ナギサは祈った。

「お願い……。出なさいよ……馬鹿ヴィット！」

『馬鹿ヴィットはひどくない？』

　その飄々とした声に、ナギサは思わず体を硬直させた。

　真っ逆さまに落ちたスマートフォンが、部屋中に音をとどろかせる。

『うるさっ……どうしたの？』

「どっ……、どうしたのじゃない！」

　身体の力がみるみる抜けて、ナギサは思わずへたり込んだ。

「なんで……連絡しないのよ……」

『電話かけられるのなんて、知らなかったから』

「それじゃあ携帯の意味ないでしょ!?」

　久々の言い合いだ。こんな掛け合い、ヴィット以外に、したことはなかった。

　胸の中が、じわじわと熱くなる。彼がまだ生きていることが、これほど、うれしいなんて。かつてのナギサなら考えられなかった。

「生きてんなら……さっさと帰ってきなさいよ、馬鹿！」

　壁にかけなおした鏡が、再び輝きだした。
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　怪獣の腹の中は青白い空間になっていて、それまで飲み込まれたものたちが浮遊していた。

　いくら経っても、外の空間のように時間制限はやってこず、どこまで飛んでも、端はなかった。

　気を抜くと、真っ逆さまに落ちていくような感覚に襲われて、ヴィットは、体勢を維持するのにずっと神経をとがらせていたそうだ。

　ひとしきり説明し終わると、ヴィットは久々のお茶だ～と、勝手にナギサがまとめた段ボールを開けて、茶を淹れくつろぎ始めた。

　ヴィットがいじっているのは、彼が最初に持ってきたスマートフォンだ。どうやらその空間にいる間に電源が復活し、ナギサの電話を取ったのもこの端末だったらしい。










『ちょっと、やってみてほしいことがあるんだけど』

　ひとしきり言い合いが終わった後、電話越しでヴィットはいくつかの単語をナギサに伝えた。

『そのコード、ちょっといろいろ打ってみてくれないかな？』

「打つって……どうやって？」

『さあ？』

「さあって、何よ！」

『電源切れちゃう』

　ナギサは急いでスマートフォンをスピーカーモードに変えた。

　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続で鏡に接続できないか試したが、当然鏡なんかに反応するはずはない。

　コードを声で言ってみても、反応はない。

「ねえ、これ、何の意味があるの？」

『それがあれば帰れるかも』

　なら、早くやらないとダメじゃないか……。

　お札のように紙に書いて鏡に貼っても、反応はない。

　そして試しに――指で、鏡に直接その言葉をなぞってみた。

『わあ、なんか出た』

「はっ!?」

『いいね、他のもやって』

　ナギサは戸惑いながら、コードを一つずつ鏡に書いてみる。

　ようやく七つ目。鏡が青白く光りだす。

　久々の光に目を思い切りつぶったナギサは、鏡に映った、ヴィットを見つけた。彼女の背後に立ち、いつもの気持ちの読めない笑顔で彼は――帰って来たのだ。

　ナギサは、彼の胸に向かって、振り返る勢いを一杯乗せてパンチした。片付けたベッドに、彼はそのまま転がった。

「い、痛いんですけど」

「馬鹿！　馬鹿ヴィット……」

　彼は泣きじゃくるナギサを見上げながら、ちょっと驚いた顔をした後、また笑って、「ただいま」とつぶやいた。

　ひとしきり泣いて、落ち着いたナギサは、彼がにやにやと自分を見つめていることに気づいて、急に恥ずかしくなってしまった。

「あ、あんたのせいで働けないから……家賃払えなくて、追い出されることになったの！　これまでのつけ、返しなさいよ！　馬鹿！」

　元気いっぱいの彼女の照れ隠しに、ヴィットはただ、「考えとくよ」と答えた。

「でも俺も、自分の仕事に戻らなきゃ――」

　彼は最初からそれを知っていたみたいに、すくっと立ち上がって、ネクタイを締めた。










　そうして、今――。引っ越すのをやめた住み慣れた家で、彼らは久しぶりに、夕食を食べていた。

「仕事って詐欺師とか？」

「すごい人聞き悪いんですけど」

「だってそういうの上手そうだし」

「もっといいこと」

「……？」

「どっちにしてもこっちを解決してからだけどね」

「解決って……失踪事件、まだ調べるの？」

「戻り方は分かったし」

「また食べられる気？」

「できれば嫌だけど、どっちにしろ、あれを放置したらナギサだって困るでしょ」

　最後の一口を口に放り込んで、ヴィットは口元を拭った。

「次はナギサにもっと協力してもらわなきゃいけないね」

「？」

「コード、試したでしょ。あれで攻撃とかできるんだよ」

「できるんだよって……なら最初から教えときなさいよ」

「あそこに行ってから思い出したから」

「？　それ、どういう」

「さあ？」

「さっきから、さあさあってねえ……」

「問題はどうやってまた出てきてもらうかだよねえ」

　ヴィットは皿を下げて、すぐに冷蔵庫を無遠慮に開けた。

「あ、いちごプリン、一個しか買ってない」

「急に帰ってくるからでしょ！」

「久々だし、俺が食べていい？」

「だめ」

「まだナギサご飯食べてるじゃん」

　同意を求めたくせに、ヴィットはどんどんプリンを食べ進めた。
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　ウミが関わっているところに、ジャムダンは現れる。

　まるで犯人かのように扱われている状況を見て、ヴィットは「皆想像力豊かだねえ」と他人ごとのように言った。

　それでも、事実には違いない。ウミ――正しくはナギサに近い場所で、失踪事件は頻発している。認めたくはないが、ナギサは、それがうまく使えないかと考えた。

「ジャムダンの口から出てるものが飛び散った場所は、青白く光るの。多分、いなくなった人たちの家具についてたのはそれ。つまり――怪獣は、建物の中から出てくる」

「たしかにお祭りの時も、事務所から出てきてたね」

「でも、誰を襲ってくるか分からない、だから――……」

　次の言葉を口にするのは、ためらわれた。できれば避けたい選択肢だったからだ。

「……もう一回、町のみんなを集める」

　怪獣襲来の日以降、用事がなければ住民は町を出歩かなくなっていた。

　引きこもりがちの彼らを一か所に集めるには、それ相応のことがなければいけないだろう。

「だから、皆が知りたいことを、発表する場所を作る」

「？」

　ウミが、失踪事件の真実を語る。

　真実なんか、知るわけがない。でも今、犯人かもしれないと疑われている人間が、何かを告白すると言えば――注目が集まる。しかも、オフラインイベントにして、そこでしか情報は言わないと告知すれば、なおさら人は引き付けられる。

「それ、結構危ないやつなんじゃない？」

「わかってる。でも……そうでもしなきゃ、皆を集められない」

「おとりに使ったって分かったら、もっと、いろいろ言われるよ」

「……」

　引きこもって、ネットで誹謗中傷されて、ナギサは気力を奪われた。今度は直接、自分に攻撃を受けるかもしれない。それは、少し想像すれば分かった。

「でもそうしなきゃ、怪獣は倒せない」

　ナギサはまっすぐ、ヴィットを見つめた。

「あんたが、守ってくれればいいでしょ」

「あ、俺か」

　間の抜けた声をあげ、ヴィットは笑ってみせた。







10　捜・索







　会議室は魔王代理を失った国を今後どう動かしていくかで戦々恐々としていた。

　勇者軍をおとりに使った作戦を実行したことが、今になって災いした。責任者を失った今、人間たちの怒りを引き受ける者はいなかった。マックスが何とか勇者軍の怒りをいさめてはいるが、時間の問題だと大臣たちは青ざめている。

「お前たちだって一度はボラーに賛同して作戦を実行した！　なのに、負ければ手のひらを返すのか!?」

　初めてかもしれない。アサフが大臣たちにこれほど声を荒げてみせたのは。アサフ自身も戸惑っていた。この国はすでに、ボラーなしではどうともならないほどに弱り切っていた。

「あいつが必要なら文句ばかり垂れるんじゃなくて、助け出す手段を探れ！　お前たちは自分の保身ばかりだ。魔族として、俺はお前たちを恥じる」

　そこまで言って、ようやくアサフの言勢は収まった。わざと彼らに突き付けるようにため息をついて、アサフは会議室を後にした。

　今のままではそう時も待たず勇者軍に魔族軍は潰されるだろう。そのためには心を揃える必要がある。なのに――アサフにはどうもできない。それが余計に彼をいらだたせた。

　廊下を歩いていると、青ざめた顔のマックスが壁にもたれているのに気づく。アサフを待っていたように、彼もアサフを見て壁から重心を下げた。

「状況は？」

「いいとは言えない」

「だろうな」

「ハイヤールを確認してもいいか？」

「かまわない。状況がよくなるならなんだってする」

「……すまない」

「マックスのせいじゃない。ボラーのせいでも」

「バスターボラー状態ではハイヤールから会話が可能だった。今もそれが可能かもしれないと」

「調査を頼む」

　マックスはアサフに少し頭を下げ、神殿へと歩いて行った。どこか、心に薄い壁があるように感じるのは、これまでボラーを媒介として彼と接してきたからだ。せっかく結べたと思った協力関係でさえ、ボラーがいなければこうも脆弱だ。

　怪獣はボラーが落とされた光の穴へと帰っていった。地上で怪獣に飲み込まれていたわけではない。あの巣の中でもしバスターボラーが駆動できれば、彼はなんとかその中を駆けずり回って生き延びている可能性だってある。

　アサフはそう、自分の部屋に従えるスィンに向かって語った。ボラーがいなくなり、彼女もアサフの元に戻って来たのだ。

「――大変、申し上げづらいのですが」

「なんだ」

「……その、ボラー様もマックス様も、あのお姿からいつものお姿に戻られる際は、ハイヤールを通して帰還されたと、以前アサフ様はおっしゃっていました。あのお姿でいられる時間は、それほど長くない……そうなると」

「分かってる！」

　またしても、アサフは言葉を荒げた。スィンにぶつけるのは初めてじゃない。それでも、彼女の身体は強張って、何度も彼女を謝罪させた。

「……謝らなくていい。俺が……信じたかっただけだ」

「ボラー様はきっとご無事です。誰よりも強いお方でした」

　それよりも怪獣は強かった。そんな反論は浮かんだが、アサフを気遣う言葉に返すものではなかった。アサフはぐっと言葉を押し殺して、スィンに下がるように命じた。
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「やはり、私もあの穴に突入するしか術はない」

　そうマックスが言いに来たのは、アサフが寝つけずに宮殿の中を歩き回っていた時だった。

　マックスはこの時間までハイヤールにつきっきりだったのだろう、彼の顔にでさえも疲れが浮かんでいた。

　結論がそうなることは、薄々分かっていた。だが、それでもアサフがそれを誰にも言わなかったのには理由がある。

「そんなことして、お前まで帰って来れなくなったらどうする」

　危険な選択だ。これ以上誓い合った仲間を失うことも、そうではない者の犠牲も、もうアサフは見たくなかった。戦いが嫌だったからこそ、この事件を解決しようとした。戦いは犠牲を生む。戦いをいさめるためにも犠牲が必要だった、だから父を亡くし、ボラーもなくした。

　これ以上は、危険を冒したくない。

「だが、私を信じて任務を遂行した彼を見捨てるわけにはいかない」

「その間に、人間たちがあの怪獣に食い殺されるかもしれないんだぞ」

「どちらにしても、ボラーの協力なしにその問題も解決はできない。試してみなければ、いつまでもこうして我々は何もできずに、ただ心を削られるだけだ」

　返す言葉はなかった。返せなかった。

　今夜のアサフに何を言っても無駄だ。そう察して、マックスは少し休むと言って下がっていった。

　マックスがアサフに運んできたハイヤールは、皮肉にも魔力を満タンに携えていた。生活に使う魔力などが影響しないほど、今この国の中には恐怖と悲しみで満ちているのだ。

　ボラーがいないこと。ボラーなき今、この国の行く末が危険にさらされていること。自分たちの明日も分からない魔族たちは、すり減り続けている。

　ボラーを救い出すのが本当に正しいのかも、アサフにはわからなかった。ボラーが犠牲になったときでさえ、大臣たちはアサフをかばった。あくまでも王族という地位があるからだとしても、アサフは理解できなかった。犠牲になるべきだったのは自分だ。この国に来たばかりの者に未来を託し、そして、犠牲にさせた――。これほど無力な自分が、魔族たちのために何ができるというんだ。

　大臣の中には、新しい魔王を立てて混乱をいさめるべきだと言う者もいた。おそらくアサフに白羽の矢は立たない。それが妥当で合理的だ。アサフは、何もできなかったのだから。

　分かるのは、魔族国として、これ以上ボラーを救出するための作戦は実施すべきではないと言うことだ。恩を仇で返すと言う者もいるだろう。だが、今の魔族国は恩義よりももっと恐ろしいものにさらされている。人間からの反感だ。武力を急激に落とした魔族国にとって、今すべきはボラーの救出に気を取られることではなく、次の手立てを考えることなのだ。

　既にこの国には、ボラーもアサフも必要とされていない。

　すがすがしいほど、今日という日の夜風は冷たく、心地よかった。アサフは足場を失って、もうどこにも居場所がない。幼いころから望んできたことだ。この血を、王の息子だと言うことで縛られ、あらがってきたものをようやく脱ぎ捨てられた。この地上は悲しみに満ち満ちているのに、彼の心は、反対に軽くなっていたのだ。

　魔族として、自分はボラーを見捨てた者たちを軽蔑する、と言った。思い出すだけで恥ずかしくなる。魔族に誇りなんて、今まで感じたことはなかったではないか。自分が守りたかったのは、魔族の誇りなどではない。

　ただ一人、自分を王子としてへりくだらず、壁を作らず、怒り、笑い、そして守ってくれた、友を守りたかったのだ――。

「アサフ様」

　スィンがアサフを案じて迎えに来た。

　彼女の目は、すっかり王子としての威厳を失ったアサフに対しても、温かく、忠誠に満ちた色をしていた。

「……俺は、王子を辞める」

「え？」

「俺にはこの国を守れない」

「そんなこと、ありません」

「この国が守りたいんじゃないんだ」

　言葉は強くなかった。それでもスィンには、それがアサフの心からの言葉だと分かった。

　彼の目は、静かだがもう、覚悟が固まっていた。

「散歩に出る」

「ご一緒に」

「いい。俺はもう、王子じゃない」

「一緒に参ります！」

「……」

「今、アサフ様は魔族国を守りたいわけではないとおっしゃいました。スィンも同じです。スィンは、アサフ様にお仕えしているのです。誰よりも我らを思い、誰よりも戦いを望まない、あなた様にお仕えしているのです」

「ありがとう」

「ならば」

「俺はお前を守れない」

「かまいません」

「俺がよくない」

「！　……」

「お前が今、言ったんだ。お前たちを思う男だと。だから、ついてきてほしくない。わかるだろ」

「……アサフ様」

「これ以上俺の時間を無駄にさせるな」

　最後の言葉だけは、冷たくスィンの耳に響いた。

　それから彼は一切振り返ることなく、月明かりに照らされた冷たい廊下を、一人で、歩いて行った。

　残された少女の泣き声を、誰が聞いてくれたろう。この国はすでに、泣き声であふれて、一人の少女に気を留める者は、いなかった。
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　国境線の結界を破り、アサフは森を歩いた。

　結界はより強いものに変えられていたが、アサフが結界を破るための魔力を使ったところで、それに気づくものはいなかった。それほど、悲しみは次々にハイヤールにそそがれている。

　静まり返った森は、枯れ草を踏むアサフの足音をより一層響かせていた。モンスターが襲ってくる気配もなかった。あの怪獣の異様さに、どのモンスターも怯えているのかもしれない。もしかしたら、去っていった種類もいるだろう。だからこそ、火山地帯にいるはずのハムンも森に迷い込んできた。魔族国も人間たちも、またしても変動したモンスターの分布に混乱することになる。そこまで考えて、アサフはもうすでに自分には関係のないことだ、とため息を吐いた。

　魔族国がボラーを救出する利を持たないのであれば、王子を辞め、自分がこの手でボラーを救い出す。彼が戻っても、ボラーを魔王代理に戻したりはしない。彼には、彼の人生を返す。そのためになら、協力しようと心から思っていた。

　一度も、彼の前で約束したわけじゃない。それでも、ボラーはアサフの、友だった。彼が来て、自分はまた前に進もうと思えた。そうすることで、アサフが行くべき道も分かった。分相応の道を、自分が納得するように歩く。それが、自分にとっての幸せなのだと分かった。

　友を、恩人を、見捨てるわけにはいかなかった。見捨てたくなかった。

　少しして、青白く照らされた地帯が見えてきた。怪獣出現後、誰も穴を埋めなかったことで、辺り一帯は、光を発する異空間を作り出していた。

　一歩進むごとに、穴の引力を感じる。引きずり込もうとする悪意が、アサフの胃を冷たくする。こんな中で、ボラーは自分たちを守るために戦ってくれた。離れた場所でも、それがどれほどのことだったか分かる。

　恐怖を押し込めて、アサフは歩みを速めた。

　穴は多かったが、ボラーが落ちた穴は覚えていた。引き付けられる力にちょうど耐えられるぎりぎりのところで、アサフは腹に力を込めた。

「ボラー！」

　声を出して初めて、音でさえも光に吸収されていることに気づく。森のさざめきが、辺りでは一切響いていないのだ。アサフの声もまた、全く響くことなく、声に出してそのまま立ち消える。

「ボラー！」

　それでもアサフは、彼の名を呼び続けた。震える足をなんとか踏ん張って、声が枯れそうになるまで、何度も、何度もだ。

　それでも返事は、返ってこなかった。
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「異世界って……。訳が分からないことを言うな」

　アサフは以前、マックスにそう呆れてみせた。

　マックスとボラーがハイヤールを通して姿を変える技を、魔族も人間も見たことがないと言った。それならば、他の島から来たのだろうとアサフが言った時だ。それなら空から落ちてきた説明がつかないと、ボラーが言って、それに対してマックスが言ったのだ。自分たちが、別の世界から来た可能性があると。

「うちは島国だ。人間も魔族も、この島から外の国と交易はない。お前たちの能力を知らないことは、その鎖国状態から知らされなかったと考えるのが普通だろ」

「なら、なぜハイヤールを用いて我々が姿を変えられたんだ？」

「それは……他の島にも、同じようにハイヤールがあるとか」

「おいおい、ハイヤールはお前らの神さまなんだろ。そんな風に、いくつもあるとか言っちゃっていいのかよ」

「神を冒涜するよりも素っ頓狂な意見だから言ってるんだ」

「ではあの怪獣はどう説明する？　ハイヤールと同じ光を放って現れた。この島の生態とは全く異なる生物だった。それは」

「よその島国から移動してきたのかもしれない」

「何故気づかなかった？　あれほどの力だ」

「モンスターたちの生態はゆがんだ」

「じゃああの穴は？　あきらかに他のモンスターとは異なる能力だ」

「あーあー、難しい話はよそうぜ。頭こんがらがるわ」

「お前もまじめに議論しろ」

「じゃあマックスに賛成」

「ボラー！」

「どっちだっていいじゃねえか。あいつらをぶっ倒さなきゃなんねえことには変わんねえよ。ならお前みたいに分かんねえ分かんねえってなるほうじゃなくて、作戦ジャンジャン立ててくれるマックスについたほうがいいだろ」

「！　……」

「納得した？」

　ボラーはそう言って、はい、喧嘩はやめること、とアサフの足をまた、蹴り上げた。










　仮に、マックスの理論を信じることにしてみる。

　あの光は、異世界に通じるゲートの可能性があると、マックスは言った。それはどういう理論かは不明だが、何かしらのエネルギーをはらんでいて、怪獣を転送したり、ボラーやマックスの姿を変えさせることができる。

　怪獣が何度もこの光を通って現れることが証明している。この引力に引き付けられ、落ちたことで命を失う可能性はない。ボラーだって、落ちていったから姿を消しただけで、まだ死んだと決まったわけじゃない。

　なら――自分がこの穴に突入するのはどうだ？　すくむ足をなんとか支えながら、アサフはじっと光の穴を見つめていた。

　この穴に降りて、ボラーを探す。怪獣に見つからないように、気配を消すローブを魔法で作り、震える手で身にまとう。あとは、降りるだけ……。

　ハイヤールにマックスが呼びかけてもボラーは反応しなかった。穴に直接声をかけても反応はなかった。なら、直接会いに行くしかない。

　心臓がアサフが体感したことのないほどうねっていたのに、音はその場に響かなかった。

　口の中はパリパリに渇いていた。命の保証はどこにもなかった。それでも――もう自分に失うものは何もない。

　王子を辞めた。魔族を捨てた。帰る場所だって、もう自分にはないのだ。それなら何を恐れることがある。穴の向こうには友がいる。友が助けを待っている。そうだ、そうなんだ。

　アサフはもう一歩足を進めるために、いくつも自分に言い聞かせた。考えまでも吸い込むように、光がアサフを照らして笑っているように見えた。

「俺を、なめるな――」

　アサフは大きく息を吸って、思い切って一気に足を踏み込んだ。引力が体を襲う。体中に手がへばりついているように、逃げることを許さない力がアサフの身体を襲う。内臓まで引きずり出されるようだ。先ほどまで自分を取り囲んでいた夜の闇が、遠ざかる――。

　次に襲ってきたのは、恐怖だった。痛みはないのに、恐ろしい。

　咄嗟に手が伸びて、穴のへりを掴んだ。それでも光は、アサフをぐんぐん引き込もうとする。

「……た、助けてくれ」

　響かぬ声が、アサフの口から発射された。

　こぼれる涙も、みるみるうちに引き込まれて消えていく。

「誰かっ……！」

　なんてみじめな姿だ。アサフは自分の愚かさを呪った。友を守ると啖たん呵かを切って来たはずなのに、なんてざまだと過去の自分が嘲笑する。

　それでもアサフは恐ろしかった。この先何があるか分からない青白い光が恐ろしかった。

「助けてくれ！　誰か！　ボラー！」

　吸い込まれて、次に訪れたのはまたしても静寂であった。すっかり枯れ切ったのどは、もうこれ以上大きな声を出せないほど弱っていた。

　手の力が、もう限界だ。小さな声で何とか腕力を強める魔法を使うが、限界は目に見えていた。

　悔しさに、淵の土を握り締めた瞬間だ。耳元に語り掛けるような、聞き覚えのある声が届いた。

『お前、何してんだよ！』

　驚きで、思わず手の力が抜けそうになったのを、慌ててアサフは掴みなおした。

　無遠慮で、甲高くて、意地の悪い。

「ボラー……？」

『お前、光ん中入ったろ！　ざけんな戻れ！』

「お、落ちそうなんだよ！　引っ張られて、もう限界だ」

『はあ？　何してんだよ』

「お前を助けようとしたんだろ！」

『余計なお世話なんだよ！　帰り方なら分かってる！』

「ならなんで帰ってこないんだよ！」

『マックス！　お前もそこにいんのか？』

「いない。俺だけだ……一人で来た」

『ばっ……馬鹿じゃねえの!?』

「お前を助けたかった！」

　どこからかは分からない。アサフの身体に、力が戻ってきたように思えた。

　声が元に戻って来た。ボラーが生きてる。それだけで、アサフの声だけは力を戻していた。

「俺を守ったお前を！　俺は、助けたかった……！　国がどうなろうと知るもんか！　お前を裏切るくらいなら、俺なんてどうだっていいって！　思った！　それの何が悪い！」

『お前そんなタイプじゃねえだろうが！』

「お前のせいでこうなったんだ！」

『……アサフ、頼みたいことがある』

「この状況で聞けると思うか」

『黙って聞け。あの声の野郎と、話ができたんだ――』

　ボラーは一つずつアサフに語った。

　この状況でなく、その言葉を聞いたら、アサフはおそらくすぐにでもボラーの言うようにしただろう。だが、すでにアサフの力は限界を迎えていた。

「俺は……叶えられない」

『だから……馬鹿なことしてんじゃねえって言ったんだよ』

「……すまない……」

　魔力で補強した腕力が何だと、光が嘲笑したように、彼の身体は一気に引き寄せられた。

　自分の愚かさを呪ったのは二度目だった。一度は、グランツ。そして、二度目は今。すべてを裏切っておきながら、アサフはまたしても、可能性を踏みにじってしまった。

「俺は馬鹿だ」

『あきらめてんじゃねえよ』

「すまない……限界なんだ」

　アサフの手が、ずるりとずれた。引力はその隙をついて、一息に彼の身体を吸い込んだ。

　遠ざかる夜空。体の芯が一気に冷えていくのが分かった。

　その時、アサフの手を、温かいものがしっかり握った。

　青白い光さえ吸い込むように黒々としたマスクをつけた、青い瞳の男――。

「マックス……！」










　穴から引きずり出され、息を切らしたアサフを、マックスとスィンが見下ろしていた。

「アサフ様……！」

　スィンはアサフの身体を抱き寄せ、おいおいと泣いた。

「彼女が私の部屋に来て、助けを求めたんだ」

「……」

「何故……頼ってくださらないのですか」

「俺は」

「ボロボロじゃないですか……！　もう、あなたは王子じゃないと言いました。友として、あなたを私は叱ります。あなたは馬鹿です！　大馬鹿者です！」

　スィンはそう言ってアサフの胸を何度も何度も叩いた。

「ありがとう……」

　アサフはそう言って、スィンを体からはがし、彼女と、マックスを、順番に見つめた。

「これで俺は、また馬鹿なことをしなくて済んだ」

「……え？」

「ボラーを救える」
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　神殿に戻った三人は、ハイヤールを囲んでいた。

「マックス、持ち上げてくれ」

　マックスがハイヤールを持ち上げ、アサフはすべての面を確認し、ため息を吐いた。

「本体に打ち込む場所はなさそうだ」

「何を探している？」

「コードを打ち込めってボラーが言ったんだ。ボラーに言われた言葉を打ち込めば、あいつは救い出せる。スィン、魔法陣を」

「は、はい！」

　スィンはモンスターと通訳するための陣を描いた。

　主に、軍が使用するモンスターに対して行われるものだ。アサフはその陣を通してハイヤールに対してコードを伝えた。だが、ハイヤールは反応しない。

「次！　遠隔伝令の陣を」

　いくつもいくつも、アサフは魔族に伝わる魔法陣を用いて策を試した。

　だが、ハイヤールは全く反応しない。

　いらだって、アサフはハイヤールを殴りつけた。鐘の鳴るような振動が神殿を震わせる。

「アサフ様、少しお休みになられては」

「ボラーが助けを待ってるんだ」

「お前が倒れたら意味がないだろう」

「そんなの構わない！　ボラーが帰ってくるなら、倒れたって……死ぬわけじゃない！」

　アサフは次に、人間たちの道具をスィンにかき集めさせた。

　コードを打ち込む、そのキーワードをもとに、機械仕掛けのものを作った。魔法でそれらを接続し、何度も何度も試作する。

　空は白み始めていた。スィンも体力の限界を迎え、何度もつむりそうになる瞼を見開いて耐えていた。それでも、ハイヤールは反応しない。

「……からくりじゃないんだ。言葉、言霊の力……」

　アサフは歩き回って頭を整理しようとしていた。

　マックスもスィンも、気は張っていたが眠ってしまっていた。

　太陽は少しずつ最も高い位置に上ろうとしていた。脂ぎった額や髪を拭いながら、これまで自分が蓄えたすべての知識を脳から引き出そうと必死だった。

　自分には、武力はない。十分に魔法も使うことができない。それでも昔から、脳だけは使えた。父もそれだけは認めてくれた。未熟だとは揶揄やゆしつつも、さらに磨けばマシになると。だからアサフは努力した。今が、その力を使う時だった。

　言葉は、伝えるもの。意志を、思いを、伝えるものだ。人間と魔族でさえ、相反してはいるものの、同じ言葉を用い議論してきた。その議論はいい方向には向かわなかったが、それでも互いの気持ちは理解できた。

　それが、言葉だ。ボラーと自分たちを結んだのも、また、言葉だった。

　コードは言葉。言葉を使って、ボラーに力を注ぐ。ハイヤールにどう理解させる？

　アサフははたと、神殿の書庫に目を留めた。彼が駆けだした音でスィンが目覚め、そして、様子を窺っていた神官たちが何事かと彼の方を見た。

　アサフが書庫から引き出したのは石板である。その昔、ハイヤールを手にした魔族は、ハイヤールと共に、その物の意味を知った。その意味を教えてくれたのは、ハイヤールと共に発見された、石板であった。

　貴重な文化財であり、信仰の対象である石板をアサフが引きずり出したことで、神官たちは慌てふためいた。

「何をなさいます！」

「俺に触れるな！」

　アサフは神官たちを突き飛ばし、ハイヤールと石板をリンクさせた。その瞬間だ――。ハイヤールが青白い光を発した。初めての反応。アサフは石板を見下ろし、ボラーに教わったコードにならう文字列を探した。

「あった……」

　文章の中にある文字に、一つずつアサフは触れた。触れた石板の文字から、ハイヤールと同じ光が漏れ出でる。

「戻って来い」

　ひとつ文字を打ち込むごとに、アサフは祈った。

「戻って来い、ボラー！」

　最後の一つの文字が打ち込まれた瞬間、神殿中が光に包まれた。

　一同はそのまぶしさに、思わず目をつぶった。

「いってえ!!!」

　光が収まる前に聞こえたその声に、ようやく目を開いた一同は思わず身を乗り出した。

　そこにうずくまっていたのは、彼らが崇めた王――いや、魔王代理。

「ボラー……！」

　ぶつけた尻をさすりながら、ボラーはきっとアサフをにらみつけた。

「いや、事前に予告とかしろよ。恰好つかねえだろうがっ！」

　ボラーは立ち上がり、そのままの勢いでアサフにドロップキックをかました。

　疲れで受け身も取れず、その場に転がったアサフに一同は慌てふためいたが、彼自身は起き上がっても、怒りはみじんも見せなかった。

「予告なんてできるか……！」

　そう言って、アサフは笑った。眼尻は太陽に照らされて光っていた。

「なんだよ、俺に再会できてうれしいってか。泣いてんじゃねえよ」

「泣いてない……！」

　アサフは立ち上がって、ボラーをにらみつけた。

　いたずらっ子のように、ボラーは笑う。

「帰ったぞ」

「……ああ」

「お帰りくらい言えよ」

「俺が連れ帰ってやったんだ」

「助けてくれーって泣いてたくせに」

「う、うるさい！」

　二人が笑っているのを、スィンとマックスはただ見つめていた。

　その間に割って入るのはあまりに無粋だった。

　それほど、仲睦まじい友の姿が、そこにはあった。
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　ボラーが光の空間に吸い込まれたのち、一つの声を聴いたと言う。

　それは、ハイヤールから聞こえていた声と同じものであった。その声の主の名は、グリッドマン。数分間しか話すことは叶わなかったが、彼らは世界を救うためにとある場所に向かっていたとグリッドマンは教えてくれた。

　だが、その場所に向かう最中、彼らは怪獣に襲われた。森に現れた怪獣と同じだと思われる。彼らは光の空間を移動していたボラーたちを襲い、散り散りに分裂させた。

　光の空間には、魔族国や勇者軍にはないものが大量に浮遊していた。おそらくあの怪獣は自分たちを追い、他の空間も襲って食らっている。その残骸が、あの光の空間に転送された。

「特殊な能力を持っている怪獣か……。他の世界にも侵攻しているのであれば、急いで救いに行く必要がある」

「こっちでも手一杯なのに？」

「それが我々の使命なんだろう」

「出たよマックスの真面目節。んで、結局怪獣が来ちまってそこから逃げるしかなかった。グリッドマンと話せたのはその時だけなんだよ。あいつがどこにいんのかもまだ分かってねえ」

「……まずはこの世界を守る」

「それくらいしか、今できることはねえわな」

　ボラーはあの光の空間から出れるコード以外にも、グリッドマンからバスターボラーやバトルトラクトマックスの武器を使用するためのコードを教えてもらっていた。スィンと手分けしてアサフはそのコードを書き留め、石板上でどう打ち込むかを確認した。

「とりあえず、これで怪獣とちったあ戦えるようになったってわけだ」

「王には私から伝える。光明があれば、再び我々は手を組めるはずだ」

「おう、頼むぜマックス」

「俺からも頼む」

「お前はもう王子じゃねえんだろ？」

「――お前はどこまでも底意地が悪い奴だな」

「へへへ」

　アサフはボラーをまねて、ボラーの足を蹴ってみた。何度かやりあいながら、彼らは笑った。

　それだけで、もうアサフには十分だった。
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「はあ？　ダメ？」

　土のような顔色になって、マックスが戻ってきた日、アサフとボラーもまた、彼と同じように眉間にしわを寄せた。

　怪獣たちへの対抗策を掴み、マックスはもう一度勇者王に、第二回怪獣討伐作戦の提案に向かったのだ。だが、勇者王は提案を拒否、マックスにすぐに戻ってくるように命じた。

「戻れと言う命令は、受けられないと話した」

「お前は、あちらの王に忠誠を誓っているんだろ？」

「アサフ」

「そう言ってた」

「ああ――。だが、それは民を守るために奔走する王を見て、彼を敬うべきだと考えたからだ。今我々が撤退したら、何も解決しない」

「それだけじゃねえんだろ」

「マックス、隠し事は」

「これから話すつもりなんだろ。揚げ足取るなよ」

「無礼な言い方だ」

「もう王子じゃない」

「――なんて言われた？」

　マックスはためらうように、二人から顔を背け窓の外を見た。

　小鳥が激しく翼をはためかせている。雲はそんなあわただしい動きと反するように、緩い風に乗ってゆったりとただよっていた。

「……魔族国を人間たちに譲らせろと」

　ボラーとアサフは思わず顔を見合わせた。傲慢な人間に、呆れる価値もない。アサフが首を横に振って、ボラーも彼が同じ思いだと分かった。

「現状、魔族国の結界の中には怪獣は現れていない。それほど優れた結界だと言うことは、王は認められている」

「だからここを譲れってか」

「怪獣が襲うのは、人間だけだ」

「お前もはっきり反対してるわけじゃないってことだな」

「マックスだけが悪いわけじゃねえだろ。八つ当たりはよせよ。……マックスは戻って来た。それって、やばいんじゃねえの？」

「どういうことだ？」

「マックス、そうなんだろ」

「……」

「マックス」

「――お前たちに会いに行けば殺すと」

「やっぱな」

「……信じられるか。そんなこと、王だって言っていいはずがない」

　アサフは苦笑して見せたが、マックスは一切彼から視線を外さなかった。

　青く、澄んだ瞳。それに見つめられるだけで、赤い目のアサフは弱ってしまう。グランツと似ている。最初はそれだけだった。グランツはアサフを裏切り、捨て置いた。だからこの目が、アサフはずっと嫌いだった。なのに――またしてもこの青い瞳は、マックスは嘘など吐くはずがないと、アサフに信じさせてしまうのだ。

「お前がこの国に来たのは、あっちも分かってる。……戦争が起こるぞ」

「アサフ」

「非難してるわけじゃない。事実を言ってる。大臣たちに準備をさせる」

「……すまない」

「守るためだ。民を」

「馬鹿だな。アサフ、お前はもう王子じゃない」

「マックスを守るためでもある」

「戦争はしねえ。お前がやりたくねえって言ったんだろ」

「その通りだ。でも事実、戦争が目の前に迫って何もするなって言うのか」

　天井を這う虫の羽音が響く。アサフは天井を見上げ、硬直した。

「アサフ」

「……聞かれた」

　アサフの部屋のドアが、ゆっくりと開かれた。

「――俺の部屋を盗聴するなんて、どういうつもりだ」

　虫が防衛大臣の指先に止まる。

「魔王代理もおっしゃっておりましたように、もうあなたは王子ではないのでしょう」

「俺と、お前が忠誠を誓うべき魔王代理の会話だということを忘れていないか」

「はい。聞き逃せば国が転覆する可能性のある会話でした。隠すことは、王であっても許されない」

「ややこしい言い方だな」

「前王子のご意見を我々は支持いたします」

「まだ議論の最中だ」

「意見は意見だ」

「戦争なんかしねえぞ」

「ならばあなたを罷免いたします」

　防衛大臣は指を突き立て、背後に従えていた秘書に書状を運ばせた。

　渡された文面を見、ボラーは顔を曇らせる。

「法を変えさせました。魔王代理が不適切な行為を行った場合、私の命を持って、あなたを捕縛し、権限を大臣一同に一任することができる」

「ボラーがいない間に法案を通すことはできない」

「代理です。それはボラー様が何度も主張されている。正式な王ではない」

　鎧のこすれる音を響かせ、次々と兵士が突入してくる。あっという間に囲まれたボラーとマックスは、彼らに槍を向けられた。

「今、ハイヤールには次々と魔力が注ぎ込まれています。この部屋にハイヤールはない。だが我々は、近くにいなくともその力を行使できる。いくら腕力があろうと、無尽蔵の魔力を持つ私たちと戦うことはできません。仮に蹴散らしたところで……人間たちもあなた方の命を狙う」

「だとしても」

「アサフ。もういい」

「!?　何言ってるんだ。ボラー、お前は」

「代理だ」

　ボラーはマックスとアイコンタクトを交わし、両手を前に掲げた。

　兵士たちは三人がかりで二人に拘束具をつけた。魔法がこめられたそれは、腕力を奪う。魔法を使えない彼らに、逃れる術はない。

　アサフは、真っ赤な目をより充血させて大臣をにらんだ。だが、彼は一切動じない。静かに、何かあったのかととぼけた顔で立っている。

「――お前たちを絶対に許さない」

「次に私が発する言葉を聞いても同じことを言えるでしょうか」

「何？」

　アサフの顔に動揺の色が見えた瞬間、大臣は右足を床に打ち付けて号令をかけた。

　その時だ、その場にいた獣人たちが一斉に、彼に首を垂れた。拘束されたボラーたちもまた、頭を押さえつけられて地に伏せられる。

「アサフ様。いえ、魔王様」

「……どういうつもりだ」

「どういうつもりも何も、伝統にしたがうだけです。魔族の王は、魔王族の血筋を持つ者とする。長年我々は、そうやって繁栄してきたのです」

「従うと思うか？」

　アサフはボラーとマックスの拘束具に手をかける。

「タドミー……」

「アサフよけろ！」

「えっ？」

　ボラーの青ざめた顔が、ゆっくりと上に登っていくのが見えた。

　いや、登っていたのではない。アサフの目線が、床に向かって真っ逆さまに落ちていったのだ。

　手を出す暇もなく打ち付けられ、顎に電流のような痛みが走った。咥内に鉄の味がみるみるうちに広がっていく。身体が重い。景色さえもスローモーションに感じた。ボラーたちが叫び駆け寄ろうとするが、兵士たちが羽交い絞めにし、同じように床に叩きつけられる。

　アサフは力を振り絞って、体をねじって、自分の背後をにらんだ。

　そこに立っていたのは、虎の頭を持った大臣であった。防衛大臣とは言葉を交わすところを見たこともない。だが、彼らは口角を上げ、視線を交わらせた。

　アサフはすべてを悟った。虎の大臣が持っていたのは、いつしか彼が友に渡したもの。

　魔力をすべて奪い取る聖剣・マーサラマティ。

　アサフがそれを渡したのは――グランツであった。
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「親父の魔力を吸い取る？」

　グランツはマーサラマティを握り、半信半疑な様子で、棒きれのようにそれを扱った。

「振り回すな。傷でもついたらどう責任を取るつもりだ」

「でもこれ、くれるんだろ？」

「あげるわけじゃない。戦争が終わったら元の場所に返す」

　アサフの作戦はこうだった。グランツ討伐に奮い立った魔族たちの寝込みを襲い、勇者軍を魔族国領に侵攻させる。とっさの判断ができず、おそらく父が戦線に立つことになるだろう。その時、グランツがマーサラマティを突き付ける。

「それを使われれば魔王も、お前に勝つのは難しい。ましてや領地に入られていればなおさらだ。そこで――お前は要求すればいい。永久休戦を」

　グランツは、あの日確かに、分かったと言った。

　だが、彼は約束を破った。マーサラマティは返ってこなかった。休戦を提案して帰還するはずの作戦もすべて、破られた。その時のアサフは友に、魔族国への侵攻ルートを教え、魔王を殺す術を渡しただけの、愚か者だった。

　人間たちが攻め込んできたころには、アサフは恐れなかった。父や大臣たちから隠れる場所なら、いくらでも知っていたからだ。人間たちと兵士たちの成り行きを見ながら、グランツが父のもとにたどり着くのを待った。決戦。グランツは父にマーサラマティを突き付けた。

　勝った。そう思った。アサフはすぐに父とグランツの前に降り、グランツが約束の言葉を言うのを待ちわびた。兵士たちはその行く末を案じ、皆硬直していた。アサフだけだ、明るい顔を携えていたのは。父はそれを見て、「バカ息子め」とつぶやいた。

　それでもアサフは、自分が愚かなことに気づかなかった。彼がようやく、その顔の血の気を引かせたのは、マーサラマティが父の身体を貫き、引き裂いた、その瞬間であった。










「気づいたのは、前魔王様だけではありません。我々が知らないふりをしていたのは、あなた様が王子であったからです」

　だが、それを知っていたのは大臣とその秘書たちだけだったのであろう。兵士たちはアサフやボラー、マックスに武器を向けながらも、動揺から眼球を震わせていた。

「今聞いた者たちは、処刑にしましょう」

　防衛大臣は不気味な笑みを、アサフに送った。

「魔王となり、魔族たちの前に君臨してくだされば、我々は、あなたの過去の咎について責め立ては致しません。悪い条件では、ないはずです」

「首を縦に振らなくても、どうなるかはわかるでしょう」

　虎の大臣はマーサラマティを振りかざし、硬直した兵士たちを次々と倒して見せた。本気であることを示し、首にナイフを突きつけているのだ。

「その聖剣を……どうやって手に入れた」

「何故」

「マーサラマティは、人間たちが持ち帰ったはずだ。なのになぜ、お前がそれを持っている」

「答える義務はございません」

「それを持っていた者をどうした」

「何故、それほど敵国の蛮人に気を留めるのですか？」

「ふざけるな！」

　アサフがそう叫んだ瞬間、小さな足が部屋に駆け込んでくるのが聞こえた。

　小さな三角の耳が、吊り上がっていた。うるんだ大きな瞳はより大きく見開かれ、声にならない叫びが、空気に溶けて消えた。

「スィン来るな！」

　声を上げてから、すぐに後悔した。立ち上がる力も残らない自分が、彼女を守れる術はなかった。虎の大臣は爪をむき出し、逃げようとする彼女を背後から掻き捨てた。噴きあがる鮮血が磨かれたばかりの床を濡らし、彼女の悲鳴が耳をつんざいた。

「申し訳ない。魔王の従者たるものが、躾がなっていないようだ。死ぬときくらいは、静かに死ねないものか」

　大臣の爪が再び、彼女に向かって振り下ろされた。今度は、血しぶきは上がらない。流れ出る温かい紅がアサフのところまで流れ込み、彼の左頬を濡らした。

　向かい合うように倒れた少女の瞳が、血と、涙で溺れていた。天井の光が反射し輝いていたその宝石のような瞳。救いを求めるように手を差し伸べる彼女に、アサフは這いよって抱きしめようとした。

　あと一メートル、あと三〇センチ、ようやく、その頬を手で覆ってやろうとした瞬間、流れ落ちた彼女の涙が、瞳の中にいた輝きをすべて奪って落ちた。

　つま先から脳天まで、一気に熱が上がるのを感じた。
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　いつも泣いているアサフをからかったのは、スィンであった。

　稽古を抜け出して一人で泣いていたアサフを、スィンは突き飛ばして笑った。スィンは彼に従うまでは、横柄な態度を貫いていたのだ。

　生まれも育ちも恵まれているのに、王子となったことをうらめしく思うアサフ。奴隷として売り買いされ、人間たちに虐げられ、ようやく魔族国に保護されても、貧しい暮らしを余儀なくされたスィンに比べれば、ずっと幸せになれる立場にもかかわらず、この世で最も不幸だと言わんばかりのアサフの態度が、彼女は許せなかったのだ。

「文句があるのなら、あんたが国を変えればいいでしょ」

「無理だ。俺にそんな力はない……稽古だってまともにできない。俺は……」

「あんたって、本当に世間知らずなのね」

「何？」

「私が生まれた土地の人間はね、もとはボロッちい小屋に住んでた孤児だったのよ。いつかみんなを見返してやるって頭を鍛えて、強くはなかったけど、人を騙して仲間を手に入れた。それで、その領地を持ってる人間を倒してやったんだから」

「俺に詐欺師になれって言うのか」

「話の上澄みしか聞けないなんて、あんた馬鹿なの？」

　スィンはアサフの前に仁王立ちした。

「頭を使えって言ってるの。貧しくたって弱くたって、考えることなら誰だってできるわ。できない人はやってこなかっただけ。あんたはずっとサボってたから、私みたいなやつにも負けるのよ」

　スィンはそう言って、アサフに手を差し伸べた。そして彼女は提案した。

　自分を従者に迎えるようにと。妻をめとる気はないと言ったアサフを、馬鹿にしたようにスィンはまた笑った。

　彼女は、自分の一族を養うために稼ぎたいと話した。猫族は腕力も弱く、宮殿での働き口へのつてもない。だから、猫族の従者の第一号として自分を雇うようにと言った。

　彼女はアサフの従者として、最初は友のように、机を並べて学んだ。競うものがいることで、アサフは少しずつ知識をつけていった。いつしか彼女に間を開け、大臣から出されたテストで圧勝した日、スィンは初めて「アサフ様」と彼を呼んだ。

　その日から、いや、最初から、二人はずっと、血などで分けられないほどの家族だった。










「目え覚ませ馬鹿野郎！」

　腿に、覚えのある痛みを感じ、アサフは目を覚ました。

　天蓋に吊り下げられたのかと思うほど、視線が高かった。だが、首を振ってすぐ悟る。彼の身体は先ほどよりも大きく、たくましく変貌していた。

　はたと、アサフは足元にいるボラーを見下ろした。そして、自動的に倒れた大臣たちも目に飛びこんできた。

「……スィンは？」

　ボラーが顎で示した先に、マックスが彼女を抱え込んで立っていた。

「お前が暴れるから、マックスがかばってくれたんだよ」

「俺が……暴れ……」

「おめえの顔、すげえことになってんぞ」

　ボラーは破壊しつくされたがれきの中から手鏡を取り出し、アサフに放り投げた。

　今や指で挟むほど小さく感じる鏡を覗き、アサフは叫びだしそうになった。

　父の顔に似た、恐ろしい憎悪の顔が、そこにはあった。短く大地に向かって伸びていた角は天を向き、赤い瞳はよりどす黒さを増し、口には牙が見えていた。自分が幼いころから恐れていた父に似たその姿が、確かにここにある。

　マーサラマティが自分の足元に落ちていた。真っ二つに折れたせいで、アサフに魔力が戻ったのだろう。それを折ったのは、おそらく自分か。大臣たちが拘束具をアサフにつけていなかったのが災いし、彼はスィンが死にかけたのを見て怒り狂い、マーサラマティをへし折って彼らを攻撃した。

　体内で増幅した悲しみはハイヤールから大量の魔力を取り込み、彼の姿をも変えてしまった……。

「俺が……全部やったんだな」

「勢いで俺らの手錠やらなんやらぶっ壊してくれて助かったぜ。おかげでお前に踏みつぶされなくて済んだしな」

「……」

　アサフは手鏡を置き、マックスに抱かれたスィンへ恐る恐る近づいた。眼下にいるスィンは、いつもよりももっと小さく見える。かろうじて息はしていることで、胸がじわりと温かくなったが、同時に、彼女が自分を見てどう思うだろうかと、今度は指先が冷たくなった。

「おいアサフ、大変なのはこっちだけじゃねえぞ」

「は？」

　マックスは窓の外を、スィンを支える手を少し動かして示した。

　身体で宮殿を傷つけないようにしながら、アサフは恐る恐る窓を覗き見た。

　アサフは、言葉を失った。町々から煙が上がっている。叫び声はこちらまで聞こえないが、新たな火柱が何本も立って、近づいてきていた。魔女たちが応戦しているのだ。

「人間たちか……！」

「結界がぶっ壊されたみてえだな。マックスが怒らせるからだぞ～」

「すまない。一緒に来てくれるか、ボラー」

「ああ」

「アサフ、コードを頼む」

　スィンをアサフの大きな腕に乗せ、マックスはボラーとうなずきあった。

　スィンの身体は、小刻みに震えていた。何と弱い命だろう、とアサフは思った。こんな命が、人間たちに奪われようとしている。人間たちもまた、自分たちのか弱い命を守るために。

「俺に……人間たちは殺せない。お前たちにも、そんなこと、やらせたくない」

「……」

「そんなの、このクソ大臣たちと一緒じゃないか。なら俺が怒りで彼らを制裁した意味がどこに残る？　俺には……できない」

　アサフはがれきをよけ、自分のベッドを出した。スィンを寝かせ、頭を抱えて、涙をこらえる。

　一歩進むだけで、今の自分は何かを壊す。父もそうだったのだろう。父も、アサフのような怒りと悲しみにまみれたことで、あのような体を手に入れ、王になった。彼も悲しみと戦っていたのに、自分は、それも知らずに、彼を憎んだ。種族を守ろうと奔走する父を、ただ間違っていると否定した。だが、その立場に置かれればどうだ。自分は――守るどころか、選択さえできない。

「怖いんだ。また、さっきみたいに意識をなくして、誰かを巻き込んだら？　お前たちだって、踏みつぶされそうだったと言ったよな。俺が協力して、また意識を飛ばして、今度はお前たちまで殺したら？」

「おいおい、ずいぶんなめた口きくじゃねえか」

「事実を言っているんだ」

「別に殺せなんて言ってねえよ。頭を冷やさせるだけだ」

「え？」

「アクセスコード！　バスターボラー！」

　部屋の隅に置かれていたハイヤールが輝きだし、すぐに町から出撃音が響いてきた。

『アサフ！　コード！』

「は……？」

『早くしろ！　誰か轢ひいちまうぞ！』

　逸らせるようないらだつ声で、ボラーが叫んだ。アサフは心が進まないながらも、ボラーに言われた通りのコードを打ち込む。

　誰も傷つけたくない。それは、アサフの心からの願いだ。こうしてコードを打ち込むことは、傷つける可能性を逆に増やすかもしれない。それでも、アサフは体の中で燃え盛る怒りや悲しみの奥深くで、小さく、ボラーは自分を裏切らないという信頼の光を感じていた。

　大きくなった指は、石板の文字をより打ちづらくさせた。それでもアサフは、慎重に一つ一つのコードを打った。

『っしゃあ～～～～～！』

　打ち込み終わり、アサフは窓の外に向きなおった。

　そこには、虹がかかっていた。










　バスターボラーが発射した凝固弾頭により、兵士たちは人間も魔族も関係なく、足場を固められ、膠着していた。

『おし、こんなもんだな』

　ボラーはそう言って、ハイヤールから戻って来た。

「これで、もう誰も喧嘩しなくて済むだろ？」

「……固めた後のこと、考えてるのか？」

「いや？　でもまあいいじゃん、とりあえず静かになったんだし」

　責めようと思ったが、アサフに何ができたわけでもない。彼は口をみっともなく開けたまま、外の兵士たちのように固まってしまった。

　次に彼が顔を動かしたのは、自分の手に温かい何かが触れた時だった。

「……スィン」

「アサフ、様……？」

「傷が、痛むか……」

「少し……ですが、アサフ様もお怪我を召されています」

「こんなもの、お前の物に比べたらかすり傷だ」

　スィンを心配させないために、体内に渦巻く憎悪は隠そうと、アサフは努めて、笑った。

「王に、なられたのですね」

「え――」

「そのお姿、従者を慮おもんぱかるお心、すべて、王たりえる方の者です。私も……王直属の従者として、恥じない行動を、しなければなりませんね」

　スィンの、勝気な言葉を久々に聞いた。彼女は、笑わなかった。アサフの手を強く握りしめ、廊下に向けて救護班を町によこすように命じた。

「お体の治療を」

　スィンは震える手で、治癒魔法をアサフにかけようとする。

「やめるんだ。休め」

「私は」

「今は休むのが、お前の仕事だと思え」

　スィンは少々納得のいかないように、眉間にしわを寄せた。だが、王である彼の前に、彼女は目を伏せ、自分の尾を掲げて従った。

　それは、この国では最も重要な、礼の作法であった。
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　一夜すぎると、暴走により変化していたアサフの体躯は、元のサイズに戻っていた。ただ、瞳や角の色は巨大化時のどす黒い色を残したまま、染みついている。

　従者たちの態度も変わった。また暴れだすかもしれないという恐れ――。そんな視線を感じることが、アサフの胸をチリチリと傷つけた。

　防衛大臣がアサフを王に命じる、と言ったことをもとに、彼を正式に王とすることになった。その号令をボラーが立て看板を立てて国中に置いた日、魔族たちは皆ざわめいた。

　アサフたちに刃を向けた大臣たちは反逆罪として捕縛された。

　彼らの取り調べはマックスを主体に行われた。結果はアサフの予想に反するものであった。

　大臣たちは、グランツを殺してはいないと言う。にわかに信じられる話ではない、と聞くのを拒むアサフを、ボラーがたしなめて最後まで聞くように促した。

「アサフの罪を隠ぺいしようとしたのは事実らしい。アサフに黙って、兵まで出し、彼と戦闘までした」

「脅したら案外おとなしくあの剣返したのか」

「……聖剣」

「細けえなぁ」

「返した、というよりは――置いて行ったというのが正しいだろうな」

「置いてったぁ？」

「捕まえようとする直前、目の前で彼は消えたと言うんだ。『つまらない世界だ』と言い残して」

「つまらない……」

「消えたって、そいつは人間なんじゃねえのかよ？」

「理由は分からない。奴は崖に向かって飛び降り、そのまま、消えた。遺体は見つからなかった」

「逃げたってことだろ」

　ボラーは、余計に訳が分からない奴だとため息を吐いた。

　しかし、アサフだけはグランツの言葉をかみしめていた。彼は、「つまらない」とこの世界を揶揄して、消えた。胸のあたりの悲しみの炎が、また静かにゆらめくのを感じる。

　アサフは――裏切られる前、彼を友人だと信じていた。裏切るつもりだったとはいえ、彼もまた、アサフと過ごし笑顔でいたこともあったのだ。二人で野を駆け回り、目指す未来を語り合い、そして、笑った。

　心のどこかで、あの中に少しでも真実があればと願っていた。だからこそ、もう一度グランツに会うことさえできれば、未来に向けて、やり直せると思っていた。だが、そんな活路は、もとよりなかった。

　守れない、じゃない。絶望、でもない。彼は、つまらない、と。他人ごとのようにこの世界をけなしてみせた。憎んだのは、愛があったからだ。故郷を愛し、これからも愛し続けたいと思う気持ちが、アサフにはあったからだ。グランツは――そうじゃなかった。この国のことも、仲間の人間のことも、アサフのことも……つまらないで放り投げられる、そんなものにすぎなかったのだ。







◆







　スィンが休養するための施設は、人間が攻め入り傷ついた兵士を収容する場所と同じくして作られた。魔族だけではなく、人間も療養するほうがよいだろう、というボラーとマックスの判断により、収容所はかなりの密度になっていた。

　もうもうと立ち込める男たちの熱気に充てられないかと、アサフは怪訝な顔で施設を見回した。

「自分だけの療養所を作れと命じればいいものを」

「そんなことに、国の資産を使うわけにはいきません」

　スィンは静かにそう答えた。

「しおらしい従者はどこに行ったんだか」

「私はしおらしく、この療養所がいいと申しておりますよ」

「可愛くないやつだ」

「……では、かわいいお願いを一つだけ」

「なんだ」

「散歩に連れていってくださいませんか」

「もちろんだ」

　間髪入れずに了承して見せたアサフに、スィンは笑ってしまう。

「ここから出たかったのはアサフ様なのではないですか？」

「行くぞ」

　スィンを車椅子に乗せ、アサフは収容所を後にした。







　療養所を出れば、戦いの悲惨さはどこへやら、平和な町が広がっていた。

　既に魔女たちが町の修復を終え、魔族たちは少々不安そうながらも、いつも通りの生活を取り戻そうと努めていた。

　そこをさらに抜け、二人は幼いころに出会った花畑へと向かった。

　復興に気を取られ、そこに来るものは一人もいなかった。

「相変わらずですね、ここは」

「建物が何もないからな、発展のしようがない」

「アサフ様がここを潰してはならないと命じられたのでしょう？」

「……」

「嬉うれしいです」

　スィンはそう言って、花を一本手折って見せた。

　柔らかい風が頬を撫でる。スィンはただまっすぐ、地平線の向こう側を眺めていた。結界があり、景色は途中からゆがめられてしまう。あのあたりでは魔女たちがまた結界を強めるために修復作業をしているだろう。

　まるで檻の中に飼われているようだ、と、アサフは思った。

　檻の中でさえ、主従関係に支配され、檻の中でさえ、裏切りあう。グランツはこの世界がつまらないと言った。アサフはどうか。本当にまだ愛しているのか。ただ、意固地になっているだけではないのか。静かな、心地の良い場所であるからこそ、頭の中の葛藤が浮き彫りになる。

「裏切り者の俺に……なぜお前は手を差し伸べてくれる」

　アサフは思わず、重く、静かにスィンに尋ねた。

　スィンは動揺もせず、ただ、そのまま地平線を見つめたまま答えた。

「私の人生をくださったのは、前魔王様です。そして、あなたはその御子様」

「……結局、俺はその運命から、逃れられないのだな」

「また固い口調に戻ってしまわれるのですか？　せっかくボラー様がいらして、変わられたのに」

「……」

「スィンは、とても嬉しかったんですよ。本来のアサフ様が、見えるようで」

「本来の俺なんて、俺だって分からない」

「お優しいお方です」

　アサフは苦笑した。今度はスィンは、振り返って眉間にしわを寄せた。

「私のようなものが傷つくのを、アサフ様は心から悲しんでくださった。私があなたに続くのに、それ以上の理由はございません。その御顔は、私の意志を非難するのと同じです。気に入りません」

「――俺はお前のその態度が気に入らない」

　向き合って、スィンはまた、笑った。

「俺の姿が、恐ろしくはないか」

「前魔王様よりは、まだまだかわいいものですよ」

「俺も、ああなる」

「それでも、アサフ様はアサフ様です」

　おかえりなさいませ、とスィンはアサフに首を垂れた。

「なーにいちゃついてんだよ」

　遠くから、叫ぶように非難の声がぶつけられた。

　こんな言葉をアサフに浴びせられるのは、一人だけだ。振り返り、アサフは無礼だぞと声を上げ返した。友が、ボラーが、笑っている。隣にはマックスがいて、快方に向かうスィンを安心した顔で見つめている。

「俺は……ここが好きだ」

「なーんだよ、急に」

「お前たちがいてくれる、ここが……少しでも、長く、続けばいい」

　アサフはまっすぐ、真摯な目で花畑を見つめた。誰とも目は合わせないのに、彼らの内の誰も、アサフを否定するものがないと、分かっていた。それだけで、アサフの胸の中の炎は、少しだけ収まるような心地がした。

「なら」

「？」

「俺は、もう用済みだよな」

「え？」

　ボラーは頭の後ろで手をクロスさせ、大あくびをかました。

　何とも緊張感のない、魔王代理の姿であった。

「お前がいたから、ここまでできた」

「お前に聞いてんじゃねえよ。スィンに聞いてんだ」

　スィンはアサフを見もせずに、ボラーにふっと笑いかけた。アサフにかけるのとは違う、畏怖のような、どこか距離のある微笑みで。

「恐れながら、そのようです」

「……どういうことだ」

「オメーはもう、王様になったんだ。みんなにももう言っちまった。なのにいつまでも俺らみたいなやつが偉いふりしてたら、変だろ」

　だが、アサフはそれでも首を縦には振らなかった。

　アサフは知っていた。王即位の号令を出した後、魔族たちがそろって不安の声を上げていたのを。今日療養所に行ったときもそうだった。突然姿を変えたアサフの来訪に、宮殿兵士たちまでが不安そうな目で彼を見た。

　大臣たちを捕縛し、反逆罪だと処罰したタイミングと、王即位のタイミングが被ったのもまずい。彼らにとっては、王や大臣は足並みをそろえてこそ平和な国だと言えるだろう。行政を取り仕切っていた大臣を追放し、王になったアサフを、誰が崇めるだろうか。それどころか、誰がついてきてくれるだろうか。

　名前だけの王なら、まだいい。

　だが、ボラーが言う王とは、ボラーが去るとは、そういうことではないということを示している。もう、一人で……この国を守れと、ボラーは言っているのだ。

「……誰も、私についてきてはくれない」

「……失礼ですが」

「お前は私と一心一体なんだろう？」

「……そういうことですか」

　少し、スィンは嬉しそうに答えた。

「だが、二人で国はまとめられない」

「なんで」

「俺は、疑われてる。地位を手に入れるために、大臣を貶おとしめたと」

「本当はちげえだろ」

「そんなこと、民にはわからない」

「ならわからせてやればいいじゃねえか、いちいち言わねえとわかんねえのかよ」

「そういう方なんです」

「……アサフ、君が語り掛ければいい」

「そうだよ、だいたい、看板出して王様ですって言ったって、誰も信じねえ」

　ボラーは花畑を指して、目を輝かせた。

「ここにみんな集めて、話してやれよ。お決まりだろ、偉い奴が偉い役についたらやることは一つ。演説だよ」

　魔王代理――前魔王代理は、そう言って仁王立ちして見せた。

　目の前の王よりも、ずっと王らしく、彼は、堂々としていた。







11　侵・襲







　ＳＮＳは、怒りのコメントで満ち満ちていた。




《話題集めのために、誰かを傷つけていいと思っているんですか？》

《昔からちやほやされてきた奴はこうやって、誰かを踏み台にすることに躊ちゅう躇ちょないよな》

《控えめに言って消えてほしい》

《逆に尊敬するよ。こんな堂々と舞い戻ってきて》

《特定班早く仕事してｗｗｗ》




　無料イベントの予約数はみるみるうちに伸びていった。

　町は閑散としているのに、ネットの中だけではみんな生き生きと言葉を交わし合っている。通知が鳴るたびにナギサは心臓を痛めたが、一度決めたことを変えることはしなかった。

　ウミの衣装と、鏡だけを持って、ナギサはヴィットと一緒に家を出た。

　宇田川が心配そうに、家の前まで迎えに来ていた。

「その……行くのはやめたほうがいいよ。皆、ウミちゃんが出ていったら何かする気だと思う。録画して、ちょっとでも攻撃の種を見つけようとしてる」

「……はい、わかってます」

「ならどうして」

「それでもやらなきゃいけないから」

　ナギサは、宇田川に向けて深々と頭を下げた。

　ライブ会場に向かう中、少しずつ、人通りが多くなっていた。皮肉にも、炎上の種があるからこそ人は恐怖を忘れて外の世界に出てきている。中にはゆうこの姿も見え、こちらに気が付いて近寄ろうとしていたが、ナギサは歩みを止めず、まっすぐ裏口へ入っていった。

「おい、あの子裏から行ったぞ」

「関係者じゃね？　この前はがしやってた奴と一緒だったし」

「まさかあれがウミのすっぴん？」

「やばい、誰か写真撮ってねえのかよ！」

　大声で盛り上がる観客の様子が、扉を閉めても聞こえてくる。

　のども足も、震えた。

「とりあえず座る？」

　ナギサは、声を出さず、ただ頷いた。

　観客側には椅子を一つも置かなかった。もし、ジャムダンが出てきて避難するとなったとき、椅子を並べていたらすぐに対応できないと思ったからだ。

　参加者が互いの身体が触れ合うほどの距離でイベントの開始を待っている。片手にはスマートフォン。皆、このざわつく空間を記録に残してやろうと躍起になっていた。










　ナギサは、楽屋に据え置かれた鏡を見つめていた。

　ヴィットの鏡は青白く輝き、薄暗い楽屋を照らしている。

　いつもなら、ウミに扮するためのウィッグを被るが、ナギサはそのままの黒髪を、一つに固く結わった。メイクも、宇田川不動産で働いている時の、普段使いのものに変えた。そこに映っているのは、見慣れた自分の素顔。

　ナギサは決めていた。ウミの姿で活動することは、もうやめようと。

　こうして楽屋に座ってみると、意外なほど心が落ち着いている。頭の中でこれまでのことを振り返る余裕もある。

　どうして、自分はアイドルを始めたんだっけ――。

　グロスを二度重ね、キャップを閉めた音で、ナギサは思い出した。

　そうだ、確か、道で売れないアイドルが、当初のウミのように歌っているのを見た。彼女たちの歌や踊りは褒められたものではなかったが、きちんと、数人のファンがついていた。往来にも関わらずファンたちは頑張る彼女たちに一心不乱に声援を送り、ちょっと非難の目で見られていた。それでも彼らは、気にしなかった。

　ナギサはそれを見て、ふと、うらやましく思ったのだ。

　誰かを非難するわけでもなく、徒党を組みつつ誰かにおびえるのでもなく、ただ、努力をすることで、誰かに承認される世界があるのだと驚いた。彼らはこれまでのナギサと同じように小さな世界にいるのに――とても幸せそうだった。

　だからナギサは、アイドルを始めた。

　自信を失っていたナギサ自身から、ウミという人格を得たことで、自分をかわいがることに抵抗を覚えなくなった。磨けば磨くほど、ついてきてくれる人も増えた。声援が自分に降り注ぐ度、ここにいていいのだとはっきり思えた。

　ナギサにとってウミという世界観は――なくてはならないものになった。

　今、それを自分は、捨てようとしている。

　それで自分が大丈夫なのか、わからない。それでももう、ウミとして帰れる安寧の地は、もうないと観客たちを見て思い知らされた。自分のせいじゃないとしても、一度ついた火は、消えない。

　自分が誰かを追い出してしまったように、自分が追い出されたように。一度生まれた嫌悪の種は、偽装であれ真実であれ――枯らすことはできないのだ。

　これが自分の、最後の舞台。

　散々な舞台なら、いっそ思い切りぶち壊してしまおうと思った。

「行こうかな」

　ナギサは壁にもたれてスマートフォンをいじるヴィットに向かって、つぶやいた。

　ヴィットは何も答えなかったが、扉を開いて、彼女に道を開けてくれた。










「土下座！　土下座！　土下座！　土下座！」

　観客の一人がそうコールを始めたことで、攻撃の空気は一気に広がった。

　中には、まだウミを応援してくれるファンもいて、彼らは必死に彼らを止めようとして、争いが起きている。取っ組み合い、殴り合い、傷つけ合い――。

　舞台袖で、傍観していてはだめだとナギサは思った。

　深呼吸をして、ゆっくりと舞台の中心まで歩くと、彼女が来たことに気づいた観客たちが、一斉に静まり返った。

　だが、すぐにその静寂も壊れる。再び土下座コールが浴びせられ、観客席がざわめいた。

　ファンたちは、見慣れぬ演者の姿に戸惑っているようだ。

『皆さん、お集まりいただき、ありがとうございます。今日は、ありのままの姿でお話をしたいと思い、この場をお借りしました。ウミ――改め、高こう坂さか渚なぎさと申します』

　ファンはそこでようやく、彼女がウミであることに気づいたようだ。

　それ以外の人間はお構いなしだ。誹謗中傷を飛ばし、一部は嘲笑する。

　観客側の隅に、ゆうこがいることに気づいた。彼女もまた、驚いた顔で彼女を見つめている。ナギサは、大きく息を吸った。

『今回は、今ネットで噂されている、失踪事件についてのお話をしたくてこの場をお借りしました。コメントの中には、私が事件の真犯人なのでは、という憶測が飛び交っていますが――私は、一切無関係です』

　嘘つけ、なんだよ、何のために呼んだんだよ、など、あちらこちらから怒号が飛ぶ。

『たしかに、これまで失踪された被害者の方々の多くは、私のイベントにお越しくださった方だったり、私と個人的にかかわった方々が多くいらっしゃいました。ですが、今回の事件に関して私は本当に――』

　ナギサの言葉が止まったのは、彼女に向かって空き缶が投げられたからだ。

　ファンの一人が投げた人間に気づき、彼を捕らえた。さすがに暴力をするのはいただけないと、周りの人間も彼を羽交い絞めにしたが、同じく攻撃的な人々が次々にそれにつづいて舞台に向かって物を投げ出す。

　直接当たったわけじゃない……。

　きっと、彼らは直接彼女を傷つける勇気は持たない。それは、ナギサも同じだった。言葉で傷つけ、脅しをかけて――自分が直接傷つかないように、誰かを攻撃する。そんな攻撃を、恐れている暇なんてない――。

　ナギサはまっすぐ前を向き続けた。

　ヴィットは舞台袖からじっと、ナギサを見ていた。ヴィットもまた、直接彼女を傷つける者はここにいないと分かっていたのかもしれない。

『ですが、もし、私の周りにいたから、今回の事件に巻き込まれたのだとしたら――もう、私は活動するべきじゃないと思いました。だから、私は今日をもって――アイドルをやめようと思います』

　深く、頭を下げる。

　物を投げる波は止まない。観客席はすっかり大騒ぎだ。

　鎮まるまで、頭を下げよう。ナギサはそう思った。

　頭に血が上って、時が経つのが永遠のように感じられた。

　舞台袖に見えるヴィットが、ふと、視線をそらした。

「……？」

「来た」

　その言葉に、思わずナギサは顔を上げた。

　ヴィットは持っていた鏡をナギサにスライドさせ、コードを叫ぶ。

「アクセスコード：スカイヴィッター！」

　彼が言い終わるのと同時に、ナギサの頭上のライトがはじけた。

「！」

　ナギサは鏡を抱えてガラスの破片から転がるように逃げる。

　ライトからスライムのように現れた巨大な影――それは、彼女を先日恐怖に陥れた怪獣・ジャムダンであった。

「う、うわああああああ！」

　観客たちが蜘蛛の子を散らすように出口に向かって駆け出す。

　ジャムダンが咆哮し、先日よりもうんと速いスピードで彼らを追い回した。

「やめて！」

　ナギサはようやく立ち上がるが、ズキンと足が痛む。照明のガラスを避けた時に、破片の一部が食い込んでしまったのだ。

　うずくまる彼女の頭上に、空気を切り裂く高音が鳴り響いた。

　入り口を破壊して突入したスカイヴィッターが、ジャムダンに向かって体当たりを食らわせる。

『ナギサ！』

「分かってる！」

　ナギサは傷ついた足を押えるのをやめ、血の付いた手で鏡にコードを書いた。

　スカイヴィッターの下部についた黄色いパーツから、レーザーがジャムダンに向けて放たれた。

　レーザーはジャムダンの眼球に命中し、ジャムダンは体をのけぞらせて呻く。

「今のうちに逃げてください！」

　ナギサは声の限り、逃げ惑う観客に向かって叫ぶ。

　ナギサは再びコードを鏡に書いて、スカイヴィッターに指示を送った。

「ナギサも逃げて！」

　スカイヴィッターが再びレーザーをジャムダンに撃ち込んだその時、ナギサに向けて叫ぶ者がいた。

　ナギサは思わず鏡から顔を上げ、その声の主を探す。

　ステージに這い上がって彼女に駆け寄る影――ゆうこだ。

「そこで何してんの？　あんたも逃げてよ！」

　ゆうこはナギサの腕を掴み立ち上がらせようとするので、ナギサは思わず振り払った。

「触らないで！」

「は？　意味わかんないっ……！」

　諦めずに腕を再び掴もうとするゆうこに触られないよう、ナギサはうずくまる。

『ナギサ、コード早く！』

「わかってる！」

「は？　何今の声」

「説明してる暇ない！」

　スカイヴィッターに向かってジャムダンが突進しようとしていた。レーザーで撃っても止められない。ナギサは体を起き上がらせ、鏡を操作した。

　スカイヴィッターは煙幕を放って旋回し、攻撃を避ける。

　ジャムダンは再び顎を伸ばしてスカイヴィッターを引き寄せようとするが、煙幕で視界が曇り探知できないようだ。

　追撃にレーザーを打ち込む。のたうち回り逃げようとするジャムダンだが、別のコードで撃ち込まれたレーザーは逃げるジャムダンに的確に撃ち込まれた。

「今の……ナギサがやってるの？」

「……」

「ねえ、あの怪獣、なんなの？　あの飛行機は？」

「ちょっと黙ってて！」

　煙幕が晴れ、ジャムダンが倒れているのが分かる。

『とどめ行こっか』

　ナギサはこれが最後だと、コードを書いた。

　スカイヴィッターがレーザーを充填し輝きだした瞬間――機体は思い切り地面に叩きつけられた。

「!?」

　スカイヴィッターの背後に、もう一体、ジャムダンが立っている。

「……嘘」

　ジャムダンは咆哮し、スカイヴィッターを踏みつけにした。

『うわっ』

「ヴィット！」

『コード！』

　ナギサは混乱する頭でなんとか、コードを打ち込む。

　スカイヴィッターの機体が二つに割れ、ジャムダンの足元から脱出した。

　が、機体を翻し、元の形にスカイヴィッターが戻ったその瞬間――会場中の照明から、次々とジャムダンたちが出現した。

　一斉に沸き起こる咆哮。舞台の床は激しく揺れ、ナギサを見下ろしていたゆうこも思わずしりもちをついた。

「……！」

　ナギサは鏡を抱えて、ジャムダンたちの合間を縫ってドアに走った。

「ちょっと！」

　ドアを閉めなくては――、怪獣はあの祭りの時のように、人間を追いかけて外に出るかもしれない。

　ジャムダンは幸いナギサに気づかず、宙を舞って攻撃してくるスカイヴィッターに気を取られている。

　ナギサはようやく一つのドアに手をかけ、扉を閉めた。

「何してんの!?　そんなことしたら」

「ゆうこも手伝って！」

「はあ？」

「早く！」

　スカイヴィッターはナギサの狙いを察し、ジャムダンをドアから引き離すよう体当たりを繰り返した。

　ステージに向けて集められるジャムダンにおびえ、ゆうこも仕方なく、ナギサの作戦に加勢する。

「何かあったら責任取ってよね！」

　扉を閉め終え、ナギサは再びコードを打ち込む作業に戻る。

「撃ったまま薙ぎ払って！」

『はいはい！』

　レーザーはジャムダンを一斉に薙ぎ払って真っ二つにする。飛び散った青白い体液が降り注ぎ、ゆうこは悲鳴を上げる。ナギサの顔にも思い切りかかっていたが、彼女はまっすぐ、鏡に映るスカイヴィッターを見つめていた。

「やった!?」

『だめ、また来る』

「!?」

　ナギサが天井を見上げると、今度は店外につけられた照明から、ジャムダンが出現し、着陸の衝撃が彼女たちを転ばせた。

『根元を断たないとダメそうだね』

「根元って、あの照明から!?」

『そう』

　ジャムダンが出現した照明は、彼らの体液と同じように青白く輝いている。

『言ったでしょ、俺がいたとこもあんな色だったって』

「そこに、巣がある……」

『でも、この状況じゃ厳しいな』

「は？　どうして？」

『こいつら置いて行ったら危なくない？　ほら、レーザー』

「！」

　ナギサはコードを打ち込んだ。

　打ち込みながら、確かにヴィットの言うとおりだと思った。突入が成功したとしても、ヴィットが行ってしまったら、ナギサはジャムダンたちと一緒に取り残されることになる。そうなれば結末を想像するのはたやすい。

　ナギサは再び照明を見上げる。照明から漏れていた青白い光が、少しずつ弱まっている――。

　出現地点のあの光は、消えるんだ――。

　消えてしまったら、ヴィットが飛び込むことができない。

　ジャムダンがもし、これで打ち止めなら――ヴィットが飛び込むチャンスも、それで終わる可能性がある。

「行って！」

『え？』

「こっちはなんとかするから、行って！　また行けなくなったら、こんなことした意味がない！」

　ナギサが叫び、スカイヴィッターが少しの間、沈黙した。

『了解』

　スカイヴィッターは一度床すれすれまで降下し、その場にいたジャムダンを一気に薙ぎ払った。ジャムダンは倒れ、呻く。その勢いのまま、スカイヴィッターは照明に向かって一気に突っ込んだ。

　青白い光が輝いて、スカイヴィッターはそのまま、消えた――。
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　ナギサとゆうこが楽屋にバリケートを張り、閉じこもって数分が経った。

　ジャムダンは再び起き上がり、壁やドアに突進して外に出ようとしている。

　鏡には、光の空間を飛ぶスカイヴィッターが映っていた。

　侵入した場所にジャムダンが向かわないよう、スカイヴィッターはレーザー砲を打ち込んでいる。これで、これ以上ジャムダンがここに来ることはないだろう。

　光の空間の中でスカイヴィッターの活動限界時間は解放されるにしても、全部で何体いるかもわからない中で、こっちにいる個体が外に出ない保証はなかった。

　また、こちらに来ることが危険だと察知したジャムダンたちが、他の地点を目指さないとも限らない。彼らは点灯していた照明から現れた。それなら――町中の照明を消し、すべての入り口を封鎖する必要がある。

「ゆうこ」

「な、なによ！」

「携帯、貸してくれない？」

「はあ？」

「配信したいの。みんなに、電気を消してって。そうすれば、怪獣はもう出てこない」

「はあ？　そんなの、誰も信じないし」

「いいから早く！」

「！　も、もう、なんなのよ……」

　ゆうこは半泣き状態で自分のスマホを操作し、ネット配信サービスに接続する。

　楽屋の中で鏡を操作するナギサを、ゆうこは震える手で撮影した。

「ほ、ほら、撮ってるわよ！」

「……ありがとう」

　ナギサは鏡を操作しながらだが、何度も何度も、同じメッセージを繰り返した。

　先ほどの会場で混乱を起こして申し訳なかった、ということ。

　怪獣は点灯された照明を介して現れることが判明した、ということ。

　まだ会場には怪獣がいて、外に出ようとしていること。

　少しでも会場から離れ、身を隠してほしいということ。

　自分のことは信じられなくても――必ず、自分の身を守ってほしいということ。

　多くの誹謗中傷のコメントが一気にライブ中継に向かって送られる。

　それでもナギサは、ためらわず何度も何度も同じ言葉をつづけた。

《俺、ナギサちゃんを信じる》

　一人、そうコメントした人がいた。

　誹謗中傷の中で、勇気を出せなかった人々が、ぽつり、ぽつりと発言を始める。

「は、反応あった……！　逃げてる人、いる！」

「ヴィット！　さっさと倒して、戻ってきて！」

『こっちも結構な数いるんだけど』

「いいから早く！」

　楽屋の扉が、思い切り揺れた。

　ゆうこが激しく悲鳴を上げ、中継していたスマートフォンを床に落とした。

　届き続けるコメントの通知音が鳴り響く楽屋で、ナギサとゆうこは硬直した。

　何度も、何度も、体当たりするような音――ジャムダンだ。

　ナギサの身体が一気に冷える。

　ゆうこはナギサにすがり、わんわんと泣き始めた。

「助けて……ヴィット――」

　ナギサがぎゅっと目をつぶった瞬間、外の音が、しんと止んだ――。

「……？」

「え、何？　なんなの！」

　未だ錯乱状態のゆうこは、ナギサに顔をうずめておいおいと泣いている。

　今度は優しく、扉を二回ノックする音が聞こえた――。

「ウミちゃん、助けに来たよ」

　その声には、聞き覚えがあった――。

「宇田川、さん……？」

「うん」

　ナギサは慌てて扉を開いた。すぐそこに迫っていた筈のジャムダンはおらず、笑顔の宇田川が、ナギサを見下ろしていた。

「怪我してる。ガラスで切っちゃったのかな――大丈夫？」

　ナギサは楽屋から顔を出し、すべてのジャムダンが消えていることに気づく。

「どうして……」

「何が？」

「だって、さっきまでそこにたくさん――」

　ナギサは、よろよろと足を引きずりながら、会場を確認した。

　ジャムダンはどこにもいない。あるのはただ、荒れ果てた会場だけ――。

「キャア！」

「!?」

　ナギサは声に振り返り、絶句した。

　そこには、ゆうこに向かって刀を突き付ける宇田川がいた。

「何してるんですか……宇田川さん……」

「怪獣のトリックはばれちゃったみたいだから、作戦変更しようと思ってね」

「は……？」

「それに、怪獣はあんまり好きじゃないみたいだし、ウミちゃん。確かにちょっと、怖く作りすぎちゃったかも。ほかで使ってるやつと、そのまま一緒にしちゃったから」

「え……意味わかんない……。やめてください、その子は」

「ウミちゃんの嫌いな子でしょ？　どうしてかばうの？」

　宇田川はそう言って、にたあっと口角をあげた。

「ウミちゃんの嫌いなものは、僕も嫌いだからさ。今のうちに消しちゃおうよ。そのほうがウミちゃんだって――すっきりするでしょ？」

『うわああああ！』

　楽屋に放置してしまった鏡から、ヴィットの悲鳴が聞こえた。

「ヴィット……！」

「あっちは怪獣フル活用でぶっ壊しちゃおうかな。いやあ、まさか彼があんな飛行機だったなんてね」

　ナギサの背中を、冷たい汗が伝っていた。

　ゆうこに少しずつ近寄る宇田川の刀がなまめかしく光っている。

　どちらにも進めないナギサの足は、細かく震え、目の前に立つ男はこの時を待っていたかのように、満足そうに、笑っていた。
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　アサフは勇者軍の王を、魔族国に招いた。

　最初は全く返答のなかった王だったが、勇者たちが魔族国に大量に捕虜としてあることが、彼が魔族国に赴くきっかけとなった。マックスの裏切りを潰すためにどれほどの兵士を使ったか、王の護衛の少なさですぐ魔族たちは悟った。その情けなさを一番に皮肉ったのは、ボラーだった。

「怖くてこっちに来れないなんて、言えねえよなあ」

「……貴様たちは我々と交渉をしたいのではなかったのか？　それを……宮殿でもなく、こんな野っぱらに呼びつけるとは、無礼千万」

「お許しください。ここで、あなた方人間たちと我々の民である魔族に語ることに、意義があると考えたのです」

　アサフはボラーに反して、丁寧な口調で諭した。

　スィンからの助言だった。こちらを蔑視する対象と対等な関係を望むのであれば、こちら側が静かな態度を示すことが最も効果的であると。弱くしてもなめられる。強くしたら反発が来る。人間の国での奴隷と魔族国での従者の経験があるスィンだからこそ、余裕を見せて、相手をいさめるべきだと分かっているのだ。助言通り、王はアサフだけを見て、口を開いた。

「そちらは、どなたかな」

「以前あなたの国に参りました、アサフです。今は、王となりました」

「そのような身なりの者はいなかった気がするが」

「魔族の性質、と言うのが適切かと思われます」

　王は、奇妙なものでも見るような、怯えた視線をアサフに向けた。

「勇者国の兵士たちは、こちらで手厚く救護させていただきました。幸い、戦乱が激しくなる前にボラーがおさめてくれたため、互いに被害は最小限に抑えられたかと」

「私が愚かだとでも言いたいような口ぶりだな」

「……いえ。あなた方の戦力は、父である前魔王の死によって、我々もしかと認識しております。だからこそ、今回の提案をさせていただきたい」

　アサフはスィンに、書状を運ばせた。

　スィンもまた、人間に対する怯えを押し殺し、震える足を見られないように、ゆっくりと歩み寄って見せた。

　王は調印書を見、眉を吊り上げた。

「ふざけるな。なぜ我々が、魔族のようなモンスターとさして変わりもしない種族と、手を結ばなければならないのだ！」

「おいおい、お前、今圧倒的不利だって分かって言ってんの？」

「不利だとしても、人間としての誇りを捨ててたまるものか」

「我々は以前の凱旋の際にも、同じことを提案しました。あなたはその提案をふいにし、あまつさえ怪獣討伐作戦の失敗をすべて私たち魔族のせいとしました。あなたに忠誠を誓ったマックスに手をかけたのも、いけない。我々は本来であれば、人間を蔑視して許されるはずの立場です」

「！　……」

「我々はそれでも、あなたたちを許すと言っているんです。そして、約束すると」

　アサフは、この先に魔族国がなすことについて、説明をした。

　休戦協定をいくら結ぼうとも、両国がさらされるのは、怪獣にいつ襲われるか分からないという恐怖。だからこそ、今のところは怪獣が狙わない魔族たちが先陣を切って、怪獣を討伐する。駆逐が済めば、人間たちが魔族たちの領地に逃げ込む必要はなくなる。そうなれば、自分たちは休戦協定を安心して結ぶことができる、と。

「……馬鹿な。それだとしても、信じられるものか。言ったはずだ、私たちは魔族を信じることはしない。自然の摂理に反し、妙な力を使う魔族たちと休戦協定を結んだところで、我々はいつまでもお前たちの力におびえ続けることになるではないか」

「ならばハイヤールを壊しましょう」

　スィンを除いた魔族たちは、その言葉にどよめいた。

「それならば文句はありますまい。ですが……猶予もいただきたい。我々の仲間であるボラーとマックスの故郷は、ハイヤールとつながりがあるのではないかと考えています。その究明をしてから、ハイヤールを破壊します。不安なのであれば、その研究に勇者国の方を招いても、かまいません」

　アサフがまっすぐ王を見つめる姿は、少しずつ、周囲の者の心を動かし始めていた。

　彼の言葉に聞き入るものが大勢いたのだ。それは、彼らの目を見ればわかった。これまで、隣にいればお互い怯え合ってにらみ合っていた魔族や人間たちが、今はアサフだけを見つめていたからだ。

　一部の者は、まだ半信半疑であっただろう。それでも、アサフにとっては大きな一歩であった。

「今は賛同する者たちだけでも構わない。我々とともに、怪獣の討伐に向かってくれる者はいるか？」

　アサフを見つめていた者が、兵士を問わず手を挙げた。つられて挙げる者もいたが、それでもそこには絆が芽生えていた。

「勇者国王、これで、決まりではないでしょうか」

　アサフはじっと王を見つめた。すでに王は、選択肢を持たなかった。










「俺が穴に落ちた時、マックスが引き上げてくれた。それで、確かに戻れたんだ」

　先の怪獣騒動の地図を前に、アサフは指揮を執り始めた。

　アサフの話を聞く者は多く、開催地はまた野原となった。不服そうな顔をしつつも、王も参加している。獣人と、人間とが共に並び、同じ方角を見ている姿を、初めてアサフは見た。その光景だけで、アサフの悲しみの炎は震えた。もう、そんな炎はなくてもいいと、言い聞かせていた。

「引力に打ち勝つことができるとすれば、一人一人が腕を掴みあって、鎖のような形を取りながら中に侵入することが可能だと考える」

「戻れなかったら？　どう対処する？」

「ボラーとマックスがハイヤールを使って救出する。誰一人として、見捨てる気はない」

　本当かね、と王が疑いの声を上げた時、誰しもが彼をにらみつけた。獣人ならともかく、人間に反感を持たれることなど予測していなかったのだろう、王はせき込んで、黙り込むことを選んだ。

　狙うは怪獣の巣の駆逐。巣を滅し、この騒動の根源自体を立つ。実に合理的な作戦だった。だがそれは合理的であると同時に、勝算はそれほど持たないものでもある。

「……でも、俺たちには魔法がある。そして、魔法では補えない力を、人間たちも持っている。一種族だけで立ち向かえば、成せないかもしれない。だが、俺たちは仲間になった。それだけでも、怪獣の脅威となりえるはずだ」

　アサフの号令に、多くの人々が吠えた。獣人もそれぞれの種族の鳴き声を、人間は雄たけびを、皆が一致団結するのが、誰にでも見てとれたろう。

　一同は武装をし、それぞれにチームを組んで森に向かった。穴はたくさんある。それぞれが衝突しないように、鎖がちぎれてしまわないように、相性を見て陣を作った。

　誰も、隣の者と手をつなぐことをいとわなかった。一同は一斉に青白く輝く光を見つめ、その恐怖心を互いに慰め合った。自分たちならできる。自分たちならできると、込めた力の強さで伝えあった。

「アサフ様。あなたが先陣を切るのですか」

「ああ。作戦を考えたのは俺だから」

「しかし」

「心配ない。俺を引き上げてくれる者たちを、俺は信じている」

　アサフが振り返ると、彼を支えるチームの者たちは皆、不安ながらも笑みを携えてみせた。

「勝つぞ」

「はっ！」

「すっかり王様気取りだなあとっちゃん坊や」

　持ち出したハイヤールの横で、ボラーが笑う。

　ハイヤールの操作はスィンに任せていた。スィンはやはり不安なようで、少し青ざめた顔をしている。

「うるさいな。俺は正真正銘の王だ」

「おーおー、いばっちゃって」

「スィン」

「……はい」

「さっきまでの勝気なお前はどこに行った」

「……私は、もとより勝気などではありません」

「そんなはずはない」

「言ってやれよ、アサフ君、絶対帰ってきてねって」

「ボラー、ちゃかしてはいけない」

　マックスがボラーを下がらせる。彼は不服そうに間を取り持つだけだと文句をたらした。

　アサフは、まっすぐスィンを見つめた後、彼女から視線を外し、緊張の面持ちで穴を見下ろす一同を見渡した。やると決めたものの、皆、心の内で恐れている。

　それでも――一人きりだったアサフの眼前には今、仲間が、頼れる者たちが、集っていた。

　アサフの目頭が焼けるように熱くなったのが分かった。涙が――溢れそうになっていた。堪えて瞳の淵にたまった熱が、彼の瞳の闇まで、取り払っていく。

　つつと、零れ落ちた涙は闇を連れて、彼の瞳を、澄んだ深紅へと変えた。

「私は、みんなを信じてる」

　再び、一同はアサフを見上げた。どすぐろい角と、深紅の瞳を持った雄々しい姿は、まるで、戦神のように、太陽を背負う。

「私は、みんなを信じて戦い抜く。だから、みんなも、私を信じて、戦ってくれ」

　静寂が満ちていた。恐れに満ちていた。だからアサフは、こぶしを突き上げた。

「ともに勝とう、友よ！」

「……はい」

　スィンが口火を切った。

　慌てるように、それぞれがアサフに倣ってこぶしを突き上げる。ボラーも、マックスも続いた。一同の視線が、上に向いた。空は雲一つない真っ青さで、彼らを見つめた。

「戦いが終われば、同盟祝いの宴会を行う！」

「おおお！」

「行こう！」

「おう！」

　アサフが背後に控える者たちに目配せをし、最初に穴へと飛び降りていく。

　彼の重い体躯を支えるように、後ろの者たちは足で大地を踏みしめた。みるみるうちに一同の鎖は穴に吸い込まれるが、なんとか、こらえる。

「アクセスコード！　バトルトラクトマックス！」

「アクセスコード！　バスターボラー！」

　ハイヤールに二人が吸い込まれるのを見て、スィンも構えた。

　映し出された光の地が、待機していた兵士たちに飛び込んでいったアサフ、バスターボラー、バトルトラクトマックスの姿を見せる。

「俺たちも行くぞ！」

「おう！」

　すべての兵士が彼らに続く。

　森は掛け声でみち、熱気が漂っていた。
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　光の空間の引力のすさまじさに、多くの兵士たちは悲鳴を上げるのをなんとかこらえていた。

　両腕が引き裂かれるような痛みが走り、苦悶の表情を浮かべている。それでも手を離さないことは、今だからこそできたことだ。空間の中には様々な物体が浮遊していた。樹や、モンスターの死骸や、人間の鎧とみられるものもあった。すべて、怪獣に飲み込まれたと思われるものだ。

　中には見たことのない物質も浮遊していた。ボラーとマックスが別の世界から来た、という仮定にもとづけば、あの怪獣は他の世界でも人々を襲い、食らっていることが分かる。

　そして、奴らの腹の中はこの空間につながっている。ここは、奴らの棲家であると同時に、胃袋なのだ。幸いなことに食いちぎられた物質たちは溶解していない。戦闘は可能だ。

　巨大な体躯を手に入れたアサフでさえも、再び体感する強大な力の前に、涙があふれだしそうになった。頭の中で空間についての分析をしながらも、腹の中の炎が激しく燃えた。恐怖。燃え盛る火に反するように何故か体はみるみる冷たくなる。震える手が、彼の握る剣を落としそうにする。

「……こらえろ！　これで命を落とすことはない！」

　アサフは自分に言い聞かせるように士気を上げようとした。

　光の空間はどこまでも続くように感じた。まるで神秘の空間のように光輝くそこは、自分たちが悪者であるかのように攻め立ててきているようにも思えた。

　ふざけるな。アサフは震える手を力で抑え、光の向こう側をにらんだ。

　その時だ。進行方向から、こちらに飛行してくる影があった。

「来た……！」

　兵士の一人がそうつぶやき、一同は引力に気を取られることをやめなくてはならなくなった。一瞬でも気を抜けば飲み込まれる。

　拳に力が満ち満ちてくるのが分かった。人間にとって恐怖は戦いの妨げになる。だが、自分たちは違う。自分たちは、悲しみを背負って戦う魔族だ。

「怪獣を囲え！」

　アサフは刀を持たぬ右手をかざし、詠唱した。

「アシジョン！」

　多くの魔族たちがその言霊に続き、魔力を込めた。

　突進してくる怪獣たちが次々と魔力で固めた檻に閉じ込められていく。

『スィン！』

　バスターボラーの掛け声で、スィンがハイヤールからコードを打ち込んだらしい。

　バスターボラーから発射される凝固弾頭が、怪獣たちの檻を一つにまとめる。

『私にも頼む！』

　バトルトラクトマックスのタンカーキャノンから砲撃がなされる。散らばってなお生き延びる怪獣に、兵士たちが切りかかった。

『まだまだ来てんぞ！』

　バスターボラーがバトルトラクトマックスの砲撃で起きた噴煙を払うと、先ほどよりも数の増えた怪獣たちの群がこちらに向かっているのが分かった。

「アシジョン！」

　同じようにアサフが檻を作るが、怪獣たちにかわされた。

「アシジョン！　アシジョン！」

　何度放っても怪獣は攻撃の合間をすり抜けていく。いつしか、怪獣たちはアサフたちの目の前にまで接近した。

「うわああ！」

　あちらこちらから叫び声が聞こえ、地上からぶらさげられた者たちの鎖が激しく揺れる。いくつかは光の空間の底に向かって落ちていく。

「くそっ！」

『あいつらの助け方は後で考える！　今はこいつらにやられんな！』

　バスターボラーは大量の水を強力噴射し、アサフにまとわりつこうとした怪獣たちを薙ぎ払った。

「悪い」

『謝ってる暇あんなら、やれ！』

　バスターボラーは再び凝固弾を怪獣２～３体に向けて発射する。

「分かってる！」

　アサフは左手の剣に炎をまとわせ、怪獣たちを斬りつけた。

「ぐああああ！」

「た、助けてくれ！」

「嫌だ、嫌だ嫌だ嫌ッ――！」

　背後から次々と悲鳴が聞こえ、バラバラと鎖が散っていく。

「ちくしょう……！」

　アサフは防御壁を出して落ちていく者たちをとどめようとしたが、強大な引力で、防御壁ごと持っていかれてしまう。それでもアサフはあきらめない。バスターボラーたちに背中を預け、何度も、何度も防御壁を出す。

「死ぬな！」

『アサフ！　気をつけろ！』

『馬鹿っ、お前！』

「――え？」

　アサフの背後に、これまでの怪獣よりも三回りは巨大な個体が、彼を見下ろしていた。

　頭から突き抜けた刃が、アサフに向かって、あざ笑うように輝いている。

　振り上げられた怪獣の腕が、アサフの脇腹を打ち付けた。防御態勢をとる暇もない。自分を支えてくれていた獣人ごと、アサフはものすごいスピードで放り投げられた。

　ものすごい引力が、散らばった者たちを一気に光の空間の奥底へ引き付け始めた。

　バトルトラクトマックスが猛スピードでアサフに向かってくる。

　アサフを助けるためだ。分かっていた。だが、バトルトラクトマックスのすぐ後ろに、再びあの巨大な怪獣が迫っていた。

「来るな！」

『それはできない！』

「……リアーフ！」

　アサフの詠唱により、バトルトラクトマックスの身体が少しだけ軌道をそらされた。マックスに突進しようとしていた巨大な怪獣は、そのままの軌道で、アサフを貫かんと刃を彼の頭に向けた。

『アサフ！』

「覚悟しろ！　俺の中には炎がある。俺を食えば……お前は燃え尽きて死ぬぞ！」

『アホか、馬鹿王子！』

　バスターボラーが、慌ててこちらに向かってくるのが見えた。バトルトラクトマックスといい、相変わらず二人は似ている。こんな時にもかかわらず、アサフは思わず、苦笑した。

「……魔王だ、馬鹿代理」

　目をつぶっても、まばゆい光は彼の視界を蝕んだ。暗くなってもくれないのだ。アサフは運命を呪った。

『危ないよー』

　あまりにも気の抜ける声に、思わずアサフは、目を開いた。










　そこには、光の引力もいとわず、飛び上がる青い影があった。

　先ほどまで自分を狙っていた巨大な怪獣は、体をのけぞらせて呻いている。

「……ボラー……？」

　青い影は光線を放ちながら、再び声を発した。

『え？　違うよ』

『てめえ、誰だよ！』

　バスターボラーが真っ逆さまに落ちながら、頭上を浮遊する青い影に向かって叫ぶ。

『誰なんだろうね？』

『……少なくとも我々の敵ではないようだ』

『それより、危ないよ』

『は？』

　青い影は巨大な怪獣と再び向き合った。

　彼の言った意味が分かったのは、その数秒後だ。アサフたちは思い切り、地面と思われる場所に叩きつけられた。

『痛え――――!!!』

『だから危ないって言ったでしょ』

「その間の抜けた話し方、やめられないのか」

『えっ、なんか当たり強くない？』

『ちくしょー！　地面があれば俺らのもんだかんな！　マックス、行けんのか？』

『問題ない』

『じゃあパス』

　青い影が光線を撃つのをやめ、怪獣たちの軌道を大きく開けた。

『バッ……！』

　巨大な怪獣がアサフたちの頭上に向かって急落下してくる。

　一同は先に落ちた兵士たちをかばい、なんとか避けた。

『バッカ殺す気か！』

『問題ないって言ってたから』

『あいつ……絶対ぇこれ終わったらぶっ飛ばす』

　アサフは腕に抱いた人間が、まだ息をしているのを確認した。意識はないようだが、震えるだけの力は残っている。

「すまない……必ず、連れて帰る」

　今度は人間のために、アサフは檻を出した。何層も、何層も、落ちた者たちをかばうための檻を厳重に作った。

　巨大な怪獣を護衛でもするかのように、怪獣たちが次々と寄り集まってきていた。餌に群がる蟻のように、巨大な塊の上を大量の怪獣たちがうごめく――。吐き気のしそうなその光景に、アサフは思わず目を奪われてしまう。

　怪獣たちが次に突進してきたタイミングで、一斉攻撃をする。言葉を交わさずとも、アサフたちの心は通じ合っていた。

　だが――そう思ったとたん、怪獣はびたりと動かなくなった。表面にうごめいていた生物たちも、まるで凝固されてしまったかのように鎮まっている。

「……どういうつもりだ」

『見ろ』

　地上に向かう怪獣たちを防いでいた兵士たちが、獣人たちの魔法を盾にして落下してくる。

　アサフたちを囲うように着地し、怪獣に刃を向ける兵士たちの身体に致命的な傷はない。

「――お前ら、わざと降りて来たのか？」

「王だけを落下させ、我々だけが上で見物するわけにはまいりません！」

『馬鹿、それじゃあ上ががら空きじゃねえか』

「問題ありません……」

　兵士はさらに強く剣を握った。

「……怪獣はすべて、この巨大な個体に向かって、降りていきました」

　兵士の言葉のあと、彼らの頭上にさらに大量の怪獣たちが舞い降りてきた。

　巨大な怪獣を中心とし、まるで泥団子のようにみるみるうちに怪獣たちが折り重なっていく。先ほど静止した怪獣のように、自らの位置を見つけた怪獣は鎮まり、その上に、次々と……。

『うわ、気持ち悪い』

　青い影が苦笑する。なぜこいつは、ここまで余裕そうなのか。

『なあこれ、このまま見てたら逆にやばいんじゃね？』

「……そういうことはもっと早く提案しろ！」

『お前が気づけよ、なんで俺ばっかなんだよ！』

『『スィン、コードを！』』

『ナギサ、コード』

「ナギサ？」

　バスターボラーは凝固弾を、バトルトラクトマックスと青い影がその塊に攻撃を行った。煙で見えなくなった怪獣たちに向けて、アサフは大火炎で焼きに払おうとする。

『……やった？』

　黒焦げになった肉塊を見て、アサフたちは顔を見合わせた。

　一部が、歓喜の声を上げようとした……その時だ。肉塊から、幾多もの刃が飛び出てきた。

「！」

　アサフは慌てて防御壁を出した。魔族国の結界ほどの分厚さになった障壁だ。

　だが、その障壁を、肉塊から発せられた刃たちが貫きかけ、障壁は無残に崩れ去る。

　まるで脱皮でもするかのように、肉塊は黒かった皮を突き破り、刃で固められた巨体を現した。先ほどの怪獣の姿は幻かと思うほどその姿は……すべての個体を吸収し、変体していた。

　身体中から突き出る刃。胸部の身にあったはずの黄金色のコアは今や体表中にちりばめられ、まるで、巨大な蜂の巣のように妖しい光をまとっていた。

　怪獣の刃が、その咆哮に呼応して擦れて甲高い音を発する。

　意志は――どこに？　ひとつひとつの怪獣など、もとよりなかったのように、集合体は塊のまま、新たな命となってアサフたちの前に立ちふさがった。

　刀の合わさる音だけで、空気が恐ろしく震える。多くの人間が腰を抜かし、声にならない悲鳴を上げていた。

『おいおい……これは……やべえんじゃねえの？』

『逃げるんだ！』

　バトルトラクトマックスが体を翻し、人間たちを背中に乗せて怪獣と逆方向に駆け出した。

　バスターボラーとアサフもそれに倣う。青い影は空に向かって飛びあがり、アサフたちと同じ方向に向かう。

　だが、いくら距離をとっても、怪獣の刃はミサイルのごとく、彼らに向かって発射される。一人として彼らは仲間を振り落とさなかったが、刃は何度避けても彼らに降り注いだ。止まらない攻撃。バトルトラクトマックスは悟った。

『超速再生か……。避けているだけでは、私たちが消耗するだけだ』

「ちくしょう……！」

『アサフ』

「なんだよっ！」

『お前、逃げろ』

　バスターボラーがアサフの背後に回り、停止した。

　人間たちを抱えて走っていたアサフは、思わずバスターボラーと共に立ち止まる。

『立ち止まってんじゃねえよ、走れ』

　バスターボラーに向けて、刃が放たれる。彼は避けない。砲撃でいくつかは散らせても、よけきれなかった刃は彼を貫く。

「何言ってんだよ！」

『おい青い奴！』

『――あ、俺か』

『お前しかいねえだろ！』

『ややこしい言い方なんだもん』

『こいつら連れて上に行け。途中で拾ってもらうように、俺からスィンに頼んでおく』

『スィンって誰？』

「勝手に話を進めるな！」

『いいから、連れてけ！』

『はいはい』

　青い影がアサフたちの足元に入り込んできた。身体はいとも簡単に持ち上げられ、青い影はバトルトラクトマックスとバスターボラーが抱えていた分の仲間たちも背中に乗せた。

『ちゃんと掴まってて。落としたらあの人うるさそうだから』

「待ってくれ、俺は……！」

　怪獣が舞い上がる青い影に向けて刃を放つ。

『むん！』

　バトルトラクトマックスがバスターボラーの凝固弾で作った足場により飛び上がり、刃を防ぐ。

『頼んだぞ青い奴！』

『ちゃんとした名前で呼んでよ、スカイヴィッターってさ』

『今初めて聞いたっつーの！』

「ボラー！」

『じゃあな、アサフ！』

『ボラー気をつけろ！』

『わーってるよ！』

　バスターボラーはもう、振り向いてはくれなかった。

　引力よりも強く飛び上がるスカイヴィッターの背の中で、アサフは他の仲間たちが振り落とされないように抑え込むので、もう、精いっぱいだった。
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　スカイヴィッターが穴の入り口付近まで送ったところで、スィンの手配した仲間の鎖が再び見え、アサフ一同は地上へと引き上げられた。

　スカイヴィッターはそのまままた光の空間の奥へと飛んでいき、アサフを振り返ることはなかった。待ち構えていた従者たちがアサフに駆け寄り、その身を案じる。

「スィンは？」

「あちらに……！」

　アサフはスィンに向けて走った。ハイヤールにめり込みそうなほど前のめりになったスィンは、視界の隅に入ったアサフを見て、思わず石板から手を放してしまう。

「あっ……！」

「問題ない。俺が代わる」

　アサフはすぐスィンが座っていた場所につき、バスターボラーたちの状況を確認した。相変わらず、刃の横行に苦しむ一同は、消耗戦を演じていた。

「魔力が薄まっています。我々の感情に対して、敵に対応するために使用している魔力が甚大なようです」

　スィンの顔はすっかり青ざめていた。他の従者たちも同様だ。絶えず注ぎ込まれる恐怖があるにもかかわらず、ハイヤールの魔力残量は残り少ない。これ以上の恐怖を生み出してみせるのは無駄だろう。早く手を打たなければ、ボラーたちに接続することもかなわなくなるかもしれない。

「……あの刃を、なんとか封じられないのか……！」

『アサフ、もっかいビーム！』

　ボラーたちの指示に合わせてコードを打ち込みはするが、その手は重かった。一つの攻撃ごとに、彼らを救える可能性も減ってしまう。

「アサフ様、もう一度！」

　判断が、アサフの指の動きで遅れた。

　ハイヤールに映し出された怪獣が、砲撃前のバトルトラクトマックスに向けて光線を放った。映し出された映像が煙に包まれるが、怪獣の光線は再びその煙に向けて発射される。

「ボラー！　マックス！」

　応答はない。

　煙の中で唯一鼓動を感じるのは、かすむ視界の中でも異様に光る怪獣の瞳であった。まるで、ハイヤールの向こう側にいるアサフたちを見つめているように、その瞳は、まっすぐこちらに向かってゆらめいていた。

　身体にまとう刃は、いつか見た刃に似ていた。

　友と初めて対面したあの日、自分に向けて突き付けられた、あの刃。

　グランツの刃に、そっくりだった。

「……どうして、気づかなかったんだ」

「アサフ様？」

「あの刃は……同じだ」

「え？」

「グランツのものと……。これは、なんなんだ？　この怪獣は、なんなんだっ」

　アサフはハイヤールに向かって叫んだ。

　呼応するように、ハイヤールに映る怪獣も、咆哮した。

　ハイヤール越しにもかかわらず、そこにいるすべての者たちの腹に、その叫び声は響く。その声はまるで、世界の終わりにむけた、福音のようだった。
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　『コードお願い、ナギサ聞いてる？』

　鏡から響くヴィットの声が、緊迫した楽屋に響いていた。

「あっちもお困りみたいだね」

　宇田川は足元にある鏡を引き寄せて、ジャムダンに体当たりで挑むスカイヴィッターをおかしそうに見下ろした。

　その隙を突き、ナギサは宇田川に体当たりをした。

　手から離れた刀を、とっさにゆうこが抱え込む。

「痛いなあ」

「ゆうこ、鏡も！」

「えっ……」

「早く！」

　刀をこわごわと運びながら、ゆうこは鏡に手を伸ばした。

　だが、倒れた宇田川の足が、ゆうこの足を思い切り蹴り飛ばして、彼女は床に打ち付けられる。

「あうっ」

「それを渡して、壊されたらどうするの？　ウミちゃん。そいつ、裏切り者なんでしょう？」

「痛い……」

「あなたには関係ないでしょ！」

「関係？　大ありですよ。僕が……君が生きやすい場所を作るために、いろいろ頑張ってあげてたんだから」

「は……？」

　宇田川は掴み掛かったナギサを、他愛もないようにゆっくりといなした。

　大人の男性の腕力。当然だ、ナギサがそれに勝てるはずはない。

　彼の身体はゆうこに向けられ、彼女を思い切り足で踏みつけにした。

「やめて！　やめろよ！」

　ゆうこの腕からまず、刀が落ちた。

　腹を抱えて呻くゆうこに、宇田川がそれを拾うのを止める気力も勇気も残っていない。

「はあ……本当は僕嫌いなんだよね。他人に自分の物触らせるの」

　そう言って、宇田川は再び、ゆうこに切っ先を向ける。

「ゆうこにそれ以上手ぇ出したら……警察呼ぶから」

「警察？　ここでそんなものに、何の意味があるの？」

　宇田川は笑顔のまま、ナギサの顔を撫でる。

「むしろ僕が警察みたいなものじゃない？　君みたいないい子が、安心して暮らせるために、世界を調節してあげてる。そうしようとしてるのは僕だけ。そうだよね？」

「言ってる意味……分かんない」

『ぐあああっ！』

「ヴィット！」

「だめだなあ、そっちばっかりに気になって全然話せない……」

　宇田川は鏡に剣を突き立てた。鏡に蜘蛛の巣のようなひびが入り、スカイヴィッターの映像がそのひび割れた部分すべてに同時に映し出される。

「しぶといなあ……」

「ふざけんな！」

　ナギサは宇田川に向かって当身を食らわせた。

「ウミちゃん」

「その名前で呼ばないで！　やめたの……もう、やめたの」

「勝手に決めないでよー」

「私の人生、自分で決めて何が悪いのっ？」

　宇田川の張りついた笑顔が消えた――。

　笑顔よりも、ずっと恐ろしい、どこを見ているのか読めないくらい瞳孔が、じっとナギサを捕らえていた。

「……どうして、そんな風になっちゃったの？」

　血走った眼球が、泳ぐように鏡をにらむためにうごめいた。

　宇田川の眼球に映る、青白い光と、飛び回るスカイヴィッター。

「そいつのせい？」

「！　……」

「そういえば彼がいなくなった時の君は……元のいい子だったよね。おとなしくて、頑張り屋で、素直で――。護りたくなるような」

　強い力で宇田川はナギサの抱える鏡を掴む。取ろうとしているのではない。ナギサに押し付け、力を誇示しているのだ。

　それが分かったうえで、負けてたまるか――。ナギサは絶対に目をそらさないよう、力を入れて鏡を抱える。

「どうして、優しい僕より、あんなやつがチヤホヤされるんだろう？　ここは、君は、僕が守って来たはずなのに。どうして、あんな適当そうな奴が――」

「いつから……？」

「あ、もしかして顔？」

「どうして、こんなことすんの……？」

「はあ……」

　宇田川の手が、急に鏡から離れ、ナギサは前につんのめりそうになった。

　頭を掻きむしり、ゆうこも無視して、宇田川は楽屋の壁のぎりぎりまで近寄って、大きくため息を吐いた。

「やーめた」

「……？」

「やっぱりここも、つまんないや」

　宇田川は振り返り、また満面の笑みを浮かべた。

「もういいよ、君も」

「は？」

「だーかーら、もういいよって、言ってんの」

　ナギサの足元に、突然天井のタイルが降って来た。

「！　……」

　ひとつだけではない、次々と、小さなものから、少しずつ、大きくなって。

　この匂いを、嗅いだことがあった。この熱を、感じたことがあった。この振動は、今でも体に染みついて、離れなかった。

　何時間にも感じるような首の運動で、ナギサは背後を振り返る。

「い、いやあああああ――――！」

　ゆうこの悲鳴が、天を貫く。

「君も、ゴミ箱にぽいね」

　ぬるい体液が、ナギサの顔を覆いつくす。

「……！」

　再び現れたジャムダンは、ナギサに向けて、その青白く輝く口を大きく開いていた。

「ナギサ！」

　ナギサは思わず、身をこわばらせた。

　その時だ。遠く放られていた鏡が、まばゆい光を放ち、部屋中を照らした。

　ナギサの意識が、飛びそうになる。鏡からなのか、すぐ近くからなのか。ヴィットの声が、聞こえた気がした。
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　町は真っ暗だった。

　会場からジャムダンも、ナギサも現れず、おそらくどちらも死んだのだろうと、町の人は察した。ナギサの命は一つでも、あの強大なジャムダンならまた現れるのではないか。そんな不安が、皮肉にも、嫌われ者のナギサの忠告通りに住民たちを行動させた。

　お願い、助けて。誰か、どうにかしろ。どうして、こんな目に。

　人々は口々に、自分のためだけの言葉を漏らした。

　誰も周囲に目は向けない。誰も、他の命に興味はない。

　だから、四つに束ねた刀を背負い、引きずり、一人、背を曲げて歩く男に、誰も気づきはしなかった。

　四本の鞘を地面にこすりつけながら、スーツ姿の男はつぶやく。誰も、彼の疑問には答えない。

「ヴィ、ヴィットは、どこだ」

　彼の名は、サムライ・キャリバー。

「ボラーと、マックスは……」

　背を丸め、彼は空を見上げた。暗くなった町のおかげで、しばらくぶりに輝く夜空を。

「ぐ、グリッドマンは、ここだと言っていた」

　世界を救うヒーローのための、最後の武器。

「どうして、い、いない」
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　その割には怪しく、その割には遠慮がちな、最後の武器は――迷子になっていた。

　キャリバーの向かいから、鏡を抱えて走って来る少女がいた。

「誰か、助けて！」

　その鏡の光に、キャリバーは珍しく目を見開き、彼女に向かって飛び掛かる。抱え込まれた少女は小さく悲鳴を上げ、何すんのよと急に声を怒りに染めた。

「た、助けてくれと言っていた」

「どうして持ち上げる必要あんのよ」

「た、たしかにそうだ」

　キャリバーは彼女を下ろし、背を曲げ、彼女に近くなった目線で彼女を見つめた。

「その光――ど、どこで見つけた」

「知ってるの!?」

「ヴィ、ヴィットは、どこにいる」

　周りにいる人間と同じなのか違うのか、少女はキャリバーの問いには答えず、彼の胸ぐらをつかんで叫んだ。

「いいから助けてよ！」

　キャリバーはぽかんと、口を開けた。

　少女――ナギサがつかんだスーツが、しわくちゃになっていた。

「鏡が光って、目が覚めたら――宇田川が消えてた。あいつは、やばい――。ヴィットが危ないの……」

「――！」

「ナギサ！」

　息を切らして二人に駆け寄ってきたのは、また別の少女、ゆうこである。

　彼女は鏡ではなく、ナギサの肩を掴んで、怯えつつも――安堵しているように見えた。

　おそらく、彼女はナギサとは違う心配を抱えていたのだろう、とキャリバーは思う。

「そ、その鏡を、見せてくれないか」

　ナギサに胸ぐらをつかまれたまま、キャリバーはまっすぐ、ナギサを見つめた。
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　グランツとアサフが出会った時、二人は敵だった。

　彼はアサフに刃を向け、アサフは死を悟った。

　グランツは言っていた。俺の武器はこれ一つだと。これ以外は、持ちたくないのだと。その理由は分からなかった。彼はいつでも、その刀を肌身離さず持っていた。

　怪獣の身体から突き出た刃は、確かにグランツの刀の輝きに似ていた。

　怪獣と対面する度、アサフはグランツを思い出した。それは――彼と怪獣に、何かつながりがあるからではないのか？　アサフは必死にコードを打ち込みながら、そんなことを考えていた。

『おい、ちゃんと集中しろよアサフ！　おっせえんだよ、スィンに変われ！』

「アサフ様！」

「うるさい！」

「今は意地を張っている場合ではありません！」

　スィンがアサフを突き飛ばし、アサフはハイヤールから離された。

　すぐに立ち上がり、ハイヤールを覗き込む。

「どうなさったのですが、アサフ様」

　スィンはアサフに言葉をかけながらも、コードの手を緩めない。

「あの怪獣の刃に……見覚えがあるんだ」

「？」

「こいつは……グランツなのか？」

　アサフは、ハイヤールに触れた。正しくは、そこに映る怪獣に触れた。

　グランツは、この世界を「つまらない」と言った。

　そして彼は、アサフを裏切り、父を殺した。

　怪獣は、この世界の均衡を、さらに崩そうとした。

「どうして……どうしてだよ。平和な世界にしようって、約束しただろ」

　怪獣は咆哮し、バスターボラーを弾き飛ばした。

「グランツ！」

「アサフ様！　これはボラー様とマックス様としかお話しできません。ここで声を上げられても……その疑惑のお方には、届きません」

「グランツ！」

「アサフ様っ！」

『うるせえなあっ！　ちったあ黙ってコード打てねえのかっ！』

「お前に話しかけてるわけじゃない！」

『話しかけてなくたって聞こえんだよ！　気が散るんだよ！』

『アサフ、少し落ち着くんだ。今はこの怪獣を倒すことが先だ』

「でも……！」

　拳を、爪が食い込むほどアサフは強く握りしめた。

　先ほどまで恐ろしかったあの怪獣に、今はもうグランツが重なる。あれを倒せば、グランツも死ぬのか。そんな疑念が、圧倒的不利な立場にもかかわらず浮かんでは、スィンを突き飛ばして攻撃をやめさせようと体を動かそうとする。

　またそうやって国を裏切るのか？　お前はもう、魔族たちの王なんだ。

　そんな理性と、友に対する想いが、心の中で衝突しては、ますます拳の力を強めさせた。

　その瞬間、ハイヤールがまばゆく光った。スィンも、アサフも、思わずその光に顔を覆った。

「ボラー！」

『コードを打つのをやめてくれ！』

　バトルトラクトマックスの声で、スィンは思わず硬直する。

　まばゆい光にようやく目が慣れ、一同は目を疑った。

　鏡を持った少女を抱えた、黒い装束を着た男――。その男の背には、なぜか四本の刀が携えられている。

　――男は意を決した表情で怪獣を見上げた。

「……ど」

『ど？』

「どうすればいい」

『はあ？　いやいや、てかお前、誰よ』

「お、俺は……サムライ・キャリバー」

『長えよ』

『え？　ナギサ？』

　アサフは、耳を疑う。先ほどまで聞こえなかったスカイヴィッターの声が、今ハッキリと聞こえた。

　素っ頓狂な会話をかき消すように、怪獣は大きな叫び声をあげて突進してきた。

　スカイヴィッターが少女――ナギサに向かって飛び立つが、怪獣は腕を振り上げてスカイヴィッターを叩き落した。

『おい、何失敗してんだよ！』

　怪獣が咆哮する。

　ナギサは、怯みつつも立ち上がり、周囲を見て、マスターボラーたちが味方だと分かったようだ。バスターボラーもそれを察したのか、機体を彼女を守るように摺すり寄せた。

　怪獣は再び刃を一同に向けて放った。言い合っていた一同は、そのまま攻撃を食らってしまう。

「ボラー！　マックス！」

「ヴィット！」

『っざけんなよな！』

『アサフ、大丈夫だ。我々は無事だ！』

『無事じゃねえよ！　めっちゃ痛いわ！』

『キャリバー、ナギサはお願いね』

「ちょっと、何勝手に――」

「ま、任せろ」

『お前に言われなくても分かってんだよ！　コード！』

　スィンがコードを打ち込み、バスターボラーが弾頭を充填する。

『！　待てボラー！』

『んだよ！』

『怪獣の上にも……！』

『ああ？』

　バトルトラクトマックスの声で、アサフも怪獣に視線を移した。

　怪獣の頭部。確かにそこに、立っている影がある……。

『逃げ遅れた者か？』

『おい、青いの、助けてやれ！』

『あれ――宇田川さんじゃない？』

「ヴィット撃って！」

『え？』

「あいつは――全部の黒幕」

『黒幕……？』

『おい、ヴィット、信じていいんだよな？』

『――うん』

　ボラーは怪獣の腹に向かって攻撃を行った。頭部に立っていた人影は、そのまま地面に叩きつけられそうになる。

　そう、誰もが予感した。

　だが、人影は体の向きを器用に調整し、そのままゆっくりと元の場所に立った。

『サムライ・キャリバー？　その男の人に、連れてきてもらったの、ウミちゃん』

「う、ウミじゃない、ナギサだ」

『なんだっていいだろ、何なんだよお前は』

　人影の男は、にやりと口角だけを上げて笑った。

　見慣れない衣服、細い目、きゃしゃな体躯……。怪獣を背にしても全く動じない男が、並び立つバスターボラーたちを見て、面白そうに、笑った。

『それにしても驚いたな。ヴィット君みたいな子が他にもいるなんて』

　姿かたちは異なっても、その声は記憶の中と同じ――。

「グランツ……!?」

　男はまるで、ハイヤールの向こうでアサフが見ているのを知っているように、こちらに向かっていやらしく微笑んだ。

『あっちにはいなかった子たちだね。てことは、アサフの方か。えー、ならもうちょっと遊べばよかったかも。まあいいや』

　男はスカイヴィッターを指さした。

　すると、男の背後に立つ怪獣が、口内から光線を、スカイヴィッターに向かって発射する。

　スカイヴィッターはなんとか翻ってそれを避けたが、続いて発射された光線に狙撃される。

「嫌っ！　ヴィット！」

『おいおいなんだよそのボスっぽい技！』

「お、落ちてくるぞ」

　キャリバーがナギサをかばい、墜落するスカイヴィッターを避け走り出した。

「い、今の状態じゃ、勝てない」

「ヴィットが！　ヴィット置いて行ってどうすんのよ！」

　助けてもらったにもかかわらず、ナギサはキャリバーの胸を何度も蹴りつけたが、キャリバーは決して彼女を離さない。

　ボラーは彼を、一瞬で仲間と認めていた――つまり、戦闘力の高さは折り紙付き。そんな彼が退避を選んだと言うことは、状況はアサフたちでどうにかなる状態ではない、ということだ。

　男は続いてバスターボラーとバトルトラクトマックスまでも標的として攻撃した。

　光線、刃、光線、刃。ひっきりなしに発されるそれは、怪獣だけで攻撃した時よりもかなりスピードが上がっている。

「コードが、間に合いません……！」

　スィンが唇をかみしめながらも、未だに反撃しようとコードを打ち込み続ける。

　だが、ボラーたちは発せられる命令を行動に移す暇もなく、狙撃されている。

『避けるのがうまいねえ。それなら――』

　男は狙いをナギサに変えた。キャリバーとナギサは、一歩、一歩と前に出ようとする怪獣に踏みつけられそうになる。

「……俺が行く」

「えっ。アサフ様？」

「まだ動ける魔女はいるか！」

　アサフの号令で、戦地から帰ったばかりだが、幾人もの魔女がよろよろと立ち上がった。

「転送魔法を頼む！」

「アサフ様、なりません！」

　スィンは思わず石板から手を離した。

「攻撃の手を緩めるな！　ボラーとマックスを殺したいのか！」

　アサフににらみつけられ、スィンは慌てて石板に手を戻し、コードを打ち込む。

「嫌です……なりません、アサフ様」

「少女があのままじゃ踏みつぶされて死ぬ。ボラーも、マックスもだ。早くしろ！」

　魔女たちは言い合いに戸惑いながらも、顔を見合わせて言霊を詠唱した。

　以前、行った場所に転送する魔法。微力ながらも束になった魔力で、アサフの足元に魔法陣が現れる。

「ナハラ・ハラセトゥ！」

　魔法陣が輝き、アサフの身体は陣へと引き込まれて消えた。

　スィンの眼尻に涙が浮かんだ。

　愛する人の帰還を、誰も約束してはくれなかった。
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　キャリバーとナギサの顔に、大量の血が滴った。

　二人をかばった角の男が、怪獣から二人を守り、血を滴らせていたからだ。

　アサフは傷ついた体をなんとか起き上がらせた。

『なんで帰ってきてんだよ！』

「お前らが頼りないからだ！」

「あなた……血が！」

「――問題ない。遅くなってすまない」

　アサフは少女をかばったまま、なんとか痛みをこらえようと、深く、深く息をした。

『あれえ、アサフじゃん』

「……！」

『まだ生きてたんだね。大臣に暗殺されたかと思ったんだけど。意外とみんな、優しいんだね。それとも、新しく来てくれたこのお友達のおかげかな？』

「……黙れグランツ」

『この格好だと、宇田川って名前なんだ。見た目もおじさんを選んだから、口調もちょっと、大人っぽくしてるんだよ』

「訳の分からないことを言うな！」

『え、知り合いなの？』

『ずっとそう言ってるじゃないか』

『言ってねえよ！　どういうことだよアサフ！』

「俺が知るか……！」

『君にはわからないよねえ……。所詮、ヴィランだもんなあ。まあいいや。もうそっちに興味はないし』

「――あんたたち、知り合いなの？」

「……ああ。君も、そうか」

「あいつは……私の町を、壊した最低の男だよっ。あの怪獣――ジャムダンも、こんなキモイ場所も、全部全部――」

「――」

『ねえアサフ。君、人を守るとか、似合わないよ。敵らしくなさすぎ』

『敵はてめえだろ！』

『モブが僕の予定を壊さないでよ。君たちは、僕の思い通りに生きるために生まれたんだから』

『はあ？』

「何を……何を言っているんだ……」

「――あんたの思い通りになんか絶対にさせない！」

　宇田川は眉間にしわを寄せ、わざと大きなため息をついて見せた。

　皮肉にも怪獣は、宇田川が指示しなければおとなしくそこにただ立っている。語らうからこその平穏が、アサフたちを生かしていた。

　宇田川は、再び奇妙な笑いを携えて、一同を見つめる。

『おもちゃに飽きたら捨てるでしょ、どうせ捨てるなら、壊す遊びも挟みたいでしょ』

　男は一歩、前に進む。今度はアサフだけを見つめて。

『だから、おとなしく壊れてよ。そしたらまた、次の遊び場に行くからさ』

「グランツ。俺は……お前が分からない」

『分からなくていいんだって。ただ、死にたくないって言いながら、僕の怪獣に殺されてって話』

　宇田川が再び、手を挙げる。攻撃を防ぐためにバスターボラーたちがアサフの前にすべりこむ。

『『『うわあああああ!!!』』』

「ボラー！　マックス！」

「ヴィット！」

『そっちの子たちはそういう名前なんだね。でも、残念でした。僕の作った怪獣のほうがやっぱり強いみたいだね。手ごたえもない。つまんないよ。だらだらしないで、早く壊れてください』

　三体の姿が、まばゆい光に包まれて消える。そこに残ったのは、アサフと、少女と、宇田川――そして、巨大な怪獣。怪獣の刃が、再びアサフに向けられる。

　アサフは興奮して脈拍が高鳴った心臓をなんとか抑えながら、少女を守った。

「――許さない」

「……！」

「私はあんたを――許さない！」

　ナギサの瞳が、ギラリと光るのが分かった。戦い慣れているとは思えない体躯。だが確かに光るその目は、戦士の目をしている。

　ナギサはただ、腕に抱えた鏡だけを持って、宇田川に向かって駆け出した。

「行くなナギサ！」

「うわあああああ！」

　怪獣が――ジャムダンが、彼女に向かって大きく口を開いた。

　その背後で笑う宇田川を見て、アサフの胃の腑ふは、燃え滾たぎるように熱を帯びた。

　彼女が怪獣に怯み、その足を止めそうになった瞬間――彼女の目の前に足を滑り込ませたのは、サムライ・キャリバーだった。

　彼の叫びを聞く前に、辺りは静寂に包まれた。

「……嘘」

　ジャムダンはキャリバーを丸呑みにし、再び天に向かって、咆哮する。

　腰を抜かし、割れた鏡だけを手に、ナギサは絶望した。

　また、自分のせいで――誰かが犠牲になってしまった。

「嘘……嘘だよ……！」

『いいねえ、もっと泣いてよ。どうせなら、怖いとか、助けてとか、色々言っちゃってよ』

　宇田川の笑い声が、ぬめりと耳の中に入り込んでくるようだった。

　アサフは一度、目を閉じた。深く息を吸い、そして、吐いた。

　再び目を開いたとき、アサフはすぐに宇田川に向きなおり、彼をにらみつける。

『そんなに怖い顔しないでよ。その目の色じゃさすがに怖いよ？　大丈夫だって。壊れたら、また作って、また、壊せばいいんだから。ああでも……君にはそれができないのか。かわいそうに』

　冷たかった体に、みるみる温度が戻るのが分かった。その温度は体温を超え、火炎のごとく燃え盛る。身体を、真っ赤な炎が包む。心にあった憎しみと悲しみの炎が、体の外にまで放出したのだ。その炎は、宇田川をにらみつける時が重なるほど、みるみる大きくなる。

『え～なにそれ、かっこいいね』

「……大人の言葉遣いはどうした」

『ここは僕の場所だから、僕の好きなようにする』

　アサフは大きく飛び、振り上げた剣を一気に宇田川に向けて振り下ろした。

　だが、ジャムダンが刃のついた腕でその剣を一撃でへし折る。

　それでもアサフは、今度は炎の剣を生み出し宇田川を狙う。何度も、何度も、ジャムダンに吹き飛ばされても、立ち向かう。

「もしかして、もうパワーアップタイムは終わり？」

　宇田川は再びため息を吐いた。

『アップデートが遅いねえ。それじゃあすぐ飽きちゃうよ』

　宇田川が腕を振り下ろしたことで、ジャムダンの刃がアサフに狙いを定めた。

　自分は、死ぬのか。父を殺した男に、友情を誓った男に、殺されるのか。

　アサフは噴き出す血を眺めながら、あふれ出ようとする涙を必死でこらえた。

『降参する？　しても殺すけど』

「……しない」

『――……』

「俺は……約束した。あいつらと。あいつらがいなくなっても、俺の国を守るって」

　アサフはぎろりと宇田川を見上げた。

　みんなで守った世界を、こんな奴に壊されてたまるか。

　こんな男を友と信じた、過去の愚かな自分を燃やせ。

　こんな男を探して、仲を修復しようとした、先ほどまでの自分を燃やせ。

　身体の炎が見る見る火柱となり、ジャムダンは焼けこげる痛みに呻いてのけぞった。

「俺は……俺の世界を守るんだ！」

　火柱はジャムダンに向かって伸び、その体を貫いた。

　腹に開いた大きな穴は、超速再生によってふたたびすぐにふさがってしまう。

　だが、アサフの傷も、自らまき上げた火柱によって焼きふさがれていた。もう血は流れない。もう瞳は、下を向かない。

「俺は、お前を――倒す」

　アサフが剣を振り上げた。だが、剣は炎を一気に収束させ、消える。

「……！」

『あら、エネルギー切れ？　ゲームオーバーだね』

　柄だけとなった剣が何もない天をつく。

　再び息を吹き返したジャムダンが、大きな口を開き、アサフと、ナギサの元に突進してくる。

　ナギサは――祈った。奇跡が起きることを。

　アサフも祈った。この怪獣たちを制し、平和な世界を取り戻したいと。

　その時だ。

　アサフの握りしめた柄が、ナギサが抱えた鏡が、眩まばゆい光を発しだす。

　怪獣は咆哮し、うずくまる。

　咄嗟に、ナギサは鏡、アサフは柄を頭上に掲げた。二人のアミュレット――友と、仲間と、自分と、共に過ごした時間の結晶。

　二つの光が合わさり、現れたのは宝石に似た――光り輝く、涙の形の宝玉となる。

『アップデートだ!?』

　宇田川はなぜか、吊り上がった口角をさらに持ち上げて飛び跳ねる。

　哀しみの形をした宝玉から、彼らに降り注ぐ、光。その温かさが、彼らの身に降りかかる恐怖を吹き飛ばしたかのように、二人の心に――温かい何かを、生んでいた。

　孤独を、悲しみを、悔しさを飲み込んだ、大きな大きな涙の粒が、二人に、私に、俺に、力をくれる。

　右足が、誰かに蹴られた気がした。振り返っても誰もいない。

　アサフは思い出した。彼をいつもぞんざいに扱う、仲間の姿を。彼がうつむくたびに、前を向けとなじる、友の姿を。

「俺は」

「私は……」

「「お前を倒す!!!」」

「それ、もう聞いた」

　友がアサフに語り掛ける。

　もう一度、一緒に戦おう。

　友がナギサに語り掛ける。

　あとは、お願いね。

「馬鹿言ってんじゃないわよ」

　ナギサはそう言いながらも、アサフに向かって、笑みを向けた。

　言葉が、胸に直接、語り掛ける。

　空が、星が爆発したようにまばゆく光った。青が混じり、白くなった光が、アサフの立つ地を照らし出す。

　あまりのまばゆさに、怪獣も、宇田川も硬直していた。

　アサフとナギサだけが、そこで動くことを許されたように、静かに見つめ合う。

「聞きそびれたけど、あんたって何なの？」

「――俺は、この世界を守る王だ」

「はあ？　……何それ――」

　言葉とは裏腹に、少女は笑ったままだった。

「私はナギサ。ヴィットに迷惑かけられた、かわいそうな女子」

「なるほど。それなら俺と、気が合いそうだ」

　そして、一歩ずつ、アサフに歩み寄り、輝く宝玉に、共に手をかざした。

『頼む、彼らに力を貸してくれ』

「え？　今話した？」

「いや……今のが、ボラーたちが言っていた声――」

　ナギサもアサフも、一様に目を見開いて、互いを見た。その偶然に、二人は思わず微笑み頷く。そして、言霊を重ねた。

「「目覚めろ。新世紀中学生！」」

　真っ白に輝いていた天が、今度は再び、青色に点滅しだす。

　光が収まったとき、彼らの前にいたそれに向けて、どんな表情をしたらいいのか、アサフもナギサも分からなかった。

　そこには、待ち望んでいた、信じる――仲間が立っていた。

「ボラー、マックス！」

「馬鹿ヴィット！」

「うお――!!!　戻れた―――！」

「信じていたぞ、アサフ」

「え、なんで俺だけ馬鹿って呼ばれるの？」

「お、俺はサムライ・キャリバー……。何故誰も呼んでくれない」

「そんなの根に持つなよキャリバー」

「みんな、喜ぶのは後だ！」

「え、俺喜べてないんですけど」

「んだよ、急に仕切りやがって。お前の顔、にやけてるぞ！」

「うるさい！」

「みんな、さっきキャリバーから聞いたコードは覚えてるな？」

「ああ、でも、どうやって」

「よっしゃ行くぞ！」

「お、俺は行けるのか」

　キャリバーが少々不安げな顔をしたのを、ナギサが、蹴り飛ばす。

「あれ、なんか誰かさんに似てる気が」

「なんのことだよ」

「……あんたの分は私がやる」

「で、できるのか」

「さっき助けてくれたでしょ。あとは、気合よ、気合」

　ナギサが口をとがらせるのを見て、ヴィットが笑う。

「そんなのでできるのかな」

「できるのよ！」

「――そのための奇跡だ。それくらい、できなければ神を恨む」

「ああもういいよ、行くぞ。やらなきゃわかんねえだろ！」

　一同は怪獣に向きなおる。確かに、光に当てられて怪獣と宇田川は固まっていた。

「今のうちに――行くぞ」

「「「「「おう！」」」」」」

「アクセスコード：バスターボラー！」

「アクセスコード：バトルトラクトマックス！」

「アクセスコード：スカイヴィッター」

「アクセスコード：グリッドマンキャリバー」

　掛け声に合わせ、アサフとナギサは、互いに腕をクロスさせた。

　四人は光の玉となり、二人の宝玉に吸収される。

「……成功」

　空から、舞い降りてきた。

　我らの友が。真の姿で。

『行くぞおめえら！』

『問題ない』

『お待たせしました』

『ついにか』

『キャリバー、お前来たばっかだろ』

『全員で行くぞ！』

　ナギサとアサフは、共に手を取り、力を込めた。

「「行け――――――！」」

　バスターボラーたちの身体は輝きを放ち、再び光の空間に時間を取り戻させる。

　突如目の前に現れた光の塊に、宇田川は何事かと窺うような視線を向けた。

　光が分裂し、それぞれの身体が分解されていく。

　煙の噴出と共にバトルトラクトマックスの後方車輪が持ち上げられる。二つに分かれた身体が輝き、機体側面が解放された。

　バスターボラーのドリルが開かれ、八の字に開かれて舞う。バスターボラーを中心に据え、ほかの四機も姿を変え始めた。

　開かれたバトルトラクトマックスの機体と連結したバスターボラーは、その身を翻して美しい黄色の機体を前に突き付ける。

　コードとつながれつつ、四つに分裂したスカイヴィッターが、二つの機体の背後に回り、火花を散らして結合した。

　頂の赤い機体が回転し、そこに人に似た顔を現す。

　人型をした巨人がパワードアックスを掲げた時、その衝撃で地面は揺れて、怪獣は恐怖に咆哮した。

『『『『合体戦人！　パワードゼノン！』』』』

　その姿が再び七色に輝いたとき、アサフとナギサの身体も、同じように光に包まれた。

　宝玉は光の粒子となって霧散し、彼らの身体も、同じようになろうとしていた。

　パワードゼノンが、二人をゆっくり見下ろした。

「頼んだぞ、パワードゼノン」

　パワードゼノンは、二人に向かって、ゆっくりうなずいた。

　アサフとナギサは、その頷きが終わる前に、ゆっくり、散っていった。
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　転送時に使った魔法陣の上に、アサフは再び現れた。

　傷はいつの間にか治り、どこからか力が湧いてきている。

「アサフ様！」

　スィンがアサフに駆け寄り、その胸に飛び込んだ。

「お前……石板は」

「ボラー様が、もう大丈夫だと言ったんです！　それよりなんですか……！　勝手に、私を置いて行ったりして……！」

　スィンの涙が、アサフの胸にしみた。

「大丈夫だ」

「今目で見て分かっております」

「もう、大丈夫だ――」

　アサフは強く、スィンを抱きしめた。

　魔族も人間も、皆がハイヤールを見つめていた。戦神の戦いを見届けるために。

　だがその瞳はアサフと同じく、勝利を確信した色を放っていた。
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15　門・出







　変なコスプレ――。

　スカイヴィッターが共闘していたのは、見たこともない色の肌をした、大きな牛頭の男だった。

　真っ赤な目で、時代劇みたいな口調で、お世辞にも仲良くなれそうに見えない彼と、ナギサは手を取り合った。

　その時の温かいあの掌の感触が、手の中で、きっと勝てると伝えてくれた。

　あの時、二人の瞳に映った光景が、目に焼き付いている。四つの機体が合体した、美しい人型ロボット。

『合体戦人・パワードゼノン』

　彼らが彼女の目の前に現れた瞬間、身体全体が、温かい光で包まれた。

　私は、ここまでなんだ――。死ぬのかな、消えるのかな、それでもいいか、こんなに温かいんだったら。恥ずかしいものとか、置いてきてないよね。ゆうこには何も言えなかったけど、仲間外れの仕返しだから。私にはもう、何もないよね。

　牛の頭の男の人――アサフ、私を見て、笑ってた「君は消えたりしないから」って。

　知り合いなんかじゃなかったよね？　変なの……変なの……。ふふ、変だらけじゃない？
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　あれ、明るい――。

　一番最初に見えたのは、ひび割れた鏡。次に天井。ナギサは鏡からはじき出された。

　転んだら背中打っちゃう。そんな風に考えられるくらい、視界はスローモーションだった。

　だけど地面につく前に、柔らかい腕がナギサを受け止めた。

「うわあ～～～ん」

　既に泣いているのは、ゆうこだった。

　鏡では、パワードゼノンがまだポーズを決めている。そんなに短い時間だったっけ？　と、ナギサは永遠にも思えた走馬灯を思い返していた。

「どうなるかと思ったでしょ！　馬鹿！」

「……私のことずっと無視してたくせ――」

　ナギサが言い切る前に、ゆうこは彼女に飛びついた。わんわん泣いて、鼻水を流して、それがナギサにつくのもいとわずに。

「……あんたが、馬鹿だし」

　苦笑しつつも、ナギサはゆうこを抱きしめ返した。こんなことをするのは、友達でいたころにもなかった。友達だったんだろうか。あの、顔色を窺ってすがった群れは――いったい、なんだったのか。

　でも、確かにあの時のナギサには必要だった。ああしてないと、孤独に押しつぶされそうで。間違ったことばかりしてきたけれど、それを忘れて、なかったことにはすべきじゃなかった。

『こういう少年漫画みたいな展開、僕、大嫌いなんだよね』

「！　……」

「えっ、何、まだ生きてんの！？」

　宇田川の声は、鏡越しでもナギサの心臓をじかに撫でるようだった。嘲笑、自分が最も優れているとおごるその表情。

　昔の自分も――あんな顔をしてたんだろうか。

　ナギサはふと、そう思った。

『ウミちゃんまで消えちゃってさ――消すなら僕の手がよかったのに』

『君――変態っぽいよ？』

　ヴィットの声が聞こえる。

　それだけで、もう大丈夫だと、胸が温かくなる。

「ヴィット、やっちゃって！」

　彼は答えない。でもそれでもよかった。彼には、ちゃんと届いてるから。

　宇田川が手をかざすと、ジャムダンがより大きな咆哮をあげ、パワードゼノンに向かって見たことのないほどのスピードで突進した。

　パワードゼノンの関節部がきしみ、火花を散らす。

　ジャムダンは一歩も引かず、まとわりついた凝固弾の液を一気に蒸発させた。

　パワードゼノンはジャムダンの刀を掴み、痛がる悲鳴にも怯まず、刀身を真っ二つに折ってみせた。

『へえ、ここ折ったら痛いんだ』

　コードを打たなくちゃ、ナギサは咄嗟に、指を鏡につけた。

　でも、ナギサはパワードゼノンのコードを知らない。知っているコードはすべて、ヴィットが動くためのものだから。

『大丈夫』

「え……」

『もう全部、思い出した』

　パワードゼノンは拳を固め、ジャムダンの腹にボディブローを食らわせる。体中を覆っていた刀のような部位までめり込まされたジャムダンは、体液を飛び散らしながら呻き声をあげた。

「ひっ……」

　ゆうこは思わず、顔をそむけた。

　それでもナギサはじっと見つめた。友の戦いぶりを、その行く末を。

　宇田川は再び巨大怪獣をパワードゼノンに差し向けたが、その巨大な体躯は意外にも軽やかにその攻撃をかわした。

『こっちは長居するつもりはないんだ、ごめんね』

　ヴィットの声が、調子よく響く。パワードゼノンが怪獣に向けて左腕を伸ばす。

『『『『パワードパンチ!!!!』』』』

　噴出されたロケットパンチが怪獣の腹に炸裂。怪獣の体勢を崩れた隙を見て、パワードゼノンが巨大怪獣の足元に滑り込んだ。

『『『『パワードブレイカー!!!!』』』』

　ジャムダンの腹に向け、パワードゼノンの拳がねじり上げられるように沈み込む。風船のように浮かび上がるジャムダンが、悲鳴を上げて目を赤く染めた。

　宇田川はジャムダンから飛び降りようとしたが、その下降する軌道の先に、パワードゼノンが迫りくる。

『残念だったな』

『終わりだぁ、てめえもよ！』

『くそっ……！』

　宇田川が刀を構える。

　ジャムダンがパワードゼノンに向けて叫ぶ。

　ナギサは、ジャムダンの瞳を見つめた。よく見ればこの子は――子犬のような、目をしていた。

「……頑張れ……頑張れ!!!　勝って、助けて……ヴィット！」

『『『『パワードアックス！　ジャンボ……セイバー……スラッシュ!!!!』』』』

　パワードゼノンはパワードアックスを、ジャムダンめがけて振り下ろした。

　パワードアックスはジャムダンの身体に食い込み、重みをバネに肉を切り裂いた。その肉はナギサやアサフが何度も目にした、青白い光を放って輝く。青白い光が、こぼれるように散ったと思うと、二つに分かれたジャムダンの身体は真っ赤な爆炎を巻き起こす。

　火花舞う、光り輝く空間の中――太陽のように燃え盛る怪獣を背に、パワードゼノンは、じっと、まるで鏡の向こうのナギサを見つめるように、立っていた。

『なんで……なんでだよおおおお!!!!!!』

　刹那――。宇田川の叫び声と共に、背後にあった火球は一瞬で小さいビー玉のように縮んだ。

　次の瞬間、鏡を直視できないほどの爆発が起こり、パワードゼノンの姿も、見えなくなった――。

「勝った……？」

　ナギサはゆうこと顔を見合わせ、思わず抱き合った。

「勝った……勝った―――!!!」

　周囲の人々が何が起きたのかわからず、抱き合う二人を怪訝な顔で見つめていた。

「ヴィット！　ヴィット！」

　鏡を揺らし、叫ぶナギサに呼応するように、表面が青色に輝きだす。

　周囲はざわめいたが、そんなことはちっとも気になりはしなかった。

　光はナギサに向かって真っすぐに伸び、彼女は思わず、のけぞって地面に転がった。

　目線の先は空のはずなのに、そこには、見慣れた背広の背中が見える。彼女の上に伸し掛かった重みで、彼が幻ではないと分かる。

「ふ、踏んでるぞ」

「え？」

　背筋を丸めたキャリバーが、ナギサの上にしりもちをついたヴィットに、手を差し伸べた。

「ああ、ごめん」

「ごめんじゃ、ない……！」

　立ち上がったヴィットが振り返ろうとするが、ナギサに腰を掴まれて、身体が動かない。

「ちょ、ちょっと」

「見ないで！」

「？」

　ナギサは彼の腰を掴んだまま、うつむいて、自分の瞳が熱くなるのを感じていた。その顔を、彼に見られたくなかった。そしたら彼が笑うと思ったから。

　ヴィットは頬を掻き、しばらく空を見上げていた。夜明けを迎えた晴れた空は、太陽に照らされて、紫色に光っていた。

「おかえりなさい……」

「……」

「返事は？」

「ああ――うん、ただいま」

　彼は相変わらず飄々と、空に向かってそう答えた。







◆







　ナギサはナギサの姿のまま、ゆうこのスマートフォンを使ってライブ中継を行った。

　怪獣の危険は、過ぎ去ったこと。戦ってくれた人たちがいたこと。視聴者たちは皆半信半疑で、相変わらず、町には明かりがしばらくつかなかった。

　それでもナギサの顔は、晴れ晴れとしていた。

　しばらくすると、ニュースで失踪していた筈の人々が戻ってきたことが報道された。

　そこからだ、脅威は去ったと人々が安堵したのは。街には明かりがもどって、夜になっても明るい街が戻ってきた。

　ナギサは――一人、町を歩いていた。

　隣にヴィットの姿はない。

　彼女の広すぎる部屋は引き払われ、同居人であった彼も、今はここにいない――。

　彼は事件のあと、すぐに彼女のもとを去ったのだ。










「じゃあ、俺は帰るね」

　ナギサが泣きおさめた後、ヴィットは空を見上げたまま、そう言った。

「……だろうね」

「えー。なんかもっと、行かないで、とかないの？」

「ない。せいせいする」

　ヴィットは苦笑した。久々に、彼の顔をまっすぐ、ナギサは見つめていた。

「全部思い出したんだ」

「全部――っとは分からないけど、だいたいのことは、そうだね」

「――その人と一緒に？」

　手持ち無沙汰なのか、寝ている野良猫と戯れるキャリバーを指す。何も言わずに、ヴィットはうなずいた。

「大事な言葉が聞こえないけど？」

「？」

「お世話になりましたとか、なんとかないの？」

「うーん――」

「うーんじゃないでしょ」

「俺も結構やったと思うし」

　ヴィットが得意げに笑うのを見て、ナギサはいつもの嫌味を含めた言葉を返そうとしたが、少し考え、口を閉じた。

「いいよ、それがあんたらしいんでしょ」

「ナギサにも、やることがあるんでしょ」

「え？」

　ヴィットはゆうこを顎で指す。

　それだけで、何を示しているのか、ナギサにはわかった。

「あんたって、意外とおせっかいだよね」

「君ほどじゃないけどね」

　ヴィットが立ちあがったまま動かない。キャリバーが彼に気づいて、猫を置いて隣に立つのに、それでも彼は、微笑んだままナギサを見つめてただ、立っていた。

「……ゆうこ」

「え？　私？」

「行こ」

「い、いいの？」

「いいの」

　ナギサは、おずおずとついて行くゆうこを先導するように、町に向かって歩き出す。

　空が明るくて、きれいで、身体がぐったりつかれていた。足は進めば進むほど、地面にめり込むみたいなのに、それでも嫌じゃないと思った。

　交差点に差し掛かり、ナギサはゆっくり、振り返ってみた。

　もう、彼の姿はそこにはなかった。

　代わりに朝焼けに輝いているのは、明るい空には似つかわしくない、四つの星。空けの明星、そして、この町のヒーローたちが、混乱の去った街に向けて、キラキラと光っていた。







◆







「もっちは――やっぱり見当たらないって」

「……そう」

「もしかして、怪獣とかじゃなかったのかな？」

　宇田川不動産の跡地に新しくできたカフェで、ゆうことナギサはお茶をしていた。

　たまにギクシャクすることはあるけれど、互いにこれまでのことを謝って、一度水に流すことに決めた。今度また、同じことになったら、二度と二人は交わることはないだろう。そう分かっているから、二人は逆にあけっぴろげに気持ちをぶつけるようになった。

「もう、会えないのかな――……」

　ゆうこは悲しそうだった。

　ナギサの予想通り、ゆうこはもっちに仲間外れにされていたというのに、彼女は相変わらず、もっちのことを思っていた。その感覚はナギサにはわからない――。それでも、このまま彼女がいなくなってよかった、と問題を放り投げてしまうのは、正しくないことだけは分かっている。

「……たぶんさ」

「？」

「もう、ここにはいないんじゃないかな」

「どういうこと」

「だから――出ていったってこと」

　ナギサはスマートフォンを立ち上げ、もっちの連絡先がないことに気づく。

　そうだ、消してしまっていた。

　ゆうこの携帯から連絡先を送ってもらい、ナギサはそれを紙にメモした。

「懐かしい。これ、本当の番号だ」

　ナギサはそう言って笑って、ふと目を閉じた。

　彼女はそれから、カフェから去った。まるで煙のようにいなくなった彼女に、取り残されたゆうこはいたく戸惑った。

　それでも、彼女にだって、ナギサの行った先は分かっていた。

　自分たちが、背を向けた世界――彼女はそこに行ったのだ。










　薄暗い部屋で、ナギサは久々にカーテンを開いた。

　小さいころから捨てられない思い出の品たちがひしめく部屋は、埃をかぶり、ヴィットの部屋のようにキラキラと光っていた。

　ナギサは、机の上に置いてある電話番号を手に取り、久々に電源を入れたスマートフォンに、その番号を打ち込んだ。

「……」

　コール音はしばらくなり続けた。

　やっぱり出ないか、そう思い顔を離そうとしてすぐに、かすれた声が漏れてきた。

「あ……久しぶり、私、ナギサだけど」

　彼女は気まずそうに、低い声で、何、と答えた。

　ナギサののども震えていた。彼女の声も震えていた。それでも彼女は、逃げなかった。

「――また、ちょっと、遊びに行かない？」

　きっとまた、自分たちは失敗を繰り返す。そのたび傷つき、そのたび、怒って泣くのだろう。

　それでも彼らは歩いて行く。最後の最後には、そこに立ち返らなければいけないと、知っているから。

　時たま彼の気配がする。いるはずもない彼は、今日もこちらを見て、飄々と、図々しい態度でこちらを窺っているのだ。







16　帰・還







　ハイヤールから再びボラーとマックスが帰還した瞬間、魔族と人間たちのどちらもが歓喜の声を上げ、森の木々が一斉に揺れ動いた。

「……戻ったか」

「ヒーローが帰ってきたら、もっと豪勢に迎えるだろ普通」

「――悪かったな。お前が負けないかハラハラするので忙しかったんだ」

「……けっ」

　ボラーは口を尖らせたが、すぐにその顔は笑顔に変わった。

　マックスはいつものように背筋を伸ばし、心配させて済まないと、折り目正しく挨拶をした。

「今日だけはいくらわがままを言っても許す」

「マジ？」

　ボラーの顔が、よりいっそう輝いた。

　だが、すぐにその笑顔は引っ込められる。うつむいて頭を掻くそのしぐさだけで、アサフはすでに、察するほどに彼を分かっていた。

「もう、行くのか」

「！　……おう」

「そうか」

「んだよ、リアクション薄くねえか？」

「仲間のところに行くんだろ」

「……」

「それが、一番いいことだ。お前にとっても、仲間にとっても」

「――お前だって」

「俺はお前がいなくても、立派に王をやってみせる。俺にはここにちゃんと、仲間がいるからな」

　アサフは口角を上げて笑った。

　ボラーもアサフと同じように察した。だが、互いに表情は変えなかった。

「なーんか、俺らもう用済みって感じ？」

「ああ」

「……可愛くねえ奴」

　ボラーはまた、アサフを蹴り上げようとした。

　だがその足は宙を切って、すとんと、地面に舞い戻る。それを見てアサフは少し、得意げに笑った。自分がボラーに悔しい顔をさせたのは、これが初めてだったからだ。

　彼を引き留めたいと、心から思った。それでももう、王である自分には、そんなことは許されない。涙を携えて彼にすがるなんて、王族の誇りに反することだ。

　アサフはゆっくり、頭を下げた。それを見て、すべての魔族と、人間たちも、ボラーとマックスに向けて頭を下げた。

「……ありがとう、ボラー。そして、マックス」

　ボラーもマックスも、一様に居づらそうな顔をした。

　しばらく頭を上げない一同に向けて、マックスはいつもの優しい声で、言葉を贈った。

「王にきちんと礼をできていないのがはばかられるが、伝言を頼む」

「任せてくれ」

「せっかく俺らが頑張ったんだからしっかりやれよ」

「分かってる」

　アサフはようやく、顔を上げた。その瞳は父のように真っ赤だったが、その奥にはすでに、悲しみの炎は消えていた。

「お前よりはうまくやれるさ」

「はん、言うじゃねえか」

　沈黙が起こった。そこにいるすべての、三人以外の者は、彼らがどうするのかをただ見守っていた。

　沈黙を破ったのは、ボラーだった。

「じゃあな」

「……」

　アサフは何も言えなかった。

　空を見上げ、ボラーとマックスは、もう振り返ることなく飛び立った。

　いつかスィンが言っていた。ボラーは空から降って来た。彼は我らを守る、神の使いなのだと。

「……使いにしては、下品な奴だった」

「アサフ様」

　たしなめるようなスィンの声は、弾むように明るかった。

　アサフは自分のいる森を見つめた。あたりは光の穴で歩ける状況ではなかった。それでも、すべての者たちが、彼らの飛び立った空を見上げ、笑っている。

「よし、いつまでも空なんか眺めているな。俺たちには、やることがある」

　アサフの声に、一同はハッとして前を見た。

　この先、すべてがうまく行くわけではないだろう。それでもアサフは、もう恐れなかった。ハイヤールはもう不要であった。不要な世界を、友が、贈ってくれたから。







エピローグ







　ようやく集合した一同は、とある街をぞろぞろと歩いていた。

「ぶっ飛ばされるにしても遠くに行きすぎだろお」

「それほど敵の力が強大だったと言うことだ。再び集結できてよかった」

「てかマックスあの仮面やめちゃったの？似合ってなかったよなー、あれ。思い出したらなんかウケてきたわ」

「えー、俺も見たかったー」

「そういやキャリバーってどこよ？」

「メールの返信がない」

「じゃなくて見てねえんだろ。あいつ携帯を携帯してねえから。それよりさー、どっかで飯でも食ってかね？」

「あ、俺しょっぱいやつ食べたーい」

「そんな時間はない」

「あー出た出た優等生が。いいよなら、いいよ」

「俺食べたいって言ってたんだけど……」

「あ、あそこじゃね？」




　彼らはヒーローじゃない。

　それでも誰かの支えであった。

　彼らはヒーローじゃない。

　それでも彼らの友であった。




　彼らは戦う、どこかで誰かが助けを求める限り。

　彼らは戦う、その声がまだ、逃げたくないと、叫ぶ限り。







あとがき







　このたびは拙著をご購入いただき、ありがとうございました。皐月彩です。珍しい名前の人です。ウルトラマンで脚本を書かせていただいていることがご縁で、今回の小説を書くことになりました。

　特撮を見始めたのが21歳から、というだいぶ変わった経歴から、いつしか自分が生まれる前の特撮作品のリメイクアニメ（しかもトリガーさん制作）の小説を書けるなんて思ってもみませんでした。

　こういうのは作家としてダサいかもなと思いつつ、この小説内で出した二つの世界でそれぞれ描きたかったことについて、お話してみたいなと思います。

　まずは、アサフの世界。アサフというのはアラビア語で「後悔」という意味です（この世界線の登場人物・技名は基本的にアラビア語でつけております。私がエジプト出身なのもあり）。「自分一人で一生懸命やらなきゃだめなんだ」というアサフは、いつの時も誰かに頼れないことで大きな後悔を得ます。こういうのって誰にでもある気がしていて。意地になって一人で作業して、全然間に合いそうになくなってパニックになったり、苦しい時誰にも言えなくて結局自分でうつうつと過ごしたり。

　だから、そんな自分に喝を入れる意味もあって、アサフには、誰かに助けてほしいと頼めるように成長してほしいな、と思って最初は書いていました。

　次にナギサ。彼女はもう、明らかな二重生活少女。これもやっぱりやっている人多いんじゃないかと思って。自分を偽って仕事をしたり学校に行ったり、でも家や友達の前では全然違う自分になったり。どちらが無理をしているかは人によって違うと思うんですが、どこか遠くで達観してみている「もう一人の自分」が、そういう生活辛くない？　と自分を責めてくる気がするような……。

　でも、そういう両立こそが「社会性」だったりもする。だから、簡単に「全部自分らしく生きるのがハッピーじゃん！」とはいかない。だからこそ、ナギサには気軽に両方見せられる誰かと出会ってほしかった、と思っていました。

　ですが、作家作業というのは不思議なもので、書いているうちにキャラクターたちが自分の想定を超えて「あなたの思惑通りじゃなくて、自分はこうしたいの」と訴えてくることがあります。私の最初の理想論を超えて、いつのまにか二人が自立し、強くなってくれました。

　自分の子のはずなのに、いつの間にか頼れる親友のような。今の未熟な私がつい、憧れてしまうような、そんな愛しい仲間になりました。

　そんな仲間に恥じないよう、私もがんばらなきゃなあ。できれば、そう思ってくれる人がたくさんいてくれればうれしいです。よかったら、仲間に入ってください。一緒にお茶でもして、言い合って、もっと強い仲間になれたら嬉しいです。

二〇二〇年　五月　皐月彩
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